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Ⅰ．セ ン タ ー と し て の 活 動 

 



１．北海道内の地震活動，地殻変動，電磁気観測を行っている観測施設 

および常時観測点のある活動的火山 

 

 

 

 

඲部で道内�6観測施設，５活火山を観測．࡞お，༑勝ᓅ４点，㞤㜿ᐮᓅ３点，ᶡ前山

㸷点，᭷⌔山1�点，㥖ࣨᓅ12点での観測ࡀ火山࿘辺で行ࢃれている．
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地震予知研究観測施設及び観測項目 

 

（北海道北部地ᇦ） 

♩文北観測点㸸5(N 

  ᚤ小地震，GPS 

♩文༡観測点㸸5%S 

 ᚤ小地震 

ኳሷ中川観測点㸸TN. 

  ᚤ小地震，ᗈᖏᇦ地震（STS�)5((SI$），地殻変動（࢝ࣜࢩఙ⦰，Ỉ⟶ഴᩳ）， 

地磁気 

ኳ኎観測点㸸T85 

  ᚤ小地震，GPS 

ẕ子里観測点㸸0S5 

  ᚤ小地震 

Ɫ前観測点㸸T2I 

  ᚤ小地震，地殻変動（࢝ࣜࢩ，Ỉ⟶） 

୕῱観測点㸸S.I 

  ᚤ小地震（࣎࣍࢔ーࣝ%H） 

ᮅ日観測点㸸$S$ 

  ᚤ小地点（%H） 

ឡู観測点㸸$I% 

  ᚤ小地震，ᗈᖏᇦ地震（STS），地殻変動（࢝ࣜࢩ，Ỉ⟶） 

 

（北海道ᮾ部地ᇦ） 

ᖠຍ観測点㸸H5. 

  ᚤ小地震 

ト࣒ࣛ࢘ࢩ観測点㸸T08 

  ᚤ小地震 

༑勝࣒ࢲ観測点㸸T.' 

  ᚤ小地震 

カ子ᗓ観測点㸸.NP 

  ᚤ小地震，地殻変動（࢝ࣜࢩ，Ỉ⟶） 

ᘵ子ᒅ観測点㸸T(S 

 ᚤ小地震，地殻変動（࢝ࣜࢩ，Ỉ⟶），地下Ỉ 

ோఅ観測点㸸N%T 

  ᚤ小地震（３点トࣜࣃタ࢖ト） 

ோ多観測点㸸NIT 
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  ᚤ小地震 

⹿ู観測点㸸 

 地磁気，地電位 

ᒅᩳ㊰観測点㸸.8T 

  ᚤ小地震(%H)�地殻変動（య✚ṍ） 

⨶⮻観測点㸸58S 

  ᚤ小地震 

ᑿ⿄἟観測点㸸2'T 

  ᚤ小地震 

᰿ᐊ観測点㸸N05 

  ᚤ小地震，ᗈᖏᇦ地震（STS�)5((SI$），地殻変動（࢝ࣜࢩ，Ỉ⟶，ṍ），地電位 

ึ田∵観測点㸸HT8 

  ᚤ小地震 

ཌᓊ観測点㸸$.. 

  ᚤ小地震，ᙉ震動，地殻変動（ṍ），地電位 

ᾆᖠ観測点㸸85H 

  ᚤ小地震，地殻変動（࢝ࣜࢩ，Ỉ⟶），地磁気，地電位 

 

（日高地ᇦ） 

日高観測点㸸HIC 

  ᚤ小地震 

岩内௝ᓙ観測点㸸IWN 

  ᚤ小地震(%H) 

野ሯトンネࣝ観測点㸸NT. 

  ᚤ小地震 

ᾆἙ地震観測ᡤ（上ᯂ⮻）㸸.08 

  ᚤ小地震，ᗈᖏᇦ地震（ࢧックࢫᆺ），地殻変動（య✚ṍ），地磁気，地下Ỉ 

茂ᐤ観測点㸸0<5 

  ᚤ小地震，ᙉ震動，地殻変動（࢝ࣜࢩ，Ỉ⟶） 

 地殻変動観測ᡤ㸸(50ࡶࡾ࠼

  ᚤ小地震，高࿘波地動（H)SN），地殻変動（࢝ࣜࢩ，Ỉ⟶），㦂₻，地磁気， 

地電位 

井ᐮྎ観測点㸸I.T 

  ᚤ小地震 

୕石観測点㸸08- 

  ᚤ小地震，地殻変動（࢝ࣜࢩ，Ỉ⟶） 

ᚚᅬ観測点㸸0SN 

  ᚤ小地震 
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（ᮐᖠ࿘辺地ᇦ） 

地震火山研究観測センター（ᮐᖠ）㸸H84 

  GPS 

὾┈観測点㸸H$0 

  ᚤ小地震（%H） 

新༑ὠ川観測点㸸ST' 

  ᚤ小地震 

✚୹観測点㸸S<- 

  ᚤ小地震，地殻変動（ṍ�య✚ṍ），GPS 

小ᶡ㉥岩観測点㸸$.$ 

  ᚤ小地震 

ᮐᖠ地震観測ᡤ（⡘⯙）㸸HSS 

 ᚤ小地震，ᗈᖏᇦ地震（STS�)5((SI$） 

前田観測点㸸0('（設⨨ᮐᖠ市） 

  ᚤ小地震（%H） 

里ሯ観測点㸸STZ（設⨨ᮐᖠ市） 

  ᚤ小地震（%H） 

中἟観測点㸸N.0（設⨨ᮐᖠ市） 

 ᚤ小地震（%H） 

Ⓩู観測点㸸N%% 

  ᚤ小地震（%H） 

 

（渡島༙島） 

௒㔠観測点㸸I0G 

  ᚤ小地震，地殻変動（࢝ࣜࢩ，Ỉ⟶） 

ᜨ山観測点㸸(SH 

  ᚤ小地震，ᙉ震動，地殻変動（࢝ࣜࢩ，Ỉ⟶） 

渡島大野観測点�22N 

  ᚤ小地震 

ᯇ前小学ᰯ観測点㸸..0 

  ᚤ小地震 

ᯇ前ឡᗂ⛶ᅬ観測点㸸$T0 

 ᚤ小地震 

ᯇ前㉥⚄観測点㸸G$0 

  ᚤ小地震 

上ࣀ国観測点㸸..- 

 ᚤ小地震，ᗈᖏᇦ地震（STS），地殻変動（࢝ࣜࢩ，Ỉ⟶） 

⇃石観測点㸸.0I 
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  ᚤ小地震 

ዟᑼ⌫ᾆ観測点㸸2.T 

 ᚤ小地震 

ዟᑼ⚄ጾ⬥観測点㸸.IW 

  ᚤ小地震 

ዟᑼ青ⱑ観測点㸸2.S 

  ᚤ小地震（%H），地殻変動（ṍ，య✚ṍ）�GPS 

渡島大島北観測点㸸02N 

  ᚤ小地震 

渡島大島༡観測点㸸02S 

  ᚤ小地震   
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２．地震予知連絡会提出資料 
 

➨ 147 ᅇ（2002 年 5 月 20 日） 
1.北海道とࡑの࿘辺の最㏆の地震活動 

2002 年 2 月㸫4 月（最㏆ 3 ࣨ月と 1 ࣨ月）の活動 
2.ኳሷ・㐲ู⏫௜㏆の地震活動(2002 年２月 1 日㸫4 月 30 日)  
3.ᐩⰋ野௜㏆の地震活動 
 
➨ 148 ᅇ（2002 年 8 月 19 日） 
1.北海道とࡑの࿘辺の最㏆の地震活動 
 2002 年 5 月㸫7 月（最㏆ 3 ࣨ月と 1 ࣨ月）の活動 
2.༑勝Ἀ(㔲㊰Ἀ)の最㏆の地震活動(2001 年 10 月 1 日㸫2002 年 8 月 12 日) 
 
➨ 149 ᅇ(2001 年 11 月 18 日) 
1.北海道とࡑの࿘辺の最㏆の地震活動 

2002 年 8 月㸫10 月（最㏆ 3 ࣨ月と 1 ࣨ月）の活動 
2.北海道ᮾ᪉Ἀの最㏆の地震活動 
3.㞤㜿ᐮᓅ(ᚭูᓅ)௜㏆の地震活動  
 
➨ 150 ᅇ(2003 年 2 月 17 日) 
1.北海道とࡑの࿘辺の最㏆の地震活動 

2002 年 10 月㸫2003 年 2 月（最㏆ 3 ࣨ月と 1 ࣨ月）の活動 
2.༑勝・㔲㊰Ἀの最㏆の地震活動(2001 年 9 月㸫2003 年 1 月) 
3.ᘵ子ᒅ地ᇦでのయ✚ṍ観測 
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༑勝Ἀの地震活動（2001 年 10 月㸫2002 年 � 月） 

 

2001年 10月から11月࡟かࡅて༑勝Ἀで地震活動ࡀ活発࡞࡟った(最大04�9)1)�12

月௨㝆�活動ࡣ一時ప下したࡀ 2002 年 � 月࡟ධって෌び活動ࡀ活発໬し(最大 04�6)�

ࡣの活動ࡑ 6月まで⥆いた（➨ 1ᅗ）�௒ᅇの活動ᇦ�19�2ࡣ 年 3 月 4 日࡟発生した༑

勝Ἀ地震(0 ��2)の本震の༡ഃ࡟㞄᥋ࡍる地ᇦ࡟あるのでࡇ�の地震との関ಀࡀὀ目ࡉ

れる� 

௒ᅇの地震活動ࡀỿࡳ㎸ࡳᖏの࡝の部分で発生しているのかをㄪᰝࡍるた࡟ࡵ�震

※の㝿Ỵᐃを行った．活動ᇦの┤᝟ࡣ࡟海洋科学技⾡センター（-$0ST(C）のࢣーࣈ

ࣝᘧ海底地震ィࡀ設⨨してあࡾ(➨ 1 ᅗ，ڦ)�震※Ỵᐃࡣ࡟�海底地震ィのࢹータと㝣

上観測点のࢹータを⏝いた�海底地震ィを⏝いるሙྜࡣ࡟ሁ✚ᒙの⿵ṇࡀᚲせである

ので PS 変᥮波(➨３ᅗ)を⏝いてሁ✚ᒙ⿵ṇ್をồࡵ海底地震ィの᳨測್࡟⿵ṇをຍ

ࡣた�㏿度構造࠼ Iwasaki et al�の海底⇿◚構造᥈ᰝの結ᯝ 2)から➨ 4 ᅗࡍ♧࡟一次

ඖ㏿度構造を設ᐃしてึᮇ震※をồࡑ�ࡵの後�ィ⟬್と観測್のṧᕪを最小ࡍ࡟る

'ouble�'eIIerence ἲ 3)を⏝いて෌ィ⟬を行った� 

➨５ᅗ࡟震※෌Ỵᐃの結ᯝ�ồࡵられた震※分布を♧ࡍ�௒ᅇの活動ࡉ῝ࡣ 10㸫20

㹩㹫で発生しておࡇ�ࡾの௜㏆のࣞࣉートቃ⏺の῝ࡀࡉ 10㹩㹫௜㏆であるとࡉれてい

る 2)ので�௒ᅇの活動ࡣኴ平洋ࣞࣉートとのቃ⏺௜㏆で発生していたࡇとࡀ分かるࠋ

༑勝・᰿ᐊἈでࠊࡣᐃ常的ࡣ࡟ኴ平洋ࣞࣉート内部での地震活動ࡀ活発であࣞࣉࠊࡾ

ートቃ⏺௜㏆での活動࡟≉ࡣపㄪである．ࡑの理⏤としてࡇ�の௜㏆で୕ࡣ㝣Ἀ࡝࡞

る中小つᶍの地震活動ࡍートቃ⏺で発生ࣞࣉ�࡟ࡵᙉいたࡀ╔ート㛫のᅛࣞࣉ࡭ẚ࡟

られる࠼⪄పいとࡣ ートቃ⏺௜㏆で発生しࣞࣉ�ࡣ௒ᅇ発生した一連の地震活動ࠋ(4

ておࡇ�ࡾの地ᇦとしてࡣ⌋しい活動であった� 

 

ཧ⪃文⊩ 

 

1) 北大地震火山センター�༑勝Ἀの地震活動（1976 年 7 月�2002 年 1 月）�地震予知

連会報�6�（2002）�27�29� 

2) Iwasaki T�� H�Shiobara� $�Nishizawa� T�.anazawa� .�Suyehiro� N�Hirata� 

T�8rabe and H�Shimamura� 19�9� $ detailed subduction structure in the .uril 

trench deduced Irom ocean bottom seismographic reIraction studies� 

Tectonophysics�16��pp�31��336 

3) )reli[ Waldhauser and William /� (llsworth� 2000� $ 'ouble�'iIIerence 

(arthTuake /ocation $lgorithm� 0ethod $pplication to the Northern Hayward 

)ault� CaliIornia� %SS$�90�6�pp�13�3�136�� 

4) Takahashi�H� and .� Hitata� 2002� The 2000 Nemuro�Hanto�2ki earthTuake� oII 

eastern Hokkaido� -apan� and high intra�slab seismic activity in the 

southwestern .uril trench� in press� 
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３．火山噴火予知連絡会提出資料 

 

➨ 92 ᅇ㸸2002 年５月 23 日 

１．2001 年᭷⌔山の火山య構造᥈ᰝでᚓられた波ᙧ記録の࣌ーࢫト࢔ッࣉ． 

２．᭷⌔山 

 （１）火山活動の⌧ἣ 

    2001 年新山のẚ高変໬(5T.�GPS�地震の時✵㛫分布およびỈ位変໬) 

 （２）༡ࠥ༡西外㍯の地⇕活動 

３．北海道㥖ࣨᓅ 

 （１）ᇶ⥺㛗（N80�.07）変໬，火山ᛶ地震の時✵㛫分布 

 （２）2002 年２月 19 日の㥖ࣨᓅの地震活動 

４．ᶡ前山 

 ー࣒༡西ட⿣および༡西噴気Ꮝ⩌の表㠃 度ࢻ  

 

➨ 93 ᅇ㸸2002 年 10 月 1� 日 

１．2002 年㥖ࣨᓅの火山య構造᥈ᰝでᚓられた波ᙧ記録の࣌ーࢫト࢔ッࣉ． 

２．᭷⌔山 

 （１）火山活動の⌧ἣ 

    2001 年新山のẚ高変໬(5T.�GPS�地震の時✵㛫分布およびỈ位変໬) 

 （２）2000 年噴火⤊ᜥ後の㔜ຊ変໬ 

３．北海道㥖ࣨᓅ 

 （１）ᇶ⥺㛗（N80�.07）変໬，火山ᛶ地震の時✵㛫分布 

 （２）㥖ࣨᓅおよび࿘辺地ᇦ࡟おࡅる㔜ຊの⤒年変໬ 

 

➨ 94 ᅇ㸸2003 年１月 21 日 

１．2002 年㥖ࣨᓅの火山య構造᥈ᰝでồࡵられた３次ඖ㹎波㏿度構造． 

２．᭷⌔山 

 （１）火山活動の⌧ἣ 

    2001 年新山のẚ高変໬(5T.�GPS�地震の時✵㛫分布およびỈ位変໬) 

 （２）᭷⌔山噴火の隆㉳య✚の推ᐃѸマࢢマ活動のつᶍのᣦᶆの１ࡘとしてѸ 

３．北海道㥖ࣨᓅ 

 （１）ᇶ⥺㛗（N80�.07）変໬，火山ᛶ地震の時✵㛫分布 

 （２）GPS 観測࡟よるᇶ⥺㛗変໬ 

４．ᶡ前山 

 （１）最㏆の地震活動 

（ゞṇ）㥖ࣨᓅおよび࿘辺地ᇦ࡟おࡅる㔜ຊの⤒年変໬ 
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４．地震予知研究協議会への平成１４年度成ᯝ報告 

 

（１）課㢟␒ྕ㸸0301 

（２）ᐇ施機関名・部ᒁ名㸸北海道大学大学院・理学研究科 

（３）課㢟名㸸⛻ᐦ地震観測・㔜ຊ観測・0T 観測をᇶ本とࡍる北海道内㝣地震ᖏの活

動度および構造ホ౯ 

（４）本課㢟の �ࣧ年ィ⏬のᴫせとࡑの中での平成 14 年度までの成ᯝ㸸 

（４㸫１）ࠕ地震予知のたࡵの新た࡞観測研究ィ⏬の推進ࡘ࡟いてࠖの項目㸸 

     １．（１）ᐃ常的࡞ᗈᇦ地殻活動 

（４㸫２）関連ࡍるࠕᘓ議ࠖの項目㸸 

 ࢘ࠊ࢔（１）．１     

（４㸫３）ࣧ�ࠕ年ィ⏬඲యとしてのࡇの研究課㢟のᴫせと฿㐩目ᶆ る฿㐩しࡍᑐࠖ࡟

た成ᯝ㸸 

（地震）平成 11，12 年度と北海道日高山⬦地ᇦで⛻ᐦ⮫時地震観測を大学ྜ同でᐇ

施し，震※分布・震※࣓࣒࢝ࢬࢽゎ・P および S 波฿╔時࡝࡞のᇶ♏ࢹータを཰集し

た．また P波および S波の 3次ඖ㏿度構造の㏿報的結ᯝをᚓた．平成 13，14 年度ࡣ 3

次ඖ P・S 波㏿度構造，震※の⢭ᐦ෌Ỵᐃ，ኴ平洋ࣞࣉート内２㔜地震㠃のᙧ≧推ᐃ，

ᛂຊテン࢖ࣝࢯンࣂーࣙࢪンἲ࡟よるᛂຊሙの推ᐃ࡝࡞を行った． 

（海底地震）平成 12ࠊ11 年度と日高・༑勝Ἀで海底地震観測をᐇ施した（課㢟␒ྕ

030�ཧ照）．１で㏙࡭た㝣ᇦの観測ࢹータと併ྜฎ理をࡇれまで進ࡵてࡁた．平成13，

14年度ࡣ地震波トࣔ࢕ࣇࣛࢢーἲ࡟よࡾ日高⾪✺ᖏ࿘辺の3次ඖP波㏿度構造をỴᐃ

した． 

（電磁気）平成 12，13 年度࡟༑勝・日高地ᇦ࡟おいて電磁気観測を行ってẚ᢬ᢠ構

造をᚓた．2 年㛫あࡏࢃると，大⁪村からᾆᖠ⏫まで⣙ 22km たる測⥺上でࢃ࡟ 36 点

よるᒅᢡἲ地震᥈ᰝ測࡟ࣉーࣝࢢ地震動研究◚⇿ࡰ࡯ࡣ⥺おいて観測を行った．測࡟

⥺と一⮴しておࡾ，୧⪅の結ᯝをẚ㍑ࡍるࡇとࡀでࡁる． 

（㔜ຊ）北海道渡島༙島༡部࿘辺࡟おいて⛻ᐦ࡞㔜ຊ観測を行࡞い，᪤Ꮡのࢹータと

と࡟ࡶ，西༡北海道࡟おࡅるヲ⣽࡞㔜ຊ␗常ᅗをస成した．ᯇ前༙島㹼ட田༙島をᮾ

西ࡪࡍࡴ࡟測⥺で行ࢃ࡞れた⇿◚地震動の観測結ᯝと㔜ຊࢹータをあࡏࢃて地殻構

造ゎᯒを行࡞った． 

（５）平成 14 年度成ᯝのᴫせ 

（５㸫１）ࠕ平成 12 年度඲యィ⏬㦵子の⿵㊊ㄝ明 ３．ලయ的࡞課㢟提᱌の⫼ᬒࠖの

 の項目をᐇ施したのか㸸࡝

(1)̺1．ᗈᇦᛂຊሙの୙ᆒ㉁ᛶ および 

(1)̺3̺1．地殻・最上部マントࣝの変ᙧ≉ᛶ 

（５㸫２）平成 14 年度項目ูᐇ施ィ⏬の࡝の項目をᐇ施したのか㸸 

 ᗈᇦ地殻活動ࠖ࡞ᐃ常的ࠕ

 る研究 およびࡍ関࡟ートቃ⏺ᇦの地殻活動及び構造୙ᆒ㉁ࣞࣉ（１）
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 る研究ࡍ関࡟ート内部の地殻活動・構造୙ᆒ㉁ࣞࣉ（２）

（５㸫３）平成 14 年度࡟ᐇ施ࡉれた研究のᴫせ㸸 

（地震）平成 11㹼12 年度࡟ᒎ㛤ࡉれた北海道日高⾪✺ᖏ地ᇦでの⮫時高ឤ度地震観

測ࢹータをᇶ࡟，平成 13 年度࡟ᘬ3，ࡁ⥆ࡁ次ඖ P波・S波㏿度構造を推ᐃし，ࡇの

3 次ඖ㏿度構造を⏝いて震※の෌Ỵᐃを行った．ࡉら࡟ᚓられた震※分布からኴ平洋

ート内ࣞࣉ 2㔜地震㠃のᙧ≧を推ᐃした．また P波ึ動のᢲしᘬࡁを⏝いてᛂຊテン

ート内部のᛂຊሙを推ࣞࣉい，日高山⬦࿘辺およびኴ平洋࡞ンを行ࣙࢪーࣂン࢖ࣝࢯ

ᐃした． 

（電磁気）14 年度ࡣ 12 年度，13 年度の観測ࢹータをࡶと２࡟次ඖẚ᢬ᢠࣔࣝࢹを構

⠏した．13 年度ࣜࣞࣉࡣ࡟ミࣜࢼー࡟㹒㹋ࣔーࢻのࢹータࡅࡔを౑⏝した 2次ඖẚ᢬

ᢠࣔࣝࢹを報告した14，ࡀ 年度ࡣ，電ሙのࢫ࢕ࢹトーࣙࢩン⿵ṇࢫࠊタテ࢕ックࣇࢩ

ト⿵ṇを行い㹒㹋�㹒㹃୧᪉のࢹータを౑って2次ඖẚ᢬ᢠࣔࣝࢹをస成した（ᅗ１）．

✺ࡾよ࡟✺⾪ࡀれࡑ，ࡾあࡀഴᩳした高ẚ᢬ᢠ構造࡟ᮾഃ，ࡣの結ᯝ，日高山⬦でࡑ

ẚ㍑的పいẚ᢬ᢠ್の構ࡣある．山⬦西部௨西ࡀられた下部地殻であるྍ⬟ᛶࡆ上ࡁ

造ࡀ分布しておࡑ，ࡾの高ẚ᢬ᢠᒙとのቃ⏺࡟地震ࡀ多ࡃ発生している．石⊁ప地ᖏ

௜㏆でࡣ῝度 �km 位まで非常࡟పいẚ᢬ᢠを♧ࡍᒙࡀ分布し，ཌいሁ✚ᒙࡀ分布して

いると⪃࠼られる． 

（㔜ຊ）石⊁平野とࡑの࿘辺࡟おいて᪤Ꮡの⛻ᐦ㔜ຊࢹータ࡟ຍࠊ࠼新た࡟㔜ຊ観測

を行࡞って石⊁平野࿘辺の㔜ຊ␗常分布をస成し� ヲ⣽࡞㔜ຊ࢔トࣛࢫを構⠏したࠋ

またࠊ新しい活᩿ᒙマッࣉとのẚ㍑᳨ウを行いࠊ㔜ຊ␗常からぢた活᩿ᒙマッࣆンࢢ

を行࡞ったࠋまた，ᚑ᮶の㔜ຊ地ᙧ⿵ṇ᪉ἲをᨵⰋしࠊ新た�0 ࡟m '(0 ࡟ᑐᛂࡏࡉ

る研究をᐇ施したࡉࠋら࡟中部地᪉ࠊ஑ᕞ地᪉➼࡟おいてࠊ⛻ᐦ㔜ຊࢹータ࣋ーࢫを

౑⏝した㔜ຊ␗常ゎᯒを行࡞ったࠋ 

（５㸫４）ࠕ平成 14 年度の฿㐩目ᶆࠖ࡟ᑐࡍる成ᯝのᴫせ㸸 

（地震）⮫時地震観測の成ᯝを論文としてまとࡵるのࡀ௒年度の目ᶆであった．⮫時

観測࡟関ࡍる⥲ྜ報告ࡀ地震研究ᡤᙡ報࡟ᥖ㍕ࡉれた．௚࡟ኴ平洋ࣞࣉート内地震㠃

のᙧ≧࡟関ࡍる論文ࡣ⌧ᅾᰝㄞ中，3 次ඖ地震波㏿度構造とᛂຊテン࢖ࣝࢯンࣂーࢪ

ࣙン࡟関ࡍる論文をࡑれࡒれ‽ഛ中である．ࡇれらの論文の主࡞内ᐜࡣ௨下の㏻ࡾで

ある．日高山⬦下の地殻ࡣᮾഃの高㏿度ᖏと西ഃのప㏿度ᖏとい࡟✺⾪࠺క࠺㏿度ࣃ

ターン᳨ࡀ出ࡉれた．またマント࢙ࣝ࢘ッࡣ࡟ࢪኴ平洋ࣞࣉート࡟ἢ࠺よ࡟࠺ప㏿度

యࡀ連࡞っていて，ࣛࢹミネートした༓島島ᘼの下部地殻ࡀ⁫␃していると⪃࠼られ

る．地震㠃のᙧ≧から推ᐃしたኴ平洋ࣞࣉートのỿࡳ㎸ࡳゅ度ࡣ，日高山⬦の西ഃで

⣙ࡣ 2� 度であるࡀ，ᮾഃでࡣ⣙ 40 度とᛴ⃭࡟変໬しているࡇとࡀ分かった．ࡇのỿ

ぢられる．またࡀ地震活動࡞࠺๭るよࡕート内部を᩿ࣞࣉࡣゅ度ᛴ変地ᖏでࡳ㎸ࡳ 2

㔜地震㠃の地震活動ࡣᛴ変地ᖏのᮾഃでࡣ上㠃ࡀ୙活発，西ഃでࡣ下㠃ࡀ୙活発࡞࡟

っていてᛂຊሙࡶ」㞧࡟変໬しているࡇとを♧၀している． 

（電磁気）14 年度ࡣ 12�13 年度࡟行ࢃれた㹋㹒ἲ࡟よる共同観測でᚓられたࢹータの

ゎᯒを行ࡇ࠺とを目ᶆとした13ࠋ 年度࡟行ったࣜࣞࣉミࣜࢼー࡞結ᯝからࠊ電ሙのࢹ
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測⥺ἢいの２次ඖẚ᢬ᢠ構造ࠊト⿵ṇを行いࣇࢩック࢕タテࢫࠊン⿵ṇࣙࢩトーࢫ࢕

を一ᛂ᏶成ࡏࡉたࠋまたࠊẚ᢬ᢠ構造と地震の分布とのẚ㍑を行いࠊ目ᶆとࡉれる地

震活動度との関連ࡘ࡟いてࡶ議論したࠋ 

（㔜ຊ）平成 14 年度ࡣ，西༡日本ิ島を中ᚰとして，9୓点を㉺࠼る⛻ᐦ㔜ຊࢹータ

をࢪࢹタࣝᙧᘧ(C'�520)でබ㛤ࡍるとと࡟ࡶ，西༡日本ิ島඲ᇦの⢭ᐦ㔜ຊ␗常ᅗ，

㔜ຊ␗常❧య㝜ᙳᅗ࡝࡞，� ᯛの大ᆺᅗ∧ࡶ同時࡟බ㛤した．ࡇれらのᅗと新しい活

᩿ᒙマッࣉとのẚ㍑᳨ウを行いࠊ㔜ຊ␗常からぢた活᩿ᒙマッࣆンࢢを行ࡇ࠺࡞とࡀ

௒年度の目ᶆであった．ࡑの結ᯝ，㔜ຊ␗常ᅗからఅᅾࡍる活᩿ᒙを推ᐃでࡁるྍ⬟

ᛶࡉ♧ࡀれた．౛࠼ば，㔜ຊ␗常㝜ᙳᅗから石⊁ప地ᮾ⦕᩿ᒙᖏをㄪ࡭るとࡑࠊの༡

➃(ཌ真௜㏆)からࡰ࡯༡ᮾ᪉ྥ࡟⣙ 20 km 程度ࠊᘏ㛗しているྍ⬟ᛶࡀ♧၀ࡉれたࠋ

 ࠋい地ᇦである࡞れていࡉットࣟࣉࡀᒙ᩿ࡶ࡟れの活᩿ᒙ分布ࡎ新ᪧいࡣの௜㏆ࡇ

（５㸫５）共同研究の᭷↓㸸 

ᮾ北大学大学院理学研究科，ᮾி大学地震研究ᡤ，名ྂᒇ大学大学院理学研究科，ி

㒔大学㜵⅏研究ᡤ，஑ᕞ大学大学院理学研究院，弘前大学，海洋科学技⾡センター，

⏘業技⾡⥲ྜ研究ᡤとの共同研究．ཧຍ人員ࡣ⣙ �0 名． 

（５㸫㸴）බ表ࡉれた成ᯝ㸸 

㊊❧ Ᏺ・ⴗ田┤子・志知㱟一・山本明彦ࠊ⛻ᐦ㔜ຊ測ᐃ࡟ᇶ࡙⃰ࡃᑿ平野の地下構

造ゎᯒࠊ日本地㉁学会➨ 109 年年会ࠊP49� 

.atsumata� .� and 0� .asahara� 2002� $ Iive years super�slow aseismic precursor 

model Ior the 1994 0��3 Hokkaido�Toho�2ki lithospheric earthTuake based on 

tide gauge data� Geophys� 5es� /ett�� 29� 10�1029/2002G/0149�2� 

勝俣啓・和田┤人・笠原稔・௚，2002，大学ྜ同⮫時地震観測࡟よってỴᐃࡉれた島

ᘼ̿島ᘼᆺ日高⾪✺ᖏ௜㏆の震※分布と震※࣓࣒࢝ࢬࢽゎ，地震研究ᡤᙡ報，77，

199�223． 

勝俣啓・和田┤人・笠原稔，2002，北海道日高⾪✺ᖏ௜㏆の 3 次ඖ P 波・S 波㏿度構

造，日本地震学会 2002 年度⛅Ꮨ大会ㅮ₇予✏集，P1�0． 

茂木透，日高２㸮㸮㸮0T ᥈ᰝࣝࢢー2002，ࣉ，日高地ᇦでのᗈᖏᇦ 0T ᥈ᰝ，月ห地

⌫ 24 ᕳ 4�3�4�7． 

茂木透，日高２㸮㸮㸮0T ᥈ᰝࣝࢢー2002，ࣉ，日高⾪✺ᖏのẚ᢬ᢠ構造，地⌫ᝨᫍ科

学関連学会２㸮㸮２年ྜ同大会 (016�P006． 

志知㱟一� 山本明彦� ᕤ藤 ೺� 村田泰❶� 名和一成� 㥖澤ṇ夫� 中田ṇ夫� 宮⏫宏

ᶞ� 小ᐊ裕明� ⚟田洋一� ᮾ ᩄ博� ⏤బᝆ紀� ➉本修୕� 中川一郎� 渡辺秀文� 

小ᯘ茂ᶞ� 大野一郎
12� および国ᅵ地理院・地⇕㛤発ಁ進センター2002ࠊ，西༡

日本㔜ຊࢹータ࣋ーࢫの㐠⏝   ஑ᕞ地᪉を౛として  ࠊ日本地震学会 2002 度⛅Ꮨ

大会，P217� 

山本明彦� 2003，石⊁平野とࡑの࿘辺の㔜ຊ␗常࢔トࣛࢫ� 北海道大学地⌫≀理学研

究報告� 66� 33�62� 

<amamoto� $��  2003� Gravity�based active Iault mapping  around  the 
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easternmargin oI the Ishikari /owland� Hokkaido� -apan� -� )ac� Sci��Hokkaido 

8niv�� 9ol�12� No�1� 17�39� 

<amamoto� $�� 2002� Spherical terrain  corrections Ior gravity anomaly using 

a digital elevation model gridded with nodes at every �0 m� -� )ac�  Sci�� 

Hokkaido 8niv�� 9ol�11� No�6� �4����0� 

山本明彦・西༡日本㔜ຊ研究ࣝࢢー2002ࠊࣉ，日本ิ島࡟おࡅる新しい活᩿ᒙマッࣆ

ンࢢと⛻ᐦ㔜ຊ␗常の関ಀࠊ日本地震学会 2002 年度⛅Ꮨ大会，P21�� 

 

（㸴）ࡇの課㢟のᐇ施担当連絡⪅㸸 

Ặ名㸸勝俣 啓 

 
（１）課㢟␒ྕ㸸304 

（２）ᐇ施機関名㸸北海道大学大学院理学研究科 

（３）課㢟名㸸ᘵ子ᒅ・ᒅᩳ㊰࢝ࣝࣛࢹでの地殻活動ࣔࢽタࣜンࢢ 

（４）本課㢟の �ࣧ年ィ⏬のᴫせとࡑの中での平成 14 年度までの成ᯝ㸸 

いてࡘ࡟観測研究ィ⏬の推進࡞の新たࡵ地震予知のたࠕ (4�1) （ࠖ௨下ࠊᘓ議）の項

目㸸 

III�1�(2)‽ഛ㐣程࡟おࡅる地殻活動 

(4�2) 関連ࡍるࠕᘓ議ࠖの項目㸸 

III�1�(3)࢖，࢔ 

�ࠕ (4�3) ࣧ年ィ⏬඲యとしてのࡇの研究課㢟のᴫせと฿㐩目ᶆࠖ࡟ᑐࡍる฿㐩した

成ᯝ㸸 

本年度ࡣ，GPS 観測点 30 点のࡕ࠺ �点࡟おいて⮫時観測をᐇ施しࢹータの⵳✚をᅗっ

た．また，本ᑐ㇟地ᇦで発生した⩌発地震のゎᯒをᐇ施した． 

（５）平成 14 年度成ᯝのᴫせ㸸 

平成ࠕ (��1) 12 年度඲యィ⏬㦵子の⿵㊊ㄝ明 ３．ලయ的࡞課㢟提᱌の⫼ᬒࠖの࡝

の項目をᐇ施したのか㸸 
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（３） 内㝣活᩿ᒙ࿘辺࡟おࡅる୙ᆒ㉁࡞ᛂຊ・ࡳࡎࡦሙの成ᅉ 

（３）・２．内㝣のṍ集中ᖏの変ᙧᵝᘧ  

（３）・２・２．変ᙧ≉ᛶの✵㛫分布 

（３）・1．ಶࠎの᩿ᒙへのᛂຊ⵳✚㐣程のゎ明 

(��2) 平成 14 年度項目ูᐇ施ィ⏬の࡝の項目をᐇ施したのか㸸 

(2) 地震多発ᇦへのࣟー࢕ࢹンࢢ機構のゎ明 

(��3) 平成 14 年度࡟ᐇ施ࡉれた研究のᴫせ㸸 

本年度ࡣ，� 点࡟おいて GPS 観測をᐇ施し，ࢹータの⵳✚をᅗった．また，本ᑐ㇟地

ᇦで 2003 年 2 月࡟発生した⩌発地震ࡘ࡟いて，ࡑの⢭ᐦ震※Ỵᐃ࣒ࢬࢽ࣓࢝ࡸゎᯒ

➼を行った．ࡑの結ᯝ，ࡇの活動ࡣ非࢝ࣝࣈࢲッࣝࣉ成分࡟ᐩࡴよ࡞࠺ṇ᩿ᒙ࣓࢝ࢽ

➨）ᦶ࿘火山ࡣ※った．また，震࡞࡟明らかࡀとࡇ発生していたࡾよ࡟࣒ࢬ 4紀，最

新噴火 1000 年前）の┤下で発生してお࣒ࢬࢽ࣓࢝，ࡾ➼を຺᱌ࡍる࡟火山ᛶの地震

活動であると⪃࠼られる．௒ᅇの活動ᇦࡣ，㐣ཤ࡟発生した 0㸴クࣛࢫの地震の震※

ᇦからࡎࢃか �km 程度しか㞳れておらࡇ，ࡎのよ࡞࠺⊃い範ᅖでテクトࢽック࡞地震

と火山ᛶの地震ࡀ同ᒃして発生しているࡇとࡣ⯆࿡῝い⌧㇟である． 

(��4) 当ึ設ᐃした平成 14 年度の฿㐩目ᶆ࡟ᑐࡍる成ᯝのᴫせ㸸 

本年度30，ࡣ 点から࡞る GPS 観測⥙での෌測を予ᐃしていたࡀ，観測機ᮦの⪁ᮙ໬➼

からᚲせྎᩘࡀ☜ಖでࡎࡁ，� 点のࡳで観測をᐇ施した．ࡇれ࡟よࡾ，観測ࢹータの

⵳✚をᅗった． 

(���) 共同研究の᭷↓㸸࡞し． 

(��6) 平成14年度の成ᯝ࡟関連の῝いࡶのでࠊ平成14年度࡟බ表ࡉれた成ᯝ㸸࡞し． 

（㸴）ࡇの課㢟のᐇ施担当連絡⪅㸸 

Ặ名㸸高橋浩晃 

 

 

（１）課㢟␒ྕ 0307 

（２）ᐇ施機関㸸北海道大学大学院理学研究科附属地震火山研究観測センター 

（３）課㢟名㸸༑勝・᰿ᐊἈ大地震をᑐ㇟とࡍる地震予知のᐇ⌧ࡅྥ࡟た⥲ྜ的観測

研究 

（４）本課㢟の �ࣧ年ィ⏬のᴫせとࡑの中での平成 14 年度までの成ᯝ㸸 

（４㸫１）ࠕ地震予知のたࡵの新た࡞観測研究ィ⏬の推進ࡘ࡟いてࠖの項目㸸 

III�1�(2) ‽ഛ㐣程࡟おࡅる地殻活動 

（４㸫２）関連ࡍるࠕᘓ議ࠖの項目㸸  

III�1� （２）・１．（２）・２． （2）・２・２．  

（４㸫３）ࣧ�ࠕ年ィ⏬඲యとしてのࡇの研究課㢟のᴫせと฿㐩目ᶆ る฿㐩しࡍᑐࠖ࡟

た成ᯝ㸸  

次の༑勝・᰿ᐊἈのᕧ大地震の予測⢭度のྥ上のたࠊ࡟ࡵ㐣ཤの地殻変動観測事౛を

☜ㄆࡍるたࡇࠊ࡟ࡵの地ᇦ࡟おいて⥲ྜ的࡞地殻活動観測యไを構⠏ࡍるࡇとを目ᶆ
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平成ࠋしている࡟ 13 年度まで，観測点の設⨨㈝⏝ࡀㄆࡵられてい࡞いた࣍࢔࣎，ࡵ

ーࣝṍィの設⨨స業ィ⏬ࡣᐇ施ࡉれてい࡞い．電磁気関ಀでࡣ，᰿ᐊ地ᇦ３地点，ཌ

ᓊ地ᇦ３地点，ᾆᖠ地ᇦ 3地点࡟地電位変動観測点を設⨨し，地震前඙⌧㇟の観測を

ጞࡵた．また，ᾆᖠ地ᇦࣛࣇ࡟ックࢤࢫート磁ຊィを設⨨し，地震前の㹓㹊㹄ᖏ信ྕ

の観測を㛤ጞした．また，ࡇれらの観測点およびᘵ子ᒅ地ᇦ࡟おいて地磁気・地電位・

地電ὶ変動観測を同時࡟ᐇ施してࡁた．ᘬࡶࡾ࠼ࠊࡁ⥆ࡁ，ᘵ子ᒅ⹿ู，᰿ᐊ，ཌᓊ，

ᾆᖠ࡟おいて地磁気，地電位の変動連⥆観測を⥆ࡅている．ࡇの地ᇦ࡟おいて大࡞ࡁ

地震のあった 1999 年，2000 年のࢹータࡘ࡟いて磁ሙ変᥮関ᩘをィ⟬し，地震との関

連を議論した．㹋6�� を㉺࠼た 1999 年 � 月 13 日の㔲㊰中部地震ࡸ 2000 年 1 月 2� 日

の᰿ᐊἈ地震で࡞２ࡣいし㸵日前࡟顕ⴭ࡞磁気変᥮関ᩘの変໬ࡀ観測ࡉれたࡑ，ࡀの

変໬の理⏤ࡘ࡟いて᳨ࡣウ中である．ࡉら9ࠊ࡟H) ᖏ電磁波ఏ᧛␗常と地震発生との

関連をㄪ࡭る観測をጞࡵたࠋGPS 観測からࠊࡣ⌧ᅾࠊ᝿ᐃ地震震※ᇦࡰ࡯ࡣ 100�ᅛ╔

しているとぢられる．ࡇのᅛ╔ᇦでのࣜࢫࣜࣉッࠊࣉあるいࡣ῝部でのࡾ࡭ࡍのಁ進

ࠊ࡟らࡉ．ぢられるࡀ変動のᴟ大࡟ࡃ海ᓊ⥺㏆ࠊࡣ㝣ᇦでࠊよると࡟⟭ィࣝࢹをࣔ࡝࡞

19�2 年༑勝Ἀ地震のࡾ࡭ࡍ㔞分布をὠ波波ᙧࢹータよࡾゎᯒした結ᯝをぢるとࠊ震※

ᇦと⪃࠼られるࣞࣉートቃ⏺で大ࡃࡁ⁥ったሙᡤの１ࡀࡘᾆᖠのἈである事ࡀゎ明

る上で࠼をᤕらࡾ࡭ࡍ༑勝Ἀ地震の前඙ࡀーࣝ観測࣍࢔ᾆᖠでの࣎ࠊࡣれࡇࠋれたࡉ

非常࡟㔜せである事を♧၀ࡍる14ࠋ 年度ࠊࡣ࡟᪤Ꮡのᶓᆙでの S㸭N ᨵၿの 1 ᪉ἲと

してࡶࡾ࠼ࠊ観測ᡤᶓᆙ最ዟ部࡟ 10m ῝度の࣎࣍࢔ーࣝṍィの設⨨をヨࡳたࠋ 

（５）平成 14 年度成ᯝのᴫせ 

（５㸫１）ࠕ平成 12 年度඲యィ⏬㦵子の⿵㊊ㄝ明 ３．ලయ的࡞課㢟提᱌の⫼ᬒࠖの

 の項目をᐇ施したのか㸸࡝

 ートቃ⏺地震の予測ࣞࣉ．１・（２）

（２）・２．テࢫト࢕ࣇーࣝࢻ  

（２）・２・２．ᮾ海・༡海・༑勝Ἀ・㔲㊰Ἀ 

（５㸫２）平成 14 年度項目ูᐇ施ィ⏬の࡝の項目をᐇ施したのか㸸 

 ートቃ⏺地震の予測ࣞࣉ．１・（２）

（２）・２．テࢫト࢕ࣇーࣝࢻ ༑勝Ἀ・㔲㊰Ἀ 

（５㸫３）平成 14 年度࡟ᐇ施ࡉれた研究のᴫせ㸸 

本年度よ9ࡾH)ᖏ電磁波ఏ᧛␗常と地震発生との関連をㄪ࡭る観測をᮐᖠ地震観測ᡤ

およびኳሷ中川地震観測ᡤ࡟おいて㛤ጞした．ᮐᖠ観測ᡤ࡟おいて中ᶆὠ，㔲㊰，ᾆ

Ἑ，⛅田➼の )0 ᨺ㏦ᒁからの電波をཷࡅ，中川観測ᡤでࡣ㔲㊰，༓ⴥ，⛅田➼の電

波をཷࡅている．ࡑの結ᯝ，日高地ᇦ，日高Ἀ，༑勝Ἀ，北海道ᮾ᪉Ἀで㉳ࡁる 0�

௨上の地震ࡘ࡟いてࡣ地震発生の１㐌㛫̿２日前ࡃらいの㛫࡟ఏ᧛␗常ࡀ観測ࡉれ

た．と࡟ࡃ日高地ᇦ内㝣の地震ࡣ⛅田，༓ⴥ̿中川および㔲㊰̿ᮐᖠの୧᪉の⤒㊰で

␗常ࡀ観測ࡉれた．」ᩘの⤒㊰で␗常を観測ࡍるࡇと࡟よࡾ，⌧㇟発生時㛫ࡸ発生ሙ

ᡤを⤠ࡾ㎸ࡇࡴとྍࡀ⬟と࡞る． 

 14 年度ࠊࡣ࡟᪤Ꮡのᶓᆙでの S㸭N ᨵၿの 1 ᪉ἲとしてࡶࡾ࠼ࠊ観測ᡤᶓᆙ最ዟ部
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࡟ 10m ῝度の࣎࣍࢔ーࣝṍィの設⨨をヨࡳたࠋ 

（５㸫４）ࠕ平成 14 年度の฿㐩目ᶆࠖ࡟ᑐࡍる成ᯝのᴫせ㸸 

 電磁気観測ࡇ，ࡣれまでの 8/) ᖏでの電磁気⌧㇟と地震発生との関ಀをㄪ࡭る観測

を行ってࡁた．ࡇのよ࡞࠺観測ࡣ観測⥙ࡀᚲࡎしࡶ༑分で࡞ࡣいので，観測⥙で観測

でࡁるある程度௨上大ࡁい地震ࡀ㉳ࡁるࡇと࡟よࡾ研究ࡀ進ࡴと⪃࠼られる．1999

年と2000年ࡣ࡟観測⥙内および㏆ഐで06��クࣛࢫの地震ࡀおࡇったのでࡑれを中ᚰ

観測ࡀの結ᯝ，磁ሙఏ㐩関ᩘ␗常として地震発生との関ಀࡑ．たࡵータゎᯒを進ࢹ࡟

でࡁるྍ⬟ᛶࡀあるࡇとࢃࡀかってࡁた．ࡑれ࡟ຍ࠼て，ୡ⏺ྛ地で地震発生との関

ಀࡀ報告ࡉれている 9H) 電磁波のఏ᧛␗常の観測をࡵࡌࡣた．ࡇれࡶ観測⥙を構⠏し

」ᩘの⤒㊰で⌧㇟を観測ࡍるࡇとࡀ㔜せであると⪃࠼，北海道内を中ᚰ࡟観測⥙を構

⠏しࡘࡘある．㝣上の )0 ᨺ㏦ᒁの電波であってࡶ，大ࡁい地震でࡣ，多分，後᪉ᩓ

஘࡟よるఏ᧛␗常ࡀᤕら࠼られるので，༑勝，᰿ᐊἈࡸ北海道ᮾ᪉Ἀのよ࡞࠺海底で

おࡇる大࡞ࡁ地震ࡶ観測でࡁるྍ⬟ᛶࡀあるࡇとࢃࡀかってࡁた．観測⥙を඘ᐇࡍる

 ．のとしたいࡶ࡞ᐇ☜ࡾ前඙⌧㇟の観測をよࡾよ࡟とࡇ

（５㸫５）共同研究の᭷↓㸸 

 ↓ 

（５㸫㸴）බ表ࡉれた成ᯝ㸸 

学会報告 

0ogi�T and 0�Takada(2002)Geomagnetid transIer Iunction changes associated with 

a large earthTuake in eastern Hokkaido� -apan�� International Workshop on 

0agnetic� (lectric and (lectromagnetic 0ethod in Seismology and 9olcanology� 

Sep�2002�0oscow 

森谷武男，茂木透，山科໷史，大ሯ೺，笠原稔（2002）北海道࡟おࡅる 9H) ᖏ電波ఏ

ᦙ␗常観測⥙の構⠏，地⌫ᝨᫍ科学関連学会 2002 年ྜ同大会，(0�9�P006 

森谷武男，茂木透，笠原稔（2002）北海道࡟おࡅる 9H) ᖏ電波ఏᦙ␗常観測⥙の構⠏

（２），地震学会 2002 年度⛅Ꮨ大会，P176 

（㸴）ࡇのィ⏬のᐇ施担当連絡⪅ 

Ặ名㸸笠原稔 

 

 

（１） 課㢟␒ྕ 0311 

（２） ᐇ施機関・部ᒁ名㸸北海道大学大学院理学研究科附属地震火山研究観測セン

ター 

（３） 課㢟名㸸日本海ᮾ⦕部活動ᖏ，北海道北部地ᇦのᗈᇦ地殻活動の常時ᢕᥱと

ホ౯ 

（４）本課㢟の �ࣧ年ィ⏬のᴫせとࡑの中での平成 14 年度までの成ᯝ㸸 

（４㸫１）ࠕ地震予知のたࡵの新た࡞観測研究ィ⏬の推進ࡘ࡟いてࠖの項目㸸 

１ー（１）ᐃ常的࡞ᗈᇦ地殻活動 
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（４㸫２）関連ࡍるࠕᘓ議ࠖの項目㸸 

 ࢖ࠊ࢔，㹇㹇㹇�1�(２)ࠊ࢘ࠊ࢖（１）�２ ࠊ࢘ࠊ࢔（１）�１

（４㸫３）ࣧ�ࠕ年ィ⏬඲యとしてのࡇの研究課㢟のᴫせと฿㐩目ᶆ る฿㐩しࡍᑐࠖ࡟

た成ᯝ㸸 

ࠊたࡁてࡵれまで進ࡑࠊࡀのであるࡶたࡆ上ࡕ❧࡟新つ࡟平成１３年度ࠊࡣ⏬のィࡇ 

課㢟␒ྕ 0302㸸北海道北部地ᇦでの高ᐦ度 GPS 観測࡟よるࣞࣉートቃ⏺位⨨の推ᐃࠊ

課㢟␒ྕ 0303㸸北海道北部地ᇦの⮫時地震観測࡟よる地殻構造推ᐃの２ࡘのィ⏬を⤫

ྜしࡉࠊら࡟電磁気᥈ᰝをຍ࠼て進ࡵているࡶのである�北海道北部での⮫時ᚤ小地

震観測を㏻ࡌてࡇࠊの地ᇦの≉␗࡞地震活動ᖏࡀ明らか࡞࡟った࣒࢔�ーࣝࣞࣉート

の཰᮰ቃ⏺࡟位⨨しているとᛮࢃれるࠊ北海道北部の西ഃ࡟のࡳ活発࡞地震活動ࡀぢ

られࠊ国ᅵ地理院の GPS 観測点のᮾྥࡁの変動ࡇࡶの地ᇦ࡟㝈ᐃࡉれるよ࡟࠺ぢ࠼

る�13 年度１ࠊࡣ部ࠊHi�Net のࢹータ฼⏝ࡇࡰ࡯ࠊࡾ࡞࡟⬟ྍࡀの地ᇦの地震᳨知⬟

ຊࡣ一ᵝ࡞࡟ったࡇとからࡇࠊれまでの結ᯝࡀṇしいࡇとࡀ☜かࡵられたࠋ༡ࣜࣁࢧ

ンで進ࡵているࣟ࢔ࢩとの⮫時共同地震観測࡟よ2001ࠊࡾ 年㸵㸫㸷月࡟かࡅての༡ࢧ

࠺ンの前震活動をకࣜࣁ 0５�㸵の地震活動の඲ㇺを記録でࠊࡁ前震活動の≉ᚩを明ら

か࡟しࡘࡘあるࡇ�の活動ᖏࡣ北海道北部地震活動ᖏの北部ᘏ㛗࡟ある13ࠋ 年度ࠊࡣ࡟

὾㡻ู㸫ၥᐮู㛫の㹋㹒観測を行い３ࠊ次ඖẚ᢬ᢠ構造ࣔࣜࢹンࢢを行い，中㡻ู௜

㏆をቃ⏺࡟している地震の࡯と࡝ࢇ㉳ࡇら࡞いᮾഃと地震の㉳ࡇっている西ഃ（北海

道北部地震活動ᖏ）とのẚ᢬ᢠ構造のࡀࡕいを᳨ウした．ࡑの結ᯝ，地震の㉳ࡇら࡞

いᮾഃࡣẚ㍑的ẚ᢬ᢠ構造ࡀὸ部から῝部まで一ᵝであࡾ，ᆒ㉁࡞地殻構造であると

ࡀపẚ᢬ᢠᒙ࡞顕ⴭ࡟地震の発生している部分，ࡣᑐして西ഃで࡟れࡑ，られる࠼⪄

分布しておࡑ，ࡾのᒙの上部ࡸ下部の地ᒙと࡞␗ࡣる≧ἣ࡟あると⪃࠼られる．地震

ࡇ地震を㉳ࡃ高ࡀまれ㛫㝽ᅽྵࡃ多ࡀỈ，ࡣ⏤పẚ᢬ᢠである理ࡀっているᒙࡇ㉳ࡀ

しࡍࡸいのか，また㏫࡟，地震ࡀ多ࡃ発生しているので◚○ࡀ進ࢇでいるといྍ࠺⬟

ᛶࡶある． 

（５）平成 14 年度成ᯝのᴫせ 

（５㸫１）ࠕ平成 12 年度඲యィ⏬㦵子の⿵㊊ㄝ明 ３．ලయ的࡞課㢟提᱌の⫼ᬒࠖの

 の項目をᐇ施したのか㸸࡝

(1)̺1．ᗈᇦᛂຊሙの୙ᆒ㉁ᛶ および 

(1)̺3̺1．地殻・最上部マントࣝの変ᙧ≉ᛶ 

（５㸫２）平成 14 年度項目ูᐇ施ィ⏬の࡝の項目をᐇ施したのか㸸 

 ᗈᇦ地殻活動ࠖ࡞ᐃ常的ࠕ

 る研究 およびࡍ関࡟ートቃ⏺ᇦの地殻活動及び構造୙ᆒ㉁ࣞࣉ（１）

 る研究ࡍ関࡟ート内部の地殻活動・構造୙ᆒ㉁ࣞࣉ（２）

（５㸫３）平成 14 年度࡟ᐇ施ࡉれた研究のᴫせ㸸 

14年度13，ࡣ年度࡟行った北海道北部0T᥈ᰝのᮾഃの地ᇦのゎᯒを進ࡵるとと࡟ࡶ，

西ഃの地ᇦの᥈ᰝを行った（ᅗ 0�̓��4，ࡾよ࡟れࡇ．（1N�44��0̓N 㛫のᖏ≧地ᇦの

ẚ᢬ᢠ構造ࡀᚓられ，ࡇの地ᇦの地震発生ᒙとの関ಀࡀ議論でࡁるよ࡞࡟࠺った．西
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ഃの᪉ࡣまࣜࣞࣉࡔミࣜࢼー࡞ゎᯒẁ㝵࡟と࡝まっておࡾ，ᘬࡁ⥆ࡁ西ഃまでྵࡵた

３次ඖẚ᢬ᢠ構造の構⠏を行っている． 

北海道の地震観測ࠊࡣHi�Net の✌動࡟よࡇࠊࡾの地ᇦでࡶ 0a2 の地震ࡣᆒ一࡟観測で

テ࣒ࢫࢩࠊ࡟࠺るよࡁで⥆⥅ࡶ෤Ꮨ㛫ࠊ༡㺙㺨㺶㺻での⮫時的観測をࠋった࡞࡟࠺るよࡁ

のᨵⰋを進4ࠊࡵ 点の観測ࡉ⥆⥅ࡀれているࡉࠋらࠊ࡟㞄᥋地ᇦの᳨知⬟ຊをྥ上ࡉ

 ࠊ࡟ࡵるたࡏ

ンࣜࣁࢧࣀࢪࣘࠊおいて࡟㺙㺨㺶㺻地震観測ᡤࠊࡵータ஺᥮を進ࢹよる࡟ンターネット࢖

 ࠋした࡟⬟ータの併ྜฎ理をྍࢹク観測点と北海道大学の北海道北部の観測ࢫ

（５㸫４）ࠕ平成 14 年度の฿㐩目ᶆࠖ࡟ᑐࡍる成ᯝのᴫせ㸸 

 電磁気関ಀの目ᶆࡇ，ࡣの地ᇦのẚ᢬ᢠ構造と地震発生ᒙとの関ಀをしらࡑ，࡭の

≉ᚩを明らかࡍ࡟るࡇとである．１３年度ᐇ施した὾㡻ู㸫ၥᐮู㛫の㹋㹒ࢹータの

３次ඖẚ᢬ᢠ構造ࣔࣜࢹン࡟ࢢよࠊࡾ中㡻ู௜㏆をቃ⏺࡟している地震の࡯と࡝ࢇ㉳

っている西ഃ（北海道北部地震活動ᖏ）とのẚ᢬ᢠ構造のࡇいᮾഃと地震の㉳࡞らࡇ

ὸࡀẚ㍑的ẚ᢬ᢠ構造ࡣいᮾഃ࡞らࡇの結ᯝ，地震の㉳ࡑ．たࡁで࡟いを明らかࡀࡕ

部から῝部まで一ᵝであࡾ，ᆒ㉁࡞地殻構造ࡀ推ᐃࡉれるࠊࡀ西ഃでࡣ，地震の発生

している部分࡟顕ⴭ࡞పẚ᢬ᢠᒙࡀ分布しておࡑ，ࡾのᒙの上部ࡸ下部の地ᒙとࡣ␗

．った࡞࡟明らかࡀとࡇ分布している࡝ࢇと࡯࡟高ẚ᢬ᢠᒙ中ࡣある．地震࡟る≧ἣ࡞

14ࠊ࡟らࡉ 年度᥈ᰝ地ᇦࠊᖠᘏ・ኳሷ地ᇦで㹋㹒観測の結ᯝからࠊࡣ⌧ẁ㝵でࡣ，中

㡻ูࡵྵࡶてᮾ西᪉ྥ࡟୪ࡔࢇ測点ࡘ࡟いて T0 ࣔーࢻのぢ᥃ẚ᢬ᢠ，位┦を⏝いた

２次ඖẚ᢬ᢠ構造ࣔࣜࢹンࢢであるࡀ，地震ࡀ多ࡃ発生している高ẚ᢬ᢠᒙࡣ西ഃ࡯

ኳሷࡣᑐᛂしている．西ഃࡃととよࡇ西ഃで῝いࡀ※地震震ࡣのഴྥࡇ，ࡾ࡞ࡃ῝࡝

平野のሁ✚┅地ࡀ分布しておࡑ，ࡾの地ᇦ５ࡣkm ῝までࡣపẚ᢬ᢠᒙࡀ分布ࡍる（ᅗ

 ．たࡁで࡟とを明らかࡇ（２

 ༡㺙㺨㺶㺻のᐃ常観測点のቑ設と⮫時観測点のࢹータとの⤫ྜ࡟よࠊࡾ⢭度の高い༡㺙㺨

㺶㺻の震※分布ࡀᚓられるよ࡞࡟࠺ったࠋ 

（５㸫５）共同研究の᭷↓㸸 

ミー㺙㺨㺶㺻地震観測ᡤ・⏘業技⾡⥲ྜ研究ᡤとの共同研究．ཧຍ人員ࢹ࢝࢔科学࢔ࢩࣟ

 ．⣙１㸮名ࡣ

（５㸫㸴）බ表ࡉれた成ᯝ㸸 

茂木透，内田฼弘，/ee Tae -ong，బ藤秀ᖾ，⚟岡晃一郎，田村ៅ， N�P�Singh，渡

辺顕二，後藤友宏（2002）北海道北部中㡻ู地ᇦの３次ඖẚ᢬ᢠ構造，➨ 112 ᅇ地

⌫電磁気・地⌫ᝨᫍᅪ学会ㅮ₇会 

（㸴）ࡇの課㢟のᐇ施担当連絡ඛ 

笠原稔  
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ᅗ１．中㡻ู地ᇦの震※分布と㹋㹒観測点 
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 ᅗ２．中㡻ู地ᇦのẚ᢬ᢠ構造 

 

 

（１）課㢟␒ྕ㸸0316 

（２）ᐇ施機関㸸北海道大学大学院理学研究科附属地震火山研究観測センター 

（３）課㢟名㸸日本海ᮾ⦕࡟おࡅる大地震発生ᇦでの海底地殻構造と地震活動 

（４）本課㢟の５࢝年ィ⏬のᴫせとࡑの中での平成１４年度までの成ᯝ㸸 

 いてࠖ௨下ᘓ議の項目㸸ࡘ࡟観測研究ィ⏬の推進࡞の新たࡵ地震予知のたࠕ（４̾１）

  １．地震発生࡟⮳る地殻活動ゎ明のたࡵの観測研究の推進 

ᐃ常的࡞ᗈᇦ地殻活動 

 ート内部の୙ᆒ㉁構造のゎ明ࣞࣉ．࢘

（４̾２）関連ࡍるࠕᘓ議ࠖの項目㸸１．（１）࢔（２），࢘・࢖・࢔・࢚ 

（４̾３）５࢝年ィ⏬඲యとしてのࡇの研究課㢟のᴫせと฿㐩目ᶆࠖ࡟ᑐࡍる฿㐩し

た成ᯝ㸸 

 平成 12 年度13ࠊ 年度で1993，ࡣ 年北海道༡西Ἀ地震┤後࡟ᐇ施ࡉれた海底地震観

測（ᅗ̾１）࡟よるవ震の地震࢝タࣟࢢを⏝いてࠊ当震※ᇦでの３次ඖ P 波㏿度構造

トࣔ࢕ࣇࣛࢢーをồࡵたࠋ最⤊的࡟ᚓられた最㐺３࡞次ඖ㏿構造と඲地震の観測 P波

㉮時とを‶たしたవ震の震※位⨨の✵㛫分布からࠊ日本海ᮾ⦕࡟ㄆࡵられるᛴ⃭࡞海

底の地ᙧ変ᙧを♧ࡍ㡿ᇦで多ࡃのవ震ࡀ発生していたのࡀ☜ㄆでࡁたࡇࠋの事ᐇࡣ海

底地ᙧの変ᙧࡣ⌧ᅾࡶ進行中であるࡇとを♧၀しࠊ当震※ᇦࡣṍの⵳✚ሙであࠊࡾ௒

ᅇの地震でࡑの一部を地震࡟よって㛤ᨺしたࡶのとゎ㔘でࡁるࠋ当海ᇦࡣ北⡿ࣞࣉー

トとࣘーࣛ࢔ࢩ（࣒࢔ーࣝ）ࣞࣉートとのࣞࣉートቃ⏺࡟ᑐᛂしࡘ２ࠊのࣞࣉート㛫

の┦஫స⏝࡟よって௒後ࡇࡶの✀の大地震ࡀ㉳ࡁるྍ⬟ᛶをᙉࡃᬯ♧したࠋまた௒ᅇ

の地震࢝タࣟࢢからࡰ࡯ࠊࡣ 1� ࣓࢟ࣟートࣝの῝ࡉをቃࡑ࡟れよࡾ῝いవ震ࡣⓙ↓

であったࡉ῝ࠋ 10km㹼1�km ௜㏆で最ࡶ多ࡃのవ震ࡀ発生したࡀ，震※ᇦの中でࡣい
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࡟って༡北࡞連ࡀターࢫれらのクࣛࡑࠊᏑᅾしࡀターࢫかの地震クࣛࡘࡃ 1�0km ࡶ࡟

㐩した⣽㛗い震※ᇦをᙧ成したとぢるࡇとࡀでࡁる࡟ࡂࡘࠋ P 波㏿度構造トࣔࣇࣛࢢ

࡞㞧「，ࡳᐩࡶ࡟ᮾ西᪉ྥࡎら࡞ࡳ༡北᪉ྥのࡣ度の✵㛫変໬㏿，ࡣーのゎᯒから࢕

地殻構造ࡀ推ᐃࡉれた（ᅗ̾２）ࠋしかし海⁁௜㏆でぢられるよࣞࣉ࡞࠺ートのỿࡳ㎸

ぢられたࡀターࢫ一᪉地震のクࣛࠋかった࡞ᚓられࡣ度分布㏿࡞࠺るよࡏࡉ♧をᬯࡳ

㡿ᇦࡣおおࡡࡴ地震波㏿度の㐜い㏿度␗常ᇦ࡟ᑐᛂしていたࡇࠋのよ࡞࠺㏿度␗常ࡀ

本震発生後の⌧㇟であるのか，またࡣ௨前からᏑᅾしていたのかࡣ⌧時点でุ᩿ࡣで

ᑐᛂ࡟ント㡿ᇦ࢚࣋ࣈࢧれた」ᩘのࡉ本震の震※㐣程のゎᯒからぢ出࡟らࡉࠋい࡞ࡁ

して㏿度分布の✵㛫的変໬ࡀぢられたࠋ 

（５）平成１４年度成ᯝのᴫせ㸸 

課㢟提᱌の⫼ᬒࠖの࡞平成１２年度඲యィ⏬㦵子の⿵㊊ㄝ明 ３．ලయ的ࠕ（５̾１）

 の項目をᐇ施したのか㸸࡝

  (1) ᗈᇦᛂຊሙのᙧ成࣓࣒࢝ࢬࢽ 

  （１）̾２ ቃ⏺᮲௳ 

  （１）̾２̾２．日本ิ島の西ഃのቃ⏺᮲௳ 

（５̾２）平成１４年度項目ูᐇ施ィ⏬の࡝の項目をᐇ施したのか㸸 

 る研究ࡍ関࡟ート内部の地殻活動・構造୙ᆒ㉁ࣞࣉ (2)  

（５̾３）平成１４年度࡟ᐇ施ࡉれた研究のᴫせ㸸 

 平成 14 年度でࡣ，平成 13 年度࡟行った 1993 年北海道༡西Ἀ地震┤後࡟ᐇ施ࡉれ

た海底地震観測観測ࢹータを⏝いた３次ඖP波㏿度構造トࣔ࢕ࣇࣛࢢー෌᳨ウを行っ

たࠋ㝣ഃの観測点ࢹータを併ྜした高⢭度のトࣔ࢕ࣇࣛࢢー࡟よる㏿度構造の推ᐃを

ヨࡳたࢹࠊࡀータの併ྜฎ理ࡅࡔでࡣᏳᐃした㏿度構造トࣔ࢕ࣇࣛࢢーࡣồࡵるࡇと

，て」㞧でࡵᴟࡀ度構造㏿ࡄ࡞ࡘ北海道の㝣ᇦと日本海ᮾ⦕部とをࠋかった࡞出᮶ࡀ

⁥らか࡞㏿度構造を௬ᐃした⌧ᅾの手ἲでࡣᏳᐃした結ᯝࡀồࡃ࡟ࡵいࡇとを♧၀

した，また平成 14 年度࡟海底地震ィと࢚࢔ー࢞ンを⏝いた地下構造ㄪᰝをᐇ施ࡍる

ィ⏬であったࠊࡀᐇ⌧で࡞ࡁかったࠋ 

（５̾４）共同研究の᭷↓㸸 

1993 年北海道༡西Ἀ地震の海底地震వ震観測およびゎᯒࣝࢢー1)ࣉ� 名) 

北海道大学ࠊᮾ北大学ࠊᮾி大学ࠊ༓ⴥ大学ࠊ気㇟ᗇ 

観測ᐇ施ᮇ㛫㸸1993 年㸵月２１日ࠥ㸶月１㸴日 

観測ᐇ施ሙᡤ㸸1993 年北海道༡西Ἀ地震のవ震ᇦで観測をᐇ施． 

ཧຍ人員㸸1� 名 

（５̾５）平成１４年度の成ᯝ࡟関連の῝いࡶのでࠊ平成 14 年度࡟බ表ࡉれた成ᯝ㸸 

1993ࠊ␎┬高波鐵夫・村井芳夫・島村英紀・日野亮ኴ・㔠沢ᩄ彦� ௨下ࠕ 年北海道༡

西Ἀ地震の震※ᇦでの㹎波㏿度トࣔ࢕ࣇࣛࢢー（No�2）�地⌫ᝨᫍ科学関連学会 2002

年ྜ同大会ࠊS0�6�P004ࠖ 

 の課㢟のᐇ施担当連絡⪅㸸ࡇ（6）

Ặ名㸸 高波鐵夫
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ᅗ̿１㸸１㸷㸷３年北海道༡西Ἀ地震のవ震観測のたࡵの海底地震ィ㓄⨨ᅗ．観測ࡣ地震┤後の

1993 年 7 月 21 日から 8 月 16 日までの⣙１ࣨ月㛫行ࢃれࠊ⭾大ᩘ࡞のవ震を観測でࡁた． 
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ᅗ—２㸸௒ᅇの研究ࠊࡣ࡟震※Ỵᐃ⢭度の高い地震 1031 ಶの地震を㑅び出しࠊ㏙࡭ 23 ಶの海底

地震ィ࡟記録ࡉれた 6510 ಶの P-฿╔時้ࢹータを౑⏝した．῝１５ࡉ㹩㹫での㹎波トࣔࣇࣛࢢ

ー．（㏿度࢕ perturbation．㉥Ⰽ（マࢫࢼ࢖㸣）ࡣ slow,青Ⰽ（ࢫࣛࣉ㸣）ࡣ high㸸㯮୸ࡣ෌Ỵᐃ

 ．೫ᅾしているࡀのవ震ࡃ多࡟１５㹩㹫（㸩/—５㹩㹫௨内）．ప㏿度ᇦࡉ῝れたవ震の震ኸ㸸ࡉ
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（１）課㢟␒ྕ㸸0317 

（２）ᐇ施機関・部ᒁ名㸸北海道大学大学院理学研究科附属地震火山研究観測センタ

ー 

（３）課㢟名㸸㔲㊰Ἀ大地震発生ᇦでの海底地殻構造と地震活動 

（４）本課㢟の５࢝年ィ⏬のᴫせとࡑの中での平成 14 年度までの成ᯝ㸸 

 

いてࡘ࡟の観測研究の推進ࡵいたる地殻活動ゎ明のた࡟地震発生ࠕ（４̾１） (ࠖ௨下，

ᘓ議)の項目㸸(1) ᐃ常的࡞ᗈᇦ地殻活動．࢘．ࣞࣉート内部の୙ᆒ㉁構造のゎ明 

 

 るᘓ議の項目ࠖࡍ関連ࠕ（４̾２）

 ࢚・࢔（２），࢘・࢖・࢔（１）    

る฿㐩しࡍᑐ࡟の研究課㢟のᴫせと฿㐩目ᶆࠖࡇ５࢝年ィ⏬඲యとしてのࠕ（４̾３）

た成ᯝ㸸 

平成 11 年度および 12 年度ࡑ࡟れࡒれ 27 ྎの海底地震ィを北海道Ɫ小∾Ἀから㔲㊰

Ἀ࡟設⨨し，観測ᮇ㛫中࡟㉳ࡁた地震を㝣上のྜ同観測⥙のࢹータと併ྜして震※෌

ィ⟬を行ったࡑࠋれ࡟よって海⁁௜㏆まで⢭度の高い震※࢝タࣟࢢをᚓるࡇとࡀ出᮶

たࡑࠋの地震࢝タࣟࢢからࡣ海⁁海ഃᩳ㠃௜㏆での震※の࣓ࣜ࢔ࢽント㓄ิࡸỿࡳ㎸

平成ࠋった࡞࡟明らかࡀ㍯㒌࡞⁥らかࡾート上㠃のよࣞࣉ大平洋ࡴ 12 年度および 13

年度ࡣ࡟，ᚓられた高⢭度の震※Ỵᐃを⏝いて当海ᇦでの地震波㏿度トࣔ࢕ࣇࣛࢢゎ

ᯒを行い，༓島ᘼとᮾ北日本ᘼとの⾪✺ᖏでの３次ඖ P 波㏿度分布を推ᐃした（ᅗ̾

ンをᙧ成し，19�2ࣙࢩーࢼミࣛࢹの⾪✺ᇦでࡇࡀの結ᯝ༓島ᘼの下部地殻ࡑ．（２ 年

ᾆἙἈ地震ࡑࡣの前㠃で㉳ࡁていたࡇとを明らか࡟した (村井・௚� 2002� 0urai et 

al�� 2003)． 

平成 14 年度19�2，ࡣ 年༑勝Ἀ地震の震※ᇦでの⌧ᅾの⢭ᐦ࡞地震活動度を⢭ᰝࡍる

た࡟ࡵ 10 ྎの海底地震ィを設⨨した（ᅗ̾１）．௒ᅇの観測⯟海のヲ⣽ࡘ࡟いてࡍで

�2002ࠊれている（高波・௚ࡉ報告࡟ 高波・௚� 2003）⌧ᅾ，ྲྀᚓࡉれたࢹータのゎ

明中である． 

（５）平成１４年度成ᯝのᴫせ㸸 

課㢟提᱌の⫼ᬒࠖの࡞平成１２年度඲యィ⏬㦵子の⿵㊊ㄝ明 ３．ලయ的ࠕ（５̾１）

  の項目をᐇ施したのか㸸࡝

 の時✵㛫ࢢンࣜࣉる࢝ッࡅお࡟⏺ートቃࣞࣉ（２）

（２）̾２̾２ ᮾ海・༡海ࠊ༑勝Ἀ・㔲㊰Ἀ  

（５̾２）平成１４年度項目ูᐇ施ィ⏬の࡝の項目をᐇ施したのか㸸 

 る研究ࡍ関࡟ートቃ⏺ᇦの地殻活動及び୙ᆒ㉁ࣞࣉ（１）

（５̾３）平成１４年度࡟ᐇ施ࡉれた研究のᴫせ㸸 

༑勝Ἀ地震の震※ᇦでの海底地震観測ࠕ ．ࠖ2002 年㸵月 20 日ࠊIS9 行ᨻἲ人Ỉ❧⊃ࡣ

⏘⥲ྜ研究センター北海道༊Ỉ⏘研究ᡤと共同して19�2ࠊ 年༑勝Ἀ地震の震※ᇦ࡟お

ᕫᾋ上ᘧ海底地震ィを⮬࡟ࡵるたࡍる最㏆のᴟᚤ小地震㹼ᚤ小地震の活動をㄪᰝࡅ
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当ヱ震※ᇦ内࡟ 10 ྎ設⨨しࠊ⣙ 2 ࣨ月㛫の連⥆観測をᐇ施した．海底地震ィの観測

点㓄⨨ᅗをᅗ̾１࡟♧した．海底地震ィ設⨨のた࡟ࡵധ⯪した⯪ࠊࡣ⊂❧行ᨻἲ人Ỉ

⏘⥲ྜ研究センター北海道༊Ỉ⏘研究ᡤᡤ属のㄪᰝ⯪ࠕ᥈海୸ でࠖある．7月 19 日㔲

㊰ での機ᮦ✚ࡳ㎸ࠊࡳ༑勝Ἀでの海底地震ィ設⨨後ࠊ㔲㊰Ἀ࣍࢜ࠊーࢶク海ἢᓊࠊ

⛶内Ἀࡑࠊして日本海ἢᓊ➼で⁺業ㄪᰝを行い7ࠊ月 23 日࡟小ᶡ ࡟ධ した．ࡇࡑ

でࢃれࢃれ海底地震観測のたࡵのせ員と機ᮦを㝆ࢁして海底地震ィの設⨨⯟海を⤊

 �た࠼

 海底地震ィのᅇ཰ࠊࡣ㸷月 10 日㹼㸷月 12 日ࠊおよび 9 月 19 日㹼9 月 20 日࡟行っ

た．ധ⯪した⯪ࠊࡣ㔲㊰市⁺業⤌ྜᡤ属のࡺࠕたかࠖである．ࡇの⯪ࡣ⁺業┘どを任

務とした⯪でࠊ⯪యのつᶍとしてࠊࡣ㛗ࡉ 12�7mࠊᖜ 3�23㹫ࡉ῝ࠊ 1�27mࠊ⥲トンᩘ

7�3 トンである．ึࡵの㸷月 10 日㹼㸷月 12 日の⯟海で9ࠊࡣ ྎの海底地震ィをᅇ཰

し9ࠊ月 19 日㹼9月 20 日の⯟海でṧࡾの 1ྎをᅇ཰した． 

ࢳ北大のࣝーࡕ࠺た地震のࡁ㉳࡟஢した． 観測ᮇ㛫⤊ࡀータの෌生స業ࢹ࡟でࡍ 

ン観測で震※ࡀồࡵられた地震ࡣ⣙２㸮ಶであࡑࠊࡾれらࡣ㹋１ࠥ㹋２程度のᚤᑡ地

震࡯ࡀと࡝ࢇである．௒ᅇの海底地震ィ࡟記録ࡉれたࢹータをຍ࠼るࡇと࡟よって⢭

度の高い震※位⨨の✵㛫分布をᢕᥱࡍるࡇとྍࡀ⬟とࡑࠊࡾ࡞の分布と１㸷５２年༑

勝Ἀ地震のࣜ࣌ࢫ࢔テ࢕分布との関ಀを᳨ウࡍるたࠊ࡟ࡵ目下ࠊ㦂測స業の最中であ

る． 

（５̾４）当ึ設ᐃした平成１４年度の฿㐩目ᶆ࡟ᑐࡍる成ᯝのᴫせ㸸 

༑勝Ἀの海⁁ഃ࡟㉳ࡁている地震ࢹータを⏝いるࡇと࡟よって௒まで୙明であった

１㸷５２年༑勝Ἀ地震の震※ᇦ࡟おࡅる３次ඖトࣔ࢕ࣇࣛࢢーをồࡵるࡇとࡀ出᮶

る．ࡑのたࡵの地震ࢹータを௒ᅇの観測で⋓ᚓࡍるࡇとࡀ出᮶た．しかしࠊ地震活動

ᑡࡣ発生した地震のᩘ࡟とから観測ᮇ㛫内ࡇてపい᝿ᐃ地震の震※ᇦであるࡵᴟࡀ

ࢢ３次ඖトࣔࠊータを併ྜしࢹよる࡟いままでの海底地震観測ࠊࡀれるࡉいと予᝿࡞

 ．స業中であるࡃ࡭るࡵーをồ࢕ࣇࣛ

（５̾５）共同研究の᭷↓㸸 北大地震火山観測センターと⊂❧行ᨻἲ人Ỉ⏘⥲ྜ研

究センター北海道Ỉ⏘研究ᡤとの共同研究（1� 名）． 

観測ᐇ施ᮇ日㸸2002 年㸵月 20 日ࠥ㸷月 20 日． 

観測ሙᡤ㸸༑勝Ἀ（19�2 年༑勝Ἀ地震の震※ᇦ）． 

（５̾㸴）平成１４年度の成ᯝ࡟関連の῝いࡶのでࠊ平成１４年度࡟බ表ࡉれた成ᯝ

論文 

高波鐵夫・村井芳夫・本多亮・西村裕一ࠊ勝俣啓௨下┬␎ࠊ海底地震ィ࡟よる１㸷５

２年༑勝Ἀ地震の震※ᇦでの地震観測̾ᗎ報̾ࠊ北海道大学地⌫≀理研究報告ࠊ66ࠊ

 2003ࠊ�63�7

0urai� <�� S� $kiyama� .� .atsumata� T� Takanamiࠊ ௨下┬␎ࠊ'elamination 

structure imaged in the source area oI the 19�2 2rakawa�oki earthTauke�  

Geophys� 5es� /ett�� 2003 (in press) 

高波鐵夫・村井芳夫・本多亮・西村裕一ࠊ勝俣啓ࠊ௨下┬␎ࠊ海底地震ィ࡟よる１㸷
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５２年༑勝Ἀ地震の震※ᇦでの地震活動ㄪᰝࠊ日本地震学会予✏集（２㸮㸮２年度

⛅Ꮨ大会）ࠊ㹎1392002ࠊ 

村井芳夫・⛅山ㅍ・勝俣啓・高波鐵夫・渡辺ᬛẎࠊ௨下┬␎ࠊ海底および㝣上⛻ᐦ観

測から明らか࡞࡟った日高⾪✺ᖏの地下構造ࠊ地⌫ᝨᫍ科学関連学会（２㸮㸮２年

ྜ同大会）ࠊ㹑0�6�㹎002� 2002 

 

（㸴）ࡇの課㢟のᐇ施担当連絡⪅㸸 

Ặ名㸸 高波鐵夫 

 

ᅗ̾１．  海底地震ィの㓄⨨ᅗ． 

 19�2 年༑勝Ἀ地震の震※ᇦでࠊࡣ最㏆地震活動ࡀపㄪである．震※ᇦでのᚤ小地震

の活動をㄪᰝࡍるた࡟ࡵ海底地震ィをࡑの震※ᇦ内࡟ 10 ྎᒎ㛤した．観測ᮇ㛫ࡣ

2002 年 7 月 20 日から 9月 20 日の⣙ 60 日㛫である．      
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ᅗ̾２．  海ᇦ̿㝣ᇦྜ同観測の地震ࢹータから推ᐃࡉれた῝ูࡉ㏿度࣓࢖ーࢪ． 

ࡉ῝ 1�km� (b)῝ࡉ 2�km� (c)῝ࡉ 3�km�(d)4��km． 

ࢹᖏ┤下での✺⾪ࠊって࡞࡟明らかࡀ日高⾪✺ᖏの地下構造ࠊよって࡟のྜ同観測ࡇ

ࣛミネーࣙࢩンのᙧ成を☜ㄆでࡁた．  
 

 48



 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．研 究 活 動 



１．研究テーマ 

 

࢜࣍ーࢶクࣞࣉートおよび࣒࢔ーࣝࣞࣉートቃ⏺ᇦの 
地震テクトࢽクࢫのㄪᰝ研究 

 

笠原稔 

 

 ௒年度から 3年ィ⏬でࠊ科学研究㈝⿵助㔠の஺௜をཷࡅてࠊᴟᮾ࢔ࣜ࣋ࢩ（ἢ海ᕞ

およびࢫࣇࣟࣂࣁクᕞ）ࣜࣁࢧࠊンおよび࣒࢝ࣕࢳッ༙࢝島࡟おいて࣍࢜ࠊーࢶクࣉ

ࣞートおよび࣒࢔ーࣝࣞࣉートቃ⏺ᇦの地震活動およびGPS観測࡟よるቃ⏺ᇦの☜ᐃ

ࠋの地⌫≀理的観測を㛤ጞした࢝࡝࡞ 1997ࠊࡣおいて࡟ッ༙࢝島ࣕࢳ࣒ 年௨㝆の観測

をࣟࠊ 11ࠋているࡁഃの研究ᡤの協ຊの下で⥅⥆で࢔ࢩ 月ࣕࢳ࣒࢝ࠊ࡟ッ࢝の共同研

究の┦手機関であるࠊ.amchatka ([perimental 0ethodical Seismological 'epartment

のᡤ㛗ࠊ(vgenii Gordeev Ặとࠊ主任研究員9ࠊilory %althiarov Ặをᮐᖠ࡟ᣍ⪸しࠊ

れまでのࡇ GPS 時地震観測および⮫ࠊン༡部でのࣜࣁࢧࠋータの共同ゎᯒを行ったࢹ

ᮾ西ᶓ᩿の GPS 観測を 6 月から 10 月࡟かࡅてᒎ㛤した2003ࠋ 年 2 月ࠊ࡟共同研究の

┦手機関であるࠊInstitute oI 0arine Geology and Geophysics からࠊ主任研究員の

Nilolay 9asilenko Ặとࠊ同 Sakhalin ([perimental 0ethodical Seismological 

'epartment の主任研究員ࠊSen 5ak Se Ặをᮐᖠ࡟ᣍ⪸しࢹࠊータのᙉ度ゎᯒを進ࡵ

たࠋ関⛯ἲ࡝࡞のᨵṇ࡟絡ࢇでࠊ一時中᩿していたࢫࣇࣟࣂࣁクᕞでの観測෌㛤ྥ࡟

9月からࠊてࡅ 10 月࡟かࡅてࠊ共同研究の┦手機関であるࠊInstitute oI Tectonics 

and Geophysics をゼၥしࠊGPS 観測とᗈᖏᇦ地震観測の共同研究を⏦し㎸ࠋࡔࢇἢ海

ᕞで࣍ࢩࠊࡣテࣜ࢔ン大᩿ᒙをࢇࡉࡣで6ࠊ 点から࡞る GPS 観測⥙ࡀᒎ㛤で3ࠊࡁ ྎ

のཷ信機࡟よる 2�3 ࣨ月㛫の観測を⧞ࡾ㏉している࢘ࠋ トックの共同研究のࢫ࢜ࢪࣛ

┦手機関であるࠊInstitute oI $pplied 0athmatics の主任技官ࠊNikolay Shestakov

Ặを2002ࠊ 年 12 月から1ࠊ 年㛫ᣍ⪸しࡇの地ᇦでの GPS てࡵータの共同ゎᯒを進ࢹ

いるࠋ                                 

 

 

石⊁ప地ᖏ北部の地震活動と活構造の関ಀ࡟関ࡍる研究 
 

笠原稔 

 

ィ⏬の最⤊年度を㏄ࠊ࠼新設の㸵５㸮㹫大学観測井戸とᮐᖠ市の５㸮㸮㹫観測井戸３

本࡟よるᚤ小地震の震※෌Ỵᐃをࡵࡍࡍたࡑࠋの結ᯝࠊ北西̿༡ᮾ㉮ྥの地震ᖏࡀ㩭

明࡞࡟ってࡁたࠋまたࠊ石⊁ప地ᖏ඲య࡟༟㉺ࡍる༡北᪉ྥの構造ᖏ࡟ἢ࠺地震ᖏࡀ

ᮐᖠ市のᮾ部࡟ぢ࠼てࡁたࠋ᪤Ꮡの Ἠ・地下Ỉ฼⏝の࣎ーࣜンࢹࢢータ࡟ᇶࠊࡁࡎ

新➨ 3紀௨㝆のྛ地ᒙのᮐᖠ市地ᇦでの῝ࡉ分布のマッࣆンࢢを進ࠊࡵሁ✚ᒙのᙧ≧

をྵࡴ地下構造を推ᐃしたࠋ 
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ὠ波波ᙧから推ᐃࡉれる 1978 年宮城┴Ἀ地震のࡾ࡭ࡍ㔞分布 
 

谷岡勇市郎・㒔司჆ᐉ（地震研究ᡤ） 

 

 ࡟ࡵࡌࡣ（１

宮城┴Ἀࡣ㏆いᑗ᮶大地震ࡀ発生ࡍる☜⋡ࡀ高いとࡉれておࡇࠊࡾの地ᇦで発生した

㐣ཤの大地震ࡘ࡟いてヲしいゎᯒを行࠺ᚲせࡀある197ࠋ� 年宮城┴Ἀ地震の震※㐣程

ࠊSeno et� al�（19�0）ࠊれている（┦田（197�）ࡉよって議論࡟⪅の研究ࡃ多࡟でࡍࡣ

山中・⳥地（2001）➼）࡟≉ࠋ山中・⳥地（2001）ࡣ 1936 年宮城┴Ἀ地震をྜࡏࢃて

ゎᯒし197ࠊ� 年と 1936 年ࡣ㐪ったࣜ࣌ࢫ࢔テ࢕ーを◚ቯしたと結論࡙ࡅたࡉࠋら࡟

197� 年のࣜ࣌ࢫ࢔テ࢕ーࡣవ震のᑡ࡞かったሙᡤ࡟位⨨ࡍる（వ震と┦⿵的関ಀ࡟あ

る）事を♧したࠋ本研究でࠊࡣኴ平洋ἢいの 12 ᳨₻ᡤで観測ࡉれたὠ波波ᙧを⏝い

て 197� 年宮城┴Ἀ地震のࡾ࡭ࡍ㔞分布をゎᯒしࠊいままでの結ᯝとẚ㍑ࡍるࠋ 

２）ὠ波ࢹータ及びゎᯒ᪉ἲ 

ὠ波波ᙧࢹータとしてࠊඵ戸（‖）ࠊඵ戸（㩪）ࠊ宮ྂࠊ㔩石ࠊ大⯪渡ࠊ気௝἟⁺ ࠊ

月὾ࠊዪ川ࠊ㩗川ࠊ石ᕳࠊሷ㔩ࠊ௝ྎᕤ業 ࠊ小名὾ࠊ大Ὑの 14 ᳨₻記録を⏝いるࠋ

᩿ᒙ㠃ࡣ㸴ಶの小᩿ᒙ࡟分๭した᩿ࠋᒙの㛗ࡉとᖜࡣ 30 km 㹖 30 km であるࠋ඲て

の小᩿ᒙ࡟おいて㉮ྥࡣ 190rࡾ࡭ࡍࠊゅࡣ 76rとしたࠎྛࠋの小᩿ᒙ࡟ᑐしてࠊ༢

位ࡾ࡭ࡍ㔞を୚࠼て海底の地殻変動をィ⟬しࠊ⥺ᙧ㛗波のᘧを⏝いてὠ波のᩘ್ィ⟬

を行ったࠋィ⟬ᇦ඲ᇦのࣜࢢッࢻ㛫㝸ࡣ 20 ⛊（⣙ 600㹫）᳨₻ᡤ㏆ഐの４ࡳ⛊（⣙

120㹫）を⏝いた᳨ྛࠋ₻ᡤでィ⟬ࡉれたὠ波波ᙧをࣜࢢーン関ᩘとして࢖ンࣂーࢪ

ࣙンを行࡞いྛࠊ小᩿ᒙのࡾ࡭ࡍ㔞をồࡵたࠋ 

３）結ᯝ 

最࡭ࡍࡶった小᩿ᒙࡣ༡西ഃの᩿ᒙでࡾ࡭ࡍ㔞ࡣ 1�4㹫であったࠋ次࡟Ⰻ࡭ࡍࡃった

小᩿ᒙࡑࡣのᮾഃでࡾ࡭ࡍ㔞ࡣ⣙ 0�7㹫であったࡑࠋの௚の小᩿ᒙのࡾ࡭ࡍ㔞ࡣ 0�２

５㹫௨下で࡯と࡭ࡍ࡝ࢇってい࡞いと推ᐃࡉれたࠋ๛ᛶ⋡を㸵㹶1010N/m2 とࡍるとト

ータࣝの地震ࣔー࣓ントࡣ 1�7㹶1020Nm（0w7�4）とィ⟬ࡉれるࡇࠋの結ᯝࡣ山中・⳥

地（2001）࡟よる 2�3㹶1020Nm とࡰ࡯同➼でࠊSeno et al�(19�0)࡟よる 3�1㹶1020Nm

 ࠋいࡉるとᑡし小࡭ẚ࡟

４）⪃ᐹ 

 最ࡶ大࡭ࡍࡃࡁった小᩿ᒙࡣ Seno et al�(19�0)ࡀ推ᐃした㝣ഃの᩿ᒙ࡟一⮴しࠊ

またࡑのᮾの小᩿ᒙࡣᙼら࡟よる海ഃの᩿ᒙ࡟一⮴ࡍるࠋまたᮾഃの小᩿ᒙࡀ西ഃよ

ࡣている分布࡭ࡍࡃࡁ大ࡾ Seno et al�(19�0)とⰋࡃ一⮴しているࠋ山中・⳥地（2001）

の結ᯝとࠊࡶ㝣ഃの᩿ᒙࡀ大࡭ࡍࡃࡁった点で大ᒁ的ࡣ࡟一⮴しているࠋしかしヲし

ࠊࡾっておࡶ✚㔞をぢࡾ࡭ࡍ࡞ࡁ北西ഃの小᩿ᒙで大ࡣ山中・⳥地（2001）ࠊぢるとࡃ

௒ᅇのὠ波波ᙧゎᯒ結ᯝとࡣᑡし分布ࡀ㐪ࠋ࠺大⯪渡・気௝἟⁺ のὠ波波ᙧをㄝ明

 ࠋい࡞ࡁでࡣる事࠼を୚ࡾ࡭ࡍ࡞ࡁ大࡟北西ഃの小᩿ᒙࠊࡣ࡟ࡵるたࡍ

ཧ⪃文⊩ 

Seno et al� (19�0)� P(PI� 23� 39�61 

山中・⳥地（2001）地⌫ᝨᫍ科学関連学会予✏集 
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Effect of structure near trenches on tsunami generation of tsunami 
earthquakes 
 

Yuichiro Tanioka 
 
    Large earthquakes occurred in subduction zone generally generate large tsunamis. The 
amplitude of the tsunami wave is related to the amplitude of the seismic waves due to the 
earthquake. However, there are earthquakes that excite considerably larger tsunamis than 
expected from its seismic waves. Those earthquakes are called tsunami earthquake [Kanamori, 
1972]. The discrepancy can be quantified in terms of the surface wave magnitude (Ms) and 
tsunami magnitude (Mt). For tsunami earthquake Mt is larger than Ms by more than 0.5 units. 
The most unusual tsunami earthquakes are the 1896 Sanriku earthquake (Ms 7.2, Mt 8.6) and 
the 1946 Aleutian earthquake (Ms 7.3, Mt 9.3).  
    The mechanism of tsunami earthquake was first proposed by Kanamori [1972] who 
indicated that the large discrepancy between seismic and tsunami waves of tsunami 
earthquake is caused by slow and long rupture processes. Fukao [1979] and Okal [1988] then 
proposed that an earthquake source within a shallow sedimentary layer, might excite much 
larger tsunamis than in solid rock, and be responsible for such anomalous tsunamis. Satake 
and Tanioka [1999], using tsunami waveform analysis, concluded that most moment release 
of tsunami earthquakes occurs in a narrow region near the trench and the concentrated slip is 
responsible for the large tsunami.    

Recently, Seno [2000] suggested that an additional uplift caused by sediments near a 
toe of an inner trench slope with a large horizontal movement on a decollement due to a large 
underthrust earthquake may generate a larger tsunami than that expected form the seismic 
waves. In this paper, the effect of the additional uplift to the tsunami generation of the 1896 
Sanriku and the 1946 Aleutian tsunami earthquakes is quantified. We estimate the slip of the 
earthquake by numerically computing tsunamis and comparing their waveforms with those 
recorded at three tide gauge stations. For the 1896 Sanriku tsunami earthquake, the estimated 
slip for the model without the additional uplift is 10.4 m, and those with the additional uplift 
are 6.7 and 6.8 m. This indicates that the additional uplift of the sediments near the trench has 
a large effect on the tsunami generation of the 1896 Sanriku earthquake. For the 1946 
Aleutian tsunami earthquake, the simulation result also indicates that the additional uplift near 
the trench has a large effect on the tsunami generation. We conclude that the tsunami 
earthquakes are caused not only by a slow rupture process or a concentrated slip near the 
trench, but also by an additional uplift of the sediments near the trench due to a large 
coseismic horizontal movement of the backstop. 
Reference 
Fukao, Y., Tsunami earthquake and subduction process near deep-sea tenches, JGR, 84, 

2303-2314,1979. 
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Kanamoro, H., Mechanism of tsunami earthquake, PEPI, 6, 246-259, 1972. 
Okal, E. A., Seismic parameters controlling far-feild tsunami amplitudes: a review, Natural 

Hazards, 1, 67-96, 1988. 
Satake, K. and Y. Tanioka, Source of tsunami and tsunamigenic earthquakes in subduction 

zones, PAGEOPH, 154, 467-483, 1999. 
Seno, T., The 21 September, Chichi earthquake in Taiwan: implications for tsunami 

earthquakes, Terr. Atmos. Ocean Sci., 11, 701-708, 2000. 
 
 
2002年 9月と199�年7月ࣗࢽ࢔ࣉࣃ࡟ー࢔ࢽࢠἈで発生した地震ὠ波の
ẚ㍑ 

 

谷岡勇市郎 

 

  199� 年 7 月 17 日ࣗࢽ࢔ࣉࣃー࢔ࢽࢠἈで 0s7�1 の大地震ࡀ発生ࡑࠊの地震ࣉࣃࡣ

ἢᓊで最大㐳上高࢔ࢽࢠーࣗࢽ࢔ 1�㹫ࡶ࡟及ࡪ大ὠ波を発生ࡏࡉたࠋὠ波࡟よるṚ⪅

⣙ࡣ 1600 人ࡶ࡟㐩したࠋまたࡇのὠ波ࡣኴ平洋をᶓ᩿しࠊ日本ἢᓊでࡶ観測ࡉれたࠋ

日本ἢᓊのὠ波ࡣ地震᩿ᒙ㐠動࡟よる地殻変動をึᮇ್としたὠ波としてㄝ明でࡁ

るࣗࢽ࢔ࣉࣃࠊࡀー࢔ࢽࢠἢᓊの大ὠ波をㄝ明ࡍるたࣟࡣ࡟ࡵー࢝ࣝ࡞㏣ຍ的原ᅉ

（海底地ࡾ࡭ࡍㄝをྵࡴ）ࡀᚲせと⪃࠼られているࠋしかしまࡑࡔの原ᅉࡀ᏶඲࡟ゎ

明ࡉれたヂで࡞ࡣいࠋ 

2002 年 9 月㸷日３時 44 分（日本時㛫）199ࠊ࡟� 年の地震の震※㏆ഐ（ᮾへ⣙ 100km）

で෌び大地震（0s7��）ࡀ発生したࠋ௒ᅇの地震ࡣ 0s でࡳる㝈ࡾ 199� 年の地震よࡾ

つᶍࡀ大ࡁいࣁࠋーࣂーࢻ C0T ゎࡣపゅ㏫᩿ᒙᆺでࠊ地震ࣔー࣓ントࡣ 2�7㹶1020Nm

と推ᐃࡉれたࡇࠋの地震࡟よるὠ波㐳上高ࣗࢽ࢔ࣉࣃࡣー࢔ࢽࢠἢᓊで 3�4㹫であっ

たࠊまたὠ波࡟よる⿕ᐖࡣあるࡶののὠ波࡟よる≛≅⪅࡞ࡣかったと報告ࡉれているࠋ

ࡾまࡘ 2002 年の地震ࡣ 199� 年の地震よࡶࡾつᶍࡀ大ࡁかったࡶ࡟かかࢃらࠊࡎἢᓊ

でのὠ波ࡣかࡾ࡞小ࡉかった事࡞࡟る2002ࠋ 年のὠ波ࡶኴ平洋をᶓ᩿しࠊ日本ἢᓊの

᳨₻ᡤで観測ࡉれている2002ࠋ 年と 199� 年のὠ波波ᙧをẚ㍑ࡍると2002ࠊ 年のὠ波

ࡀ 199� 年のὠ波࡟ẚࡸࡸ࡭大ࡁいか同程度である事ࡀ分かるࡇࠋれࡣ 2002 年の地震

のつᶍࡀ 199� 年の地震よࡶࡾᑡし大ࡁかった事からࡰ࡯ጇ当であࡘࠋ࠺ࢁまࡾ 199�

年ࣗࢽ࢔ࣉࣃー࢔ࢽࢠ地震࡟よるὠ波ࣗࢽ࢔ࣉࣃࡣー࢔ࢽࢠἢᓊ（最大㐳上高 1�m）

ࡣの観測事ᐇࡇࠋる࠼かったとゝࡁ大࡟常␗ࡀࡅࡔ Tanioka(1999)のᣦ᦬同ᵝ199ࠊ�

年の地震で発生した Sissano /agoon の大ὠ波ࡀᒁᡤ的原ᅉ࡟よるࡶのである事を支

ᣢࡍるࠋ 

 次࡟ 2002 年の地震࡟よる発生し日本で観測ࡉれたὠ波᩿ࡀᒙࣔࣝࢹでㄝ明ྍ⬟で

あるか☜かࡵるたࡵὠ波ᩘ್ィ⟬を行った್ᩘࠋィ⟬ࡣ⥺ᙧ %oussinesT ᘧを㝜的ᕪ

分ἲでゎいたࣜࢢࠋッ１ࡣࢬ࢖ࢧࢻ分たࡔし᳨₻ᡤ㏆ഐのࡳ 20 ⛊で行った᩿ࠋᒙ࣓

ࢻーࣂーࣁࡣ࣒ࢬࢽ࢝ C0T よࡾ㉮行 110rࠊഴᩳゅ 2�rࡾ࡭ࡍࠊゅ �2rとしたࠋ地震

後１日のవ震ᇦよ᩿ࡾᒙの㛗ࡉ 100kmࠊᖜ �0km としたࠋ地震ࣔー࣓ント 2�7㹶1020Nm

 52



よࡾ๛ᛶ⋡ 3㹶1010N/m2を௬ᐃしࡾ࡭ࡍࠊ㔞ࡣ 1��㹫としたࡉࠋら࡟⌧地ㄪᰝ࡟よると

Wewak のἈྜい࡟ᾋかࡪ島ࡀࠎ地震࡟よࡾ 30�40cm 隆㉳した事ࡀ報告ࡉれているࡑࠋ

の隆㉳を上手ࡃㄝ明でࡁるよ᩿࡟࠺ᒙの位⨨をỴࡵたࠋ日本でのὠ波観測波ᙧとᩘ್

ィ⟬波ᙧのẚ㍑ࡍるとࠊ名℩の観測最大波ࡀ෌⌧でࡁてい࡞いのࡀ気࡞࡟るࠊࡀィ⟬

࡯ࡣれたὠ波ࡉ日本で観測ࠊࡾまࡘࠋ観測波ᙧと一⮴しているࡡࡴおおࡣれた波ᙧࡉ

 ࠋ分かったࡀる事ࡁでㄝ明でࣝࢹよる᩿ᒙࣔ࡟地震ࡰ

結論 

199� 年ࣗࢽ࢔ࣉࣃー࢔ࢽࢠ地震࡟よる Sissano /agoon ㏆ഐの大ὠ波ࠊࡣᒁᡤ的࡟ᙳ

㡪を及ࡍࡰὠ波発生原ᅉ（海底地ࡾ࡭ࡍをྵࡴ）であったと⪃࠼られるࠋ 

 

 

大学ྜ同⮫時地震観測࡟よってỴᐃࡉれた 

島ᘼ㸫島ᘼᆺ日高⾪✺ᖏ௜㏆の震※分布と震※࣓࣒࢝ࢬࢽゎ 
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 $ group oI seismologists Irom eleven universities operated a dense temporary 
seismic network Irom -uly 1999 to -uly 2001 in and around the Hidaka Collision 
Zone� Hokkaido� -apan� where the .urile Island arc and the northeastern -apan 
arc meet and collide� $ll waveIorm data were telemetered by way oI a communication 
satellite and recorded continuously� We obtained seven thousand well�located 
hypocenters and 3�1 Iocal mechanisms� This research Iorms a part oI ͆The new 
Program oI the Study and 2bservation Ior (arthTuake Prediction͇ in -apan started 
aIter the Hyogoken�nanbu (.obe) earthTuake in 199�� 
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$ Iive years super�slow aseismic precursor model Ior the 1994 0��3 

Hokkaido�Toho�2ki lithospheric earthTuake based on tide gauge data 

 
.ei .atsumata and 0inoru .asahara 

Institute oI Seismology and 9olcanology� Hokkaido 8niversity� Sapporo� -apan 
 

Shinzaburo 2zawa 
Geographical Survey Institute� Tsukuba� -apan 

 
$le[ei Ivashchenko 

Institute oI 0arine Geology and Geophysics� <uzhno�Sakhalinsk� 5ussia 
 

Here we present a super�slow aseismic event model prior to the magnitude ��3 
.urile Island (Hokkaido�Toho�2ki) earthTuake on 4 2ctober 1994 based on data 
recorded by two tide gauges� located �0 � 1�0 km Irom the earthTuake epicenter� 
%oth instruments recorded several cm oI subsidence during a Iive�year period 
prior to the earthTuake� The observed signals are consistent with a precursory 
Tuasi�stable slip on the western halI oI the Hokkaido�Toho�2ki Iault plane� When 
recognized� such aseismic events can considerably improve our intermediate�term 
(several years) prediction capability� 

 

$utomatic Seismic Tomography� 'o <ou %elieve Human or Computer" 

.ei .atsumata1 and Naoto Wada1�2 
1Institute oI Seismology and 9olcanology� Hokkaido 8niversity� 

Sapporo 060�0�10� -apan 
2Now at Shibetsu�cho town oIIice� Shibetsu�cho 0�6�1632� Hokkaido� -apan 

 
How much laboratory automation is possible in seismology" We conducted an 

e[periment to compare seismic tomography images using arrival times picked by 
a computer and a human� II the computer gives the same tomographic image as that 
the human gives� seismologists have no need to insist upon a manual picking oI 
arrival times� We Iound that une[pectedly a computer is able to provide rather 
good results� 

 

 

1994 年北海道ᮾ᪉Ἀ地震࡟関ࡍるㄪᰝ研究 
 

高橋浩晃 

 

 1994 年 10 月 4 日࡟発生した北海道ᮾ᪉Ἀ地震（0��2）ࡣ，㏆年の日本で発生した

地震の中で最ࡶ大ࡶ࡞ࡁのであるࡶ࡟関ࢃらࡎ，高ゅ・పゅいࡎれの᩿ᒙ㠃࡭ࡍࡀっ

たࡶのかࢹ，ࡣータ୙㊊のたࡵ⌧ᅾまでỴ╔ࡅࡘࡀられてい࡞い≧ἣ࡟ある．当時，

北大ࡣ᰿ᐊࡣ࡟ 1成分（上下動）のࢹータしかࡃ࡞，また，ࢼ࢖ࢲミックࣞンࡶࢪ 12
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．まれていたྵࡀㄗᕪ࡞ࡁ大ࡣ࡟れたవ震分布ࡉ北大でỴᐃ，ࡵまかったたࡏットとࣅ

当時，気㇟ᗇࡶὠ波᪩ᮇぢ地⥙の㐠⏝௨前であったたࡵ，㝈られた観測点での震※Ỵ

ᐃస業であࡇ，ࡾの⢭度ࡶあまࡾよ࡞ࡃい．国ᅵ地理院ࡣ඲国 100 点の GPS 連⥆観測

をࡇの地震の 4日前から㐠⏝を㛤ጞしていたࡶのの，震※から１᪉ྥ࡟しかࢹータࡀ

ᚓられ࡞いたࡵ地殻変動から᩿ࡶᒙ㠃の≉ᐃを行ࡇ࠺とࡣᅔ㞴であった． 

 とࡀࢁࡇ，当時，ᮐᖠ⟶༊気㇟ྎ࡟おいてヨ㦂的࡟ὠ波⿦⨨᳨地⥙ࡀ㐠⏝ࡉれてい

たࡇとࡀ最㏆ุ明した．ࡑのたࡑ，ࡵのࢹータをㄪᰝしたとࢁࡇ，඘分౑⏝ࡍる࡟㊊

る≧ἣであるࡇとࡀ明らか࡞࡟った．ࡇのࢹータと北大のࢹータを一ඖ໬して 1994

年の震※をỴᐃࡍるస業を㛤ጞした．気㇟ᗇの観測点をධれるࡇと࡟よࡸ⮻⨶，ࡾ中

ᶆὠのࢹータࡀຍࡾࢃ，震※Ỵᐃ⢭度ࡀ大ᖜྥ࡟上ࡍるࡇとࡀ☜ㄆࡉれた．また，᰿

ᐊの気㇟ᗇᙉ震ィࢹータࡶ同時࡟ຍ࠼るࡇと࡟よࡾ，᩿ ᒙ㠃を議論ࡍるの࡟㊊る⢭度

で震※Ỵᐃࡀでࡁるࡇとࡀ明らかと࡞った．⌧ᅾ，వ震のㄞࡾྲྀࡳస業をᐇ施してお

ࡡ᪉ྥでᴫࡉ῝，ࡾ 10km ௨下の⢭度で震※ࡀỴᐃࡉれている．本研究を進ࡵ，最⤊

震※をồࡵるࡇとࡀでࡁれば，1994 年北海道ᮾ᪉Ἀ地震の᩿ᒙ㠃を≉ᐃࡍるࡇとྍࡀ

⬟とࡇ，ࡾ࡞の地震をᘬࡁ㉳ࡇしたせᅉ࡟関してࡶ新た࡞知ぢࡀᚓられるࡶのとᮇᚅ

 ．れるࡉ

 

図：（左）1994 年 10 月 4 日の北大の観測網．（右）気象庁の津波早期検

地網と北大観測網の一元化された観測網．羅臼・中標津などが加わるこ

とによりカバレッジが大幅に改善されたため，震源決定精度が向上した． 
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北海道㥖ࢣᓅ࡟おࡅる GPS 観測 
 

高橋浩晃 

 

 活動的火山である北海道㥖ࢣᓅ࡟おいて北海道❧地㉁研究ᡤ（GSH）・ᮐᖠ⟶༊気㇟

ྎ・国ᅵ地理院（S02）ࡀ㐠⏝している GPS 連⥆観測ࢹータを高⢭度ゎᯒし，火山ᛶ

地殻変動の᳨出を行った．GSH，S02 とࡶ，ྂ 野電気〇の 1࿘波ཷ信機を౑⏝している

たࡵ，࿘辺の 2࿘波観測点のࢹータから電㞳ᒙ࣓ࣛࣃータをィ⟬し，ࡑれを 1࿘波ࢹ

ータ࡟当てࡵࡣたゎᯒをᐇ施し，電㞳ᒙのᙳ㡪を㝖ཤした．ゎᯒ結ᯝからࡣ，山యを

ᣳࡴ」ᩘのᇶ⥺で，ࡰ࡯一ᐃの๭ྜのఙび᳨ࡀ出ࡉれた．ࡉらࡇ，࡟のᇶ⥺㛗変໬ࢹ

ータを⏝いて，点ຊ※をồࡵたとࢁࡇ，山㡬┤下の῝ࡉ 3�4km ௜㏆࡟ồまった．ࡇれ

った．GPS࡞࡟明らかࡀとࡇるࡍ⮴一ࡶᚩと≉࡞ᓅの噴出≀の岩石学的ࢣ㥖，ࡣ のࢹ

ータࡣ 1997 年௨㝆࡟㝈られておࡑ，ࡾれ௨前࡟関してࡣ୙明ࡀࡔ，⌧ᅾのయ✚⭾ᙇ

⋡を前ᅇの噴火（1929 年）まで一ᐃ฼⋡で✚分ࡍると，1929 年噴火の噴出≀のయ✚

とࡰ࡯一⮴ࡍるࡇとࢃࡀかった．௨上のよ࡟࠺，㥖ࢣᓅの地下でࡣ，╔ᐇ࡟マࢢマの

⵳✚ࡀ進行しているࡇとࡀ明らかࡾ࡞࡟，௒後とࡶὀព῝ࡃ┘どを⥅⥆してࡃࡺᚲせ

 ．あるࡀ

 

 

図：駒ケ岳の GPS 観測点分布図 
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ṍࡳ地震記録から推ᐃࡉれる２㸮㸮㸮年北海道᰿ᐊ༙島Ἀ地震の震※㐣程 

 

本多 亮・笠原 稔 

 

２㸮㸮㸮年１月２㸶日ࠊ北海道᰿ᐊἈでマࣗࢳࢽࢢーࢻ 6�7 の地震ࡀ発生したࡇࠋの

ሙᡤ１ࡣ㸷㸷４年࡟㉳ࡇったマࣗࢳࢽࢢー��3ࢻの北海道ᮾ᪉Ἀ地震の震※ᇦ࡟㞄᥋

の地震のࡇࠋるࡍ C0T ゎࡣᚓられているࠊࡀ震※ᇦから㝣地までの㊥㞳ࡀ㐲ࡃまたマ

出ࡾ地震波ᙧから᩿ᒙ㠃を๭ࡸータࢹ測地学的࡝࡞GPS࡟ࡵいたࡉ小ࡀࢻーࣗࢳࢽࢢ

ࡣᑐしてṍ地震ィ࡟れࡑࠋᅔ㞴であるࡣとࡇࡍ static てప࿘波ᩘ㡿ᇦࡵྵࡶ成分࡞

まで記録ࡉれておࡾ(Sasatani and .asahara� 19��)ࠊ震※でのࡾ⁥関ᩘを┤᥋཯ᫎ

しているྍ⬟ᛶࡀあるࠋ本発表でࡣṍࡳ地震ィの記録と理論波ᙧとのẚ㍑࡟よࡾ震※

㐣程の推ᐃをヨࡳたࠋ 

波ᙧࡣࡀっࡾࡁと観測ࡉれたࠊN05� T(S� 85H� 0<5� (50 の５ࡘの観測点を⏝いてゎ

ᯒを行ったࠋ理論波ᙧのィ⟬ࡣ࡟㞳ᩓ波ᩘἲを⏝い༙ࠊ↓㝈፹㉁を௬ᐃしたࠋ理論波

ᙧࡣ C0T ゎから⪃࠼られる２ࡘの࣓࣒࢝ࢬࢽゎࡘ࡟いてィ⟬を行ったࠋゎ(1)ࡣഴᩳ

ゅ のࢎ�3 dip slip ᆺࠊゎ(2)ࡣഴᩳゅ５ࢎでࣞࣉートをỈ平࡟๭るタࣉ࢖であるࠋ 

測地学的ࢹータࡸ地震波ᙧ࡟よる震※㐣程の推ᐃࡀᅔ㞴࡞中小つᶍの地震ࡘ࡟いて

ヲしい震ࡾとでよࡇいる⏝࡟地震ィの記録を同時ࡳるṍࡁప࿘波㡿ᇦまで記録でࡶ

※の᝟報をᚓるのࡀ目的であるࠊࡀ௒ᅇのゎᯒでྛࡣ観測点ẖのṍࡳィの≉ᛶを⿵ṇ

 ࠋかった࡞ᚓられࡣ結ᯝࡃ㊊のい‶ࡎࡁでࡀとࡇるࡍ

ཧ ⪃ 文 ⊩  Sasatani and 
Kasahara, P.E.P.I, 37, 
124--134, 1985 
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2002 年ኟ・ࣆࢫッࢤࣝ࣋ࢶン㏆海での海底地震観測 

 

北海道大学地震火山研究観測センター海底地震研究分野 

（文㈐・島村英紀） 

 

ࡀࠖ௳事ࠕのࡑࠋㄌ生したࡀ大西洋࡟ࡇࡑࠊ๭れてࡀࢁࡇあったとࡀと大㝣ࡶとࡶ 

㉳ࡁたのࡣ⣙ 6000 ୓年前であったࡘࠋまࠊࡾいまのࣜࢢーンࣛンࢻと࢙࢘ࣝࣀーࡣ

地⥆ࡁのࡦとࡘの大㝣ࡔったࡑࠋの後⌧ᅾ࡟⮳るまでࠊ大西洋の底を༡北࡟㏺ってい

る大西洋中ኸ海ᕊの山㡬部分から出てࡁたマࢢマࡀ෭࠼てᅛまࠊࡾ海ᕊの୧ഃ࡟次ࠎ

 ࠋっていっているのであるࡀᣑࡣ大西洋ࡾまࡘࠊ新しい海底を造っていっている࡟

 北大西洋ࡀㄌ生した事௳のጞまࡣࡾ日本ิ島のㄌ生よࡶࡾ 3 ಸྂ࡝࡯いࠋしかしࠊ

地⌫のṔ史をࡶして࡟れࡑ 1 日࡟たと࠼たとࡎࢃࠊࡣ࡟ࡁか 1� 分前であるࠋ地⌫ࡣ

かࡃ㏿ࠕࡶࡃ  ࠋているのであるࡁてࡅ⥆࠼らのጼを変⮬ࠊࠖ

ࢢࠊば࠼たとࠋṧっているࡀのㅦࡃ多ࡔまࠊࡣ࡟の後のṔ史ࡑの大西洋のㄌ生とࡇ 

ࣜーンࣛンࢻの大㝣Ჴから༡ᮾྥ࡟かって顕ⴭ࡞海底山⬦ࡀᘏびているࠋ山⬦の㛗ࡉ

ࡣ 600km ࡶࠊࡀ⬦の海底山ࡇࠋࡔ⬦れる山ࢃ⿣ᖏとゝ᩿ࢻーンࣛンࣜࢢࠋるࡍ㐩ࡶ࡟

とࡶと（ࣜࢢーンࣛン࢙࢘ࣝࣀࡸࢻーをྜࡏࢃた）大㝣ࡔったࡶののࠕかࡅらࠖ࡞の

かࠊあるいࡣ海底ࡀᣑࡀってからఱらかの理⏤でసられた海底㉳※のࡶのかࢃࡣかっ

てい࡞い（ᅗ 1㸸観測地ᅗ）ࠋ 

 ௒ᅇの研究ࡇࠊࡣの᩿⿣ᖏࠊࡀ海㝣ࡕ࡝ࠊらの㉳※のࡶのかをゎ明ࡍるࡇとࡀ目的

のࡦとࡘであったࠋ㉳※をỴࡵるࡣ࡟地下構造ࡀỴࡵ手࡞࡟るࡶࠋし大㝣㉳※࡞らばࠊ

大㝣の๭れጞࠊ࡟ࡵ௒まで知られてい࡞かった」㞧࡞事௳ࡀ㉳ࡁていたࡇとࠊࡾ࡞࡟

一᪉࠺ࡑでࡅ࡞ればࠊ海底ࡀᣑࡀって௨後ࡇࠊ࡟れࡶ知られてい࡞かったูの事௳ࡀ

㉳ࡁていたࡇと࡞࡟るࠋ 

 ௒ᅇの研究࠺ࡶࡣ࡟一ࡘの目的ࡶあったࡑࠋれࠊࡣクࣅ࣏ࢽッࢳ海ᕊࠊࡀ一ᵝ࡞海

洋底ᣑ大をしてい࡞い理⏤を研究ࡍるࡇとであったࠋクࣅ࣏ࢽッࢳ海ᕊとࡣ大西洋中

ኸ海ᕊの一部でࣆࢫࠊッࢤࣝ࣋ࢶンの西᪉を༡北࡟㉮っている海ᕊである࡞ࠋお大西

洋中ኸ海ᕊࠊࡣクࣅ࣏ࢽッࢳ海ᕊから北ࢼࡣンセン・࢞ッࣝࢣ海ᕊ࡟⥆いておࠊࡾ北

ᴟ海をᶓ᩿しているࠋ 

ᣑ大ࡀ海底ࠊࡾまࡘࠋれたࡉ発ぢࡀとࡇ࡞୙ᛮ議ࠊ㏆年ࡣ࡟海ᕊࢳッࣅ࣏ࢽのクࡇ 

して行ࡃ᪉ྥࡣ海ᕊࡀ㉮っている᪉ྥとᩳࡣ行しているのࡑࠊࡀࡔのᣑ大᪉ྥ࡟ἢっ

てࠊ海底࡟多ࡃの海山ࡀ୪ࢇでいるとࢁࡇとࠊ海山ࡀ඲ࡃ࡞ࡃてࠊのっ࡮ら࡞࠺ࡰと

かᩘ༑ࡎࢃࠊࡀࢁࡇ km 㞳れて㞄ྜࡾっているのであるࠋ海ᕊでࡣᬑ㏻ࣞࣉࡣートࡣ

一ᵝ࡟ᣑࡀっていࡃとᛮࢃれておࡇࠊࡾのよࡀ࣒ࣛ࡟࠺あるのࡣ␗౛ࡇ࡞とであるࠋ 

 ⚾たࡕの研究ࡇࠊࡣの཮᪉の地下構造を⢭ᰝしてẚ㍑しよ࠺といࡶ࠺のࡔったࠋ海

山࡝࡟のࡃらいのࠕ᰿ࠖࡀ生࠼ているのかࠊまた海山࡞ࡀいとࢁࡇの海底下ࡶࠊࡣ࡟

しかしてࠕࠊ出᮶かࡅのࠊあるいࡣ出᮶ᦆ࡞いのࠖ海山ࡀ㞃れているので࡞ࡣいかࠊ

とい࠺のࡀ研究の目的ࡔったのであるࠋ 

 とࢁࡇでࠊ大西洋中ኸ海ᕊで生ࡳ出ࡉれているࣘーࣛࣞࣉ࢔ࢩートと北⡿ࣞࣉート

北海道༡西ࡀ✺⾪のࡇࠋで⾪✺しているࡃ日本㏆ࠊ࠼࠺れ地⌫を༙࿘したࡒれࡑࠊࡣ

Ἀ地震（1993 年）を㉳ࠊ࡝࡞ࡍࡇ日本㏆ࡃの地震ࡸ火山ࠊまた日本ิ島のᙧ成ࡑのࡶ
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のࡶ࡟ᙳ㡪しているࡇࠋのたࠊࡵ大西洋中ኸ海ᕊを研究ࡍるࡇとࡣ日本を研究ࡍるࡇ

と࡞ࡶ࡟るのであるࠋクࣅ࣏ࢽッࢳ海ᕊࡑࠊࡣの北࡟連࡞っているࢼンセン・࢞ッࢣ

ࣝ海ᕊととࡇࠊ࡟ࡶの二ࡘのࣞࣉートのቃのࡦとࡘでࡶあるࡅࡔでࡃ࡞ࡣてࠊ二ࡘの

れࡇࠊているのでࡵ位⨨を༨࠺あるとい࡟ࡃ㍈ࠖの㏆ࠕのࡁ動いているとࡀートࣞࣉ

らࣞࣉートの動ࡁを研究ࡍるたࡣ࡟ࡵ㔜せࡶ࡞のである（ᅗ  ࠋ（2

北ᴟᅪの海での海底下の地下構造のゎࠊࡣの研究の目的ࡕ௒ᅇの⚾たࠊ࡟࠺のよࡇ 

明ࡔったࠋ観測ࡣ 2002 年の �月から 9月࡟かࡅて行ࢃれたࠋ 

 観測の手ἲとしてࠊࡣ北海道大学から㐠ࡔࢇ海底地震ィと࢙࢘ࣝࣀࠊーの大学ࡀᣢ

ンと࢞࢔࢚ࠋったࡔのࡶ地下構造を᥈るࠊてࡏࢃྜࡳ⤌人ᕤ震※を࠺ンとい࢞࢔࢚ࡘ

ࡣ 1�0 気ᅽࡃらいのᅽᦢ✵気をỈ中で噴ᑕࡏࡉる㡢※であるࠋ人యの透どを㹖⥺で行

地下の構造をヲしࠊ౑って࡟ࠖ※⥺㹖ࠕを౑った人ᕤ地震を࡝࡞ン࢞࢔࢚ࠊ࡟࠺よ࠺

 ࠋのである࡞ࡅࢃ࠺とい࠺ࢁンを᧜ࢤ地⌫のࣞントࡾまࡘࠋるࡁでࡀとࡇるࡍ研究ࡃ

 ⚾たࡀࡕᣢࡘ海底地震ィࠊࡣ⚾たࡇࡀࡕのᅄ༙ୡ紀かかって㛤発しࠊᨵⰋを⥆ࡅて

࡞ࡀ信㢗ᛶの高い海底地震ィࡣ࡟Ḣ⡿ྛ国ࡣࡘࡌࠋの道ලであるࡾ手సࠊばࢃたいࡁ

いࡇࠋのたࠊࡵ⚾たࡣࡕたびたび大西洋ࠊࡸとࡣ࡟ࡁトࣝࢥの海（2001 年ኟ）ࣜ࢝ࡸ

海（2001ࣈ 年෤㹼2002 年ึ㢌）まで出かࡅているࠋ 

 観測⯪として࢙࢘ࣝࣀࡣー・࣋ࣝࢤン大学ࡀᣢࡘ海洋観測⯪ࠗ࣍ーࢥンࣔࣅࢫー࠘

(497 トン）を౑ったࠋ北海道大学から海底地震ィの観測機ᮦࡸ人員をࣆࢫッࢤࣝ࣋ࢶ

ン࡟㏦ࡾ㎸ࢇでࡇࡑࠊで海底地震ィの‽ഛをしたࠋ 

 観測のᇶ地࡟したのࣆࢫࡣッࢤࣝ࣋ࢶンのࠕ㤳㒔ࠖであるࣟン࢔࢖ࢢー࢚ࣅンࡔっ

たࠋ⦋度からい࠼ばࢲࢼ࢝ࡸ࢝ࢫࣛ࢔の北ᓊから北ᴟ点までの༙分行った࡝࡯の高⦋

度ࡔからࠊୡ⏺最北の⏫であるࠋ㤳㒔といってࠊࡶ人口ࡣ 1000 人（一ㄝࡣ࡟ 7�0 人）

しかい࡞いࠋ⏫からࡣ海ࡔ࡞࡟れ㎸ࢇでいるịἙをᮃࡇࡴとࡀでࡁるࠋ  

 ➨一の研究目的のた࡟ࡵ �月後༙࡟一ᅇの⯟海ࠊ➨二の研究目的のた࡟ࡵ 9月前༙

ࡣ最ึの⯟海ࠋのྜィ二ᅇの観測⯟海を行ったࠊ一ᅇの⯟海࠺ࡶ࡟ 12 日㛫࡝࡯でࠊ

西村裕一と山田亜海(02)ࡀཧຍしたࠋ二ᅇ目の⯟海ࡣ 10 日㛫࡝࡯でࠊ島村英紀と村

井芳夫ࡀཧຍしたࡇࠋの࡯か࢙࢘ࣝࣀࠊー・࣋ࣝࢤン大学の研究⪅ࡸ技官ࡑࡀれࡒれ

の⯟海࡟同஌してࠊ共同研究として観測を行った࡞ࠋおࠊ二ᅇ目の⯟海ࣆࢫࡣッ࣋ࢶ

⦌北ࠊ⏫ ー北部の࢙࢘ࣝࣀࠊンから出 してࢤࣝ 69 度のト࣒ࣟࢯまでであったࠋ

ト࣒ࣟࡣࢯ北ᴟᅪの中࡟ある⏫としてࡣୡ⏺最大の⏫でࠊ人口ࡣ⣙ 3�000 あるࠋ 

 観測ࡣいࡶࡘのよࠊ࡟࠺海底地震ィを┤⥺≧の測⥺࡟ἢって୪ࡑࠊ࡭の後ࠊ観測⯪

でᙉຊ࢞࢔࢚࡞ンを᭥⯟して人ᕤ地震を行った࢚ࠋ ࠊてࡏࢃྜࡳ⤌大小7ྎをࡣン࢞࢔

海底下ࠊよって࡟れࡇࠋ同ㄪをྲྀっている࡟࠺よࡘ波ᙧをᣢࡃまでᒆࡃ㐲ࡶっとࡶ

�0km ࠋる࢚ࡁでࡀとࡇるࡍㄪᰝ࡟らいまでの地下構造を⢭ᐦࡃ ࡣン࢞࢔ 1�0 気ᅽ࡝࡯

のᅽᦢ✵気を౑った✵気の大◙でࠊ地震波（పい㡢波）を発生ࡍるࠋ 

 ௒ᅇࡣ㛗ࡉ 200km の測⥺の上でࡣ⯪ࠊ 2��m/s といࡺ࠺っࡾࡃした㏿ࡉで⯟㉮し࡞

⣙ࠊらࡀ 20 ⣙ࠊとࡈン࢞࢔の一ᅇの࢚ࡇࠋたࡏンをാか࢞࢔࢚࡟とࡈ⛊ �0m ࡟とࡈ

20 ྎの海底地震ィࡀ記録をྲྀるࡔࡅࢃからࠊ඲యとしてࡣ⭾大࡞㔞のࢹータ࡞࡟るࠋ 

 観測をィ⏬したとࡶ࡟ࡁっとࡶᚰ㓄したࡇとࡣị山であったࣆࢫࠋッࢤࣝ࣋ࢶンの

࿘辺ࡣ࡟ኟでࡶị山ࡀ⁻っているࡇࠋの海ᇦでࠊࡣ多ࡃのị山ࣜࢢࡣーンࣛンࢻのị

Ἑࡀ海࡟ⴠࡕてị山࡞࡟ったࡶのࠋࡔị山ࡣ⯟海࡟とって༴㝤であるばかࡾでࠊࡃ࡞ࡣ
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海底地震ィの設⨨ࡸᅇ཰ࡶ࡟㔜大࡞支㞀࡞࡟るࠋᖾいࠊ⚾たࡕの 2ᅇの⯟海とࠊࡶị

山ࡣ࡟㑧㨱ࡉれࠋࡔࢇࡍ࡟ࡎኟの⤊ࡾࢃといࠊ࠺ị山の༴㝤ࡀ最ࡶᑡ࡞いᏘ⠇を㑅ࢇ

 ࠋあったࡀᩫ⏥ࡔ

 人ᕤ地震ࢃ⤊ࡀったあとࠊ海底地震ィのᅇ཰を行ったࠋᅇ཰ࠊࡣ海底࡟ある海底地

震ィࠊ࡟⯪から㉸㡢波の信ྕを㏦ってࠊ海㠃までᾋ上ࡏࡉるࡇࠋの信ྕࡣ➢ྕ໬ࡉれ

ておࠊࡾ設⨨してある 20 ࡀとࡇるࡍのと㏻信ࡶの≉ᐃのࡕ࠺の海底地震ィの࡝࡯ྎ

でࡁるࠋ 

 海底地震ィࡀᾋ上ᣦ௧の信ྕをㄆ㆑したらࠊ海底地震ィࡣ⮬分でࢫࣛࣂト㗽をษࡾ

㞳しࠊ⮬分のᾋຊで海㠃までᖐってࡃるࠋ海ὶࡸ㢼ࡀあればࠊ海底地震ィࡣ真上࡟上

また㜌ኪࠊࡾ荒かったࡀ波ࠊࡾ出たࡀ㟝ࡣよって࡟海ᇦࠊいし࡞㝈らࡣるとࡃってࡀ

ࡇるࡏ電波の発信ჾと㛝光電⌫をാか⥺↓ࡣᾋ上した海底地震ィࠊるからࡍࡾったࡔ

と࡞࡟っているࠋ 

 電波信ྕࡣ᪉ྥ᥈知機で⯪から 30km ࡶ㛝光ⅉࠊるし࠼㏣ࡣらいまでࡃ 6o�km まで

ぢ࠼るࠋኪ㛫࡟㛝光ⅉで᥈ࡍとࠊࡣ࡟ࡁ目を័らࡍたࠊ࡟ࡵしばらࡃ前から⯪の明か

 ࠋる࡞࡟とࡇࡘ㯮の㜌の中でᾋ上をᚅ⁾ࠊをᾘしてࡾ

 海㠃࡟ᾋ上した海底地震ィࡣ㔜ࡀࡉ 37kg る࠼⪏࡟荒れた海ࡣ⯪北洋のࠋある࡝࡯

たࡀ⯨࡟ࡵ高いࡘࠊまࡾ⏥ᯈࡀ高いࠋ海㠃上ࡎࢃか 20cm い海底地࡞しか出てい࡝࡯

震ィをᤕま࠼るస業ࠊࡣព外࡟大変であるࠋ 

記ࠋᣢってᖐった࡟北大ࠊ出してࡾしてᅇ཰した海底地震ィから記録፹యをྲྀ࠺ࡇ 

録ࡉれたࢹータࡣ⭾大࡞のでゎᯒを⤊ࢃるまで࡟ 1o2 年かかるࠊࡀ大西洋のࠕṔ史ࠖ

 ࠋであるࡎࡣᚓられるࡀ知ぢ࡞㈗㔜ࠊいてࡘ࡟ᅾࠖ⌧ࠕࡸ
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ᅗձ㸸観測地ᅗ㸸௒ᅇの研究の観測海ᇦ 
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ᅗղ㸸北༙⌫ࣞࣉートᅗࠋᮾ北日本ࡣ北⡿ࣞࣉート࡟㍕っているࠋ北⡿ࣞࣉートとࣘ

ーࣛࣞࣉ࢔ࢩートのቃを北へた࡝ると，北ᴟᅪを㉺࠼て大西洋中ኸ海ᕊ࡟⥆いているࠋ

してᅇ㌿して࡟を中ᚰࡇࡑ，あってࡀ㍈ࠖࠕ࡟の北部࢔ࣜ࣋ࢩࡣートࣞࣉのࡘの二ࡇ

いるࠋ㍈のྥ࠺ࡇഃの大西洋中ኸ海ᕊでࣞࣉࡣートࡀ新しࡃ生まれていてࣘーࣛ࢔ࢩ

ࡘ二，ࡣらഃでࡕࡇっている一᪉，㍈のࡀᗈ࡟࠺༳のよ▮ࡀートࣞࣉートと北⡿ࣞࣉ

のࣞࣉート࠺࡝しࡀ▮༳のよ࡟࠺ᢲしྜっているࠋ（島村英紀ⴭࠗ地震ิ島との共生࠘

（岩波᭩ᗑ）から）  
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1993 年北海道༡西Ἀ地震の震※ᇦでの P 波㏿度トࣔ࢕ࣇࣛࢢ(No.2) 
 

P wave velocity tomography in the source area oI 

the 1993 Hokkaido�Nansei�2ki earthTuake (No�2) 

 

高波鐵夫�村井芳夫�渡㑔ᬛẎ�ሷ原⫕�小平秀一�島村英紀�日野亮ኴ�㔠沢ᩄ彦�ᮎᗈ

₩�⠛原㞞ᑦ�బ藤฼典�᰿ᓊ弘明 

 

 ࡟ࡵࡌࡣ

日本海ᮾ⦕の北海道༡西Ἀで，大地震（１㸷㸷３年㸵月１２日北海道༡西Ἀ地震，

࡟ࡃの⿕ᐖを⿕った．とࡃ渡島༙島のྛ地で多ࡸ発生し，震※ᇦ内のዟᑼ島ࡀ（��07

ὠ波࡟よる⿕ᐖࡣ⏒大であった．ࡇの地震の震※位⨨を⢭☜࡟ồࡵるた࡟ࡵ，地震発

生の⣙１㐌㛫後から⮫時の海底地震協同観測ࡀᐇ施ࡉれた（日野・௚，１㸷㸷４）． 

高波・௚（２㸮㸮㸮）ࡇࡣの震※ᇦを࢝ࣂーࡍるよ࡟࠺ᒎ㛤ࡉれた海底地震観測⥙ࢹ

ータを⏝いて当震※ᇦ内での地震波㏿度の࣓࢖ーࢪンࢢをヨࡳ，ィ⟬ࡉれた P波㏿度

೫ᕪ分布とవ震の発生㢖度分布とをẚ㍑し，㏿度変໬の大ࡁい㡿ᇦࡸẚ㍑的高㏿度㡿

ᇦで地震ࡀ多発していࡇとを♧した．しかし，ࡑの後の᳨ウから，ࡇのトࣔ࢕ࣇࣛࢢ

の結ᯝࡣᚲࡎしࡶ地下構造の真の㏿度分布を཯ᫎしていたとࡣゝい㞴ࡃ，⏝いた２次

ඖ地下構造のึᮇࣔ࡟ࣝࢹᙉࡃ౫Ꮡࡍるࡇとࡀ理ゎࡉれ，結ᯝの෌᳨ウを㏕られる࡟

⮳った．௒ᅇࡑ，ࡣのึᮇࣔࣝࢹを⡆༢１࡞次ඖỈ平多ᒙ構造を௬ᐃしてィ⟬をヨࡳ

ると࡟した． 

 ータおよびゎᯒἲࢹ

௒ᅇࡣ，日野・௚（１㸷㸷４），Nishizawa et al�(1999)ࡀ࡝࡞日本海ᮾ⦕で行っ

た࢚࢔ー࢞ン࡟よる地殻構造᥈ᰝの結ᯝをཧ⪃࡟しࡀ࡞ら１次ඖึᮇࣔࣝࢹを௬ᐃ

した．ึᮇ震※᝟報ࡣ海底地震ィの観測ࢹータの࡟ࡳよる震※ィ⟬結ᯝを⏝いた．ࡑ

の結ᯝ，トࣔ࢕ࣇࣛࢢー࡟⏝いたࢹータࡣ，北⦋ 41�6r㹼43�4r，ᮾ⤒ 13��7�r

a139�7�rの海ᇦ内࡟㉳ࡁたవ震のࡕ࠺，ẚ㍑的⢭度よࡃồまった１㸮３１ಶの地震

であࡾ，の࣋２３ࢣᡤの 2%S で記録ࡉれた P 波᳨測್である．௨上の地震ࢹータと地

下構造ࣔࣝࢹとを，前ᅇ（高波・௚，２㸮㸮㸮）と同ࡃࡌ Zhao et al� (1992)࡟よる

地震波トࣔ࢕ࣇࣛࢢἲを⏝いて，P波㏿度構造を推ᐃし同時࡟震※෌Ỵᐃを行った．S

波ࡘ࡟いてࡣ，S 波᳨測್のㄗᕪࡀ大ࡁかったた࡟ࡵ௒ᅇの࢖ンࣂーࣙࢪン・トࣔࢢ

かっ࡞ࢃ行ࡣータとの併ྜࢹかった．また㝣上のᐃ常観測点の᳨測࡞い⏝ࡣ࡟࢕ࣇࣛ

た． 

結ᯝと議論 

地震の震※分布をᴫ観ࡍると，௒ᅇの地震࡯，ࡣと１࡝ࢇ㸮km から２㸮km の῝ࡉ

༡北１５㸮km㹼１㸵㸮km，ᖜ１㸮，ࡣ関して࡟ていた．またỈ平分布ࡁ集中して㉳࡟

km㹼２㸮km のࡰ࡯༡北࡟㛗い震※分布であった．しかしヲ⣽࡟観ᐹࡍると，వ震ࡑࡣ

の඲ᇦで㉳ࡁていたࡶのの，ࡑの分布࡟೫ࡀࡾぢられた．と࡟ࡃ本震の北ഃでぢられ

た北西㸫༡ᮾの࣓ࣜ࢔ࢽント࡞分布を♧した北部వ震ᇦと，ዟᑼ島西ഃἈྜいࡰ࡯࡟

北北西�༡༡ᮾのトࣞンࢻを♧した༡部వ震ᇦとの２ࡘの㡿ᇦࡀ顕ⴭであった． ࡇ

の２ࡘの㡿ᇦ࡟ᣳまれた中㛫部でࡣẚ㍑的地震活動ࡣపかった．しかし，2%S の観測
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２㸮km，ࡣの議論࢕ࣇࣛࢢトࣔ࡟ࡵーしていたたࣂのవ震ᇦ඲ᇦを࢝ࡇࡣ⥙ ௨ὸの上

部地殻࡟㝈られるࡶののỈ平᪉ྥのಖド範ᅖࡣవ震ᇦ඲ᇦであると⪃࠼られる． 

ると，地震活動のࡳの結ᯝとをᑐẚして࢕ࣇࣛࢢれらの地震活動分布と௒ᅇのトࣔࡇ

高かった㡿ᇦでప㏿度࡞࡟っているのࡀ明░࡟ㄆࡵられた．ࡑのഴྥ１５ࡉ῝，ࡣkm

のトࣔ࡟࢕ࣇࣛࢢ顕ⴭࢃ⌧࡟れている．また，本震の震※位⨨ࡣ北ഃప㏿ᇦの༡➃௜

㏆であった．最㏆ྛ地ᇦで行ࢃれてࡁたࡇの✀の研究からࡇ，ࡶのよ࡞࠺地震活動と

㏿度␗常との関ಀࡀᣦ᦬ࡉれてࡁた．௒ᅇの㡿ᇦでㄆࡵられた㏿度␗常ࡀ常時Ꮡᅾし

ていたのか，またࡣ௒ᅇの大࡞ࡁ地震で生ࡌた◚ቯと関ಀした≉ูの⌧㇟࡞のかࡣ明

らかで࡞いࡀ，地震の発生࣏テンࣝࣕࢩを⪃࠼る上で大変㔜せ࡞結ᯝࡀ♧၀ࡉれたと

い࠼よࡉ．࠺ら࡟௒ᅇのࣞࣉートቃ⏺で࡝のよ࡞࠺≀㉁࡝ࡀのよ࡞࠺≧ែでᏑᅾして

いるのかを研究ࡍるࡇとࡶ地震発生࣏テンࣝࣕࢩを議論ࡍるたࡶ࡟ࡵ大変㔜せであ

ると⪃࠼られる． 

前ᅇのィ⟬でࡣ，北海道ἢᓊで上部地殻ࡀཌ࡞ࡃる２次ඖの㏿度構造ࣔࣝࢹを⏝い

た．ࡇの結ᯝと௒ᅇの１次ඖ多ᒙ構造ࣔࣝࢹとをẚ㍑ࡍるとṇ཯ᑐの結ᯝࡀᑟࡁ出ࡉ

れたࡇと࡞࡟る．地震波⥺の㌶㊧と推ᐃࡉれた㏿度␗常とࡣトࣞーࣇ࢜ࢻの関ಀ࡟あ

るた３，ࡵ次ඖ地下構造ࡀ明らかで࡞い当㡿ᇦ࡟おいて࡟ࡳࡸࡴ，ࡣ」㞧ึ࡞ᮇࣔࢹ

ࣝをᑟධࡍるࡇとࡣ㑊ࡅるのࡀᮃましいであ࠺ࢁ．  

 文⊩ 

高波・௚，２㸮㸮㸮，日本地震学会ㅮ₇予✏集，$29� 

日野・௚，１㸷㸷４，月ห海洋，ྕ外㸵，３５�４２． 

Nishizawa et al�� １㸷㸷㸷� Tectonophysics� ３㸮㸴，１㸷㸷�２１㸴� 

Zhao et al�� １㸷㸷２，-．G．5．，㸷㸵，１㸷㸷㸮㸷�１㸷㸷２㸶． 

 

 

海底地震ィ࡟よる１㸷５２年༑勝Ἀ地震震※ᇦでの地震活動ㄪᰝ 

 

高波鐵夫・村井芳夫・西村裕一・本多亮・勝俣啓・島村英紀（北大地震火山研究セン

ター）ࠊ㛗谷川ㄔ୕・ᾋỌஂ（Ỉ⏘⥲ྜ研究センター北海道༊Ỉ⏘研究ᡤ） 

 

1㸷５２年༑勝Ἀ地震（0��2)ࠊࡣᗈᇦ的࡟大࡞ࡁ⿕ᐖを出したࡅࡔでࡑ，ࡃ࡞の後

の北海道とࡑの࿘辺の地震活動࡟大࡞ࡁᙳ㡪を୚࠼た．しかしࡇの地震を理ゎࡍる࡟

れてࡉṧࡀ点࡞の୙明ࡃ多ࡶᅾ⌧，ࡃ࡞࠼ゝࡣ༑分であったとࡣ当時の観測యไでࡣ

いる．ࡇの地震の震※ᇦࡣ大平洋ࣞࣉートࡀ༓島海⁁から北海道ഃྥ࡟かってỿࡳ㎸

の✀の大ࡇࡾࡂかࡃ⥆ࡀート㐠動ࣞࣉのࡇ．ートቃ⏺での地震であるࣞࣉたࡵをጞࡳ

地震ࡾ⧞ࡣ㏉し発生ࡍるであ࠺ࢁ．とࢁࡇで北海道࿘辺の༓島海⁁でࡣ 0� クࣛࢫの

大地震の震※ᇦࡍࡣで࡟地震を⤒㦂し，いࡺࢃる✵ⓑᇦࡣᏑᅾし࡞い．࡞かでࡶ当震

※ᇦでの⌧ᅾの地震活動ࡪࡇࡍࡣるపㄪで，ࡇの地震活動のప下ࡣ大地震の前඙⌧㇟

とᤕら࠼るࡁ࡭かྰか，⌧ᅾุ᩿ࡍるのࡀ㞴しい．しかし最㏆北海道࿘辺で㉳ࡁた大

地震ࡰ࡯ࡀ同時的࡟発生している≧ἣを⪃࠼るとỴしてᏳᚰࡣ出᮶࡞い．とࡣい࠼最

㏆の地震観測⥙の඘ᐇと地震学のᛴ㏿࡞進Ṍ࡟よってࡇの地震をぢ┤ࡇࡍとྍࡀ⬟

地࡞の⣽かࡑ，の一⎔として海底の震※ᇦで海底地震ィをᒎ㛤しࡑ．あるࡘࡘࡾ࡞࡟
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震活動をㄪᰝࡍるࡇとࡀある．ᡃ１ࡣࠎ㸷㸷㸷年௨᮶，当震※ᇦでࡇの✀の観測を行

ってࡁた．௒ᅇࡣと࡟ࡃ本震㏆ഐの地震活動࡟ὀ目ࡍるた࡟ࡵ，㔲㊰Ἀの北⦋４１度

１㸮分ࠥ４２度１㸮分，ᮾ⤒１４３度５㸮分ࠥ１４５度の海ᇦで海底地震ィ１㸮ྎを

設⨨した．観測ᮇ㛫ࡣ㸵月２２日ࠥ㸷月中᪪である． 

 

 

➨１ᅗ 海底地ᙧと 2%S 㓄⨨ᅗ 

 

 

１㸷５２年༑勝Ἀ地震(0��2)ࡇ࡝ࡣまでゎ明ࡉれたのか 
—１㸷５２年༑勝Ἀ地震のࣞࣗࣅーと当震※ᇦでの海底地震ィ࡟よる 

地下構造ㄪᰝィ⏬— 
 

高波鐵夫（北海道大学）・中西一郎（ி㒔大学） 

 

19�2 年 3 月 4 日࡟発生した༑勝Ἀ地震ࠊࡣ新⦅日本⿕ᐖ地震⥲ぴ（宇బ美1996ࠊ）

ࢻーࣗࢳࢽࢢよればマ࡟ 0��2（0s��30ࠊw��1）であࠊࡾ震※ᗙᶆࡀ北⦋ 41�� 度，ᮾ

⤒ 144�13 度̀̔ࠊ ࡉ 0kmࠊの༓島島ᘼ最༡➃部でのࣞࣉート㛫ᕧ大地震であった．震※

ᇦのᗈࠊࡣࡉ⩚㫽(1973)࡟よるὠ波波※ᇦ࡟よれば㛗ࡉ 160kmࠊᖜ 70km から࡞るᗈࡀ

一᪉．ࡘをᣢࡾ 3月 1日から � 月 31 日までの 2ࣨ月㛫の地震の震ኸ分布ᅗ(ᮐᖠ⟶༊

気㇟ྎ�2000)ࡇࡀの地震࡟よって◚ቯࡉれたᗈࡾࡀであったとࡍればࡑࠊの震※ᇦࡣ

⣙ �0kmࠊ㛗ࡉ⣙ 200km から࡞るよࡾᗈい震※ᇦと࡞る．本震ࡇࡣの༡西➃௜㏆で㉳ࡁ

た．ࡇの地震の᩿ᒙ࣓ࣛࣃータ࡟関ࡍる研究ࡣいࡘࡃかある．たと࠼ばࠊ笠原(197�)

と $ida(197�)ࡣ⩚㫽(1973)のὠ波波※ᇦをࡶとࠊ࡟地震┤後࡟行ࢃれたỈ‽測㔞結ᯝ

とẚ㍑して最㐺᩿࡞ᒙ࣓ࣛࣃータを推ᐃしている．$ida(197�)ࡣὠ波のᩘ್ᐇ㦂を行

ってࠊవ震ᇦから推ᐃしたࣔࣝࢹよࠊࡾ笠原(197�)の測地学的ࣔࣝࢹの᪉ࡀ最㐺᩿࡞

ᒙࣔࣝࢹであると㏙࡭ている．ࡑれ࡟よればࠊ地震ࣔー࣓ントࡣ 0o 2�3 [ 1021Nm で
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ある．ࡉら࡟最㏆のὠ波の波ᙧ࢖ンࣂーࣙࢪン（Hirata et al��2002a）࡟よればࠊ

地震ࣔー࣓ントࡣ 1��7Ё1021Nm でࡇࠊれࡣ .anamori and $nderson(197�)の地震波࡟

よるぢ✚1�7ࠊࡾࡶЁ1021Nm とࡰ࡯➼しい．また目ᧁドゝ࡟ᇶ࡙いてὠ波฿㐩㉮時の

ぢ┤しを行った後推ᐃࡉれた地殻上下動変動分布からࠊࡣ最ࡶ大ࡃࡁ⁥った๪᩿ᒙࡀ

海⁁よ࡟ࡾあࠊࡾおおよࡑ 2��2Ё10３km２ の㡿ᇦで 0�1m ௨上の地殻上下変動ࡀ㉳

よって波高࡟れࡇ．ぢ✚られたࡀとࡇったࡇ 6��m を記録したཌᓊ3ࠊm ᙉの㟝多布࡞

地震発生㡿ᇦࡣ࡟本震時࡟らࡉ．ったと推ᐹしている࡞ࡃࡁ大ࡀᐖ⿕࡟ࡃでと࡝

（Seismogenic Zone）のὸい部分でࡶ 4m ௨上のࡾ⁥をకっていたࡇとを明らか࡟し

た．またᛂຊ㝆下 40pa ௨下の๪᩿ᒙでవ震ࡀ集中し190ࠊPa の๪᩿ᒙでవ震࡯ࡀとࢇ

㏫の┦関ࡣ㟼的ᛂຊ㝆下とవ震活動度とࠊ事ᐇから推して࠺かったとい࡞ていࡁ㉳࡝

関ಀ࡟あったと⪃ᐹࡉれた．後࡟༑勝Ἀ地震の◚ቯ㡿ᇦ㏆ഐで㉳ࡁた 0ࠥ7 クࣛࢫ地

震ࡣ┦ᑐ的ࡾ⁥࡟の小ࡉかった㡿ᇦ࡟㉳ࡁている．ࡇれらࡣ 19�2 年の地震࡟よって

生ࡌたᛂຊ集中࡟よって㉳ࡁた地震であࡉ．࠺ࢁらࡇ࡟の震※ᇦの༓島海⁁と日本海

⁁の会ྜ部௜㏆ࡣ࡟海⁁からỿࡳ㎸ࡔࢇ海山のᏑᅾࡀᣦ᦬ࡉれている(<amazaki and 

2kamura� 19�9)．19�2 年の地震時ࡇࡣ࡟れ࢔ࣜࣂࡀーとാいてẚ㍑的ࡀࡾ⁥ᑡ࡞かっ

たよ࠺である．また山中・⳥池(2002)ࡇࡣの地震の気㇟ᗇᙉ震記録の波ᙧ࢖ンࣂーࢪ

ࣙンから震※ᇦでの✵㛫的ࣔー࣓ント㛤ᨺ㔞をồࣜ࣌ࢫ࢔ࠊࡵテ࢕分布をస成してい

る．ࡇれ࡟よると震※ᇦ༡部でࡑの分布の変໬ࡀⱝ干大ࡁい． 

௨上のよ࡟࠺地震のࡾ⁥の✵㛫的分布ࡣ一ᵝでࠊࡃ࡞ࡣሙᡤ࡟よる㐪いࡀㄆࡵられる

よ࡞࡟࠺った． 

 19�2 年༑勝Ἀ地震ࡀ発生してࡍで࡟ �0 年ࡀ⤒㐣した．෌びࡇのよ࡞࠺地震の発生

を᝿ᐃࡍるとࠊࡁ┤᥋ࡇの᝿ᐃ震※ᇦで海底地震ィ࡟よる地震観測ࡸ地下構造ㄪᰝを

ᐇ施ࡍるࡇとࡵࢃࡁࡣて㔜せであると⪃࠼られる．ࡇのよ࡞࠺⌧≧ㄆ㆑ࡶ࡟と࡙いてࠊ

関ಀ機関の研究⪅と共同してᐇ施ࡍるྜ同海底地下構造ㄪᰝィ⏬を௻⏬している．  

 

 

ᘵ子ᒅ地༊でのయ✚ṍ観測 

 

高波㕲夫 

 

࢝ーネࢠー研究ᡤとの共同研究としてࠊᘵ子ᒅ地༊及びࡑの࿘辺の地殻の変動を┘ど

࢚・ࢫックࢧ࡟ᒅᩳ㊰†␁௜㏆（.8T）とோ田地༊(NIT)ࠊ１㸷㸷㸴年ኟࠊる目的でࡍ

１㸷㸷ࡣれࡇࠋᇙ設した࡟ーࣝ底࣍࢔れ⣙１㸶㸮㹫の࣎ࡒれࡑンయ✚ṍィをࢯートࣂ

３年ᾆἙ地震観測ᡤ࡟設⨨したయ✚ṍィと同ࡌタࣉ࢖のセンࢧーであるࠋ 

２㸮㸮１年までࠊẖ⛊㸴３ࢧンࣝࣉで２４ࣅットの $/' 変᥮࡟よるࢪࢹタࣝࢹータを

ᅽ⦰して⌧地の PC（'2S ∧の手సࡾィ⟬機）のࣁーࢫࢹࢻク࡟཰録してࡁたࠋṍのࡳ

ࡀータ㔞ࢹࠋたࡁ཰録して࡟⥴一ࡶータࢹ௚の࡝࡞地震ࠊ 気ࠊ 地ࠊ気ᅽࠊࡎら࡞

⭾大であるࡇとから⌧地࡟設⨨した４Gbytes のྍᦙᆺࣁーࢫࢹࢻク࡭ࡍ࡟ての生ࢹ

ータをᅽ⦰して཰録してࡁたࡑࠋのࢹータ཰録の≧ἣࠊࡣ電ヰࡀあると࡞ࢁࡇらୡ⏺

中のࡇ࡝からࡶ一⯡電ヰᅇ⥺を介してࣔࢽターࠊ記録のྲྀᚓࡀでࡁるよ࡟࠺したࠋし
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たࡀってワࢩントン 'C ྲྀࠊࡾ観測の≧ἣを☜ㄆしたࡶー研究ᡤからࢠある࢝ーネ࡟

ᚓしたࡍࡾるࡇとྍࡀ⬟であったࠋ⌧地でࢹータを記録したྍᦙᆺࣁーࢫࢹࢻクࢹー

タࡣ⣙４࢝月ࡈと࡟ᅇ཰ࡉれたࠋ地震火山研究観測センター࡟ᣢࡕᖐったྍᦙᆺࣁー

のಖࡇࠋಖᏑした࡟ࣉンを介してテーࣙࢩテーࢫセンターのワークࡣータࢹクࢫࢹࢻ

Ꮡ᪉ᘧࠊࡣ㏵中からࡣテーࣉから C'�5 発生ࡀ㇟⌧࡞␗≉ࠊ地震࡞ࡁ大ࠋったࢃ௦࡟

したሙྜࡑࠊࡣれࡒれಶูのࢹータを電ヰᅇ⥺を㏻して྾い上ࡆるࡇとྍࡶ⬟であっ

たࡇࠋのよ࡞࠺⌧地中ᚰの観測యไを⣙㸴年௨上⥅⥆してࡁたࠋ 

しかしࠊ⌧地の⎔ቃのཝしࡶࡉຍࢃってࠊ཰録⿦⨨࡟୙ලྜࡀ⥆出したた２ࠊࡵ㸮

㸮２年度࡟新たࢹ࡞ータ཰録⿦⨨（S2C$C4）࡟஺᥮しࢹࠊータ཰録ࣇࢯトの㛤発ࠊお

よびヨ㦂㐠㌿を⧞ࡾ㏉してࡁた． ⌧地でࡣ /inu[ の 2S をᦚ㍕した市㈍の /aptop ィ

⟬機を⏝いているたྛࠊࡵ✀のࣜࣇーࣇࢯトࠊࡸ㥆ᰁࡳのある 8NI; ⣔のࢥマンࡀࢻ

౑࠼るたࢹ࡟ࡵータฎ理ࡀ㣕㌍的࡟ᐜ᫆࡞࡟ったࠋまた市㈍のࣁーࢫࢹࢻクのᛶ⬟の

ྥ上࡟కいࠊ⌧地の /aptop ィ⟬機࡟పᾘ㈝電ຊと大ᐜ㔞のࣁーࢫࢹࢻクを⿦ഛࡍる

って⌧地のࡀしたࠋった࡞࡟ᐜ᫆ࡀとࡇ /aptop ィ⟬機のࣁーࢫࢹࢻクࢹࡶ࡟ータを

཰録ࡍる࡯かࠊẖ日㸮時㸮分࡟一⯡電ヰᅇ⥺を฼⏝して⌧地の１日分のᅽ⦰ࢹータを

地震火山研究観測センターの 'esktop ィ⟬機のࣁーࢫࢹࢻク࡟⮬動཰録しているࡇࠋ

の⮬動ࢹータ㌿㏦࣒ࢹࣔࡣ࡟を介して行っているࠊࡀ㌿㏦ࢥマンࡣࢻ㹤㹲㹮であるࠋ

また S2C$C4 ࡀしたࠋたࡅ出ຊ➃子を設ࢢࣟࢼ࢔ࡁー௜࢓ࣇッࣂ࡟⏝テ࣓ࣞータࡣ࡟

って⌧地と地震火山研究センターとの㛫でᑓ⏝ᅇ⥺ࡀ࡞ࡘࡀったሙྜ࢔ࣜ࡟ࡕ┤ࡣ

ࣝタ࣒࢖でࢹータఏ㏦ྍࡀ⬟と࡞る࡞ࠋおࠊ部ရのㄪ㐩の㒔ྜ上ࠊS2C$C4 ௨前の཰ࡣ

録ࢫࢩテ࣒と１ࠊࡾ࡞␗ࡣ㸴ࣅットの $/' 変᥮࣎ーࢻを⏝いているࠋᑗ᮶的２４ࡣ࡟

ットࣅ $/' 変᥮のࢹータ཰録⿦⨨ࣂ࡟ーࣙࢪン࢔ッࡍࣉる予ᐃであるࠋ 

S2C$C4 の設⨨┤後ࠊ࡟ᦶ࿘ᓅの┤下で᭷ឤ地震ࡀ発生しࠊᗄࡘかのవ震ࡀ㉳ࡁたࠋ震

ኸ㊥㞳ࠊ震※から10km㹼1�kmの㊥㞳࡟あるయ✚ṍィࡶ࡟記録ࡉれたのでࠋࡍ♧࡟ࡇࡇ 
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➨ 1 ᅗ．上ẁ㸸ᦶ࿘ᓅ┤下地震のṍ記録ࠊோ多観測点（NIT）ࠊᒅᩳ㊰観測点（.8T）下ẁ㸸最大地 

震（２月１３日㸮４時１㸵分ࠊM3.8）のṍ記録 ᕥ㸸NITྑࠊ㸸KUT 

 68



非常࡟ᐦ࡟分布ࡍるட⿣⩌࡟よる 2 次ඖ SH 波のᩓ஘ῶ⾶と㏿度分ᩓ(2) 

 

村井芳夫 

 

 ࡟ࡵࡌࡣ

地⌫内部ࡣ࡟多ᩘのட⿣ྵࡀまれているࡇとࡀ知られているࠋட⿣⩌࡟地震波ࡀධ

ᑕࡍるとᩓ஘ࡉれࠊ᣺ᖜࡀῶ⾶しࠊ㏿度分ᩓを生ࡌるࡇࠋのよ࡞࠺観測ࢹータからட

⿣分布をồࡵるたࠊ࡟ࡵప࿘波㏆ఝࡸட⿣の␯࡞分布を௬ᐃした理論ࡶ࡟と࡙ࡃゎᯒ

非ࡀட⿣の分布ᐦ度ࡣ観測から᩿ᒙ◚○ᖏで࡞ࠎばᵝ࠼౛ࠊしかしࠋたࡁれてࢃ行ࡀ

常࡟高いࡇとࡀ明らか࡞࡟ってࡁたのでࡇࠊれまでの㏆ఝを⏝いた理論的研究の結ᯝ

村井（2002）でࠋ㔜せであるࡣとࡇࡃてお࡭の範ᅖのட⿣分布ᐦ度まで᭷ຠかㄪ࡝ࡀ

ࠊてᩓ஘波をィ⟬しࡏࡉ平㠃波をධᑕ࡟┤ᆶ࡟⩌るட⿣ࡍ分布࡟࿘ᮇ的࡟ᐦ࡟非常ࠊࡣ

4�1 と位┦㏿度をồࠊࡵ)oldy (194�)の㏆ఝを⏝いた結ᯝ（.awahara 	 <amashita 1992）

とのẚ㍑を行ったࡑࠋの結ᯝࠊప波ᩘ㡿ᇦでࠊࡣᐦ度ࡀ高࡞ࡃるࡘ࡟れࠊட⿣㛫の多

㔜ᩓ஘のᙳ㡪ࡀᙉࡃ⌧れࠊ)oldy の㏆ఝ࡟よる್࡟ẚࠊ࡭理論波ᙧからồࡵた 4�1 ࡀ

小࡞ࡃࡉっていったࠋ一᪉ࠊ位┦㏿度の分ᩓࡣட⿣分布ᐦ度ࡀ高いሙྜでࠊࡶ)oldy

の㏆ఝを⏝いた結ᯝと一⮴していたࠋ௒ᅇࠊࡣ平㠃波ࡀட⿣⩌࡟ࡵᩳ࡟ධᑕࡍるሙྜ

とட⿣ࣛࡀン࡟࣒ࢲ分布ࡍるሙྜࡘ࡟いてࡶ⪃ᐹࡍるࠋ 

ட⿣分布のࣔࣝࢹ 

ட⿣分布として２✀㢮のࣔࣝࢹを⪃࠼るࠊࡣࡘ１ࠋ村井（2002）と同ᵝࠊ࡟ட⿣ࡀᶓ

᪉ྥࡣ࡟↓㝈ࠊ࡟⦪᪉ྥࡣ࡟一ᐃのᖜࡑ࡟れࡒれ➼㛫㝸࡟ᖏ≧࡟分布ࡍるࣔࣝࢹであ

る0ࠊࡣࡘ１࠺ࡶࠋurai et al� (199�)と同ᵝࠊ࡟ある㛗᪉ᙧの㡿ᇦ࡟᭷㝈ಶのட⿣

で平行であࡉ㛗ࡌ同ࡣてのட⿣࡭ࡍࠊࡶ୧⪅とࠋであるࣝࢹるࣔࡍ分布࡟࣒ࢲンࣛࡀ

ると௬ᐃࡍるࠋ理論波ᙧィ⟬ࠊࡣ࡟࿘ᮇ分布のሙྜࡣ࡟ 0urai 	 <amashita (199�)

の᪉ἲをࣛࠊン࣒ࢲ分布のሙྜࡣ࡟ 0urai et al� ࡟よるቃ⏺✚分᪉程ᘧἲを⏝いࠊ

0urai et al� と同ᵝの᪉ἲで 4�1 と㏿度の波ᩘ౫Ꮡᛶをồࡵるࠋ 

結ᯝ 

(1) 4�1 

ட⿣の分布ᐦ度ࡀపい時4�1ࠊࡣ࡟ の波ᩘ౫Ꮡᛶࡣட⿣分布ࣔࡸࣝࢹධᑕゅ࡟よらࡎ

.awahara 	 <amashita (1992)࡟よる )oldy の㏆ఝを⏝いた結ᯝとよࡃ一⮴したࠋᐦ

度を高ࡃしていࡃとࠊ࿘ᮇ分布のሙྜࠊࡣ࡟ప波ᩘഃで)oldyの㏆ఝ࡟よる್࡟ẚࠊ࡭

理論波ᙧからồࡵた 4�1 oldy(ࠊࡣ࡟分布のሙྜ࣒ࢲンࣛࠊࡀっていった࡞ࡃࡉ小ࡀ

の㏆ఝ࡟よる್と࢚ࣛーࣂーの範ᅖで一⮴したᩳࠋ ᚓࡀ同ᵝの結ᯝࡶ࡟ධᑕのሙྜࡵ

られたࠋ)ig�1 ᆶ┤ධᑕ時のȤa2 0�1࡟ のሙྜの 4�1 を♧ࡇࡇࠋࡍでࠊȤࡣட⿣のᩘ

ᐦ度ࠊaࡣட⿣㛗の༙分ࠊkࡣ波ᩘであるࠋᐇ⥺ࡣ .awahara 	 <amashita よる࡟ )oldy

の㏆ఝを⏝いた結ᯝであるࡇࠋれからࠊప波ᩘ㡿ᇦでࠊࡣட⿣㛫の多㔜ᩓ஘のᙳ㡪ࡀ

ᙉࡃ⌧れ4�1ࠊ の್ࡣட⿣の分布ᐦ度ࡅࡔでࠊࡃ࡞分布の௙᪉ࡶ࡟౫Ꮡࡍるとゝ࠼るࠋ 

(2) 位┦㏿度 

)ig�2 Ȥa2 0�1࡟ のሙྜのᆶ┤ධᑕ時の(ș�v)/ș（șࡣ፹㉁のᅛ᭷ S波㏿度ࠊvࡣ位

┦㏿度）を♧ࠋࡍᐇ⥺ࡣ .awahara 	 <amashita ࡟よる結ᯝࡣ⥺◚ࠊప࿘波ᴟ㝈での
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್であるࠋ位┦㏿度ࡣட⿣の分布ᐦ度ࡀ高いሙྜでࠊࡶட⿣分布ࣔ࡟ࣝࢹよらࡎ )oldy

の㏆ఝ࡟よる結ᯝと一⮴しているࡇとࢃࡀかるᩳࠋ ᚓࡀ同ᵝの結ᯝࡶ࡟ධᑕのሙྜࡵ

られたࡇࠋのࡇとから㏿度からட⿣分布ᐦ度をồࡵる㝿ࠊࡣ࡟ட⿣分布ᐦ度ࡀ高いሙ

ྜで１ࡶ次ᩓ஘のࡳを⪃៖した理論ࡀ᭷ຠであるとゝ࠼るࠋ 

(3) ཯ᑕಀᩘ 

本研究でࡣட⿣のᖏ≧分布を௬ᐃしているのでࡇࠊれを᩿ᒙ◚○ᖏとぢࡇࡍ࡞とࡶで

よって཯࡟とࡇクトࣝで๭る࣌ࢫクトࣝをධᑕ波の࣌ࢫட⿣⩌からの཯ᑕ波のࠋるࡁ

ᑕಀᩘをồࠊࡵ௬᩿࡟ᒙ◚○ᖏを༢⣧࡞ప㏿度ᒙと௬ᐃしてࠊ཯ᑕಀᩘの波ᩘ౫Ꮡᛶ

からࡑの㏿度構造を推ᐃしてࡳたࠋᆶ┤ධᑕのሙྜࠊࡣ࡟推ᐃࡉれた◚○ᖏのᖜと㏿

度ࠊࡣᐇ㝿のட⿣分布のᖜと理論波ᙧからồࡵられた位┦㏿度の್とࡰ࡯一⮴したࠋ

しかし࡟ࡵᩳࠊධᑕࡍるሙྜࠊࡣ࡟ᐇ㝿よࡾప㏿でⷧいప㏿度ᒙであるとい࠺結ᯝࡀ

ᚓられてしまったࡇࠋのࡇとからட⿣分布をప㏿度ᒙと௬ᐃして཯ᑕ波の཯ᑕಀᩘか

ら཯ᑕ㠃の構造を推ᐃしよ࠺とࡍるとᩳࠊ いྍ⬟ᛶ࡞られࡵồࡃṇし࡟ධᑕのሙྜࡵ

 ࠋかったࢃࡀとࡇあるࡀ

文⊩ 

)oldy� 194�� Phys� 5ev�� 67� 107�119� 

.awahara 	 <amashita� 1992� Pageoph� 139� 121�144� 

0urai et al�� 199�� Geophys� -� Int�� 122� 92��937� 

村井ࠊ2002ࠊ平成 13 年度ᮾி大学地震研究ᡤ≉ᐃ共同研究（㹀）ࠕ▷波㛗୙ᆒ㉁構造

と高࿘波地震波の㍽ᑕ≉ᛶࠖ研究会せ᪨ࠋ 

0urai 	 <amashita� 199�� Geophys� -� Int�� 134� 677�6��� 

 

 
Fig.1 The wavenumber dependence of Q-1. Ȥa2=0.1 and normal incidence to the crack surfaces are 

assumed. Boxes and circles are the mean values obtained for periodic arrays of cracks and randomly 
distributed cracks, respectively. The solid curve is the result obtained by Kawahara & Yamashita 
(1992). 
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Fig.2 The wavenumber dependence of   (ș-v)/ș. Ȥa2=0.1 and normal incidence to the crack surfaces 

are assumed. Boxes and circles are the mean values obtained for periodic arrays of cracks and 
randomly distributed cracks, respectively. The solid curve is the result obtained by Kawahara & 
Yamashita (1992). The dashed line is the value at the low wavenumber limit. 
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火山活動に伴う重力変化 

− 北海道駒ヶ岳 − 

 

大島弘光 

 

 㔜ຊ変໬を᳨出し，地下࡟おࡅるマࢢマの⛣動ࡸ⵳✚㐣程をゎ明ࡍるた࡟ࡵ，北海

道の活動的࡞஬ࡘの火山Ѹ北海道㥖ࣨᓅ，᭷⌔山，ᶡ前山，༑勝ᓅ，㞤㜿ᐮᓅѸ࡟おい

て，⢭ᐦ㔜ຊ測ᐃを⧞ࡾ㏉してࡁた． 

 2002 年ࡣ࡟前ᅇの測ᐃから５年ࡀ⤒㐣し，ࡇの㛫࡟山㡬火口で小つᶍ࡞Ỉ⵨気⇿発

，ࡣおいて，ᮾ北大学と共同観測をᐇ施した．௒ᅇの測ᐃで࡟れた㥖ࣨᓅࡉ㏉ࡾ⧞ࡀ

㔜ຊ点ࡀ㥖ࣨᓅの西ഃから༡ഃ࡟㝈られていたࡇとから㥖ࣨᓅの北㯄ࡸᮾ㯄࡟㔜ຊ

点を新設した．また≉ᚩ的࡞㔜ຊ変໬ࡀ観測ࡉれていた༡ഃⓏ山道࡟ἢ࠺㔜ຊ点ࡀ౑

⏝で࡞ࡃ࡞ࡁったたࡵ，山㡬から山㯄࡟ᘏびる㔜ຊ㊰⥺を新た࡟設ࡅたࡀ，㔜ຊ点の

⛣設ࡸஸኻ，またᮍ測ᐃの㔜ຊ点ࡶあࡾ，変໬を㏣࠼る㔜ຊ点ࡣᑡ࡞い． 

 1996 年 3 月５日のỈ⵨気⇿発前後ࡣ࡟ቑᅽ，ῶᅽを♧၀ࡍる㔜ຊ変໬ࡀ観測ࡉれた

1996，ࡀ 年௨㝆ࡣᗈい範ᅖで㔜ຊῶᑡを♧し，⥺ᙧᅇᖐからồࡵたῶᑡ⋡ࡣ山㡬火口

ࡀ山య⭾ᙇࡣタѸンࣃの㔜ຊの変໬ࡇ．られた（ᅗ１）ࡵㄆࡀるഴྥࡍかってቑ大ྥ࡟

⥆いているࡇとを♧၀ࡍる． 
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ᅗ１ ᫛和４年火口からの㊥㞳࡟ᑐࡍる 1996 年 6 月௨㝆の㔜ຊ年変໬⋡．

௬୙動点ࡣ㥖ࣨᓅの༡᪉⣙ 30km あるภ㤋࡟ )GS�⅊Ⰽᐇ⥺ࡣ茂木ࣔ࡟ࣝࢹよ

るィ⟬್． 
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ると，ᅽࡍゎᯒࡾよ࡟（山㡬火口┤下と௬ᐃࡣ※ᅽຊ）ࣝࢹの㔜ຊ変໬を茂木ࣔࡇ 

ຊ※の῝ࡀࡉ 3�7km，マࢢマ౪⤥⋡ࡣ 3��[109kg/yr（マࢢマᐦ度 2�00kg/m3と௬ᐃ）

とぢ✚ࡶられた．ࡇの౪⤥⋡で 1929 年の噴火から⌧ᅾまでマࢢマの⵳✚ࡀ⥆いてい

たと⪃࠼ると，⵳✚ࡉれたマࢢマ㔞ࡣ 3[1011kg と 1929 年噴火でᨺ出ࡉれたマࢢマ㔞

4[1011kg 推，࡟らࡉ．あるࡀっているྍ⬟ᛶᩚࡀ噴火の‽ഛࡣ༉ᩛし，地下でࡰ࡯࡟

ᐃࡉれたᅽຊ※の῝ࡣࡉ山㡬┤下࡟ᘏびる震※ᇦの下㝈௜㏆࡟あたࡾ，火山ᛶ地震活

動との関連ࡶὀ目ࡉれる． 

 ௒ᅇࡣ㔜ຊ変໬のࡳを⏝いてᅽຊ※の῝ࡉ及びマࢢマ౪⤥⋡を推ᐃしたࡀ，ᇶ⥺㛗

変໬ࡶᚓられているࡇとから୧⪅を併ࡏたゎᯒࡀ௒後の課㢟としてṧࡉれた．またภ

㤋 )GS と同ᵝࡇ࡟れまでࡶᇶ‽点ࡀ⛣設ࡉれたࡇとから，ྍ ᦙᆺ⤯ᑐ㔜ຊィ࡟よるᇶ

‽点観測⥙の構⠏ࡶᚲせである． 

 

 

᭷⌔山࡟おࡅる人ᕤ地震᥈ᰝ 

 

大島弘光，鬼澤真也，青山 裕， 

᭷⌔山構造᥈ᰝࣝࢢーࣉ（௦表 岡田 弘） 

 

 ᭷⌔山および࿘辺地ᇦの P 波㏿度構造を明らか࡟し，᭷⌔山の噴火機構ࡸマࢢマ౪

⤥⣔を᳨ウࡍるた࡟ࡵ，火山噴火予知ィ⏬࡟ᇶ࡙ࡁ➨㸶ᅇ目の人ᕤ地震᥈ᰝを 2001 

年 11 月上᪪࡟᭷⌔山でᐇ施した．ࡇのᐇ㦂ࡣ࡟ ࡟の国❧大学を主ࡘ 9 �0 名ࡀཧຍ

して，2�� 点の地震観測点を設⨨し，㸵ࣨᡤで人ᕤ地震の㉳震を行った． 

 ᭷⌔山ࡣ 2000 年の噴火をྵࡵ⣙ 100 年の㛫࡟ 1910，1943�4�，1977�19�2 と４ᅇ

の࢖ࢧ࢖ࢹト㉁マࢢマ࡟よる噴火活動を行った．いࡎれの噴火活動⃭ࡶしい地震活動

と地殻変動とと࡟ࡶ新山（⁐岩ࢻー࣒ࡸ₯ᅾࢻー࣒）のᙧ成をకった．しかし，火口

␗࡟とࡈ噴火活動ࡣ࡝࡞マ活動の⥅⥆時㛫ࢢれた地ᇦ，前඙活動とマࡉ新山のᙧ成ࡸ

．あるࡀᇶ┙の構造ࡸとして火山యࡘせᅉの１ࡍࡇ㉳ࡁ㐪いをᘬ࡞࠺のよࡇ．った࡞

構造ࡣマࢢマの㈏ධをつไし，㏫࡟マࢢマの㈏ධࡣ構造を変໬ࡇ，ࡏࡉの変໬ࡀまた

マࢢマの㈏ධࡸマࢢマ౪⤥⣔࡟ᙳ㡪を及ࡇ．ࡍࡰのよ࡞࠺┦஫స⏝ࡀマࢢマの上᪼㊰

のᙧ成࡝࡞マࢢマ㈏ධ㐣程をつไし，噴火地点ࡸ活動の⥅⥆時㛫の㐪いを生ࡏࡉࡌて

いると⪃࠼られる． 

 ᥈ᰝでࡣ᭷⌔山をとおࡰ࡯ࡾ┤஺ࡍる２ഃ⥺（NW�S( ᪉ྥおよび N(�SW ᪉ྥ）を主

୧測⥺上でࡣ観測点を㓄⨨した．観測点㛫㝸࡟㠃的，࡟ 2�0㹼�00m，山㡬から �km ௨

内でࡣ �00㹼1000m，ࡇれよࡶࡾ㐲い㡿ᇦでࡣ 2㹼4km である．ྛ観測点ࡣ࡟ᅛ᭷࿘波

ᩘ２Hz の地震ィとࢹータࣟ࢞ーを設⨨し，ࢧンࣜࣉンࢢ࿘波ᩘ 2�0Hz で人ᕤ地震動

を཰録した．⇿◚点２ࡣ測⥺の୧➃࡟設ࡅた࡯か，᭷⌔山をྲྀࡾᅖࡴよ࡟࠺୧ഃ⥺上

山㡬からࡣトの㔞࢖マࢼ࢖ࢲ．㓄⨨した࡟ 1�km ௨上㞳れた NW�S( 測⥺の୧➃で

2�0kg，ࡑれ௨外ࡣ 200kg である．観測点および⇿◚点のᗙᶆࡣ 5apid Static GPS 測

㔞および Static GPS 測㔞࡟よࡾỴᐃした．測位⢭度ࡑࡣれࡒれ１m ௨内およびᩘ

10cm である． 
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ࡣ◚⇿  11 月５日の１時 30 分から 2 時 0� 分࡟かࡅて予ᐃ࡝おࡾ行ࢃれ，Ⰻዲ࡞

地震記録を཰録ࡍるࡇとࡀでࡁた． 

 予ഛ的࡞二ᒙ構造ゎᯒを行࠺と，ᇶ┙の㹎波㏿度ࡣ⣙ 6km/s，ࡑの῝度ࡣὝ√†北

ᓊから内ᾆ‴ྥ࡟かって῝࡞ࡃるഴྥࡀㄆࡵられた．ࡇのഴྥࡣ㔜ຊ␗常ࡸ 0T ᥈ᰝ

から᝿ᐃࡉれるࡇの地ᇦの地㉁ᇶ┙であるඛ新➨୕⣔の構造とㄪ和し，ࡉら࡟㹎波㏿

度ࡶඛ新➨୕⣔のࢧ࢔ࢥンࣝࣉの P 波㏿度ࡰ࡯࡟一⮴した．また 2000 年噴火࡟క࠺

地震の震※分布とẚ㍑ࡍると，前඙地震をྵࡵてᩘ多ࡃの地震ࡣᇶ┙内で発生し，ࡇ

れらの地震ࡀ構造つไをཷࡅていると推ᐹࡉれた． 

 

 

᭷⌔山の2000 年新山࡟おࡅる地震᥈ᰝ 

 

大島弘光�鬼澤真也�青山 裕（北大院理）ᯇ本 ⪽（஑大院理）� 

ᯇ原⏤和�ᅵ田ᗤ夫�బࠎ木知子（ᛂ⏝地㉁） 

 

 2000 年３月ᮎ࡟ጞまった᭷⌔山の噴火活動ࡣ᭷⌔山北西㯄࡟ある㔠ẚ⨶山および

᭷⌔山西᪉の西山西㯄を活動ᇦとして，ࡇれらの地ᇦ࡟多ࡃの火口ࡀ㛤口し，ኰしい

ᩘのỈ⵨気⇿発ࡾ⧞ࡀ㏉ࡉれた．同時࡟西山西㯄地ᇦでࡣ地下ὸ部࡟マࢢマの㈏ධを

♧၀ࡍる地┙の隆㉳ࡀ㸷月上᪪ࢁࡇまで⥆ࡁ，⣙ �0㹫隆㉳して 2000 年新山ࡀᙧ成ࡉ

れた．ࡇの㈏ධマࢢマを᳨出ࡍるた࡟ࡵ 2000 年 12 月中᪪࡟ 2000 年新山࡟おいて地

震᥈ᰝをᐇ施した．ࡇのᐇ㦂࡟よࡾ海Ỉ‽（地表下 200㹫）௜㏆࡟඲యとして┅≧を

࿊ࡍる連⥆ᛶのよい཯ᑕ㠃ࡀぢ出ࡉれた．ࡇの཯ᑕ㠃ࡣ新山の中ኸ部で小ࡾ┒ࡃࡉ上

 ．たࡏࢃとをఛࡇれたྍ⬟ᛶのあるࡉᙧ成ࡾよ࡟マの㈏ධࢢマ，ࡾࡀ

᭷⌔山でࡁᇶ࡙࡟⏬噴火予知ィ，࡟の構造の᳨ドを目的ࡇ 2001 年 11 月上᪪࡟行ࢃ

れた人ᕤ地震᥈ᰝ࡟あࡏࢃて，2000 年新山で෌᥈ᰝを行った． 

 ᐇ㦂でࡣ 2000 年の᥈ᰝ測⥺とࡰ࡯同ࡌ位⨨࡟᥈ᰝഃ⥺を設ᐃし，ᒅᢡἲおよび཯

ᑕἲを行った．測⥺㛗ࡣ 190�m である．測⥺ࡣ新山中ኸ部をとおࡾ N(�SW ࡟ᘏびる

新山と⣙ 60 度のゅ度をᣢࡘ．ᒅᢡἲ᥈ᰝでࡣᅛ᭷࿘波ᩘ 4��Hz ࡞いし ���Hz の上下

動地震ィを 1�m 㛫㝸で設⨨し，'$S�1(2<2 G(2SP$C()を⏝いて地震動をࢧンࣜࣉンࢢ 

࿘波ᩘ �00Hz で཰録した．཯ᑕἲ᥈ᰝでࡣᅛ᭷࿘ᮇ 10Hz の地震ィを㸴ྎࡈとࣝࢢ࡟

ーࣆンࢢし 1�㹫㛫㝸で設⨨した．⇿◚点ࡣ 30m ࡈと࡟設２，ࡅ本の⇿◚Ꮝ（῝度⣙

1m）内で 200g のࢼ࢖ࢲマ࢖トを⇿◚し，地震動を '$S�1(2<2G(2SP$C()࡟よࢧࡾンࣉ

ࣜンࢢ࿘波ᩘ 1000Hz で཰録した� 

 ᒅᢡἲのゎᯒ῝度ࡣ⣙ 200㹫で最下ᒙの㏿度ࡣ 2�7km/s とồࡵられた．≉ᚩ的࡞構

造として新山中ኸ部࡟中ᚰをࡘࡶ┅≧構造ࡀㄆࡵられた．一᪉，཯ᑕἲでࡣ 2000 年

の᥈ᰝでぢ出ࡉれた཯ᑕ㠃の下部࡟新た࡟ 3㹼4 ᒙの཯ᑕ㠃ࡀぢ出ࡉれた．測⥺඲య

をとおして連⥆ᛶのよい上部２ᒙの཯ᑕ㠃ࡘ࡟いてࡳると新山中ኸ部௜㏆᩿ࡣ࡟ᒙ

を♧၀ࡍる୙連⥆ࡀㄆࡵられた．௒ᅇのゎᯒでࡣ㈏ධマࢢマを♧ࡍ構造᳨ࡣ出で࡞ࡁ

かったࠊࡀ㔜ຊ変໬ࡣマࢢマの㈏ධを♧၀しておࠊࡾὀព῝い෌ゎᯒࡀᚲせである． 
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㜿⸽中ᓅ火口㔞⇕ᨺと໬変≦ᙧ・位Ỉのࡾまࡔ‮ 

 

橋本武志（北大理）・池辺ఙ一郎（㜿⸽火山博≀㤋）・吉川ៅ（ி大理） 

 

㜿⸽中ᓅの➨１火口ࡣ࡟高 の㠃†，ࡣ†口火の 高たし࠺ࡇ．るあࡀࡾまࡔ‮

からのỈの⵨発㐣程࡟కって大㔞の⇕をᨺ出しておࡾ，火山の⇕㍺㏦⣔࡟おࡅるᕧ

大࡞ᨺ⇕ᯈであると⪃࠼るࡇとࡀ出᮶る．㜿⸽中ᓅでࢫ，ࡣトࣟン࣎ࣜᘧ噴火࡟⮳

る前࡟多ࡃのሙྜお࡟࿡ពのࡑ．るいてれら知࡟的㦂⤒ࡀとࡇるࡍኻᾘࡀࡾまࡔ‮

いて，Ỉ位ࡸ 度，ࡣとࡇるࡍᐃ測࡟的ᮇᐃを㔞理≀のࠎ✀るࡍ関࡟ࡾまࡔ‮࡝࡞

火山活動の予測を行࠺上で᭷ຠ࡞᪉ἲのࡦとࡘである． 

✚㠃のࡑࡃ࡞ࡣでࡅࡔ度 㠃表，ࡣ࡟ࡵたるࡶ✚ぢを㔞⇕ᨺのらか㠃表ࡾまࡔ‮

あたって，国ᅵ地理院発行の࡟⟭ᨺ⇕㔞のィࡣࠎれまで，ᡃࡇ．あるࡀ知るᚲせࡶ

火山ᇶ本ᅗ（19�1 年 10 月 11 日᧜ᙳの⯟✵෗真をᇶ࡟స成ࡉれたࡶの）をཧ照して

よれば，当時のࡣ高ᶆࡾまࡔ‮࡟た．火山ᇶ本ᅗࡁ 11�4�7 m であࡾ，➼高⥺から‮

ࡑるとおよࡍ⟭㠃✚をィࡾまࡔ 2�1�104 m2である．一᪉，2002 年 9 月 3 日࡟ᡃࠎ

ࡣ高ᶆ㠃Ỉのࡾまࡔ‮，ࡣ行った測㔞でࡀ 114� m，㠃✚ࡣ 4�0�104 m2 であった．

19�1，ࡣ１火口➨，࡟࠺よ࡞明らかࡶれらのᩘᏐからࡇ 年とẚ㍑ࡍると大ᖜ࡟ቨࡀ

ᾐ㣗ࡉれている．おࡑらࡇ，ࡃのᾐ㣗の大部分19�9，ࡣa1990 年の噴火活動ᮇ࡟㉳

ᐃᮇ的ࡣ変໬しているので，௒後ࡁ⥆ࡁᘬࡣ火口の地ᙧ，ࡀれるࢃのとᛮࡶったࡇ

 �お，5yan et al࡞．ᮃましいࡣᨺ⇕㔞推ᐃの❧ሙからࡀとࡇ࠺行ࡶ地ᙧの測㔞࡟

(1974) のィ⟬ᘧを⏝いると，2002 年 9 月࡟おࡅるࡣ㔞⇕ᨺのらか㠃表ࡾまࡔ‮

1�0a200 0W 程度である．  

    

Fig.2: Topography map (GSI, 1981) of the crater 
area. Dashed and thick solid lines indicate the 
edge of Yudamari of Oct. 11, 1981 and Sep. 3-4, 
2002, respectively.  

Fig. 1: Edge of the crater lake (Yudamari) on 
September 3 to 4, 2002 obtained by distance and 
dip measurements. Units of the axis are in meters. 
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ࡣ位Ỉのࡾまࡔ‮ 2000 年௨㝆，� m/yr 程度の࣌ーࢫでప下している．ࡇのഴྥࡣ最㏆

のỈ の上᪼と関ಀࡀあてし࿡ពをとࡇるいてれࡉ進ಁࡀ発⵨のらか㠃表ࡾまࡔ‮，ࡾ

いるࡑ，ࡀの⫼ᬒ．るれら࠼⪄ࡀとࡇるいてしຍቑࡀ㔞ὶ⇕るれࡉ⤥౪へࡾまࡔ‮ࡣ࡟

 ．高いࡀるྍ⬟ᛶࡍ行⛣࡟てᅵ◁噴出➼の活動ࡀࡸればࡅ⥆ప下しࡀのままỈ位ࡇ

 

 
Fig.3: Water level of Yudamari obtained by video image processing and triangulation. 

 

 

  ᶡ前山北ᮾⓏ山道Ỉ‽測㔞で明らか࡞࡟った上下変動(1997㸫2001) 

 

  9ertical displacements between 1997 and 2001 along the mountain road on the 

northeastern slope and Ioot oI 0t� Tarumai  

 

森 済 

 

 1997 年ኟ（7，� 月）ࠊ࡟集中⥲ྜ観測の一部としてࠊᶡ前山北ᮾⓏ山道ἢい࡟Ỉ‽点

を設⨨しࠊ名ྂᒇ大学と共同で最ᐤࡾの国ᅵ地理院のỈ‽点 %04�60 まで࡞ࡘいࡉࠋࡔら

 ࠋ設⨨した࡟同時ࡶ⥺までのᯞ㊰␁†ࣉーࣛッࣔࠊ㏵中からࠊ࡟

 2001年࡟国ᅵ地理院ࠊࡀᶡ前山࿘辺のỈ‽㊰⥺のᩚഛとࠊ測㔞をᐇ施したࡑࠋの㝿ࠊ同

年10月ࡣ࡟北海道大学の点ࡶ測ったࠋ 

 ᶡ前山北北ᮾ᪉⣙ 9�6km ある࡟ %04�60 を୙動と௬ᐃしてࡇࠊのᮇ㛫の上下変動をồࡵ

たࠋᶆ高400m௜㏆(Ⓩ山道４ྜ目௜㏆ࠊ山య中ᚰよࡾ北北ᮾ᪉⣙�km)をᴟ小としてࡑࠊの

୧ഃで隆㉳を♧しࠊ୐ྜ目のⓏ山道⤊点で最大隆㉳��4mmࠊᶆ高300m௜㏆でᴟ大್��1㹼

��2mm を♧ࠋࡍⓏ山道上༙部の隆㉳ࠊࡣ山యの⭾ᙇを཯ᫎしていると࠼⪄ࡶられるࠊࡀⓏ

山道下༙部の隆㉳ࠊࡣ原ᅉࡀよࢃࡃから࡞いࠋ 

 ４ྜ目から上のỈ‽点のẚ高変໬ࡘ࡟いてࠊ㐣ཤの活動ࡀいࡎれࡶ山㡬火口からである

のでࠊ山㡬┤下࡟⌫≧➼᪉ᅽຊ※を௬ᐃしࠊᙎᛶ変ᙧで⪃࠼るࠋ最㐺のࣔࠊࡣࣝࢹᅽຊ※

の῝ࡉ⣙2�9kmࠊయ✚ቑຍ㔞4ࡀ年2ࣨ月㛫で1�9�10５ࠊm３とồࡵられࠊ山㡬中ᚰでの最

大隆㉳㔞ࡣ⣙ 6�6mm と࡞るࠋ当↛のࡇとࡀ࡞らࠊⓏ山道下༙部の変動ࡣㄝ明ࡉれ࡞いࠊࡀ

上㏙のᴟ大隆㉳ᇦで0ࠊ��mm程度の隆㉳と࡞っておࡇࠊࡾの部分の隆㉳をㄝ明ࡍるたࠊ࡟ࡵ
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れらࡇ↛当ࠊると࠼を変ࡉ῝ࠊでのࣝࢹのࣔࡇࠋい࡞ら࡞ࡣ࡟るሙྜの㞀ᐖ࠼⪄をࣝࢹࣔ

の್ࡣ変໬ࡍるࠋࡀⓏ山道上༙部の測㔞結ᯝをࡰ࡯ㄝ明でࡁるのࠊ̔̀ࡣ ✚యࠊ2㹼3��kmࡉ

ቑຍ㔞1�3㹼2�3�10５m３の範ᅖであࠊࡾいࡎれ࡟してࠊࡶᴟࡵてὸࡃ小࡞ࡉᅽຊ※を⪃࠼

山㡬の⇕活動の活発ࠊࡀᚓる࠼⪄とࢁいࢁいࠊࡣのయ✚⭾ᙇの原ᅉࡇࠋい࡞ら࡞ればࡅ࡞

とを♧၀していࡇいている⥆ࡀ⤥マの౪ࢢ部からのマ῝ࠊと➼からࡇいている⥆ࡀែ≦࡞

るྍ⬟ᛶࡶあるࠋ 

 Ⓩ山道下༙部の隆㉳ࡑࠊࡣのᗈࡾࡀ(†␁でࡣ小ࡉいࠊかࡘⓏ山道ἢい᪉ྥでᖜ3㹼�km)

からࠊᴟࡵてὸい原ᅉを⪃ࡅ࡞࠼れば࡞ら࡞いࠋ山㡬部同ᵝ࡟➼᪉ᅽຊ※ࣔࣝࢹでࠊㄝ明

をヨࡳたࠋỈ平位⨨を௬ᐃࡍる࡟㊊るࠊ᰿ᣐ・ࢹータࡀ↓いのでࠊỈ‽㊰⥺ᮾ᪉࡟㞄᥋ࡍ

る2��kmᅄ᪉の㡿ᇦを100ࠊ㹫ẖ࡟ᮾ西ࠊ༡北࡟༊ษࡉ῝ࠊࡾ᪉ྥで0�4ࠊࡣkmから�kmま

で 100㹫ẖ࡟༊ษってࡑࠊの᱁子点を中ᚰとࡍる⌫≧➼᪉ᅽຊ※を௬ᐃしてࠊ⣙ � ୓ಶの

山㡬からࠊࡣのࡶ࡞最㐺࡟るのࡍ観測್をㄝ明ࠊの中でࡑࠋいてィ⟬を行ったࡘ࡟ࣝࢹࣔ

N37r(᪉ྥ࡟⣙6�9kmの位⨨の῝0�7ࡉkm4ࠊ࡟年2ࣨ月㛫࡟⣙��10４㹫３のయ✚ቑຍࡀ

あったとࡍるࣔࣝࢹであったࠋ㐺当であるとᛮࢃれるࣔࣝࢹの中ᚰ位⨨ࠊࡣỈ平的ࡣ࡟s

200㹫程度の範ᅖ内0ࡣࡉ῝ࠊ��㹼0�9kmとᴟࡵてὸࠊࡃయ✚ቑຍ㔞ࡣ�㹼10�10４㹫３とồ

ののࡶられる࠼⪄࡟山య中ᚰ部ࠊられࡵ �0�程度と小ࡉいࠋしかし予᝿ࡉれる最大隆㉳㔞

࡞ࡃࡁ大࡝࡯一᱆࡟2�㹼90mmと㏫ࠊࡵὸいた࡟らࡉࡾよࣝࢹ山య中ᚰのࣔࠊࡀ※ᅽຊࠊࡣ

ある࡟からᮾ北ᮾ᪉⣙1��kmࡇࡇࠊࡣ⨨のຊ※のỈ平位ࡇࠋる࡞㏆い್と࡟⏺ᙎᛶ㝈ࠊࡾ

୸山㐲ぢとい࠺小山ࡃ⥆࡟ᑿ᰿➽࡟当たっているࠊࡀཌい火○ὶሁ✚≀࡟そࢃれた森ᯘ地

ᖏでࠊ地㉁的᝟報ࡶஈしࠊࡃヲしいࡇとࢃࡣから࡞いࠋ 

 ᶡ前山でࠊࡣഴᩳỈ‽測㔞ࠊ辺㛗測㔞及び㹅㹎㹑測㔞でࡶ山య⭾ᙇഴྥࡀ 20 年௨上⥆

いているࡇとࢃࡀかっておࠊࡾ௒ᅇỈ‽測㔞でࡶ山య⭾ᙇࡀ☜ㄆࡉれたࡇと࡞࡟る1996ࠋ

年から小噴火を⧞ࡾ㏉しているࠊ北海道㥖ࣨᓅのⓏ山道Ỉ‽測㔞でࠊࡶ噴火前からの隆㉳

 ࠋれるࡉὀ目ࡀᶡ前山の௒後の活動ࠊࡾあࡶとࡇれていたࡉ観測ࡀ

 ㅰ㎡㸸௒ᅇのⓏ山道Ỉ‽㊰⥺のᡃࠎの点を測㔞して下ࢹࠊࡾࡉータを提౪して下ࡉったࠊ

国ᅵ地理院ࡃ῝ࠊ࡟ឤㅰいたしまࠋࡍ 

 

 

北海道の火山࡟おࡅる地震学的研究 

 
青山 裕 

 

 2001年࡟᭷⌔火山観測ᡤࡀ⛣㌿して௨᮶，北海道㥖ࣨᓅ，᭷⌔山，ɟ 前山の道༡3火山

と༑勝ᓅ࡟おいて噴火予知研究観測施設のᩚഛᣑ඘を進ࡵてࡁた．ࡇれࡣ༢࡟火山活動≧

ἣのᢕᥱといࡅࡔ࠺でࡃ࡞，マࢢマ活動のᐃ㔞的≀理ࣔࣝࢹの構⠏ࡑࡸのᐇド࠺࠼⪏࡟る

Ⰻ㉁ࢹ࡞ータの⵳✚を目ᣦしたࡶのである． 

 ⌧ᅾ，道༡3火山の地震活動ࡣおおよࡑᢕᥱでࡁるよࡾ࡞࡟࠺，発震࣓࣒࢝ࢬࢽの推ᐃ

࡟とࡈいて火山ࡘ࡟れらの成ᯝࡑࡣでࡇࡇ．れたࢃᑐして行࡟ント࣋࢖かのࡘࡃいࡶ࡝࡞

⡆༢࡟まとࡵる． 
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᭷⌔山㸸2000年噴火活動࡟క࠺地震活動ࡀప下してからࡶ，山㡬火口原下のὸ部࡟おいて

00 クࣛࢫのᚤ小地震活動ࡀ⥅⥆している．2002 年度ࡣ≉記࣋࢖ࡁ࡭ࡍントࡣ発生してい

 ．い࡞

㥖ࣨᓅ㸸地震の発生ᇦࡣ山㡬火口下の῝6ࡉkm௜㏆まで⦪࡟㛗ࡃᗈࡀっているࡇとࡀ明ら

か࡞࡟った．ࡉら࡟῝部࡟おいてࡣ，山య北ᮾ部でࡸࡸつᶍの大࡞ࡁ地震（0 1��a3）ࡀ

時ᢡ発生ࡍるഴྥ࡟ある．2002年 2月19日࡟ᮾ㯄の῝9ࡉkm௜㏆で0 1��a2��の �ᅇの

地震ࡀ連発し，� ಶの地震とࡶ඲て西北西㸫ᮾ༡ᮾ᪉ྥ࡟ᅽ⦰㍈をᣢࡘ㏫᩿ᒙタࣉ࢖と推

ᐃࡉれた．ࡑの後2002年7月および�月2 0ࡶ࡟a3の地震ࡀ北㯄および北ᮾ㯄の῝10ࡉkm

௜㏆で発生した．マࢢマ౪⤥ࣟࣉセࢫを⪃࠼る上で，ࡇのよ࡞࠺῝部での地震活動ࡀ௒後

࿡のᣢた⯆ࡶで発生しているのか，௒後࣒ࢬࢽ࣓࢝࡞࠺のよ࡝，るのかࡍ⛣推࡟࠺のよ࡝

れるテーマである． 

ᶡ前山㸸ɟ 前山࿘辺でࡣ，山యの北西部のᩘ࢝ᡤで

⩌発的࡟地震活動ࡀ高まるࡇとࡀある．2002 年 12

月と 2003 年 1 月࡟⩌発活動ࡀあ3，ࡾ の震※集ࡘ

中ᇦࡀ⌧れた．196� 年の北大࡟よる⮫時観測ࡣᶡ

前山の西᪉での地震活動を♧၀しておࡾ，北西部で

の地震活動との関連ࡀ␲ࢃれる．ࡇのၥ㢟ࡘ࡟いて

 ．ᚅたれるࡀ✚ータの⵳ࢹ௒後の，ࡣ

༑勝ᓅ㸸2003年2月�日࡟⣙37分㛫の火山ᛶᚤ動

．れるࡉㄆ☜ࡀかの地震ࡘࡃい࡟発生した．ᚤ動中ࡀ

最大のࡶのࡣ�時27分㡭の地震で，ప࿘波地震࡟

分㢮ࡉれる．地震波の㏿度᣺ᖜの2஌✚⟬᭤⥺をᥥ

．れる⌧ࡀࣉテッࢫ࡞ࡁᑐᛂして大࡟の地震ࡇ，とࡃ

る඲ࡅお࡟から，ᚤ動⥅⥆時㛫ࡉࡁの大ࣉテッࢫ

波動ᨺ出࢚ネࣝࢠーのࡕ࠺，ᚤ動࡟よる࢚ネࣝࢠ

ーよࡇࡶࡾの地震１࡟ࡘよる࢚ネࣝࢠーࡀ༨ࡵ

る๭ྜの᪉ࡀ大ࡁいࡇとࡀ明らか࡞࡟った． 

ᅗ．༑勝ᓅで2003年2月࡟発生した

ᚤ動の2஌᣺ᖜ✚⟬᭤⥺とࡑの波ᙧ．

最下ẁࡣ T'2 観測点の記録を✚分し

てᚓた変位波ᙧのᣑ大ᅗ．  

 

 

2000 年᭷⌔山噴火の✵᣺ບ㉳㐣程࡟関ࡍる研究 

 
青山 裕 

 

 火山噴火࡟కいしばしば✵᣺ࡀ観測ࡉれる．✵᣺ࡣ㡢※㏆ഐ࡟おࡅるvolume Ilu[の時

㛫変໬を཯ᫎしているたࡵ，火口㏆ഐ࡟おࡅる≀㉁の㐠動࡟関ࡍる᝟報をಖᣢしている．

ᐇ㝿の火山噴火࡟おいてࡣ，火口㏆ഐの≀㉁の㐠動࡟関ࡍる᝟報をᚓるࡇとࡣ㞴しࡃ，✵

᣺ࡸ地震波࡝࡞を㏻ࡌて火口㏆ഐࡸ火道内部のຊ学㐣程をㄪ࡭ている． 

 2000年の᭷⌔山噴火でࡣ北西㯄࡟多ᩘの噴火口ࡀ㛤ࡁ，༙ 年௨上ࢃ࡟たってỈ⵨気⇿発

࢛ࣇクࣟ࢖ప࿘波マࡣの✵᣺≦ࢫࣝࣃれた多ᩘのࡉບ㉳ࡾよ࡟の⇿発ࡇ．れたࡉ㏉ࡾ⧞ࡀ

 78



ン観測⥙࡟よってとら࠼られ，ࡑのࢹータを⏝いて㡢※の推ᐃࡸ活動ࣃターンのゎ明を行

った．また火口底のᫎീ記録を෌⌧したとࢫࣝࣃ，ࢁࡇ≧の✵᣺ࡀບ㉳ࡉれているᮇ㛫の

火口㏆ഐのᵝ子ࡀ明らか࡞࡟った．火口からࡣ連⥆的࡞火山࢞ࢫᨺ出ࡀ行ࢃれているࡀ，

ఱらかの原ᅉ࡟よってᨺ出ࡀ一▐೵Ṇ（1a1�� ⛊）し，ࡑの後，Ἶሢ࡟≦⌫༙ࡀ㣕びᩓる

の࡟あࡏࢃて࢞ࢫᨺ出を෌㛤ࡍる．࢞ࢫᨺ出ࡀ೵Ṇࡍる理⏤ࡣ୙明ࡀࡔ，౛࠼ば火口࿘辺

の≦ࢫࣝࣃ．࠺ࢁࡔられる࠼⪄ࡶࢪー࣓࢖࠺るといࡕⴠ࡟ὶ動して火口内ࡀまったἾ⁀࡟

✵᣺の฿㐩時้とἾሢの㣕ᩓの時้ᑐẚࡀでࡁてい࡞いのでἾሢの㣕ᩓと同時࡟✵᣺ࡀ

ບ㉳ࡉれていると᩿ࡣᐃで࡞ࡁいࡀ，✵᣺のບ㉳㛫㝸ࡀ火口からの࢞ࢫᨺ出をጉࡆるఱら

かの⌧㇟の⧞ࡾ㏉し㛫㝸࡟౫Ꮡしていたྍ⬟ᛶࡣ高いと⪃࠼られる． 

࡟（ン㸽࢔ࢽࣜࣉ小つᶍ）3月31日の最ึの噴火，࡟ูࡣの✵᣺と≦ࢫࣝࣃ࡞࠺のよࡇ 

కって連⥆的࡞✵᣺ࡀ観測ࡉれている．➨0次㏆ఝとして火道から出た気యࡣయ✚変໬し

．を推ᐃしたࡂの✵᣺の᣺ᖜから火口での≀㉁ᨺ出㏿度のᦂらࡇ，ࡁ௬ᐃをお࠺いとい࡞

✚あればⰋいとぢࡀࡂ20m/s程度のᦂら࡟ᨺ出㏿度ࡣ࡟るࡍの結ᯝ，✵᣺の᣺ᖜをㄝ明ࡑ

ࡣ火口でのᨺ出㏿度の⤯ᑐ್ࡣられた．噴石の㣕ᩓ㊥㞳からࡶ 100m/s 程度あったと推測

ࡂれるので，ᦂらࡉ

のᖜࡑࡣのおよࡑ

1/�程度を༨ࡵてい

るࡇと࡞࡟る． 

 ✵᣺ࢹータࡣあ

ࡾ火口よࡶまでࡃ

上の᝟報しかྵࢇ

でい࡞いたࡵ，火道

火口࿘辺でのຊࡸ

学㐣程を⪃࠼るた

ࡀ௚の᝟報ࡣ࡟ࡵ

ᚲせである．地震ࢹ

ータࡑࡣの一ࡘであるࡀ，大気᣺動と地動࢝ࡀッࣜࣉンࢢしているたࡵ，୧᪉のࢹータを

一⥴ᢅࡾྲྀ࡟お࠺ととࡍる㝿࡟ⱝ干のᅔ㞴ࡀある．理論的⪃ᐹࡅࡔでࡃ࡞野外⇿発ᐇ㦂࡞

 ．とを目ᣦしているࡇၥ㢟のゎỴをᅗる࡞࠺のよࡇ，を㏻して࡝

 

ᅗ．࢞ ࡏࡉἾሢを㣕ᩓ．ࢪー࣓࢖ᨺ出Ѝᨺ出೵ṆЍἾሢの㣕ᩓのࢫ

ると同時ࢫࣝࣃ࡟≧の✵᣺ࡀບ㉳ࡉれていると⪃࠼られる． 

 

 

⡆᫆テ࣓ࣞータ⿦⨨のᨵⰋ 

 
青山 裕・石川和也（ࣘࢽテクࣀ）・前川徳光・大島弘光 

 

 山య上࡝࡞電ຊࡸఏ㏦㊰の☜ಖࡀ㞴しい地点࡟おࡅる地震観測をᐜ᫆ࡍ࡟る目的で，

（᭷）ࣘࢽテク࡟ࣀよって≉ᐃ小電ຊ↓⥺を⏝いた⡆᫆ᆺテ࣓ࣞータ⿦⨨ࡀ80�2ࠖࠕ㛤発

信ࢢࣟࢼ࢔信ྕをཷ信機からࢢࣟࢼ࢔れたࡉධຊ࡟㏦信機ࡣ⨨のテ࣓ࣞータ⿦ࡇ．れたࡉ

ྕとして出ຊࡍるࡶので，ఏ㏦の㐣程で信ྕを一度ࢪࢹタ್ࣝ࡟変᭦している．᭷⌔火山

観測ᡤࡣ࡟ 80�2 を⏝いた連⥆観測点ࡀあるたࢹ，ࡵータの࢙ࢳックをවࡡて࢓ࣇンクࢩ
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ࣙン࢙ࢪネࣞータࡸ地震ィを⏝いて80�2のヨ㦂を行った． 

⌧ᅾまで࡟大ࡃࡁ 2 明した．1ุࡀとࡇあるࡀ点ࡁ࡭ࡍのᨵⰋࡘ ト࿘波ᩘࢫ࢟࢖ࢼ，ࡣࡘ

の㏆ഐࢪࢹ࡟タࣝ໬の₇⟬࡟関ಀࡍるとᛮࢃれるࢦーࢫトࡀⱝ干⌧れるࡇと．ࡣࡘ1࠺ࡶ

ప࿘波ഃでⱝ干のቑᖜࡀぢられるࡇとである．ࣘࢽテクࣀでࡇࡣれらのၥ㢟をゎỴࡍるた

➨஢し次⤊，ࡾのᨵⰋస業を行っておࡵ 2003 年度ࡶ᭷⌔火山観測ᡤ࡟てヨ㦂を行ࡇ࠺と

を予ᐃしている． 

 
 

道内火山࡟おࡅる噴火予知研究観測⥙の ICP/IP ネットワーク໬の推進 

 

青山 裕・大島弘光・前川徳光・鈴木敦生 

 

 噴火予知研究観測施設のᩚഛᣑ඘࡟おいて，ఏ㏦⥙の TCP/IP ໬ࡶ 1 ࢖࢙࢘࡞ࡁの大ࡘ

トを༨ࡵている．TCP/IP໬をᅗるࡇと࡟よࢹ，ࡾータఏ㏦ຠ⋡のྥ上，ࢹータఏ㏦ඛ変᭦

の⡆౽໬，ಖᏲస業ຠ⋡のྥ上，施設設⨨㈝⏝の๐ῶ࡝࡞ᵝ࡞ࠎຠᯝࡀある．௒後ࡉࡶら

౫↛としてࡣるၟ⏝ఏ㏦㊰ࡁ道内の火山࿘辺で☜ಖで，ࡀぢ㎸まれるࡀータ㔞のቑຍࢹ࡟

ቑᙉࡀ行ࢃれてい࡞いとࡶࢁࡇ多ࡏࢃྜ࡟≦⌧，ࡃたఏ㏦手ἲの⩦ᚓࡸ㛤発を観測ᡤ一୸

と࡞って進ࡵている． 

 

ᅗ．北海道㥖ࣨᓅ࡟おࡅるࢹータఏ㏦の౛． 
 
 

北海道㥖ࣨᓅ火山࡟おࡅる人ᕤ地震᥈ᰝ㸫3次ඖP波㏿度構造㸫 
 

鬼澤真也・大島弘光・青山 裕・森済・前川徳光・鈴木敦生・岡田 弘 

 

北海道㥖ࣨᓅࡣ༡西北海道࡟位⨨ࡍる活動的࡞火山で，᭷史௨᮶，⇿発的࡞マࢢマ噴火ࡸ
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Ỉ⵨気⇿発ࡀ記録ࡉれている．㏆年で1996ࡣ年，199�年，2000年と小つᶍ࡞Ỉ⵨気⇿発

ࣕࢩれている．高い噴火࣏テンࡉᣦ᦬ࡶマ噴火のྍ⬟ᛶࢢれ，ᑗ᮶の本᱁的マࡉ㏉ࡾ⧞ࡀ

ࣝを᭷ࡍる火山࡟おいて，ࡑの噴火の前࡟マࢢマ活動・噴火活動のሙとしてのຊ学的≀ᛶ

を推ᐃしておࡇࡃとࡣ㔜せであ࠺ࢁ．また火山活動のࣔࢽタࣜン࡟ࢢよる震※・地殻変動

※➼ㅖ࣓ࣛࣃータの推ᐃの高⢭度໬・ᐃ㔞໬のたࡶ࡟ࡵ地下፹㉁の≀ᛶを理ゎしておࡇࡃ

とࡀᚲせである．ࡇれらの目的のた2002࡟ࡵ年9月から10月࡟㥖ࣨᓅ火山࡟おいてὸ部

3 次ඖ地震波㏿度構造のゎ明を目ᣦした人ᕤ地震᥈ᰝをᐇ施した．ࡇのࡇࡇࡕ࠺でࡣ P 波

㏿度ࡘ࡟いてのࣜࣞࣉミࣜࢼー࡞ゎᯒ結ᯝを♧ࡍ． 

P 波㏿度の推ᐃࡣ࡟火山యおよびࡑの࿘辺࡟ᒎ㛤した 221 点の⮫時観測点でᤊ࠼られた �

࢝ᡤの発◚記録からࡑのึ動をㄞࢹࡾྲྀࡳータ࡟⏝いた．ࡇのࢹータを⏝い，(1)㉮時᭤

⥺のస成，(2)time term ἲ࡟よるᇶ┙㏿度・ᇶ┙῝度の推ᐃ，(3)࢖ンࣂーࣙࢪン࡟よる

3 次ඖ㏿度構造の推ᐃ，とい࠺手順でゎᯒを行った．ࡇの結ᯝ，῝ࡉ 0 km および 1�� km

で(1)㥖ࣨᓅ火山をྲྀࡾᅖࡴ西，北，ᮾ᪉のప地でのప㏿度㡿ᇦ，(2)㥖ࣨᓅ༡ᮾのᶓὠᓅ

࿘辺ࡸ木地ᤂ山から森川山࡟⮳る㥖ࣨᓅ西᪉の࿘辺山地での高㏿度㡿ᇦ，(3)༡ᮾ山地か

ら㥖ࣨᓅ山㡬下までNW�S(᪉ྥ࡟のびる高㏿度㡿ᇦࡀㄆࡵられた． 

のび࡟㥖ࣨᓅ山㯄ప地でのప␗常，࿘辺山地および༡ᮾから㥖ࣨᓅ山㡬下ࡣれらの結ᯝࡇ

る高␗常といࡇ，࠺の地ᇦのࣈーࢤー␗常と非常ྜᩚ࡟的である．ࡇの地ᇦの表ᒙ地㉁ࡣ

㥖ࣨᓅおよび山㯄のప地ࡣ➨ᅄ⣔ࡀそい，西・༡ᮾの࿘辺山地でࡣ新➨୕⣔ࡀ㟢出してい

る．また㥖ࣨᓅ༡山㯄でࡣ」ᩘの 1000 m ⣭࣎ーࣜンࡉ࡞ࡀࢢれ，༡ᮾ山地から㥖ࣨᓅ山

㡬下へNW�S(᪉ྥ࡟のびる高㏿度・高㔜ຊ␗常㡿ᇦでࡣඛ新➨୕⣔ᇶ┙ࡀᤊ࠼られὸ࡞ࡃ

っているࡇと，ࡑのᮾ西でࡣ海Ỉ‽下⣙ 1000 m でࡶᇶ┙࡟฿㐩しておらࡎ，新➨୕⣔ࡀ

ཌࡃሁ✚しているࡇとࢃࡀかっている．௒ᅇのゎᯒ結ᯝࡣᐃᛶ的ࡇࡣ࡟れらの地㉁構造を

཯ᫎしたࡶのと⪃࠼られる． 

 
 

２㸮㸮㸮年᭷⌔山噴火の推⛣とࡑの後の観測⥙ᩚഛ 

 
前川徳光 

 

 ࡟ࡵࡌࡣ．１

1977年࡟発㊊した᭷⌔火山観測ᡤࡣ，᫖年2�࿘年を㏄࠼た．観測ᡤの⤌⧊1977ࡣ年4月

れる前のࡉᕤ╔ࡀ観測ᡤのᘓ設ᕤ事，ࡀ発㊊していた࡟ 1977 年 � 月࡟᭷⌔山ࡀ噴火活動

を㛤ጞしたたࡵ，山㯄࡟設⨨ࡉれたࣈࣁࣞࣉをᣐ点として観測研究ࡀ㛤ጞࡉれていた．⚾

の╔任ࡑ࡝࠺ࡻࡕࡣの㡭であった．活動ࡸࡸࡀⴠࡕ╔いた 197� 年春࡞࡟って観測ᡤ新設

ᕤ事と常時観測点のᩚഛࡀ㛤ጞࡉれ，観測ᡤの発㊊から1年༙後の197�年10月࡟，ኊ▌

⏫ኊ▌ Ἠ࡟ᗇ⯋ࡀⴠ成した．ࡑの後観測ᡤで19�1，ࡣ年࡟ᶡ前山をጞࡵとして，北海道

㥖ࣨᓅ（19�2 年），༑勝ᓅ（19�� 年），㞤㜿ᐮᓅ（1992 年）࡟おいてࡶ噴火予知研究とし

て常時観測⥙ࡸ観測の支援を行ってࡁた．ࡇの㛫࡟༑勝ᓅで19ࡣ��年から19�9年࡟かࡅ

て噴火を⤒㦂した．また集中⥲ྜ観測ࡸ火山ᖏ構造᥈ᰝࡸ噴火活動時の⥭ᛴ観測࡟ཧຍࡍ

るࡇとࡀ出᮶，௚大学のඛ生᪉ࡸ技官のⓙᵝとࡶ知࠺ྜࡾ機会をいたࡔいた． 
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᭷⌔山ࡣ一⯡࡟ 3� 年程度の࿘ᮇで噴火を⧞ࡾ㏉ࡍとゝࢃれている．ࡑれ࠼ࡺ，㏥官まで

࡞である．しかしࢁࡇと࡞┤ṇࡀの࠺いとᛮっていたとい࡞ࡣとࡇ᭷⌔山の噴火をぢる࡟

2000ࡣ཯して，᭷⌔山࡟の予᝿ࡑらࡀ 年 3月1࡟�年࡟ࡾࡪ噴火活動を㛤ጞした．ࡇの3

月で 2000 年噴火の㛤ጞから 3 年ࡀ⤒㐣ࡍる．ࡇの 3 年の㛫࡟，噴火活動࡟క࠺⮫時観測

ᡤの設❧ྜࡸ同観測⌜࡟よる᭷⌔山の火山観測，新᭷⌔火山観測ᡤの設❧，道༡3火山の

観測⥙ᩚഛࡀ࡝࡞行ࢃれ，観測ᡤの観測研究యไࡶ 2000 年噴火の前と大ࡃࡁ変໬した．

௨下でࡣ᭷⌔山2000年噴火および2000年௨㝆の᭷⌔火山観測ᡤࡘ࡟いて⡆༢࡟᣺ࡾ㏉る． 

 

２．2000年᭷⌔山噴火と⮫時観測ᡤ 

᭷⌔山の噴火活動でࡣ，顕ⴭ࡞前඙地震活

動と地殻変動ࡀぢられるࡇとࡀⰋࡃ知られ

ている．2000 年の᭷⌔山噴火ࡶ 3 月 27 日

ኤ้の火山ᛶ地震からጞまった．2�日ᮍ明

からࡣ᭷ឤ地震ࡶቑຍし，地殻変動࡟క࠺

表㠃⌧㇟ࡶ⌧れた．活動ึᮇの地震の震※

れていた．29日ࡉ推ᐃ࡟᭷⌔山の北西ഃࡣ

ࢻーࣗࢳࢽࢢマࡣ࡟ 4�2 とつᶍの大࡞ࡁ地

震ࡀ発生し，ࡇの㡭から震※ࡀ༡᪉へᛴ㏿

ークࣆ࡟30日ࡣᣑ大した．地震発生㢖度࡟

したࡔࡾῶࡀ㐩し，㢖度࡟ 31 日の 13 時 7

分࡟᭷⌔山西᪉の西山山㯄から噴火ࡀጞま

った．⩣4月1日ࡣ࡟᭷⌔山北西の㔠ẚ⨶

山山㯄からࡶ噴火ࡀጞまࡾ，多ᩘの火口ࡀ

ᙧ成ࡉれた．また噴火㛤ጞと前後して火口

㏆ഐでの地表の隆㉳ࡀጞまった(岡田，

2002)． 

ᅗ 1 ఀ㐩市内࡟設❧ࡉれたࣈࣁࣞࣉの᭷⌔

火山⮫時観測ᡤ．2㝵ࡀミーテ࢕ンࢢᐊ，1㝵

テ࣓ࣞータᐊである．᭷⌔火山観測ᡤとしࡀ

て，またྜ同観測⌜の本部として 1 年㛫活㌍

した．ࡇの後，同ᵝのࡀࣈࣁࣞࣉィ 4 Ჷ設⨨

 ．れたࡉ

前඙地震活動ࡀ活発໬ࡍる中，噴火࡟よる❧ධつไで観測ᡤࡀ౑⏝で࡞ࡃ࡞ࡁるࡇとを⪃

一ࡀ火山య，ࡣた．ೃ⿵地ࡵる⮫時観測ᡤの㑅点をጞ࡞テ࣒の⥭ᛴ⛣㌿ඛとࢫࢩ観測，࠼

ᮃでࢹ，ࡁータఏ㏦࡟⏝いるࢪࢹタࣝᅇ⥺ࡀ☜ಖでࡁるሙᡤとして，᭷⌔山༡᪉⣙ 10km

のఀ㐩市㑹外を㑅29，ࡔࢇ 日ࡣ࡟ᘓ設をጞ30，ࡵ 日ࣈࣁࣞࣉࡣ࡟のᘓ設ᕤ事，電気ᕤ事

ጞࡀ西山西㯄から噴火࡟ࡎれをᚅたࡇ，ࡀであったࡳのࡍᑓ⏝ᅇ⥺をṧࡣった．後ࢃ⤊ࡶ

まࡾ，観測機ჾࡸ観測点を新設ࡍる࡝࡞して，観測⥙のᩚഛを進ࡵていった． 

噴火㛤ጞ後，まࡃ࡞ࡶして噴火ᵝᘧࡣマࢢマỈ⵨気⇿発からỈ⵨気⇿発࡟推⛣した．ࡑの

後ࡶ小࡞ࡉỈ⵨気⇿発ࡾ⧞ࡣ㏉したࡀ，噴火前から⥆いていた地震活動4ࡣ月中᪪ࡣ࡟ప

いࣞ࣋ࣝと࡞った．火口࿘辺の隆㉳活動ࡶ㸵月中᪪ࡰ࡯ࡣ࡟೵Ṇし，9 月ࡣ࡟一㌿してỿ

㝆ࡀጞまった．⛅ࡣ࡟地震ᅇᩘࡰ࡯ࡶ噴火前のࣞ࣋ࣝ࡟ᡠったࡀ，㔠ẚ⨶山火口でࡣ✵᣺

をక࠺小噴出2000ࡀ年ึ෤まで観測ࡉれた． 

 

３．新᭷⌔火山観測ᡤへ 

 ᭷⌔火山観測ᡤࡣ࡟次ᮇ᭷⌔山噴火を᝿ᐃした 2000 年度の観測⥙ᩚഛィ⏬ࡀᏑᅾして

いた．ࡇの中でࡣ，噴火活動࡟ഛ࠼，᭷⌔山の山యࡀ一ᮃでࡁ火山活動࡟క࠺஺㏻つไࡀ
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ᐇ施ࡉれて࢔ࡶクセࢫでࡁる施設として，᭷⌔山のᮾ᪉�kmのと࡟ࢁࡇ後᪉観測ᐊ（分ᐊ）

をᘓ設ࡍるࡇとࡶィ⏬の1ࡘとして予ᐃࡉれていた．しかし，✺↛の噴火活動の㛤ጞ࡟よ

ࡇ，ࡾたって⥆いておࢃ࡟月からᩘ年ࣨᩘࡣれた．㐣ཤ᭷⌔山の活動ࡉࡃ࡞ᘏᮇをవ൤ࡾ

のࡇとࡶあって新᭷⌔火山観測ᡤᘓ設ィ⏬のᐇ施のヰࡀ進ࡵられ，分ᐊのೃ⿵地ࡀ新観測

ᡤのᘓ設地࡟㑅ばれた．2㝵ᘓての新観測ᡤ2，ࡣ㝵࡟研究ᐊ，1㝵ࢹ࡟ータ集⣙ฎ理ᐊと

観測ᡤ員ᐊを設ࡅ，地震ィࡸഴᩳィ࡝࡞を設⨨ࡍるたࡵᗋ下ࣆットをᗈࡾྲྀࡃ地震ィྎを

ᇙ設した．また，ࢣーࣝࣈ㢮のቑ設ࡸ᧔ཤࡀᐜ᫆࡟行࠼るよࢹ，࠺ータ集⣙ฎ理ᐊと研究

ᐊࡣ⥙ኳ井とした．一᪉，噴火前のᪧ観測ᡤࡣኊ▌ Ἠ分ᐊとし，観測機ჾのᩚഛࡸ‽ഛ

を行࠺స業࣌ࢫーࢫといࡅࡔ࠺でࡃ࡞，地震ࡸ✵᣺，㔜ຊ࡝࡞の多項目観測点として機⬟

 ．たࡅ࡙⨨位࠺るよࡍ

新᭷⌔火山観測ᡤࡣ 2001 年 3 月ᮎ࡟ⴠ成し，３月ᮎ日でࢹータ集⣙ฎ理ࢫࢩテ࣒の⛣㌿

と共࡟᭷⌔火山⮫時観測ᡤを㛢㙐した．観測ᡤ⛣㌿࡟కい火山活動研究分野の主యをᮐᖠ

࢟ࣕンࢫࣃへ⛣し，新᭷⌔火山観測ᡤ4ࡣ人のᡤ員࡟よࡾ後で㏙࡭る道༡３火山をᑐ㇟と

した観測研究యไと࡞った． 

 

４．道༡3火山での観測⥙ᩚഛ 

新観測ᡤでࡣ，᭷⌔山࡟ᘬࡁ⥆ࡁ㏆いᑗ

᮶࡟噴火ࡀ᝿ᐃࡉれる北海道㥖ࣨᓅおよ

びᶡ前山࡟おいてࡶ観測⥙のᩚഛを進ࡵ

ている．⮫時観測ᡤへの⥭ᛴ⛣㌿を⤒㦂

した教カから，観測ᡤから㞳れたࡇれら

2 火山ࡣ࡟噴火の㝿の観測ᣐ点と࡞る施

設ࡀᚲせであるとのㄆ㆑ࡕ❧࡟，Ᏻ඲ᛶ

の᮲࡝࡞ぢ㏻しࡸࢫクセ࢔，ࢇࢁࡕࡶࡣ

௳を‶たࡍ地点࡟分ᐊをᘓ設した(ᅗ2)．

分ᐊࡣ࡟観測ᡤ内とࡰ࡯同ࢫࢩࡌテ࣒ࡶ

✌ാしておࡑ，ࡾの火山の඲ࢹータࡀ集

，とࡇのࢇࢁࡕࡶࡣータの☜ㄆࢹ，られࡵ

震※Ỵᐃ࡝࡞のᇶ本的࡞ฎ理ࡶ行࠼る‽

ഛࡉ࡞ࡀれている． 

 

ᅗ2．北海道㥖ࣨᓅ࡟設❧した᭷⌔火山観測ᡤ

森分ᐊ． 
分ᐊࡇ࡟のよ࡞࠺ᙺ๭をᣢたࡏるࡇとࡀ

でࡁたの2000，ࡣ年3月の⮫時観測ᡤでの観測ࢫࢩテ࣒෌構⠏௨㝆，ࢹータఏ㏦࡟TCP/IP

ネットワークを฼⏝しているࡇとࡀ大ࡁい．TCP/IPネットワークを฼⏝ࡍるࡇとで␗࡞る

ーࢹ࡟PCを⏝いて⡆༢，ࡁータを同一の⤒㊰でఏ㏦でࢹ多✀㢮の観測ࡘーマットをᣢ࢛ࣇ

タの中⥅ࡸ分ᒱࡀ行࠼る．⌧ᅾࡣ地震ࡸ地殻変動のࢹータࡅࡔでࡃ࡞GPS1ࡸ分ẖのྍど

⏬ീのఏ㏦ࡶ行っている．分ᐊからࡣ TCP/IP ネットワークで観測ᡤへࢹータఏ㏦してい

るたࡵ，㏫࡟観測ᡤから観測点の機ჾへ࢔クセࢫして࣓ンテࢼンࡀࢫでࡁるとい࠺฼点ࡶ

ある． 
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しかしࡀ࡞ら火山観測でࡣ山య上࡟観測点ࡀ設⨨

ၟ，ࡵれるたࡉ ⏝電※ࡸᑓ⏝ᅇ⥺ࡀ☜ಖで࡞ࡁいሙ

多項目ࡘ高ရ位かࡶ観測点で࡞࠺のよࡑ．多いࡶྜ

の観測を行࠺た࡟ࡵ，౑⏝機ჾの┬電ຊ໬ࡸ高㏿ఏ

㏦でࡁる↓⥺機のᑟධを行ってࡁた．ᅗ3࡟♧した

㥖ࣨᓅ๢ࣨᓠ観測点でࢯ，ࡣーࣛーࣃネࣝ3ᯛでᗈ

ᖏᇦ地震ィ，ഴᩳィ，✵᣺ィ，テ࣓ࣞータ⿦⨨，↓

⥺機を✌ാࡏࡉている．ࡇれらのࢹータࡣ㯄のཷ信

観測点でIPࢣࣃット࡟変᥮ࡉれ観測ᡤࡸ分ᐊ࡟ఏ

㏦ࡉれている． 

TCP/IPࡀ⥙ータఏ㏦ࢹ ネットワーク࡞࡟った事ࡣ

大࡞ࡁ変໬であった．࣌ ンࣞࢥーࢲーࢢࣟࢼ࢔ࡸテ

ーࣉを⏝いていた1977 年の᭷⌔山噴火の㡭とẚ࡭

ると，観測ࢫࢩテ࣒のಖᏲ࡟ᚲせとࡉれる技⾡ࡶ඲࡞␗ࡃっている．⏝いるのࡶࡣっࡥら

8NI; ⣔の 2S ら࡞ればࡅ࡞࠼ぬ࡟を新たࢻマンࢥ㞴しい，ࡾータであࣗࣆンࢥれたࢃ౑ࡀ

PCのࡸのࣝーターᩘ࡞の⟶理，⭾大ࣝࣈテーࢢン࢕ーテࣝࡸࢫࣞࢻ࢔かった．またIP࡞

ಖᏲ࡝࡞とい࠺㞴㢟ࡶある．࣓ンテࢼンࡣ࡟ࢫネットワークの知㆑ࡀせồࡉれ，ࡉしࡵࡎ

 ．か࠺ࢁであࢁࡇ�0の手⩦いࠖとゝったとࠕ

 

ᅗ 3 㥖ࣨᓅの๢ࣨᓠ観測点．機ჾの

඲ᾘ㈝電ຊ��0ࡣm$程度である． 

 

５．まとࡵ 

 ᭷⌔山の噴火から3年ࡕ⤒ࡀ，活動⤊ᜥ後のవຠ変動ࡶ小࡞ࡃࡉってࡁている．ࡀࡍࡉ

ࡀ⾡機ჾの技࡟࡞ࢇ࡝，࠼いࡣと．࠺ࢁいであ࡞ࡣとࡇる࠼次の᭷⌔山噴火を⌧ᙺで㏄࡟

進Ṍしてࡶ，火山観測ࠕࡣ࡟観測の᮲௳ࡸ⎔ቃのཝしࠖࡉとい࠺ၥ㢟ࡀ常ࡁࡘ࡟まと࠺．

新しい観測ᡤࡾ⛣࡟観測⥙のᩚഛを進ࡵてࡁたࡇとで‶㊊ࡎࡏ，火山観測࡟ᚲせとࡉれる

技⾡ࡸ⬟ຊのྥ上を目ᣦしていࡁたい． 

 

ㅰ㎡㸸 

 ᭷⌔山の 2000 年噴火࡟㝿してࡣ，多ࡃのඛ生᪉ࡸ技官のⓙࡉまからおຊῧ࠼をいたࡔ

 ．ࡍまࡆてお♩⏦し上ࡵ記し，ᨵ࡟ࡇࡇ．ましたࡁ

 

ཧ⪃文⊩㸸 

岡田 弘・大島弘光・青山 裕・森 済・宇井忠英・勝井義雄，2002，2000年᭷⌔山噴火

の予測とῶ⅏᝟報・助ゝの活⏝（前඙地震発生から噴火㛤ጞまで），平成12年度科学研究

㈝⿵助㔠研究成ᯝ報告᭩（௦表，岡田 弘）ࠕ᭷⌔山2000年噴火と火山㜵⅏࡟関ࡍる⥲ྜ

的観測研究 ，ࠖ34��7． 
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北海道北部ᖠᘏኳሷ地ᇦ࡟おࡅる３次ඖ㹋㹒᥈ᰝ 
 

茂木透，山谷♸介，బ波⍞ᜨ，西田泰典，高田真秀，一柳昌義（北大・理） 

 

 本研究でࡣ，ᐇ㝿࡟㹋㹒ἲ࡟よる３次ඖ地下構造᥈ᰝを行い，ࡑのၥ㢟点を᳨ウした．

ᖏࢰ࢚ࡸ日高ᖏࡣの地ᇦの地㉁ࡇ．北海道北部地ᇦであるࡣ地ᇦࡔࢇとして㑅ࢻーࣝ࢕ࣇ

➼の変成岩，̔̀ 成岩から࡞る．ࡇの地ᇦの，西ഃでࡣ地殻内࡟地震ࡀ多ࡃ分布しているࡀ，

ᮾ༙分ࡣ඲ࡃ地震の㉳ࡇら࡞い地ᇦである． 

 ３次ඖ᥈ᰝを行࠺たࡣ࡟ࡵ測点を平㠃的࡟分布ࡅ࡞ࡏࡉれば࡞ら࡞いࡀ，日本のよ࡞࠺

山地の多いとࢁࡇでࡣ，理᝿的࡟➼㛫㝸で測点を㓄⨨ࡍるࡇとࡣ㞴しい．まࡇࡎの点３ࡀ

次ඖ᥈ᰝのၥ㢟点である．また，㹋㹒ἲの▷ᡤとして⮬↛のᙳ㡪をཷࡍࡸࡅい点ࡀある．

地磁気のᨐ஘ࡣ一月࡟㝈られた日しか࡞いし，㢼のᙉい日ࡸ㞾の࡞る日࡝࡞ᝏ᮲௳のࡇと

 ．あるࡶ

 ௒ᅇの᥈ᰝでࢽ࢙ࣇ，ࡣックࢫ♫〇 0T8� を౑⏝した．ࡇの᥈ᰝ機ࡣ磁ሙセンࢧーとし

て࢖ンࢲクࣙࢩンࣝ࢖ࢥ，電ሙࡣ㖄㸫ሷ໬㖄電ᴟを⏝いて測ᐃࡍる．観測࿘波ᩘࡣ 3�4Hz

㹼0�000��Hzで，ࡇの㛫の40࿘波ᩘࡘ࡟いてぢ᥃ࡅẚ᢬ᢠと位┦ᕪをồࡵる．観測時㛫ࡣ

㏻常ኪ㛫の1�時㛫である． 

 ྲྀᚓࡉれた電ሙ，磁ሙの時⣔ิࢹータࡣ，ᡤせ࿘波ᩘ࡟ᑐࡍる࣌ࢫクトࣝ࡟変᥮ࡉれる．

Ỉ平磁ሙ成分ࡣ，ఱฎでࡰ࡯ࡶ一ᵝと⪃࠼，ࣟー࢝ࣝ࡟ࢬ࢖ࣀ࡞よる೫ࡾを㑊ࡅるた࡟ࡵ

て࡭ࡍࡾよ࡟れࡇ．ฎ理を行ったࢫン࢙ࣞࣇる２点㛫のỈ平成分を⏝いてࣜࣔートࣜ࡞␗

の࣌ࢫクトࣝࡣクࣟ࣌ࢫࢫクトࣝとしてᚓられ，ࣟー࢝ࣝ࡞೫ࡾを㑊ࡅられる．㐺当࡞時

㛫内での࣌ࢫクトࣝの変動から࢖ンࣆーࢲンࢫの࢚ࣛーをィ⟬し，ࡑれ࡟よる㔜ࡳをࡅࡘ

た㔜࡟ࡏࢃྜࡡよࡾ最⤊的࢖࡞ンࣆーࢲンࢫと࢚ࣛーを⟬出ࡍる． 

 ㏻常のࢹータฎ理でࡇ，ࡣのよ࡞࠺測ᐃの᪉ྥࡘ࡟いての࢖ンࣆーࢲン࡟ࢫᑐして，地

表௜㏆のࣟー࢝ࣝ࡞構造࡟よる電ሙのࢫ࢕ࢹトーࣙࢩンを⿵ṇし，ࣜー２࡞ࣝࢼࣙࢪ次ඖ

構造࡟ᑐࡍる電磁気的㉮ྥをỴࡵる．しかし，ࡇれ２ࡣ次ඖ構造を前提としたฎ理であࡾ

௒ᅇࡣ㐺⏝してい࡞い． 

 まࡎ，ᮾ西᪉ྥ࡟୪５ࡪ点をࡦとࡘの測⥺として，測⥺᪉ྥの電ሙとࡑれ࡟┤஺ࡍる᪉

ྥの磁ሙ࡟よるぢ᥃ࡅẚ᢬ᢠおよび位┦を⏝いて２次ඖ࢖ンࣂーࣙࢪンを行った．ࡇれら

の結ᯝ࡟よると，地表から�㹼10km位までのὸ部で1000ࡣȐ㹫௨下のᒙࡀぢられ，ὸいと

ࡑ．ぢられるࡀるഴྥ࡞ࡃ῝西ഃで，ࡃᮾഃでὸࡣのᒙࡑ，పい．またࡀẚ᢬ᢠ࡝࡯ࢁࡇ

れよࡾ῝いと࡟ࢁࡇ分布ࡍるᒙࡣ，ྛ測⥺でかࡾ࡞␗ࡾ࡞，% 測⥺でࡣ 1000Ȑ㹫㹼100Ȑ

㹫௨下のὸいᒙと変ࢃら࡞いẚ᢬ᢠ್を♧ࡀࡍ，C測⥺ࡸ'測⥺で1000ࡣ㹼3000Ȑ㹫௨上

の高ẚ᢬ᢠを♧ࡍᒙࡀ分布ࡍる． 

 次３࡟次ඖ࢖ンࣂーࣙࢪンを行った．ࡇの結ᯝ࡟よると，῝度�km位までの᥈ᰝ地ᇦ西

部で30ࡣȐ㹫௨下のపẚ᢬ᢠᒙࡀᗈࡃ分布ࡍるࡀ，ᮾഃࡑࡣれよࡶࡾ高いẚ᢬ᢠ್を♧し，

ࡣᮾ༡部で࡟≉ 1000Ȑ㹫位の高ẚ᢬ᢠを♧ࡍとࡶࢁࡇある．10km ௨῝࡞࡟るとᮾഃࡶ西

ഃࡶ 100Ȑ㹫位のẚ᢬ᢠ್を♧ࡍよ࡞࡟࠺る．しかし，༡西部ࡣ࿘ᅖ࡟ẚ࡭るとẚ᢬ᢠ್

 ．పいࡣ

 2 次ඖ࢖ンࣂーࣙࢪンの結ᯝと３次ඖ࢖ンࣂーࣙࢪンの結ᯝをẚ࡭ると �km ௨ὸでࡣ，

．っている࡞␗࡟░明ࡣ部のẚ᢬ᢠ構造῝ࡾれよࡑ，ࡀられる࠼⪄ẚ᢬ᢠ分布とࡌ同ࡰ࡯
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࡟地表，ࡾってお࡞࡟ࢻᑐしてT0ࣔー࡟⥺測ࡀンࣙࢪーࣂン࢖2次ඖ，ࡣの原ᅉࡘの一ࡇ

పẚ᢬ᢠᒙࡀ分布ࡍると῝部の構造࡟ᑐしてࡣឤ度ࡀ非常࡟ᝏいたࡵと⪃࠼られる．２次

ඖࡶ௒後 T( ࣔーࢻ（測⥺᪉ྥの磁ሙとࡑれ࡟┤஺ࡍる電ሙ࡟よる࢖ンࣆーࢲンࢫ）ྵࡶ

῝てࡅのᙳ㡪をཷࡑ㏆いので࡟海ࡣある．また，北ᮾഃࡀᚲせ࠺ンを行ࣙࢪーࣂン࢖たࡵ

部（ࡘまࡾ測点から㞳れたとࢁࡇ）࡟పẚ᢬ᢠᖏࡀ⌧れるྍ⬟ᛶࡶある． 

 ௒ᅇの結ᯝでࡣ，西ഃの地震ࡀ多ࡃ㉳ࡇっているとࢁࡇと，ᮾഃの地震ࡀᑡ࡞いとࢁࡇ

でと地下構造をẚ㍑ࡍると，ὸ部でࡣ西ഃࡀపẚ᢬ᢠとい࠺㐪いࡀぢられたࡀ，ᐇ㝿地震

っているࡇ㉳ࡀ 20km よࡾ῝いとࢁࡇでࡣ構造のᕪࡣ明░で࡞ࡣかった．ࡶっと῝いとࡇ

 ．い࡞しれࡶあるのかࡀ㐪い࡟ࢁ

  

 

༑勝Ἀ・᰿ᐊἈ大地震予知のたࡵの電磁気観測 
 

茂木 透，高田真秀，森谷武男，笠原稔 

 

北海道大学で1996，ࡣ年２月よࡾ道ᮾの⹿ู（NI-）および6月から࡟（50)）ࡶࡾ࠼お

いて地電位変動観測およびࣛࣇックࢤࢫート磁ຊィ࡟よる地磁気変動観測を行ってࡁた．

⹿ูでࡣ㛗ᇶ⥺㸴本（ᇶ⥺㛗 �㹼10km），▷ᇶ⥺㸴本（㛗ࡉ 100m 程度）で地電位変動観測

をしておࡶࡾ࠼，ࡾでࡣ当ึࡣ㛗ᇶ⥺５本，▷ᇶ⥺５本で地電位変動観測をしていたࡀ，

電ヰ⥺の光ࢣーࣝࣈ໬ࡳࡍࡍࡀ，⌧ᅾ，㛗ᇶ⥺１ࡣ本のࡳ観測ྍ⬟である．ࡶࡾ࠼の▷ᇶ

⥺の一᪉の電ᴟࡣ，地殻変動観測ᢠ内࡟設⨨ࡉれている． 

 2000年�月ࡣ࡟，北海道大学と理໬学研究ᡤ地震国㝿ࣟࣇンテ࢔࢕研究とࡀ共同で，᰿

ᐊ（N05），ཌᓊ（$..），ᾆᖠ（85H）ࡶ࡟観測設ഛを設⨨した．ࡇの新設地ᇦでࡑ，ࡣれ

，れから�㹼10kmの㞳れた２地点ࡑある北海道大学の地震・地殻変動観測ᡤと࡟れの地ᇦࡒ

ྜィ３⟠ᡤ࡙ࡘ，஫い࡟┤஺ࡍる２᪉ྥ࡟▷ᇶ⥺（㛗ࡉ �0㹼100m 程度）を⨨いた．ࡇの

よ࡟࠺」ᩘの観測点を⨨ࡇࡃと࡟よࡾ，観測ࡉれた地電位変動ࡀᒁ地的࡞変動であるのか

地ᇦ的࡞ᗈࡾࡀをࡶった変動であるのかをุ᩿でࡁると⪃࠼られる．また，ྛ電⥺，電ᴟ

ࡣ 1m 位の㛫㝸で平行２࡟本࡙ࡁ⨨ࡘ，୧᪉の変動ࡀ同ࡌであるࡇとを࢙ࢳックࡍるࡇと

，ࡣよる観測࡟⥺した．㛗ᇶ࡟࠺られるよ࡭をㄪࢬ࢖ࣀるࡍ発生ࡾよ࡟の電ᴟࠎಶ，ࡾよ࡟

観測点㛫を結ࡪ電ヰ⥺を⏝いて行っている．⌧ᅾࡣ，᰿ᐊ１本，ᾆᖠ１本である．また，

ᾆᖠ12ࡣ࡟月ࣛࣇ࡟ックࢤࢫート磁ຊィを設⨨した． 

 観測࡟⏝いているࣟ࢞ーࢫࢩࢻ࢔，ࡣテ࣒〇S(S93（NI-，(50）およびS(S96（85Hの℩

多᮶）およびⓑ山ᕤ業〇/S3300（௚の࡭ࡍての点）を⏝いている．⌧ᅾのとࢹ，ࢁࡇータ

の地点で࡝ࢇと࡯ࡣ 10 ࣜࣉンࢧ⛊１ࡳータのࢹᾆᖠの磁ຊィ，ࡀであるࢢンࣜࣉンࢧ⛊

ンࢢである． 

 2002年㸴月よࡾ，ኳሷ中川，ᮐᖠᚚ⡘，ࡶࡾ࠼観測ᡤ࡟おいて，9H)ᖏ電波࡟ఏ᧛␗常

と地震発生との関ಀをㄪ࡭る観測を㛤ጞした．ࡑれࡒれの観測点࡟おいて，㐲ࡃの」ᩘの

)0ᨺ㏦ᒁからの電波をཷ信し，」ᩘのఏ᧛⤒㊰で␗常の発生したሙᡤを≉ᐃでࡁるよ࡞࠺

観測⥙をసるࡇとをࡊࡵしている． 
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᭷⌔火山，㥖ࢣᓅ火山での地磁気・地電位変動観測 
 

茂木透，谷本೺๛，బ波⍞Ụ，山谷♸介，高田真秀，西田泰典 

 

（１）᭷⌔火山 

 ᭷⌔火山で2000，ࡣ年の噴火時からࣟࣉトン磁ຊィ࡟よる地磁気観測，地電位変動観測

を⥆ࡅている．2001年度ᮎ⌧ᅾで観測中の地点ࡣ௨下の㏻ࡾである． 

地磁気観測点㸸 

 小᭷⌔，地ⶶ前，඲日✵の沢，୕㇏ูⲮ地，Ὕ√†小学ᰯ西，ᪧ西⫹᣺ᾘ㜵⨫ 

地電位変動観測 

小᭷⌔，地ⶶ前，඲日✵の沢 

2001 年度࡟道❧地㉁研究ᡤと共同でᐇ施した 2000 年噴火地ᇦを中ᚰ࡟，㹋㹒᥈ᰝ，テン

ーࣜࢼミࣜࣞࣉ．たࡳのస成をヨࣝࢹ3次ඖẚ᢬ᢠ構造ࣔ࡟ータを下ࢹ㹁㹑㹋㹒᥈ᰝࣝࢯ

ぢられる．また，ูのపẚࡀ部までᘏびるపẚ᢬ᢠᖏ῝ࡣ࡟西山火口の┤下，ࡣ結ᯝで࡞

᢬ᢠᖏࡀ㔠ẝ⨶火口の┤下ࡶ࡟ぢられる．ࡇのࡇとࡣ，西山火口と㔠ẝ⨶火口ࠎูࡣの火

山ᛶὶయの上᪼⤒㊰をᣢっているࡇとを♧၀ࡍる． 

 

（２）㥖ࢣᓅ 

 㥖ࢣᓅでࡣ 1996 年の噴火後から，࢝ࣝࣛࢹ内で地電位変動観測を㛤ጞした．2000 年の

小噴火後，㸵ྜ目㥔㌴ሙでࡶ地電位変動観測を㛤ጞし，⌧ᅾࡇࡶの２地点で観測を⥅⥆し

ている．地磁気変動観測2000，ࡣ年の小噴火後から，㤿の⫼，◁原Ⓩ山口，㸴ྜ目㥔㌴ሙ，

 ．ン㤋の４地点で観測を行っているࣜࣉッࣕࢳ

 2000 年の噴火後，ྛ地点の地磁気の್࡯ࡣと࡝ࢇ変໬࡞ࡀい2002，ࡀ 年ኟࢁࡇよࡾ㸴

ྜ目㥔㌴ሙの್ࡀప下しጞࡵたよࡶ࡟࠺ぢ࠼る．ὀព῝ࡃ推⛣をぢᏲるᚲせࡀある． 

 

 

 マト᩿ࣛᒙでの地電位変動観測ࢫ
 

茂木透（北海道大学大学院理学研究科），田中Ⰻ和（ி㒔大学大学院理学研究科）， 

(dy 0� $rsadi� 'jedi S� Widarto (࢖ンࢻネ࢔ࢩ科学院地⌫ᕤ学研究㛤発センター)� 

 

1997 年 9 月から，࢖ンࢻネ࢔ࢩ科学院地⌫ᕤ学研究㛤発センター（5'CG㺃/IPI）と共同

で࢖ンࢻネࢫ・࢔ࢩマトࣛ島࡟あるࣜワ地ᇦで地電位ᕪ変動観測を行っている．ึᮇの結

ᯝࡘ࡟いてࡣ，茂木・௚，199�，茂木・௚，1999，0ogi et al� 2000 ➼で報告してࡁた．

機ࡾ199�年9月ᮎよ，ࡀかった࡞ᚓられࡀータࢹ࡞༑分ࡾよ࡟➼の後，観測機ᮦの୙ㄪࡑ

ᮦをᩚഛし，地電位ᕪ観測࡟ຍ࠼てྛ測点で地震観測および㞵㔞観測ࡶ㛤ጞした．また，

⛊した．しかし，１࡟れを１⛊㛫㝸ࡑ，ࡀ㛫㝸であった⛊10ࡣ97年ࡶ㛫㝸ࢢンࣜࣉンࢧ

㛫㝸のࢧンࣜࣉンࢢで観測を⥔ᣢࡍるのࡣ，⌧地の電ຊ事᝟からࣂッテࣜーの౪⤥ࡀ㛫࡟

のၥ㢟ࡇ，ࡁでࡀとࡇるࡍ⨨ኴ㝧電池を設࡟かᅔ㞴であった．2000年�月࡞か࡞，ࡎࢃྜ

 ．れているࡉ連⥆してྲྀᚓࡰ࡯ࡀ್⛊１ࡣれ௨㝆ࡑ，ゎỴしࡶ

ࣜワ地ᇦࢫࡣマトࣛ島༡部࡟あࡾ，⥲ᘏ㛗 1700km 位⨨し࡟マト᩿ࣛᒙの上ࢫࡪ及ࡶ࡟
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ている．本地ᇦで1994，ࡣ年0࡟s 7�2の地震ࡀ㉳ࡾࡇ(Widiwijayanti et al��1996)，200

人௨上の≛≅⪅を出࡝࡞ࡍ大࡞ࡁ⿕ᐖࡀ生ࡌた．ࡇの地ᇦでࡑࡣの前ࡣ࡟ 1933 年ࡶ࡟

0s 7��の地震ࡀ㉳ࡇっておࡾ，ᩘ ༑年の࢖ࢧクࣝで大地震ࡀ発生している．ࢫマト᩿ࣛᒙ

かってྥ࡟北ࡰ࡯࡟マトࣛ島の下ࢫあたる࡟ークの西部࢔ࢲンࣂࡀートࣞࣉ洋ࢻン࢖，ࡣ

ỿࡳ㎸ࢇでいるたࡑ，࡟ࡵれ࡟ᘬࡎࡁられるよ࡟࠺動ྑࡃᶓࡎれ᩿ᒙで，ࣜࢫッࣞࣉート

ࡣ北部でࡣ 23s3mm/yr，༡部で 6s4mm/yr とぢ✚ࡶられている(%ellier and 

Sebrier�1994)．地震ࢫ，ࡣマト᩿ࣛᒙ上ࡶ࡟発生ࡍるࡇとࡶあるࢫ，ࡀマトࣛ島の西᪉

海上で多ࡃ発生している． 

地電位変動観測ࡣ，ࣜワの⏫から �km 位㞳れている /IPI の観測ᡤを᰿ᣐ地࡟して，ࡑの

㏆ഐ࡟$ siteを設ࡑ，ࡅれࡒれ�㹼10km㞳れたᡤ࡟%（北ᮾ）�C（༡ᮾ）�'（西）�(（北

西）siteを設⨨した．ࡑれࡒれの測点࡟おいて，電ᴟ㛫の㊥㞳ࡣ⣙��mとし，༡北，ᮾ西

᪉ྥの電ᴟを２⤌࡙ࡘ設⨨しྛ電ᴟࡀಶ࡟ࠎ発生ࡍる࢙ࢳࡣࢬ࢖ࣀックでࡁるよ࡟࠺し

た．また，୧᪉の中ᚰ電ᴟの変໬を࢙ࢳックࡍるたࡑ，࡟ࡵれから１㹫位㞳れたと࡟ࢁࡇ

⿵助電ᴟを⨨ࡑ，ࡁれらの㛫の電位ࡶ測ᐃࡍるࡇと࡟した．$ siteࣛࣇࡣ࡟ックࢤࢫート

磁ຊィを⨨ࡁ，磁ሙの変動ࡶ観測している．電ᴟࡣ࡟表㠃࡟ሷ໬≀を௜╔した㖄⟶を⏝い，

．電ᴟを設⨨した࡟の中ࡑ，をධれ（ࣝࢤーࢥࢳ）ᑟ電ᛶ᥋地పῶ๣࡟１㹫位の✰の中ࡉ῝

ⓑ山ᕤ業〇/S3300ᆺࣟ࢞ーの࣓ࣔࣜーをࡣ࡟の記録ࡑ，としࢢンࣜࣉンࢧ⛊10ࡣータࢹ

ྛ，ᣑᙇして⏝いている．また࡟200% 点ࡣ࡟地震ィと㞵㔞ィとを設⨨している．地震ィࡣ

上下動ࡅࡔの観測で，１⛊ࢧンࣜࣉン࡞ࢢので，地震波の฿᮶ࡣ分るࡀ，波ᙧࢹータྲྀࡣ

れてい࡞い． 

のࡃ多ᩘ，࡟れまでࡇ co�seismic れている．07ࡉ観測ࡀ地電位変動࡞ クࣛࢫの地震のሙ

ࡇで㉳ࡃ㏆࡞࠺れた．また，ᩘ༑km௨下のよࡉ観測ࡀ変動ࡶ1000km位でࡀ震ኸ㊥㞳ࡣྜ

るሙྜ04，ࡣ��位でࡶ変動ࡀ観測ࡉれた౛ࡀある． 

 

 

石⊁平野とࡑの࿘辺࡟おࡅる㔜ຊ␗常ゎᯒ 
 

山本明彦 

 

石⊁平野とࡑの࿘辺࡟おいて᪤Ꮡの⛻ᐦ㔜ຊࢹータ࡟ຍ࠼� 新た࡟㔜ຊ観測を行࡞っ

て石⊁平野࿘辺の㔜ຊ␗常分布をస成し� ヲ⣽࡞㔜ຊ␗常࢔トࣛࢫを構⠏した� また� 

新ᪧ活᩿ᒙᅗとのẚ㍑᳨ウを行い� 㔜ຊ␗常との関連をㄪ࡭た� 

 

石⊁平野おࡅる活᩿ᒙマッࣆンࢢ 
 

山本明彦 

 

㔜ຊ␗常㝜ᙳᅗから行࡞った᩿ᒙマッࣆンࡣࢢ活構造ゎᯒ࡟関して非常࡟᭷ຠである

᩿⦖れている石⊁ప地ᮾࢃ知られているとᛮࡃよࡀ⣲ᛶ࡟⯡一 �࡟≉ �かったࢃࡀとࡇ

ᒙᖏでࡣ� ⣙ 20km ࡪおよ࡟ SS( ᪉ྥへのᘏ㛗ࡀぢ出ࡉれる࡝࡞� ᪤知のマッࣆンࢢ㡿ᇦ

௨外ࡶ࡟明らか࡞⥺構造をకって分布ࡍるࡇとࢃࡀかった� 
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西༡日本ิ島࡟おࡅるྛ✀㔜ຊ␗常ᅗ∧と C'�520 の᏶成・බ表 
 

山本明彦 

 

13年度� 14年度の2ࣨ年ࢃ࡟たるࢹータ࣋ーࢫの構⠏స業ࡀ⤊஢し�  

 ($) 12� ୓分の1�❧యどᅗ (西༡日本地ᇦ඲ᇦ�2ⴥ)�  

 (%) 7�୓分の1�3Ⰽᅗ (西༡日本地ᇦ඲ᇦ�2ⴥ)�  

 (C) 2�୓分の1�多Ⰽᅗ (㜰⚄地震震※ᇦ�1ⴥ)�  

 (') 㔜ຊࢹータࣈックおよび C'�520� 

の成ᯝをබ表した� ࡇれらの成ᯝ≀ࡣ㐣ཤのいか࡞る㔜ຊᅗ� 㔜ຊࢹータ࣋ーࢫよࡶࡾ

高⢭度・高分ゎ⬟をᣢࡘ点࡟≉ᚩࡀある� 

 

஑ᕞ地᪉� 中部地᪉࡟おࡅる㔜ຊ␗常ゎᯒ 
 

山本明彦 

 

஑ᕞ地᪉� 中部地᪉࡟おいて� ⛻ᐦ㔜ຊࢹータ࣋ーࢫを౑⏝した㔜ຊ␗常ゎᯒを行࡞

った� ⃰ᑿ平野࡟おࡅる㔜ຊゎᯒの結ᯝ，࡝࠺ࡻࡕ名ྂᒇ㥐௜㏆を㏻ࡾ，ᯌᯄ島から⇕田

⚄宮西࡟かࡅて北北西࡟⣙�km連⥆ࡍる㔜ຊ␗常のᛴ変ᖏ(ᯌᯄ島㸫⇕田⥺)，およびࡇの

ᛴ変ᖏの༡➃からᮾ᪉へ⣙ 14km ᘏびឡ知池௜㏆࡟⮳る㔜ຊ␗常のᛴ変ᖏ(⇕田㸫ឡ知池

ࡀᆶ┤変位，ࡣれらのᛴ変ᖏࡇ �った࡞࡟明らかࡀとࡇるࡍᏑᅾࡀ(⥺ 2000㹫を㉺࠼る㣴

⪁᩿ᒙの㔜ຊ␗常ᛴ変ᖏ(ⴗ田ら�2000�ᅗのᕥ中ኸࡳ࡟られるࢥンターのᐦ࡞部分)࡝࡯

顕ⴭで࡞ࡣいࡀ，名ྂᒇ市⾤地の地下構造と地震動⅏ᐖを⪃࠼る上で㔜せ࡞構造であるࡇ

とࢃࡀかった� 

 
 

Inversion oI /arge /oop Transient (lectromagnetic 'ata 
over /ayered (arth 0odels 

 
N� P� Singh and T� 0ogi 

 
An inversion scheme for the large loop transient electromagnetic (TEM) data that can be applied 

for all the measuring configurations due to a large loop source, such as central loop, in-loop and 
offset-loop configurations has developed.  The inversion is based on a non-linear least square 
method that generates a smooth layered earth model by minimizing the residual misfit function in an 
iterative process.  It produces an inverted model from the data using the criteria of minimization of 
misfit function and/or convergence of residual in two successive iterations. The forward problem is 
formulated in frequency domain, and then it is transformed into the time domain using Fourier 
cosine or sine transform.  It is equally suitable for the data with or without the displacement current 
factors.   

The theoretical examples illustrating the accuracy and efficacy of the inversion program for 
inverting the large loop TEM data with and/or without random noise demonstrate the potential of the 
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program for its further application for interpretation of real field data. In addition, this program 
reduces the local minima problem faced by NLSTCI program (Anderson (1982)), and as shown in 
illustrations it gives satisfactory results with initial model parameters far away from the original 
models, even with the noisy data.  The scheme works satisfactorily and produces reliable inversion 
results for data with 5% random noise.  However, the program in its present form is designed for 
inversion of voltage response data, but it can be further modified for inversion of apparent resistivity 
data with slight change in tolerance limits, input parameters and some modifications in its forward 
subroutine.  
 
 

大学の地震ࢹータのࢹータ࣋ーࢫ໬ࡘ࡟いて 
 

本谷義信 

 

地震予知研究協議会のࠕ地震ࢹータ࣋ーࢫ໬ࠖ部会のጤ員（２㸮㸮３年３月まで）およ

び地震予知⥲ྜ研究᣺⯆会のࠕᚤ小地震ࢹータ㹂㹀໬᳨ウጤ員会ࠖጤ員として，඲国の国

❧大学の地震ࢹータを཰集しࢹータ࣋ーࢫを構⠏ࡍるィ⏬࡟関ࢃってࡁた．協議会の部会

で⟇ᐃした᪉㔪とᩚྜᛶをಖ᳨ࡘࡘࡕウጤ員会の᪉でᐇ務స業を行っている．  

地震予知（研究）ィ⏬࡟よって඲国のᣐ点大学でࡣᐃ常地震観測を⥆ࡅているࡀ，ྛ大

学で観測㛤ጞ時ᮇ࡞␗ࡣっている．ࡇࡇでྛࡣ大学ࡀಖ᭷ࡍる最ึのࢹータから཰集ࡍる

࠺ࢁࡑ出ࡀータࢹ࡟඲国的，ࡀあるࡶータの出ている大学ࢹした．１㸷㸴５年から࡟とࡇ

の１ࡣ㸷㸵㸴年㡭からである（ࡇの時点でࡶ஑ᕞ地᪉の観測ࡣ✵ⓑ࡞࡟っておࡾ，同ࡌᇶ

‽で日本඲国の震ኸ分布ᅗࡀ࡝࡞స成でࡁるの１ࡣ㸷㸶４年௨㝆である）．また，１㸷㸷

㸵年ࡣ࡟大学のࢹータࡶ気㇟ᗇ࡟提౪ࡉれるよ࡞࡟࠺ったので，１年㛫の㔜」ᮇ㛫をྲྀっ

て１㸷㸷㸶年ᮎまでのࢹータを཰集ࡍるࡇととした．ࡇれまで࡟震※ࢹータ $（観測点の

ㄞྲ್ྀ࡞し）の཰集ࡣ᏶஢し，⌧ᅾࡣ㦂震ࢹータ %（震※ࢹータ㸩ㄞྲ್ྀ）を཰集してい

るとࢁࡇである．ࡇれからྛ大学のࢹータの照ྜࢹ࡝࡞ータ提౪関ಀ機関の࢙ࢳックを⤒

てࢹータ࣋ーࢫ໬し，１年後を目㏵࡟一⯡බ㛤ࡍる予ᐃである． 

 ௨下࡟北海道大学のࢹータ提౪の≧ἣを㏙࡭る． 

  北海道大学地震予知観測地ᇦセンター（１㸷㸷㸶年までࡇࡣれであった，௨下5C(P）の

ࣝーࢳン（ᐃ常）地震観測のࢹータฎ理᪉ᘧࡣ大ࡘ２ࡣࡃࡁのᮇ㛫࡟分ࡅられる．１㸷㸵

㸴年㸵月の観測㛤ጞから１㸷㸷２年㸵月までのミࢥࢽン中ᚰのࢫࢩテ࣒から，１㸷㸷３年

５月まで（１年ᙅ）の PC の後⌧ᅾまでࡑ，よる⛣行ᮇ㛫を⤒て࡟ WIN よって࡟テ࣒ࢫࢩ

いる．ࡇの㛫࡟観測点の㓄⨨≧ἣࡶ࡟大࡞ࡁ変໬ࡀあࡾ，震※ࢹータࡣ⵳✚ࡉれているࡀ，

ってࡶータをࢹの࡝ 5C(P のබ表ࢹータとࡍるのࡀよいかࡣᚲࡎしࡶ明☜で࡞ࡣい．知っ

ての㏻ࡾ震※せ⣲の್ࡣ，震※Ỵᐃ᪉ἲ，௬ᐃした㏿度構造࡟࡝࡞よって␗࡞るので，ྛ

人ྛᵝの震※ࢹータࡀあࡾᚓるからである．ࡇࡇでࡣ௨下のよ࠼⪄࡞࠺᪉で 5C(P のࢹー

タをぢ┤したࡶのを඲国のࢹータ࣋ーࡳ⤌࡟ࢫ㎸まれるよ࡟࠺提౪した． 

震※ࢹータ$を⏝いて地震活動࡝࡞ᇶ本的࡞ㄪᰝ研究ࡀ出᮶るよࡍ࡟࠺る．ࡇのた࡟ࡵ，

5C(P ࣝーࢳン࡟よる震※Ỵᐃ್をᇶ本とࡍるのࡣ当↛であるࡀ，気㇟ᗇ（-0$）の震※せ

⣲ࡀ分かっている地震ࡘ࡟いてࡣ 5C(P の結ᯝとẚ㍑した．ࡑの結ᯝࡀ大࡞␗ࡃࡁる時࡟

，ࡀい࡞࡝ࢇと࡯ࡣのࡶを変᭦したࡉ῝ある．震ኸとࡶたሙྜࡏࢃྜ࡟5C(Pの್を-0$ࡣ
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マࣗࢳࢽࢢーࡀ0ࢻ㸴を㉸࠼る地震で0�3௨上のᕪࡀあるሙྜ（$0-）0ࡣの್と⨨ࡁ᥮࠼

た．また，ఱらかの理⏤࡟よってかࡾ࡞のᮇ㛫ࢃ࡟たってḞ測ࡀあると，地震活動のㄪᰝ

テࢫࢩ１㸷㸶３年５月１㸵日から㸴月㸴日までテ࣓ࣞータࡣ㹐㹁㹃㹎で．ࡍたࡁ支㞀を࡟

࣒ᨵ造のたࡵḞ測したࡇ，ࡀの㛫࡟発生した日本海中部地震（㹋7�7）とࡑのవ震のࢹー

タࡀᚓられてい࡞い．ࡇのᮇ㛫のࢹータ0-ࡣ$の震※せ⣲で⿵඘した．同ࡌ理⏤で大つᶍ

 ．ータを⿵඘したࢹの$0-ࡣ࡟でḞⴠしているሙྜࣝ࢖࢓ࣇ5C(Pࡀ地震（06��௨上）࡞

WIN の㦂測ࢹータࣝ࢖࢓ࣇからᶆ‽的࡞㦂測表（౛࠼ば気㇟ᗇの地震月報࡝࡞）ྵࡣ࡟

まれているせ⣲（震※㸩観測点ㄞྲ್ྀ）をᢳ出した．ࡇの㝿，人ุ᩿ࡀしてN2IS(のࣛ࣋

ࣝを௜ࡅた࢙ࣦ࢖ントのㄞྲ್ྀࡶṧࡉれているのでࡇれࡣ㝖いた．また，明らか࡟同ࡌ地

震を2度ㄞྲྀࡳっているとุ᩿ࡉれるሙྜࡘ１ࡣ࡟の地震࡟⤫ྜした．ྵ࡟%ࣝ࢖࢓ࣇま

れる震※せ⣲ࡣ࡟手をຍ࠼てい࡞い．震※せ⣲をᚲせとࡍるሙྜࣝ࢖࢓ࣇࡣ$を౑ってࡶ

らࡇ࠺とを᝿ᐃしておࡾ，㦂震ࢹータ㹀࡟ある震※せ⣲ࡣㄞྲ್ྀをᚲせとࡍるሙྜの࢖ン

 ．ている࠼⪄ると࡞ࡣ࡟ࢫックࢹ

௨上のよ࡟࠺⚾の⊂᩿で手をධれたࢹータࢹࡀータ࣋ーࢫ᏶成時ࡣ࡟北海道大学のࢹ

ータとしてබ㛤ࡉれるࡇとࡾ࡞࡟まࡍ．㹐㹁㹃㹎のࢹータࡣ関ಀ⪅඲員の㈗㔜࡞生⏘≀で

あるࡇとࡣ඘分ㄆ㆑しているࡾࡶࡘでࢹ，ࡀࡍータをබ㛤ࡍるとࡍれば㑊ࡅて㏻れ࡞い道

ࡉし，一⯡බ㛤ࡍ出᮶ま࡟明かࡣータを提౪したかࢹ࡞࠺のよ࡝．ࡍとᛮっていま࠺ࢁࡔ

れる前ࢹࡣ࡟ータのຍ㝖修ṇྍࢇࢁࡕࡶࡣ⬟でࡍので，✚ᴟ的࡟ᚚពぢを㡬ࡁたいとᛮい

まࡍ． 

 
 

ప・高࿘波の２ࡘのS波をᣢࡘ地震波ᙧ㸸 
 ῶ⾶・ᩓ஘㡿ᇦ࡞上㠃のᒁᡤ的ࣈࣛࢫ

 

蓬田 清 

 

 ỿࡳ㎸ࣈࣛࢫࡴ内部ࡸ上ഃࡑࠊの上のマント࢙ࣝ࢘ッࡃྂࠊࡣࢪから地震波のῶ⾶およ

びᩓ஘の␗常࡞㡿ᇦであるࡇとࡀ知られているࠋ本研究でࠊࡣ北海道ᮾ部のࣈࣛࢫ内部で

の῝発地震からࡰ࡯真上࡟ఏ᧛ࡍるሙྜ࡟観測ࡉれるࠊᴟࡵて≉ᚩ的࡞波ᙧよࡑࠊࡾの成

ᅉを⪃ᐹࡍるࠋ 

 下中ᅗ2001ࠊࡣ 年 3 月 2 日ە࡟の地点の῝ࡉ 129km での地震（ỿࡳ㎸ࡴኴ平洋ࣞࣉー

トの二㔜῝発地震㠃の下㠃）からのỈ平成分の波ᙧを୪࡭たࡶのであるࠋ一部の記録（ࡇ

の౛でࡣ最後の４記録ࡉࠊら࡟観測点 .IP での㸴ࡘの࣋࢖ントの NS 成分の記録を下ྑᅗ

い࡞常の␗࡟≉られる㸸（１）ࡵㄆࡀᚩ≉࡞ࡁ௨下の大ࡣ࡟（ࡍ♧࡟ P ┤㐩波（２）高࿘

波成分（2 Hz ௨上）ࡀⴠࡕているS┤㐩波（３）ࠊS┤㐩波から 2 a 6 ⛊㐜れて� Hz ௨

上の高࿘波成分をᣢࠊࡕ⥅⥆時㛫ࡶ多10ࡣࡃ ⛊௨内のẚ㍑的❧ࡕ上ࡀࡾࡀ明░࡞後⥆波ࠋ

≉ᐃの観測点また࣋࢖ࡣントで常࡟観測ࡉれるࡅࢃで࡞いࡇとと（１）よࢯࠊࡾーࢧࡸࢫ

ࡁのと結論でࡶよる࡟㇟⌧㏵中のS波のఏ᧛ࡣ波ᙧ࡞␗≉れらのࡇࠊࡃ࡞ࡣトのᙳ㡪で࢖

るࠋ௚の多ࡃの震※での観測とࡏࢃྜࡶるとࡇࠊの౛でࢃࡶかるよ（２）ࠊ࡟࠺の高࿘波S

波のῶ⾶の大ࡁい㡿ᇦࣈࣛࢫࡀ上㠃の῝�0 ࡉ km ࡝࡯の上ഃࡰ࡯࡟ᖏ≧࡟Ꮡᅾしࡑࠊの

海⁁ഃのቃ⏺ࡣᴟࡵてࣕࢩーࣉである（下ᕥᅗ）ࠋ一᪉（３）ࠊの後⥆の高࿘波S波ࠊࡣ┤
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㐩波との㉮時ᕪよࡾ㔲㊰ࠥ᰿ᐊ┤下ࣈࣛࢫ上㠃㏆ࡃのᩓ஘ࡀⴭしࡃ大ࡁい㡿ᇦ࡟㉳ᅉࡍ

ると推ᐃࡉれるࠋ 

内ࣈࣛࢫ島┤下での༙㇋ఀࡣ࡟らࡉࠊ北海道༡西部ࠊࡣ地震波ᙧࡘᚩをᣢ≉࡞࠺のよࡇ 

地震からの記録の一部でࡶㄆࡵられるࡇとからࠊ高࿘波S波のῶ⾶またࡣᩓ஘ࡀ大ࡁい㡿

ᇦࡀᒁᅾしているࡇとࠊࡀỿࡳ㎸ࣈࣛࢫࡴ㡿ᇦでࡣᬑ㐢的であるࡇとを♧၀ࡍるࠋ 
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ㅰ㎡㸸本研究ࡣ勝俣啓・平㈗᫛との共同研究の成ᯝであࠊࡾまた平成１４年度ᮾி大学地

震研究ᡤの一⯡共同研究（2002�G�17）よࡾ研究援助ࡀあったࠋ地震波ᙧ記録ࡘ࡟いてࠊࡣ

北大地震火山研究観測センターと気㇟ᗇから提౪していたࠊࡁࡔまたࠊ㜵⅏科学技⾡研究

ᡤのHi�netの波ᙧ記録をW(%࢖ࢧトから手動で࢘ࢲンࣟーࢻして౑⏝したࠋ 

 

 

地震前඙としての9H)ᖏ電磁波の␗常ఏ᧛（ᨵⰋ୵田ἲ）の観測的研究 
 

森谷武男 

 

前年度よࡾᘬ0ཷ(ࠊࡁ⥆ࡁ信機のᨵⰋࡸヨ㦂的観測を⤒て連⥆観測を㛤ጞしたࠋいࡺࢃ

る୵田ἲでࡣ )0 ཷ信機の同ㄪを目的の࿘波ᩘよࡾᑡしࡎらࡍたࠊ࡟ࡵ電⏺ᙉ度と出ຊࣔ

㐺した࡟電⏺ᙉ度┘どࡣのཷ信機ࠎᡃࠋかった࡞た❧ࡾ成ࡣẚ౛関ಀࡣ࡟ター電ᅽの㛫ࢽ

ࠊ᰿ᐊ地震観測点（N05）ࠊれを౑ってᮐᖠ市༡༊ᮐᖠ地震観測ᡤ（HSS）ࡇࠋった࡞࡟のࡶ

観測を行ってཷ信࡞おいてヨ㦂的࡟（-..）上の国地震観測点ࠊ地震観測点（(50）ࡶࡾ࠼

機のᛶ⬟テࢫトとྛ観測点のࣝ࣋ࣞࢬ࢖ࣀをㄪᰝしたࠋまたኳሷ中川地震観測点（TN.）

の観測᪉ᘧの提᱌⪅である୵田჆男Ặ（ඵࣨᓅࡇࡣでࡇࡇࠋヨ㦂観測を行ったࡶおいて࡟

ኳ文ྎ）࡟ሙᡤを提౪してࠊᡃࠎと平行観測を㛤ጞした（7月）ࠋᡃࡣࠎTN.࡟おいてࡣ⛅

田ᒁࠊ༓ⴥᒁࠊ㔲㊰ᒁの３࿘波ᩘの観測を㸶月から࢔ࣝࣖ࢖ࢲッࣉ᪉ᘧで㛤ጞしたࠋHSS

でࠊࡣ名ᐤᒁࠊ㔲㊰ᒁࠊ⛅田ᒁࠊ༓ⴥᒁࠊ中ᶆὠᒁࠊᾆἙᒁࠊඵ戸ᒁの㸵࿘波ᩘの観測を

ࡶࡾ࠼ࠋしたࣉッ࢔ࢻーࣞࢢ࡟᪉ᘧࣉッ࢔ࣝࣖ࢖ࢲ２月からࠊで㛤ጞしࢲーࢥートࣞࣕࢳ

で３ࠊࡣ月から観測を㛤ጞしたࡇࡇࠋでࡣ᪉位を北ࠊ北ᮾࠊ༡ᮾࠊ༡ࠊ༡西の５᪉ྥ࡟設

ᐃして࢔ンテࢼを設⨨したࡇࡇࠋで࢔ࡣンテࡣࢼᨺ㏦ᒁの᪉ྥでࡃ࡞ࡣ᥈ᰝ㡿ᇦをྥいて
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いるࠋ   

 地震発生前࡟⌧れるᩓ஘波1ࠊࡣ 日１࡟㸫３ᅇ程度ᩘࠊ分㛫ࠊ⣙ 2 㐌㛫ま࠼から観測ࡉ

れる༙ࠋ年の観測結ᯝでࠊࡣ予᝿㏻ࡾ 0５⣭の地震ࠊ内㝣部でࡣ㹋4�� の地震でࡑࡶの発

生前ࡣ࡟ᩓ஘波ࡀᚲࡎ観測ࡉれるࡇとุࡀってࡁたࠋ」ᩘのఏ᧛⤒㊰を┘どࡍるࡇとでᩓ

஘యの位⨨を推ᐃしࠊ震ኸの位⨨の⢭度をྥ上ࡏࡉるࡇとྍࡣ⬟であࠋ࠺ࢁしかし⌧ᅾࠊ

」ᩘの⤒㊰で同時࡟観測ࡉれるࡇとࡣᴟࡵて⛥でࠊ㏻常ࡸࡸࡣ時㛫ࡎࡀれるࡇとࡀ多いࠋ

しかしࠋあるࡀとࡇい࡞ࡁのかุูで࡞の地震の␗常ูࠊのか࡞地震の␗常ࡌ同ࡵのたࡇ

඲⯡的ࡣ࡟本᪉ᘧࠕᨵⰋ୵田ᘧࠖࡣ非常࡟⯆࿡῝い結ᯝと࡞ったࠋ次年度でࠊࡣ北海道北

部のᛴᩳ㠃࡟あるTN.観測点をぢᬕらしのよいၥᐮูへ⛣設しࣕࢳࠊネࣝᩘをቑࡇࡍࡸとࠊ

また北海道ᮾ部࡟観測点を新た࡟設⨨ࡍるࡇとࡉࠊら࡟日高山⬦༡部࡟⥲ྜ的࡞電磁気・

ᨺᑕ⥺観測をᐇ施ࡍるࡇとである2002ࠋ 年の観測結ᯝࡣ 2002 年⛅の地震学会で発表しࠊ

関ಀ⪅のὀ目を集ࡵたࠋまた2003年I8GG(ᮐᖠ)࡟おいてࡶ発表ࡍる予ᐃであるࠋ 
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 2002 年 3 月⌧ᅾの観測≧ἣࠋ⥳㸸ཷ信点ࠊ㉥㸸ᨺ㏦ᒁ 

 

 

1993年釧路沖地震による強震動記録：震源及び伝播経路特性の評価 
 

笹谷努（北海道大学大学院理学研究科，sasatani#ares�sci�hokudai�ac�jp） 

森川信அ（㜵⅏科学技⾡研究ᡤ，morikawa#bosai�go�jp） 

前田ᐅ浩（北海道大学大学院理学研究科，tmaeda#ares�sci�hokudai�ac�jp） 

 

 地震発生から10年ࡀ⤒㐣した1993年㔲㊰Ἀ地震（0w 7�6㸹ࣈࣛࢫ内地震）࡟よるᙉ震

動記録のヲ⣽࡞ゎᯒから，ࡇの地震の震※≉ᛶと上部マントࣝの␗常構造のᙉ震動へのᙳ

㡪ࡘ࡟いて᳨ウしたࠋ 

 まࡎ，火山ࣟࣇントの前ᘼഃ࡟位⨨ࡍる岩┙上の観測点࡟おいてS波ຍ㏿度࣌ࢫクトࣝ

をồࡑ，ࡵれと᪤ の震※࢖ンࣂーࣙࢪン࡟よるᕧど的᩿ᒙ࣓ࣛࣃータと࣓࢜࢞二஌震※

の結ᯝ，1Hzࡑࠋクトࣝとをẚ㍑した࣌ࢫよる理論࡟ࣝࢹࣔ よࡶࡾ高࿘波ᩘഃでの観測ࢫ

࣌クトࣝࡣ理論࣌ࢫクトࣝよࡣࡶࡾるか࡟大ࡁい᣺ᖜを᭷ࡍるࡇとࢃࡀかったࡇࠋの事ᐇ

␗≉て࡭ẚ࡟௚の地震，ࡀ㔲㊰Ἀ地震のຍ㏿度地震ࣔー࣓ントᐦ度の高࿘波ᩘࣞ࣋ࣝ，ࡣ

 ࠋとと関ಀしているࡇを♧した್࡞ࡁ大࡟

 次࡟，⤒㦂的ࣜࢢーン関ᩘἲを⏝いて，ᗈい࿘波ᩘᖏᇦࢃ࡟たるᙉ震動記録をㄝ明ࡍる

震※ࣔࢹ ，してࡑࠋータを推ᐃした࣓ࣛࣃを構⠏し，୙ᆒ㉁᩿ᒙ（ࣝࢹࣔ࢕テࣜ࣌ࢫ࢔ࣝ）

ᕧど的᩿ᒙ࣓ࣛࣃータと୙ᆒ㉁᩿ᒙ࣓ࣛࣃータの関ಀࡘ࡟いて᳨ウした結ᯝ，୧⪅のࣛࣃ
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࣓ータࡀ，ቭ・௚（2002）࡟よる震※᩿ᒙをࣜ࣌ࢫ࢔テࣝࢹࣔ࢕としたሙྜのお஫いの関

ಀを‶㊊ࡍるࡇとࢃࡀかったࠋ 

ートቃ⏺地震であるࣞࣉ内地震である㔲㊰Ἀ地震とࣈࣛࢫ，࡟らࡉ  1994 年୕㝣ࡣるか

Ἀ地震（0w㸻7�7）࡟よるᙉ震動記録をẚ㍑し，㔲㊰Ἀ地震ࡀ⊃い㡿ᇦから▷時㛫࡟多ࡃ

の地震波࢚ネࣝࢠーをᨺ出しているࡇとを౛♧したࠋ 

 最後࡟，㔲㊰Ἀ地震࡟よる火山ࣟࣇントの前ᘼഃと⫼ᘼഃでのᙉ震動記録をẚ㍑し，⫼

ᘼഃでࡣ▷࿘ᮇ地震波ࡀᴟ➃࡟Ḟࡅているࡇとをᣦ᦬したࡇࠋれࡣ，火山ࣟࣇントをቃ࡟

して地震波のῶ⾶構造ࡀ大࡞␗ࡃࡁっているࡇとを♧しているࡇࡑࠋで，ࡸࡸ῝発地震࡟

よる.�N(T観測点の記録を⏝いて࿘波ᩘ㡿ᇦでの࢖ンࣂーࣙࢪンから，北海道ᮾ部での4s

್を推ᐃしたࠋ前ᘼഃでの4s್ࡣ，࿘波ᩘ࡟ẚ౛ࡍる㏻常の್を᭷ࡍるࡇとࢃࡀかったࠋ

一᪉，⫼ᘼഃの記録でࡣ▷࿘ᮇ成分ࡀ大ࡃࡁῶ⾶ࡉれて S/N ẚࡀᝏࡇࡑ，ࡃでの 4s ್を

推ᐃࡍるࡇとࡀで࡞ࡁかったࠋしかし，⣙ 1sec よࡶࡾ㛗࿘ᮇ地震波ࡑࡣれ࡝࡯大ࡃࡁῶ

 ࠋあるࡀるᚲせࡍὀព࡟とࡇい࡞れていࡉ⾶

 Nov� 20�22� 2002� ᮾி，C'520）࣒࢘ࢪン࣏ࢩ11ᅇ日本地震ᕤ学➨，ࡣれらの成ᯝࡇ 

112）で発表ࡉれたࠋ 

 

 

Three�stage Inversionἲ࡟よる表㠃波トࣔ࢕ࣇࣛࢢー 
㹼 ࢜ーࢫトࣛࣜ࢔大㝣の3次ඖ上部マントࣝ構造の᚟ඖ 㹼 

 

吉澤 和範（北大・理）ࠊ%�/�N� .ennett（࢜ーࢫトࣛࣜ࢔国❧大） 

 

࢕ࣇࣛࢢᚑ᮶の表㠃波トࣔࠊの位┦㏿度ᅗを⏝いてࢻᇶ本及び高次ࣔーࡣࠎれまでᡃࡇ

ーの手ἲをᨵၿしࡘࡘ高⢭度の３次ඖ㹑波㏿度構造をồࡵるたࡵの新しい手ἲ

（Three�Stage Inversion ἲ）を㛤発してࡁた(<oshizawa 	 .ennett� 2002� .ennett 	 

<oshizawa� 2002)ࡇࠋの手ἲ࡟よࠊࡾ高次ࣔーࢻの᝟報ࡸ表㠃波の᭷㝈波㛗ຠᯝࠊ波⥺の

大෇からのࡎれといったࡇࠊれまでᢅࡾྲྀࡣいのᅔ㞴ࡔった✀ࠎの᝟報をຠ⋡的かࡘ同時

トࢫの手ἲを࢜ーࡇࡣ本研究でࠋる࡞と⬟ྍࡀとࡇධれるࡾ᥇࡟ー࢕ࣇࣛࢢ表㠃波トࣔ࡟

 ࠋᛂ⏝した࡟の᚟ඖࣝࢹ地ᇦの新しい３次ඖ㹑波㏿度ࣔ࢔ࣜࣛ

ま࢜ࡎーࢫトࣛࣜ࢔࿘辺ᇦ࡟設⨨ࡉれているI5IS及びG(2SC2P(のࣟࢢーࣝࣂᐃ常観測

点と࢜ࠊーࢫトࣛࣜ࢔国❧大学地震学ࣝࢢー࡟ࣉよって設⨨ࡉれた S.IPP< および .I0%$

ンࣙࢪーࣂン࢖ー波のᆶ┤成分を⏝いて波ᙧࣜ࢖ࣞࠊータからࢹでの⮫時観測点の࢖ࣞ࢔

を行いࠊ波⥺平ᆒの１次ඖ㹑波㏿度ࣔࣝࢹをồࡵるࡇࠋの㝿ࣔྛࠊーࢻẖのྜ成波ᙧと観

測波ᙧからᚓられる┦関波ᙧを࢕ࣇットࡏࡉるࡇと࡟よ１ࡾ次ඖࣔࣝࢹをồࡵていࡇࠋࡃ

れらの１次ඖࣔࣝࢹから３ࠊ次の高次ࣔーࢻまでの位┦㏿度をồࡵるࣔྛࠋーࢻẖの࿘波

ᩘᖏࠊࡣᇶ本ࣔーࢻ㸸40�1�0 １次高次㸸40�140ࠊ⛊ ２次㸸40�100ࠊ⛊ ３次㸸40��0ࠊ⛊

⛊であるࠋ 

次ࠊ࡟ᚓられた⣙ 2000 ࢪーࣂン࢖ᙧ⥺࡟及び࿘波ᩘẖࢻーࣔྛࠊる位┦㏿度をࡍᑐ࡟ࢫ

ࣙンを行い位┦㏿度分布࡟ᒎ㛤ࡍるࣔࠋ ࠊれࡉよってᒎ㛤࡟㠃%�spline関ᩘ⌫ࡣ㛫✵ࣝࢹ

のಀᩘをࡑ /S45 ἲ࡟よってồࡵるࡇࠋのよ࡟࠺してᚓられた位┦㏿度分布ᅗࠊࡣ波⥺㏣

㊧ࡸ波⥺࿘辺の࢖ン࢚ࣝࣇンࢰࢫーンを฼⏝して㝶時᭦新ࡉれるࡇࠋの࢖ン࢚ࣝࣇンࢰࢫ
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ーンࡣ表㠃波の᭷㝈波㛗ຠᯝを㏆ఝ的࡟記㏙ࡍる㡿ᇦであࠊࡾ➨一ࣞࣇネࣝࢰーンの⣙１

㸭３のᖜとしてᐃ義ࡉれる（<oshizawa and .ennett� 2002）ࠋ最⤊的࡟ồまった」ᩘのࣔ

ーࢻẖおよび࿘波ᩘẖの位┦㏿度分布ᅗからྛࠊ地点࡟おࡅるࣟー࢝ࣝ࡞位┦㏿度分ᩓ᭤

⥺を᚟ඖࡍるࡇࠋれらの分ᩓ᭤⥺をࢹータとしてࡉら࡟非⥺ᙧ࢖ンࣂーࣙࢪンを行いྛࠊ

地点ẖのࣟー࢝ࣝ１࡞次ඖࣔ࡟ࣝࢹᒎ㛤しࠊ最⤊的３࡞次ඖ㹑波㏿度構造ࣔࡀࣝࢹᚓられ

る 

」ᩘの␗࡞る࢖ンࣂーࣙࢪン࢝ーネࣝ（౛࠼ばࠊ波⥺㏣㊧ࠊࡸ᭷㝈波㛗ຠᯝ࡟よるࣔࢹ

ࣝ᭦新の᭷↓）を⏝いるࡇと࡟よࠊࡾᡃࡘ１ࡣࠎのࢹータセットからᩘࠊ✀の３次ඖࣔࢹ

ࣝをồࡵたࠋ඲てのࣔ࡟ࣝࢹおいてࠊ波㛗1000㹩㹫௨上のࢣࢫーࣝの大つᶍ構造ࡘ࡟いて

ࡇຠᯝ的であるࡀ波⥺理論ࠊࡣ࡟大つᶍ୙ᆒ㉁構造の᚟ඖࡣれࡇࠋるࡍ⮴一ࡃよ࡟非常ࡣ

とを♧၀しているࠋ一᪉でࠊ波⥺㏣㊧࢖ࡸン࢚ࣝࣇンࢰࢫーンを⏝いて᭦新ࡉれたࣔࣝࢹ

ࢫン࢚ࣝࣇン࢖࡟≉ࠋられるࡳࡀᑐしてのᨵၿ࡟ーࣝの構造ࢣࢫ࡞ࡉ小ࡾよࠊࡣおいて࡟

㐺࡟Ỉ平᪉ྥࡀ度構造㏿ࠊ࡟ࡵの᭷㝈波㛗ຠᯝのたࡑࠊࡣおいて࡟ࣝࢹーンを⏝いたࣔࢰ

度࣒ࢫ࡟ーࢪンࡉࢢれているࠋまた２ࠊ点㛫波⥺㏣㊧の結ᯝᡃࠊ ࠊࡣの⏝いた࿘波ᩘᖏでࠎ

波⥺の大෇からのࡎれࣝࢹࣔࡣのᨵၿ࡝࡯ࡉࡣ࡟㔜せで࡞ࡣいࡇとࡶ明らか࡞࡟ったࠋ一

᪉ࠊ波⥺㏣㊧を行࡟ࡎࢃ大෇࿘辺のࡳの࢖ン࢚ࣝࣇンࢰࢫーンを⏝いたሙྜでࠊࡶᐇ㝿の

波⥺࿘辺のࡑれを⏝いたሙྜとࡰ࡯同ᵝࣝࢹࣔ࡞を୚࠼るࠋᚑってࠊ表㠃波トࣔ࢕ࣇࣛࢢ

ーࣔࣝࢹのᨵၿ࡟当たってࠊࡣ波⥺のࡎれよࠊࡶࡾ᭷㝈波㛗ຠᯝを⪃៖ࡍるࡇとの᪉ࡀよ

 ࠋる࠼㔜せであるといࡾ

 

>ཧ⪃文⊩@ 

<oshizawa� .� and .ennett� %�/�N�� 2002� 'etermination oI the inIluence zone Ior 

surIace wave paths� Geophys� -� Int��149� 440�4�3� 

.ennett� %�/�N� and <oshizawa� .�� 2002� $ reappraisal oI regional surIace wave 

tomography� Geophys� -� Int�� 1�0� 37�44� 

 

 

᭷㝈波㛗表㠃波のセンࢩテࣅ࢕テ࢕ー・࢝ーネࣝ 
 

吉澤 和範（北大・理） 

 

ᚑ᮶ࠊ地震波トࣔ࢕ࣇࣛࢢーࡣ高࿘波㏆ఝ࡟よる波⥺理論࡟ᇶ࡙いてࡁたࠋしかしࠊᐇ

㝿の地震波ࡣ᭷㝈࡞波㛗をᣢࠊࡕ波⥺࿘辺㡿ᇦからのᙳ㡪をཷࡅてఏ᧛ࡍるࠋᡃࡇࡣࠎれ

までࠊ表㠃波の᭷㝈波㛗ຠᯝを⪃៖した࢖ンࣂーࣙࢪンἲの㛤発ࢇ⤌ࡾྲྀ࡟でࡁた

（<oshizawa 	 .ennett� 2002a� .ennett 	 <oshizawa� 2002）ࡇࠋれらの研究でࠊ➨一ࣇ

ࣞネࣝࢰーンᖜの⣙1/3の㡿ᇦ内を㏻る波ࠊࡀ中ᚰ波⥺࡟ἢった波とࣄࢥーࣞント࡞位┦

をᣢࡇࡘと࡟╔目しࠊ表㠃波⥺࿘辺の࢖ン࢚ࣝࣇンࢰࢫーンのᴫᛕをᑟධしたࡇࠋれ࡟よ

ẚ㍑ࠊࡀの᚟ඖࣝࢹーࣔ࢕ࣇࣛࢢධれたトࣔࡾྲྀ࡟表㠃波の᭷㝈࿘波ᩘຠᯝを㏆ఝ的ࠊࡾ

的ᑡ࡞いィ⟬㔞でྍ⬟と࡞った（<oshizawa� 2002� <oshizawa 	 .ennett� 2002b）ࠋ 

本研究でࠊࡣよࡾ」㞧࡞表㠃波の᭷㝈࿘波ᩘຠᯝをᢅ࠺たࣛ࢝ࢫࠊࡵー波࡟ᑐࡍる࣎ࣝ

ン及びࣜトࣇ㏆ఝと₞㏆波⥺理論とを⤌ࡏࢃྜࡳるࡇと࡟よࠊࡾ表㠃波の波ᙧࠊ位┦及び
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᣺ᖜのࡑれࡒれ࡟ᑐࡍるセンࢩテࣅ࢕テ࢕ー・࢝ーネࣝをồࡵる手ἲを㛤発したࠋᶓ᪉ྥ

୙ᆒ㉁፹యでのཝᐦ࢝࡞ーネࣝをィ⟬ࡍるた２ࠊࡣ࡟ࡵ点㛫波⥺㏣㊧を⧞ࡾ㏉ࡍᚲせࡀあ

ࡍ㍍ῶ࡟ィ⟬㔞を大ᖜࠊࡾよ࡟para[ial ray ㏆ఝのᑟධࠊࡀるࡍィ⟬㔞をせ࡞大⭾ࠊࡾ

るࡇとࡀでࡁるࠋPara[ial ray ㏆ఝࡣ㏿度構造ࡀ⁥らかであれば非常࡟Ⰻࡃ成ࠊࡀࡘ❧ࡾ

ᙉい୙ᆒ㉁ࡀあるሙྜࠊཝᐦ࢝࡞ーネࣝࡣ中ᚰ波⥺࡟ᑐして非ᑐ⛠と࡞るたࠊࡵpara[ial

࢝ーネࣝとࡣか࡞␗ࡾ࡞るࡇとࡀあるࠋしかし࢖ࠊン࢚ࣝࣇンࢰࢫーンの㡿ᇦ内࡟㝈ればࠊ

para[ial ࢝ーネࣝࡣᙉい୙ᆒ㉁の下であってࠊࡶཝᐦ࢝࡞ーネࣝとࡰ࡯一⮴ࡍるࠋ 

る１次ඖ࢝ーネࣝࡍᑐ࡟ࣝࢹࣔ⌫ᑐ⛠地⌫ࠊる2次ඖ࢝ーネࣝとࡍᑐ࡟れら位┦㏿度ᅗࡇ

との⤌࡟ࡏࢃྜࡳよࠊࡾS 波㏿度構造࡟ᑐࡍるࠊ時㛫㡿ᇦ࡟おࡅる３次ඖ࢝ーネࣝへとᣑ

ᙇࡍるࡇとࡶでࡁるࡇࠋのよ3࡞࠺次ඖ࢝ーネࣝを฼⏝ࡍるࡇと࡟よࠊࡾ観測ࡉれた表㠃

波の波ᙧࢹータから┤᥋3次ඖS波㏿度構造࢖࡟ンࣂーࣙࢪンࡍるࡇとྍࡀ⬟と࡞るࠋし

たࡀってࠊᚑ᮶の主࡞表㠃波トࣔ࢕ࣇࣛࢢーのよࠊ࡟࠺事前࡟位┦ࡸ᣺ᖜをィ測ࡍるᚲせ

 ࠋる࡞࡟とࡇい࡞ࡀ

表㠃波のࠊࡣる研究ࡍ関࡟ー・࢝ーネࣝ࢕テࣅ࢕テࢩ2次ඖ及び3次ඖセン࡞࠺のよࡇ

᭷㝈波㛗ຠᯝを⪃៖して位┦㏿度ࡸS波㏿度構造への࢖ンࣂーࣙࢪンを行ࡇ࠺とをྍ⬟࡟

しࠊ表㠃波トࣔ࢕ࣇࣛࢢーἲの᭦࡞る発ᒎ࡟᭷⏝ࡶ࡞のとࠋ࠺ࢁ࡞ 

 

>ཧ⪃文⊩@ 

.ennett� %�/�N� and <oshizawa� .�� 2002� $ reappraisal oI regional surIace wave 

tomography� Geophys� -� Int�� 1�0� 37�44� 

<oshizawa� .�� 2002� 'evelopment and application oI new approaches Ior surIace wave 

tomography� Ph�'� thesis� $ustralian National 8niversity� Canberra� 

<oshizawa� .� and .ennett� %�/�N�� 2002a� 'etermination oI the inIluence zone Ior 

surIace wave paths� Geophys� -� Int��149� 440�4�3� 
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活火山のᐃ義ᨵᐃとࣛンク௜ࡅ 

 

宇井忠英（北海道大学大学院理学研究科地⌫ᝨᫍ科学ᑓᨷ） 

 

 ࡟ࡵࡌࡣ １

 活火山とࡣ㺀㐣ཤ 2000 年௨内࡟噴火した火山及び⌧ᅾ噴気活動ࡀ活発࡞火山㺁であると

教科᭩࡟࡝࡞記ࡉれているࠋ気㇟ᗇࡇࡣのᐃ義࡟よる�6の活火山をᣦᐃし（気㇟ᗇ，1991）ࠊ

火山活動の┘ど・観測を行って火山᝟報を発表してࡁたࠋ௚の行ᨻ機関ࡑࡣれをཷࡅて

ᵝ࡞ࠎ㜵⅏ᑐᛂの施⟇を行ってࡁたࠋ 

活火山を࠺࡝ᐃ義ࡍるかࡣୡ⏺ྛ国࡟よ࡞␗ࡾるࠋ⡿国のࢫミ࢔ࢽࢯン研究ᡤでࡣୡ⏺の

活火山の噴火ᵝᘧࠊ噴火の推⛣ࠊ⅏ᐖᐇ績をྵࡴ噴火ᒚṔのࢹータ࣋ーࢫを構⠏しているࠋ

火山活ࠊ༓年௨上の噴火ఇṆᮇの後ᩘࠊれࡉ♧ࡀとして噴火の㛫㝸の⤫ィࡘの成ᯝの一ࡑ



動を෌㛤ࡍる火山ࡀあるࡇとを明らか࡟した（Simkin and Siebert� 1994）ࠋ)rancis(1993)

噴火し࡟㐣ཤ10�000年程度の㛫ࠊࡾ火山であࡘる⬟ຊをᣢࡵ௒後噴火をጞࡣ㺀活火山とࡣ

た地㉁学的࡞ドᣐのある火山㺁とᐃ義しているࠋ 

日本でࠊࡣ౛࠼ば2000年の噴火でὀ目ࡉれた᭷⌔山ࡣ⣙7�000年前から1663年までの㛫

噴火したᙧ㊧᳨ࡀ出ࡉれてい࡞いࡇࠋのࡇとからࡶ㐣ཤ 2000 年௨内の噴火ᒚṔ࡟よࡾ活

火山をᐃ義ࡍると噴火のྍ⬟ᛶのある火山をぢⴠとしてしま࠺とい࠼るࠋ活火山の┘ど・

観測を業務とࡍる気㇟ᗇで࠺ࡇࠊࡣした最㏆の学⾡的࡞動ྥをྲྀࡾධれてࠊ火山噴火予知

連絡会のࡶと࡟活火山ワー࢟ンࣝࢢࢢーࣉを設⨨して活火山のᐃ義のぢ┤しస業を進ࡵ

てࡁたࡇࡣ⪅➹ࠋのస業࡟おいてୡヰ人のᙺ๭をᯝたした2003ࠋ年1月࡟気㇟ᗇࡣ┘ど・

観測の㔜せ度࡟よって分ࡅたࣛンクをࡅࡘた新しいᐃ義࡟よる活火山のࣜࢫトをබ表し

たࠋ௨下࡟新しいᐃ義とࣛンクの௜ࡅ᪉のᴫせを⤂介し，最後࡟➹⪅のぢゎを㏙࡭るࠋ 

 

２ 新しࡃᐃ義ࡉれた活火山 

 新しい活火山のᐃ義ࡣ㺀おおよࡑ㐣ཤ10�000年௨内࡟噴火した火山及び⌧ᅾ噴気活動ࡀ

ㄆࡵられる火山を活火山㺁と࡞るࠋ活火山ೃ⿵を㑅ᐃࡍるた࡟ࡵಶࠎの火山ࡘ࡟いてࠊ地

㉁ㄪᰝ࡟ᇶ࡙ࡃ噴火ᒚṔ᝟報ࠊ噴火年௦測ᐃ್➼を原ⴭ論文࡟あたࠊࡾಶࠎの記㍕を᳨ウ

したࠋまた⌧ᙺの研究⪅からࡶ┤᥋᝟報をᚓたࠋ᭦࡟✵中෗真と地ᙧᅗで火山地ᙧの᳨ウ

を行ったࠋ 

 日本ࡣ࡟௦表的࡞火山構造とࡉれる成ᒙ火山（౛㸸ᐩ士山）の࡯かࠊ࡟大つᶍ࡞火○ὶ

噴火を㉳ࣛࢹࣝ࢝ࡍࡇ火山（౛㸸㜿⸽࢝ࣝࣛࢹ）ࠊ⁐岩ࢻー࣒⩌をసる火山（౛㸸㞼௝火

山）ࠊ噴火地点ࡀ噴火の度࡟変ࢃる༢成火山⩌（౛㸸ᮾఀ㇋༢成火山⩌）ࠊ小ᆺの࢝ࣝࣛࢹ

火山（౛㸸⫝ᢡ࢝ࣝࣛࢹ）➼噴火ᒚṔの␗࡞る多ᵝ࡞火山構造ࡀあるࡇࠋれらの㛫で噴火

の⧞ࡾ㏉し㛫㝸࡞␗ࡀるࡇとࡣୡ⏺的࡞⤫ィから明らかである(Smith and /udke� 19�4)ࠋ

ᚑって඲ての火山を一ᵝ࡟ 10�000 年とい࠺しࡁい್で活火山かྰか機Ე的࡟㆑ูࡍるの

㛗いのࡀ噴火の෌᮶㛫㝸ࡣー࣒⩌をసる火山ࢻ岩⁐ࡸ火山ࣛࢹ小ᆺの࢝ࣝࠋい࡞᭷ຠでࡣ

で 10�000 年とい࠺ᇶ‽を多ᑡ外れてࡶ活火山とࡁ࡭ࡍであࠋ࠺ࢁ༢成火山⩌ࡘ࡟いてࡣ

ಶูの火山名でᣦᐃࡍるࡇとࡣ↓ព࿡で，火山⩌としてᗈᇦ一ᣓして一ࡘの活火山とࡍる

のࡀよい࢝ࠋ ࡀ10�000年௨内の噴火ᒚṔࠊので࡞୓年程度ᩘࡣ火山の噴火෌᮶࿘ᮇࣛࢹࣝ

あればࡑれࡴࡣしࢁᏳ඲᝟報とい࠼るࠋ 

新しいᐃ義࡟よる活火山10ࡣ�と࡞ったࠋ内ヂࡣᚑ᮶の名⛠のままの活火山ࠊ�2ࡀ新た࡟

ᣦᐃࡉれる活火山ࠊ22ࡀṧࡀࡾᣦᐃ範ᅖの㏣ຍ࡟క࠺࡞名⛠変᭦࡟ࡘ２ࡸ分๭ࡉれた火山

であるࠋ 

 

３ ࣛンクの௜ࡅ᪉ 

 活火山といってࡑࡶの活動度ࡣᵝࠎであるࠋ活発࡞活動を⥆ࡅる火山からࠊఱ༓年ࡶの

㛫㟼✜࡞火山までを一ᚊᢅࡾྲྀ࡟い┘ど・観測ࡍるࡇとࡣ㐺ษとࡣゝ࡞࠼いࠋ 

 活火山のࣛンク௜ࡅのたࡘ２࡟ࡵの␗࡞る࢝テࣜࢦーの᝟報を᳨ウしたࠋ噴火ᒚṔ࡟ᇶ

㛗ᮇ活動ࠋᮇ活動ᣦᩘである▷ࡃᇶ࡙࡟㛗ᮇ活動ᣦᩘと㏆年の火山の┘ど・観測᝟報ࡃ࡙

ᣦᩘࡣ㐣ཤ 10�000 年௨内の噴火活動の᭷↓ࠊ最大噴火つᶍࠊ噴出≀ࡀ山㯄࡟㐩したᐇ績

からᐃ㔞的࡟ホ౯したࡶのであるࠋ一᪉▷ᮇ活動ᣦᩘࡣ最㏆100年௨内の噴火ࡸ火山ᛶ␗

常ࡀ観測ࡉれた年ᩘの⥲ィと噴出≀⥲㔞からᐃ㔞的࡟ホ౯ࡍるࠋ 
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活火山ࡣ㛗ᮇ活動ᣦᩘと▷ᮇ活動ᣦᩘを⤌ࡏࢃྜࡳて３ࡘのࣛンク࡟分ࡅるࡇと࡞࡟るࠋ

㛗ᮇ活動ᣦᩘ，▷ᮇ活動ᣦᩘఱれかࡀあるしࡁい್よࡾ大ࡁい活火山をࣛンク$として気

㇟ᗇࡣ㔜点的࡟┘ど・観測を行ࣛࠋ࠺ンク%ࡣ$�C௨外の活火山で┘ど・観測のつᶍࣛࡣ

ンク$よࡾ小ࡉいࠋ㛗ᮇ活動ᣦᩘ，▷ᮇ活動ᣦᩘ共ู࡟のしࡁい್࡟‶た࡞い活火山をࣛ

ンクCとしてࠊ常時観測ࡣ行ࠊࡎࢃᗈᇦ的࡞地震観測と地殻変動観測のネットワークから

の᝟報で火山活動を᳨出ࡍるࡇと࡞࡟るよࠋࡔ࠺ 

 

４ 㜵⅏ᑐᛂの課㢟 

 ௒ᅇ行ࢃれる活火山のᐃ義のᨵᐃとࣛンク௜ࡣࡅ気㇟ᗇ࡟よる┘ど・観測యไの᭦࡞る

ᩚഛࡅྥ࡟てのᇶ‽と࡞るであࠋ࠺ࢁしかしࠊ年ࠎ発生ࡍる気㇟⅏ᐖとࡾ࡞␗ࡣ火山⅏ᐖ

手である火ࡅ᝟報のཷࡣでࡅࡔ火山᝟報をὶしたࡀであるから，気㇟ᗇ㇟⌧࡞で多ᵝ⛥ࡣ

山地ඖの⮬἞యࡸఫẸࡣ᭷ຠ࡞ᑐᛂྲྀࡣれ࡞い199ࠋ�年௨᮶の岩手山୕ࡸᏯ島ࠊᐩ士山の

活動≧ἣࡑࠊࡣれࡒれの火山࿘辺の♫会᝟ໃ࡟ᛂࡌて行ᨻ࡞ࣝࣈࢩ࢟ࣞࣇࡀ┘ど観測యไ

 ࠋるᚲせᛶを≀ㄒっているࡍ㜵⅏ᑐᛂを構⠏ࡸ

2000年の᭷⌔山噴火へのᑐᛂで火山㜵⅏マッࣉの᭷ຠᛶࡀ❧ドࡉれたࠊࡀ火山㜵⅏マッࣉ

ᅾ⌧ࡣれている活火山ࡉసられ㓄布ࡀ 30 でࡅࡔ㜵施設のᘓ設◁ࡣ噴火⅏ᐖࠋい࡞た‶࡟

火山ࠊࡣ࡟る࠼ࡉᢲࡃ࡞ᐖをᑡ⿕࡟㝿࠺噴火といࡊいࠋ明ⓑであるࡣとࡇい࡞れࡁࡂ㜵ࡣ

㜵⅏マッ࡟ࣉᇶ࡙ࡁ，ྛ火山ᅛ᭷の♫会≧ἣࡶ㋃ま࠼た㜵⅏ᑐ⟇の構⠏ࡀ行ᨻ࡟ồࡵられ

るࠋまたࠊ火山࿘辺࡟ᒃఫࡍるఫẸࡀ噴火ᒚṔࡸᑗ᮶の噴火࡝࡞࢜ࣜࢼࢩ火山㜵⅏のㄆ㆑

を高ࡵる努ຊをᬑẁから㔜ࡡておࡇࡃとࡀ᭷ຠであるࠋ 
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Formation of a zoned magma chamber and its evolution during historic 
eruptive activity of Tarumai volcano, Japan 

 
Mitsuhiro Nakagawa （中川光弘） 

Department of Earth & Planetary Sciences, Hokkaido University, Sapporo, Japan 
 

Tarumai volcano is a post-caldera pyroclastic cone of Shikotsu caldera, southwestern Hokkaido, 
and one of the three active volcanoes in northern end of NE Japan arc which began series of eruptive 
activity since 17th century after several thousands years’ dormancy. Three major eruptive activities of 
the Tarumai volcano have been recognized in 9000, 3000 ka and since AD 1667. The 1667 plinian 
eruption occurred after ~3000 years’, and produced a large amount of air-fall pumice and pyroclastic 

 99



flow deposits (total=1.0 km3DRE). Another large plinian eruption occurred in 1739 were also 
accompanied with pyroclastic flows (total=0.7 km3DRE). Since then, although magmatic eruptions 
had occurred frequently from 1804 to 1909, scale of each eruption suddenly decreased (0.006 – 0.02 
km3DRE). These activity erupted pumice falls, pyroclastic flows and lava domes. No magmatic 
eruption has occurred after the dome-forming eruption in 1909. Historic pyroclastics consist of 
pumice, gray pumice, scoria and banded pumice. These and lavas are mostly augite-hypersthene 
andesites associated with olivine-bearing augite-hypersthene andesites.  

The rocks of 1667, 1739 and latest (1804-1909) show considerable variations, SiO2=57.5-62.5 
(1667), 55-63 (1739) and 57-62.5 (latest). However, variations in Mg-value of phenocrystic augite 
and hypersthene and An contents of plagioclase phenocrysts are similar irrespective of whole-rock 
compositions. These pyroxenes are not equilibrium with coexisting olivine phenocrysts on the basis 
of Fe-Mg partitioning between them. This and the presence of banded pumice suggest that the 
variations in the rocks of each activity are formed by magma mixing between pyroxene-bearing 
andesitic and olivine-bearing basaltic magmas. However, different types of pyroxenes and 
plagioclase phenocrysts have occurred since 1739. Based on Wo contents of pyroxenes, phenocrysts 
of augite with lower Wo and hypersthene with higher Wo are found in addition to pyroxenes with the 
same Wo contents as those in 1667 eruptives. Another type of plagioclase and magnetite phenocrysts 
have also occurred in the ejecta since 1739. Plagioclase phenocrysts with higher FeO and MgO 
contants have coexisted with those with lower FeO and MgO. Distributions in Mg/Mn ratios of 
magnetite are unimodal in 1667 eruptives, whereas those have become wider in both 1739 and latest 
ones. These different types of phenocrysts crystallized in magma with different magmatic 
temperature. Based on compositional mineral equilibrium, phenocrystic minerals are divided into 
three, type 1 (lower temperature), type 2 (intermediate) and olivine(higher). The type 1 phenocrysts 
are low Wo augite, high Wo hypersthene, low FeO plagioclase, low Mg/Mn magnetite and ilmenite. 
These would be contained in the silicic andesite magma (type 1 magma) which temperature is about 
950 C (two pyroxene) and 900 C (two oxides). On the other hand, type 2 phenocrysts are high Wo 
augite, low Wo hypersthene, high FeO plagioclase and high Mg/Mn magnetite with no ilmenite. 
These would be derived from intermediate andesitic magma (type 2 magma) with temperature of 
about 1000 C (two pyroxene). Olivine must not equilbriate with the above minerals in the same 
magma, and would crystallize in basaltic magma. Considering the assemblage of the above types of 
phenocrysts, the basaltic magma mixed with the type 1 magma in 1667, whereas the above three 
magma mixed in 1739 and latest. The type 2 magma always mixed with the type 1 magma. In 
addition, the rocks of each eruptive activity form linear trends in oxide-oxide diagram, suggesting 
that mixing of two end-member magmas occurred in each activity. Thus, type 2 magma was formed 
by mixing between the basaltic and type 1 magmas. It could be concluded that both type 1 and type 
2 magmas form a zoned magma chamber by injection of the basaltic magma into the type 1 magma 
during 1667 activity. Considering the density, the type 2 magma has underplated beneath the type 1 
magma. 

Compositions of olivine phenocrysts differ among each activity: Fo=74~76 in 1667, 71~74 in 
1739, and 73~74.5 in latest. This is consistent with the difference in chemical compositional trends 
of the rocks from each activity in SiO2-FeO/MgO diagram. Also, the rocks show three distinc trends 
in SiO2-P2O5, -Sr diagrams. These suggest that end-member basaltic magmas have differed among 
each activity. In conclusion, magma plumbing system beneath Tarumai volcano has been composed 
of shallower zoned magma chamber formed during 1667 eruption and deeper several batches of 
basaltic magma.   

The ratio of type 2 magma in latest activity is much larger than that in 1739, suggesting that 
considerable amount of the lower part of the zoned magma chamber has been withdrawn in the latest 
activity. Tapping depth in a magma chamber strongly depends on eruption rates. Considering 
eruptive volume and recorded eruption durations, eruption rate was much larger in 1667 and 1739 
compared to those in the latest activity. Withdrawal depth should be much shallower in the latest 
activity compared to 1667 and 1739 ones. Thus, thickness of type 1 magma in the zoned magma 
chamber would be thin in the latest activity. Most of type 1 magma in the upper part of the zoned 
magma chamber could be withdrawn in 1667 and 1739 eruptions. Considering the temporal 
variations in both the ratios of type 1 and type 2 magmas in eruptives and eruptive volume, it could 
be assumed that considerable scale of plinian eruptions such as 1667 and 1739 ones might not occur 
in near future. 
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Identifying seismic gap and quiescence by monitoring spatio-temporal changes in 
seismic energy releases and recurrence patterns 

 
Yuzo Toya 

 
Seismic gaps and seismic quiescence episodes are systematically mapped along some of the major 
tectonic boundaries near Japan for last 100+ years.  Quantitatively evaluating seismicity patterns is 
an important step in the development of a reliable earthquake forecasting algorithm.  
Spatio-temporal distribution of cumulative seismic energy release is graphed to identify spatial 'gaps' 
in seismicity, while at the same time, space-time distribution of inter-event time (or elapsed time 
since last event) for given magnitude-class events is mapped to delineate zones of on-going apparent 
seismic quiescence.  Importantly, the sampling window size and shape used for mapping a tectonic 
boundary segment is decided in reference to known fault dimension of a recent local maximum 
earthquake (or 'characteristic earthquake').  The employed simple but systematic mapping scheme 
allowed successful identification of some spatio-temporal 'gaps' in seismicity preceding large events 
(M ge. 7.0), as reported by other researchers.  Furthermore, other forms of seismicity patterns 
became apparent in result for some cases, such as migration of epicentres and nearly periodic 
occurrence of seismic quiescence.  For example, a few clear southward migration episodes of 
mostly moderate size events (M ge. 5) could be observed along the tectonic boundary of the eastern 
Japan Sea.  Following the migrating pattern of moderate events, large earthquakes along the same 
boundary appeared to migrate northward.  Also, in the case of southern Kurile trench near 
Hokkaido, quasi-periodic seismic quiescence episodes in M ge. 7 events were noticed dividing the 
studied plate boundary into approximately four equal-size segments.  Each separate tectonic 
segment was apparently moving with its characteristic recurrence period in tune with its neighbours.  
At the same time, M ge. 7.5 class events along the boundary in southern Kurile appear to occur by 
filling the gap at the SE Nemuro Pen. Oki.  A regionally nested structure of asperities is conjectured 
as a source for the future gap filling event(s) in the area.  The SE Nemuro Pen. Oki plate segment is 
geodetically shown to be coupled as well, and the strain is being accumulated there.  Accordingly, 
the segment may host large gap-filling earthquake(s) (M ge. 7.5) in the near future.  The introduced 
method is an effective tool for illustrating regular patterns in seismicity. 
(Note: 'ge.' = greater than and equal to) 
 

Reading the current trend of crustal deformation from acceleration field 
 using GPS data 

 
Yuzo Toya 

 
Local and regional scale crustal movements of inland Japan were investigated using both velocity 
and acceleration vector fields derived from continuous GPS array data, operated by the Geographical 
Survey Institute of Japan.  The GPS data used here are horizontal and vertical station position 
changes at about a thousand stations, approximately 30km apart.  We fit first- and second-order 
polynomials to time-series data, with prominent seasonal and transient signals removed.  
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Acceleration can be described as a vector comparable to velocity, so we simply depict their spatial 
distribution in the vector-field format.  Acceleration fields of crustal deformation in Japan 
effectively portrayed non-linear trends of deformation and their rate changes, for example; (1) 
concentric (subsiding- / uplifting-) trends associated with recent volcanic activities {e.g. Unzen, 
Sakurajima}, (2) trends of crustal movement associated with recent slow earthquakes {e.g. Bungo 
Channel, Tokai, Off-Choshi, and Boso-Pen. slow events}, or much gradual and larger scale build-up 
of forces against nearby plate interfaces, (3) back-slip trends of the overriding plate on a subducting 
plate {e.g. Tokai, Tohoku Region}, (4) rather weak trend of local crustal block movements {e.g. East 
of Abashiri Tectonic Line}, (5) trends of pre- and post- seismic deformations {e.g., the 2000 Western 
Tottori earthquake and 2001 Geiyo earthquake}.  Acceleration presumably arises from cumulative 
effects of various transient geodynamic processes, where it is also influenced by other factors such as 
mechanical strength (cf. density, heterogeneity, etc.) of crustal materials, and their distributions.  
Currently, comparison between observable crustal deformation patterns and seismicity is in progress.  
 

 
Figure:  Map of Velocity and Acceleration Fields 
 ● Sakurajima volcano bulging trend (in velocity); ongoing deflation (in acceleration) 
 ● Tokai-Kanto slow event(s) ongoing slow events 
 

Systematic identification of active fault zones in inland Japan  
utilizing large-scale GPS array 

 
Yuzo Toya 

 
Active fault zones of inland Japan are identified via an exploratory approach to nationwide 
continuous GPS array data, horizontal station-positions recordings of 789 stations, approx. 30km 
apart.  Paramount strain is presumably being released along webs of active faults, as much other parts 
in the Earth’s crustal surface being rather ‘rigid.’  Likewise, micro-plate formation is prevalent in 
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areas directly above the confluence of several major tectonic plates.  Assuming the general 
homogeneity of deformation rate within each fault block, multiple neighbourhood operations with 
median operative on deformation rate vectors can be effectively applied to predict probable extent of 
a fault block.  With further deduction of robust trends in strain-rate distribution, we illustrate 
temporal grouping variability of tangible fault blocks on Japanese islands, thereby illuminating 
manifest movements along active faults. 

Figure:  Pseudo Strain Rate Distribution 
 ●Dilatation (color scale: mostly in compression) 
  + {P-axes for earthquakes M>=4,  

within upper plates of contiguous subduction zones [source: JMA]}  
 ●Maximum Shear 
 
 

Constraints on Rifting Across the Kenya rift Inferred from GPS 
 

Waithaka Hunja, Minoru Kasahara, Muya Kamamia 
 
The Kenya rift which forms part of the great African rift has been an area of profound interest to 
earth scientists spawning numerous experiments for a number of decades. Most of these have been 
restricted to seismic, magnetic and other geophysical methods. Despite all these, none of the models 
so far proposed can describe the mechanisms of continental rifting within this region.To determine 
the current tectonic processes within the Kenya rift, a local GPS network was established in 
1998.The network which comprises a total of 8 stations spans most of the central part of the rift 
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basin. It has been observed periodically for the last 4.5yrs with two of the stations, KISM and ELDS 
being maintained on a continuously operating status. 
The results obtained from evaluating the 8 stations surveyed indicate a  1.5±1mm/year shortening 
on the area east of the rift basin. Across the rift axis, aligned roughly in the NW-SE direction, there is 
a significant extension of approximately 2mm/year. These initial results, although not wholly 
conclusive are consistent with the local strain regime and forms the basis for a first attempt at 
constraining geophysical models using geodetic methods. 
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Geodetic Network  Deformation Analysis: An Application to the Kenya rift GPS Network. 
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２．研究業績 

 

笠原稔 

１．主࡞観測のᴫせ  

（１）研究観測地ᇦࠊᴟᮾࠊ࢔ࣜ࣋ࢩἢ海ᕞおよびᗑ⯒ 

目的㸸ᴟᮾ࡟࢔ࣜ࣋ࢩおࡅる㹅㹎㹑連⥆観測࡟よる地殻変動の研究 

内ᐜ・成ᯝᴫせ㸸ヲしࡣࡃ笠原の研究テーマをཧ照ࠋ 

ཧຍ⪅ 北大㸸笠原稔ࠊ高橋浩晃ࠊ 

事業名ࣕࢳ࣒࢝ࠊッ༙࢝島࡟おࡅる GPS 観測 一部科研㈝ࠊ一部ጤ任⤒理㔠 

（２）研究観測地ᇦࠊ࢝ࢫࣛ࢔ࠊ 

目的ࠊ㹍㹩㹫㹭㹩࢝ࣝࣛࢹの地殻変動観測 

内ᐜ・成ᯝᴫせ ３ᅇ目の 2kmok 島での GPS 観測を �月上᪪の 2㐌㛫ࢃ࡟たって行っ

たࡑࠋの結ᯝ1997ࠊ 年噴火௨㝆199ࠊ� 年よࡾጞまっている山య⭾ᙇࠊࡣ᫖年 1年㛫

の 3ಸ࡟㐩しࠊ⭾ᙇࡀຍ㏿しているࡇとを☜ㄆでࡁたࡉࠋらࠊ࡟山㡬部ࠊ最ࡶ活発࡞

火口㏆ഐの 度および噴↮㔞のቑ大ࡀ☜ㄆࡉれたࠋ 

 ཧຍ⪅ 北大㸸宮城洋介(修士 2年)ࠊ笠原稔>後᪉支援@ࠊᮾ北大学理学研究科（బ

藤ಇဢ技官）ࠊ名ྂᒇ大学理学研究科（木⫤文᫛助教授） 

事業名2ࠊkmok 火山࡟おࡅる GPS 観測ࠊN$S'$ 支援研究事業 

   

２．発表論文 

Saltykov 9�� 0�.asahara� (�Gordeev� 0�2kayama�� 9�Sinitsyn� 0�Takada and 

9�Chebrov� High�)reTuency Seismic Noise Components 2bserved on Cape (rimo� 

Hokkaido Island� -apana� Izvestiya Phys� Solid (arth� 3�� 16��172� 2002 

Gerasimenko 0� and 0�.asahara� Tectonic plate motion and deIormation by space 

geodesy measurements (on the Tuestion oI Ii[ing kinematics reIerence Irame)� 

Geology oI the PaciIic 2cean� 21� ��13� 2002 

Hiroshi Hashimoto� <uji (nomoto� $kito Tatsumi and 0inoru .asahara� $nomalous 

geo�electric signals associated with recent seismic activities in Tsukuba and 

volcanic activity at 0t� 8su in Hokkaido� in Seismo (lectromagnetics � 

/ithospere�$tmosphere�Ionospere Coupling� eds� 0�Haykawa and 2�$�0olchanov� 

pp77��0� T(55$P8%� Tokyo� 2002 

.ei .atsumata� 0�.asahara� and S�2zawa� $ Iive years super�slow aseismic 

precursor model Ior the 1994 0��3 Hokkaido�Toho�2ki lithospheric earthTuake 

based on tide gauge data� Geophy� 5es� /ett�� 29� 10�129�10�132� 2002 

勝俣啓・和田┤人・笠原稔・岡山宗夫ࠋ一柳昌義・石川春義・㛗㑳夫・௚ �6 名ࠊ大

学ྜ同⮫時地震観測࡟よってỴᐃࡉれた島ᘼ̿島ᘼᆺ日高⾪✺ᖏ௜㏆の震※分布

と震※࣓࣒࢝ࢬࢽゎࠊ震研ᙡ報ࠊ㸵㸵２ࠊ199�223ࠊ㸮㸮２ 

岡ᓮ紀ಇ・高橋浩晃・笠原稔・石୸⪽・森済・北川㈆அ・藤原೺἞・中⚰ṇ明ࠊ高ᐦ

度 GPS 観測࡟よる 2000 年᭷⌔山噴火の地殻変動ࠊ火山�47ࠊ47ࠊ㸫��7２ࠊ㸮㸮２ 

高橋浩晃・岡ᓮ紀ಇ・・石୸⪽・森済・ᯇ島೺・渡㑓⠜志・୕ᾆဴ・中ᑿ茂・ຍ藤照
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அ・木⫤文᫛・笠原稔２ࠊ࿘波 GPS ཷ信機࡟よる２㸮㸮㸮年᭷⌔山噴火前後の地殻

変動観測ࠊ火山４ࠊ㸵２ࠊ161�166ࠊ㸮㸮２ 

勝俣啓・笠原稔・和田┤人ࠊ⛻ᐦ地震観測⥙࡟よってぢ࠼てࡁたኴ平洋ࣞࣉート内༑

勝Ἀ᩿⿣ᖏࠊ地⌫２ࠊ499��02ࠊ２４ࠊ㸮㸮２ 

田村ៅ・一柳昌義・笠原稔・.im Choon 8ng・Sen 5ak Se㸸ࣜࣁࢧン༡部࡟おࡅるὸ

発地震活動ࠊ北大地⌫≀理学研究報告ࠊ㸴５２ࠊ127�142ࠊ㸮㸮２ 

笠原稔࢝ࢫࣛ࢔ࠊ内㝣のࣜࢼࢹ（'enali）活᩿ᒙで 0w㸵．㸷の大地震ࠊS(IS02�地震

ㄪᰝ研究推進本部ࣗࢽーࠊࢫ㸵�１２ࠊ11�12ࠊ㸮㸮３ 

笠原稔ࠊ㉸ᕧ大ὠ波をకってࡶ୙ᛮ議で࡞い༑勝Ἀ・᰿ᐊἈ0 5$)$ࠊookࠕ�地震ࢃࡀ

かるࠖࠊࠋᮅ日新⪺♫２ࠊ14�17ࠊ㸮㸮２ 

地⌫⎔ቃㄪᰝィ測事典 ➨ 1 ᕳ 㝣ᇦ⦅，┘修 ➉内ᆒ，2002 年 12 月 ࢪࣇテクࣀ

テ࣒ࢫࢩ ..．➨ 3⦅ ᅛయ地⌫科学 ➨ 1❶ 地⌫のᙧ（地ᙧ）と変ᙧ（地殻変動）

を測る．➨ �⠇ ఙ⦰・ṍࡳ変໬ 笠原 稔 pp��11��19 

 

４．ྲྀᚓ研究㈝ 

１）研究✀目，科学研究㈝⿵助㔠（地ᇦ連ᦠ推進研究㈝（２）），石⊁ప地ᖏ北部の

地震活動と活構造の関ಀ࡟関ࡍる研究，௦表⪅，笠原稔 

㔠㢠 ２，㸶㸮㸮༓෇ 

２）研究✀目，科学研究㈝⿵助㔠（ᇶ┙研究 $（１）），࢜࣍ーࢶクࣞࣉートおよび

 のㄪᰝ研究，௦表⪅，笠原稔ࢫクࢽートቃ⏺ᇦの地震テクトࣞࣉー࣒ࣝ࢔

㔠㢠 １５，４㸵㸮༓෇  

３）研究✀目ཷࠊク研究 

㢟目ࠊᮐᖠ市┤下࡟発生ࡍる地震のㄪᰝ研究 

 㔠㢠 ２，１㸮㸮༓෇ 

 

５．♫会活動 （ྛ✀ጤ員会のጤ員，予知連，協議会ጤ員➼） 

地震ㄪᰝ研究推進本部地震ㄪᰝጤ員会海⁁ᆺ地震分科会ጤ員ࠊ 

地震ㄪᰝ研究推進本部ᨻ⟇ጤ員会観測ィ⏬分科会ጤ員ࠊ 

噴火予知連絡会⮫時ጤ員ࠊ日本学⾡会議測地学研連ጤ員ࠊ 

北海道㜵⅏会議ᑓ㛛ጤ員（地震ᑓ㛛部会ጤ員）ࠊ 

 

㸴．会議ཧຍ 

地震ㄪᰝ研究推進本部地震ㄪᰝጤ員会海⁁ᆺ地震分科会ࠊ観測ィ⏬分科会ࠊ出ᖍ 

 
勝俣啓 
２．発表論文 

.atsumata� .�� 0� .asahara� S� 2zawa and $� Ivashchenko� $ Iive years super�slow 

aseismic precursor model Ior the 1994 0��3 Hokkaido�Toho�2ki lithospheric 

earthTuake based on tide gauge data� Geophys� 5es� /ett�� 29� 

10�1029/2002G/0149�2� 2002� 
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勝俣啓・和田┤人・笠原稔・௚ 61 名ࠊ大学ྜ同⮫時地震観測࡟よってỴᐃࡉれた島

ᘼ㸫島ᘼᆺ日高⾪✺ᖏ௜㏆の震※分布と震※࣓࣒࢝ࢬࢽゎࠊ地震研究ᡤᙡ報ࠊ77ࠊ

 ．2002ࠊ199�223

.atsumata� .� and N� Wada� $utomatic seismic tomography� 'o you believe human 

or computer"� -� )ac� Sci� Hokkaido 8niv� Ser� 9II (Geophysics)� 12� 9�1�� 

2003� 

 

３．学会発表 

勝俣啓・和田┤人・笠原稔ࠊ北海道日高⾪✺ᖏ௜㏆の 3 次ඖ P 波・S 波㏿度構造ࠊ日

本地震学会⛅Ꮨ大会（ᶓ὾）ࠊP1�02002ࠊ． 

勝俣啓・笠原稔・小沢ៅ୕郎・$࢖�ワ࢙ࢩンࠊࢥ月平ᆒ₻位から᳨出ࡉれた㉸ࡺっࡃ

地⌫ᝨᫍ科学関連学会ࠊࡾ࡭ࡍ地震前඙ࡾ 200２年ྜ同大会（ᮾி）ࠊS046�0072002ࠊ． 

 
㸴．会議ཧຍ 
㈈ᅋἲ人 地震予知⥲ྜ研究᣺⯆会 
 研究会 地震活動⤫ィ部会ࢫクࢽテクトࣔࢫ࢖ࢧ

➨１ᅇ 平成 14 年 � 月 17 日 

➨ 2 ᅇ 平成 14 年 7 月 19 日 

➨ 3 ᅇ 平成 14 年 10 月 11 日 
➨４ᅇ 平成 14 年 12 月 12 日 
 
高橋浩晃 

１．主࡞観測のᴫせ 

ン༡部でのࣜࣁࢧ（１） GPS・地震観測． 

おいて࡟⥺ン༡部ᶓ᩿測ࣜࣁࢧ GPS 観測をᐇ施．また，同時࡟⮫時地震観測ࡶ

ᐇ施 

での࢔ࢽࢣ（２） GPS 観測 

ーGPSࣞࣂトࣇࣜ 観測⥙で観測をᐇ施． 

（３）北海道㥖ࢣᓅでの GPS 観測 

北海道❧地㉁研究ᡤ・ᮐᖠ⟶༊気㇟ྎと協ຊして GPS 観測を⥅⥆． 

（４）ᒅᩳ㊰・ᦶ࿘ᓅ࿘辺での GPS 観測． 

⩌発地震発生࡟కい，⮫時地震・GPS 観測をᐇ施． 

 

２．発表論文 

岡ᓮ紀ಇ，高橋浩晃，笠原稔，石୸⪽，森済，北川㈆அ，藤原೺἞，中⚰ṇ明，高ᐦ

度㹅㹎㹑観測࡟よる 2000 年᭷⌔山噴火࡟క࠺地殻変動，火山，47，�47�44�� 2002．  

高橋浩晃・岡ᓮ紀ಇ・石୸⪽・森済・ᯇ島೺・渡㑓⠜志・୕ᾆဴ・中ᑿ茂・ຍ藤照அ・

木⫤文᫛・笠原稔，２࿘波 GPS ཷ信機࡟よる 2000 年᭷⌔山噴火前後の地殻変動観

測，火山，47，161�166，2002．  

一柳昌義・高橋浩晃・本谷義信・笠原稔・୕ࢣ田ᆒ・平田㈼἞・ᮎᘅ₩，2001�2002

年࡟発生した༑勝Ἀの≉␗࡞地震活動，北海道大学地⌫≀理学研究報告，66，�7�101，
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2002． 

笠原稔・୸山ಖ洋・高橋浩晃・9�)�%akthiarov・9�/evin・(�Gordeev，GPS 連⥆観測

 �ッ࢝地ᇦの地殻変動，月ห地⌫，2�，1��19� 2002ࣕࢳよる࣒࢝࡟

岡ᓮ紀ಇ・高橋浩晃・中ᑿ茂・笠原稔，GPS 観測࡟よる 2000 年᭷⌔山噴火前後の地殻

変動，月ห地⌫，ྕ外 39，22�2�，2002． 

高橋浩晃，GPS 観測ࢹータからࡳた北海道ᮾ部と日高山⬦の地殻変動，月ห地⌫，24，

7，�0���11�2002． 

 

３．学会発表 

一柳昌義・高橋浩晃・笠原稔・S(N 5ak Se，北大・ࣜࣁࢧン㛫での࢖ンターネット࡟

よるࣜࣝ࢔タ࣒࢖地震波ᙧ஺᥮�日本地震学会ㅮ₇予✏集⛅Ꮨ大会�2002� �22��22�． 

岩下里詩・高橋浩晃・笠原稔・岡ᓮ紀ಇ・宮村῟一，GPS ᓅの地殻ࢣよる北海道㥖࡟

変動�日本火山学会ㅮ₇予✏集�2002�2�197�197． 

岡ᓮ紀ಇ・高橋浩晃・中ᑿ茂・笠原稔，GPS 連⥆観測࡟よる 2000 年᭷⌔山噴火前後の

地殻変動�地⌫ᝨᫍ科学関連学会ྜ同大会予✏集 (C'�520)�2002� �9032�P002． 

 

４．ྲྀᚓ研究㈝ 

科学研究㈝⿵助㔠㸸海外学⾡ㄪᰝ㸸࢜࣍ーࢶクおよび࣒࢔ーࣝࣞࣉートቃ⏺ᇦの地⌫

≀理的ㄪᰝ㸸分担（観測）1���12 ༓෇． 

 

５．♫会活動 

-IC$  測㔞地ᅗ学院ᇦ外ㅮᖌ࢔ࢽࢣ

地震予知協議会‽ഛ㐣程部会ጤ員． 

 

㸴．会議ཧຍࣜࢫト 

➨ 3ᅇ日㟢⡿国㝿地震火山ワークࣙࢩッࣉཧຍ㸸ࣂ࢔࢙ࣇ・࢝ࢫࣛ࢔ンクࢫ 

ỿࡳ㎸ࡳᖏ࡟関ࡍる国㝿ワークࣙࢩッࣉཧຍ㸸ࣟࣜࣁࢧࣀࢪࣘ・࢔ࢩンࢫク 

 

本多亮 

1� 主࡞観測のᴫせ 

１㸷５２年༑勝Ἀ地震の震※ᇦ࡟おࡅる海底地震観測 

ཧຍ⪅㸸高波鐵夫・村井芳夫・本多亮・勝俣啓，２㸮㸮２年㸵月 

 

２� 発表論文 

Honda 5� and .� <omogida� Contribution oI vertically traveling plane S�wave to 

dynamic and static displacements near a Iinite Iault� Geophys� -� Int�� 2003� 

1�2� 443�4�4 

高波鐵夫・村井芳夫・本多亮・西村♸一・勝俣啓・島村英紀・㛗谷川ㄔ୕・ ᾋỌஂ

(2003)�海底地震ィ࡟よる19�2年༑勝Ἀ地震の震※ᇦでの地震観測ー ᗎ報ー�北海
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道大学地⌫≀理研究報告  

 

３�学会発表 

本多亮ࠊ蓬田 清 ・地表㠃での㟼的及び動的変位ሙへの表ᒙのᙳ㡪とࡑの࿘波ᩘ౫Ꮡ

ᛶࠊ地⌫ᝨᫍ科学関連学会ྜ同大会(S049P006)ࠊᮾி５ࠊ月 

本多 亮ࠊ笠原 稔・ṍ地震記録から推ᐃࡉれる 2000 年北海道᰿ ᐊ༙島Ἀ地震の震※

㐣程ࠊ地震学会⛅Ꮨ大会(S0��09101212�0603$)ࠊᶓ὾１１ࠊ月 

Honda 5� and .� <omogidaSimultaneous Synthesis oI Static and 'ynamic Ground 

0otions Near a )inite )ault in a /ayered 0edium (G�2$�09��)・ $G8 Iall 

meeting�2002�'ecember�San )rancisco�  

 

５．♫会活動 （ྛ✀ጤ員会のጤ員，予知連，協議会ጤ員➼） 

日本地震学会௦議員 

国㝿地震ᕤ学研修（地震学ࢥーࢫ）研修生へのㅮ義（2002 年 10 月 2 日） 

 
島村英紀 
２．発表論文 
0jelde� 5�� Timenes� T�� Shimamura� H�� .anazawa� T�� Shiobara� H�� .odaira� 

S�� Nakanishi� $�� 2002� $cTuisition� processing and analysis oI densely 

sampled P� and S�wave 2%S�data on the mid�Norwegian 0argin� N( $tlantic� (arth 

Planets Space� �4� 1219�1236� 

$urvaag� 5�� .odaira� S�� Shimamura� H�� Gunnarsson� .�� Nakanishi� $�� Shiobara� 

H�� 2002� 9p/9s�ratios Irom the central .olbeinsey ridge to the -an 0ayen basin� 

North $tlantic� implications Ior lithology� porosity and present�day stress 

Iield� 0arine Geophysical 5esearches� 23� 12��14�� 

0jelde� 5�� $urvaag� 5�� .odaira� S�� Shimamura� H�� Gunnarsson� .�� Nakanishi� 

$�� Shiobara� H�� 2002� 9p/9s�ratios Irom the central .olbeinsey ridge to the 

-an 0ayen basin� North $tlantic� implications Ior lithology� porosity and 

present�day stress Iield� 0arine Geophysical 5esearches� 23� 12��14�� 

0jelde� 5�� .asahara� -�� Shimamura� H�� .amimura� $�� .anazawa� T�� .odaira� 

S�� 5aum� T�� Shiobara� H�� 2002� /ower crustal seismic velocity�anomalies� 

magmatic underplating or sepentinized peridotite" (vidence Irom the 9oring 

0argin� N( $tlantic� 0arine Geophysical 5esearches� 23� 169�1�3� 

'igranes� P�� 0jelde� 5�� .odaira� S�� Shimamura� H�� .anazawa� T�� and Shiobara� 

H�� 2003� 5egional and semi�regional modeling oI wide�angle shear waves in 

2%S data Irom the 9oring %asin� N� Nowray ̽  a comparison� (arth Planets Space� 

��� 6���1� 

%reivik� $�� 0jelde� 5�� Grogan� P�� Shimamura� H�� 0urai� <�� Nishimura� <�� 

.uwano� $�� 2002� $ possible Caledonide arm through the %arents Sea imaged 

by 2%S data� Tectonophysics� 3��� 67�97�  

5aum� T�� 0jelde� 5�� 'igranes� P�� Shimamura� H�� Shiobara� H�� .odaira� S�� 
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Haatvedt� G�� Sorenes� N�� Thorbjornsen� 2002� Crustal structure oI the 

southern part oI the 9oring %asin� mid�Norway margin� Irom wide�angle seismic 

and gravity data� Tectonophysics� 3��� 99�126� 

Nakamura� 0� <oshida� <�� Zhao� '�� <oshikawa� .�� Takayama� H�� $oki� G�� 

<amazaki� T�� .asahara� -�� .anazawa� T�� Sato� T�� Shiobara� H�� Shimamura� 

H�� Nakanishi� $�� 2002� Three�dimensional P and S wave velocity structure 

beneath central -apan� Papers in 0eteorology and Geophysics� 9ol� �3� No�1� 

1�2�� 

Nakanishi� $�� Shiobara� H�� Hino� 5�� 0ochizuki� .�� Sato� T�� .asahara� -�� 

Takahashi� N�� Suyehiro� .�� Tokuyana� H�� Segawa� -�� Shinohara� 0�� 

Shimamura� H�� 2002� 'eep crustal structure oI the eastern Nankai Trough and 

Zenisu 5idge by dense airgun � 2%S seismic proIiling� 0arine Geology(Special 

issue) 1�7/1�2 pp� 47�62� 

Nakanishi� $�� Shiobara� H�� Hino� 5�� .asahra� -�� Suyehiro� .�� Shimamura� 

H�� 2002�Crustal structure around the eastern end oI coseismic rupture zone 

oI the 1944 Tonankai earthTuake� Tectonophysics� 3�4� 2�7�27�� 

 

４．ྲྀᚓ研究㈝ 

科学研究㈝⿵助㔠ᇶ┙研究(㸿)(２)，研究௦表⪅㸸島村英紀 

活動のいまࠕᚤ小地震からぢたࠊ海⁁㸫海ᕊの῝部地下構造と࡞␗≉ୡ⏺ྛ地のࠕ  ࠖ 

のゎ明ࠖ�10 ୓෇ 

 

５．♫会活動 

࣏ーࣛンࢻ科学ࢹ࢝࢔ミー外国人会員 

国❧ᴟ地研究ᡤ・㐠Ⴀ協議ጤ員会・㐠Ⴀ協議員（地学部会㛗） 

国❧ᴟ地研究ᡤ・地学ᑓ㛛ጤ員会・ጤ員㛗 

国❧ᴟ地研究ᡤ北ᴟ科学研究推進≉ูጤ員会ጤ員  

日本学⾡会議・ᴟ地研究連絡ጤ員会・ጤ員（ጤ員㛗） 

༡ᴟ科学ጤ員会(SC$5)日本௦表 

➨一⟶༊海上ಖᏳ本部・ἢᓊ㜵⅏᝟報ᅗᩚഛ推進ጤ員会・ጤ員㛗  

♫ᅋἲ人日本地震学会・ホ議員ࠊ௦議員 

北海道大学ᅗ᭩ห行会ホ議員 

 

高波鐵夫 
１．主࡞観測のᴫせ 

（１）研究観測地ᇦ㸸༑勝Ἀ 

19�2 年༑勝Ἀ地震の震※ᇦ࡟おࡅる⌧ᅾのヲ⣽࡞地震活動をᢕᥱࡍるࡇとを目ᶆࠊ࡟

10 ྎの海底地震ィ࡟よる地震観測を 2002 年 7 月 19 日㹼9 月 21 日ᐇ施ࠋ 

ཧຍ⪅㸸北大㸸高波鐵夫ࠊ村井芳夫ࠊ西村裕一ࠊ本多亮ࠊ勝俣啓 

    ⊂❧ἲ人Ỉ⏘⥲ྜ研究センター㸸㛗谷川ㄔ୕ࠊᾋ Ọஂ 
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（２）研究観測地ᇦ㸸ᘵ子ᒅࠊᾆἙ 

ᘵ子ᒅ地ᇦࠊおよびᾆἙ地ᇦの地殻活動をᢕᥱࡍるࡇとを目ᶆࠊ࡟ᒅᩳ㊰ࠊோ多ࠊ上

ᯂ⮻࡟設⨨したࢧックࣂ࢚・ࢫートࢯンయ✚ṍィ࡟よるṍ観測と観測ࢫࢩテ࣒の᭦新ࠋ 

ཧຍ⪅㸸北大㸸高波鐵夫 

    ࢝ーネࢠー研究ᡤ㸸Selwyn Sacks�  $lan /inde� $cierno 0ichael 

 

２．発表論文 

Takanami� T�� and .itagawa� G�� 0ethods and $pplications oI Signal Processing 

in Seismic Network 2perations� /ecture Notes in (arth Sciences� Springer� 

Heidelberg� 26�pp�� 2002� 

.itagawa� G�� Takanami� T�� .uwano� $�� 0urai� <�� and Shimamura� H�� ([traction 

oI signal Irom high dimension time series� $nalysis oI 2cean %ottom Seismograph 

data� Progress in discovery science� eds� $rikawa� S� and Shinohara� $�� 

Springer� %erlin� 449�4��� 2002� 

Takanami� T�� and .itagawa� G�� 0ultivariate time series model to estimate 

arrival times oI S�eaves� in 0ethods and applications oI signal processing 

in seismic network operations� /ecture Notes in (arth Sciences� eds�� Takanami� 

T� and .itagawa� G�� Springer� Heidelberg� 13�39� 2002� 

.itagawa� G�� and Takanami� T�� ([traction oI small seismic signal by state space 

modeling� in 0ethods and applications oI signal processing in seismic network 

operations� /ecture Notes in (arth Sciences� eds�� Takanami� T� and .itagawa� 

G�� Springer� Heidelberg� 1�12� 2002� 

高波鐵夫・村井芳夫・本多亮・西村裕一・勝俣啓・島村英紀・㛗谷川ㄔ୕・ᾋỌஂࠊ

海底地震ィ࡟よる 19�2 年༑勝Ἀ地震の震※ᇦでの地震観測̿ᗎ報̿ࠊ北海道大学

地⌫≀理学研究報告2003ࠊ�63̿7ࠊ66ࠊ． 

 

３．学会発表 

Takanami� T�� and .itagawa� G�� Signal e[traction problems in seismology� 7th 

$nnual 0eeting oI (astern Section oI the Seismological Society oI $merica� 

%oston 8niversity� 2ct� 22� 2002� 

0urai� <�� $kiyama� S�� .atsumata� .�� Takanami� T�� <amashina� T�� Watanabe� 

T�� Cho� I�� .uwano� $�� Wada� N�� Shimamura� H�� 'elamination structure imaged 

in the source area oI the 19�2 8rakawa�2ki (arthTuake� 7th $nnual 0eeting oI 

(astern Section oI the Seismological Society oI $merica� %oston 8niversity� 

2ct� 22� 2002� 

.itagawa� G�� Takanami� T� and 0atsumoto� N�� Statistical modeling approach to 

signal e[traction problems in seismology� invited paper oI the 6th S(G- 

International Symposium� Nihon 'aigaku .aikan� -an� 22� 2003� 
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高波鐵夫・村井芳夫・渡辺ᬛẎ・ሷ原⫕・小平秀一・島村英紀・日野亮ኴ・㔠沢ᩄ彦・

ᮎᗈ₩・⠛原㞞ᑦ・బ藤฼典・᰿ᓊ弘明1993ࠊ 年北海道༡西Ἀ地震の震※ᇦでの P

波㏿度トࣔ࢕ࣇࣛࢢー（No�2）ࠊ地⌫ᝨᫍ科学関連学会 2002 年ྜ同大会2002ࠊ 年 �

月． 

村井芳夫・⛅山ㅍ・勝俣啓・高波鐵夫・渡辺ᬛẎ・山ရ໷史・㛗㑳夫・田中昌அ・᱓

野亜బ子・和田┤人・島村英紀・㉿大㭉・୕田亮平ࠊ海底および㝣上⛻ᐦ地震観測

から明らか࡞࡟った日高⾪✺ᖏの地下構造ࠊ地⌫ᝨᫍ科学関連学会 2002 年ྜ同大

会2002ࠊ 年 � 月． 

高波鐵夫・村井芳夫・西村裕一・本多亮・勝俣啓・島村英紀・㛗谷川ㄔ୕・ᾋஂỌࠊ

海底地震ィ࡟よる 19�2 年༑勝Ἀ地震震※ᇦでの海底地震活動ㄪᰝࠊ日本地震学会

2002 年度⛅Ꮨ大会2002ࠊ 年 11 月． 

高波鐵夫・中西一郎19�2ࠊ 年༑勝Ἀ地震ࡇ࡝ࡣまでゎ明ࡉれたか．㸫海底地下構造ㄪ

ᰝ࡟関連して㸫ࢩࠊン࣏ࣗࢪー࣒ࠕ༡海地震の研究ࠖ㸫ྂい地震波ᙧ記録のព義と

ಖᏑ㸫ࠊ高知大学2003ࠊ 年 3 月． 

 

４．ྲྀᚓ研究㈝ 

科学研究㈝⿵助㔠 ᇶ┙研究（$）㉸高次ඖ時⣔ิ࡟おࡅる予測および᝟報ᢳ出の᪉

ἲࠊ分担ࠊ研究௦表⪅㸸北川※ᅄ郎（⤫ィᩘ理研究ᡤ） 

⤫ィᩘ理研究ᡤ共同研究２ࠊ課㢟␒ྕ 14̿共研̿2022ࠕ海底地震ィ࡟記録ࡉれた⭾大

ᢳ出ἲの㛤発࡞ไᚚ地震記録のຠᯝ的࡞  ௦表ࠊࠖ

ᮾி大学地震研ᡤ≉ᐃ共同研究（%）ࡍࡍࠕから光へ 㸸ྂい地震記㇟のࢪࢹタࣝ໬と

ゎᯒ  研究௦表⪅㸸中西一郎（ி㒔大学大学院理学研究科）ࠊ分担ࠊࠖ

 

村井芳夫 
１．主࡞観測のᴫせ 

（１）༑勝Ἀ࡟おࡅる⮬↛地震観測（海底地震ィ設⨨㸸2002 年㸵月） 

ン構造᥈ᰝ（2002࢞࢔る࢚ࡅお࡟海ࢶンࣞࣂ・ー࢙࢘ࣝࣀ（２） 年㸷月） 

 

２．発表論文 

村井芳夫・⛅山 ㅍ・勝俣 啓・高波鐵夫・山ရ໷史・渡㑔ᬛẎ・㛗 㑳夫・田中昌

அ・᱓野亜బ子・和田┤人・島村英紀・ྂᒇ㐓夫・㉿ 大㭉・୕田亮平，海底およ

び㝣上⛻ᐦ地震観測から明らか࡞࡟った日高⾪✺ᖏの地下構造，月ห地⌫，➨ 24

ᕳ➨ 7ྕ，49��49� 㡫，2002 年． 

%reivik� $� -�� 0jelde� 5�� Grogan� P�� Shimamura� H�� 0urai� <�� Nishimura <� 

	 .uwano� $�� $ possible Caledonide arm through the %arents Sea imaged by 2%S 

data� Tectonophysics� 9ol�3��� Nos�1�4� pp�67�97� 2002� 

高波鐵夫・村井芳夫・本多 亮・西村裕一・勝俣 啓・島村英紀・㛗谷川ㄔ୕・ᾋ Ọ

ஂ，海底地震ィ࡟よる 19�2 年༑勝Ἀ地震の震※ᇦでの地震活動㸫ᗎ報㸫，北海道

 113



大学地⌫≀理学研究報告➨ 66 ྕ，63�7� 㡫，2003 年． 

 

３．学会発表 

村井芳夫・⛅山 ㅍ・勝俣 啓・高波鐵夫・渡㑔ᬛẎ・山ရ໷史・㛗 㑳夫・田中昌

அ・᱓野亜బ子・和田┤人・島村英紀・㉿ 大㭉・୕田亮平，海底および㝣上⛻ᐦ

地震観測から明らか࡞࡟った日高⾪✺ᖏの地下構造，地⌫ᝨᫍ科学関連学会 2002

年ྜ同大会，2002 年 � 月． 

村井芳夫，非常࡟ᐦ࡟分布ࡍるட⿣⩌࡟よる 2 次ඖ SH 波のᩓ஘ῶ⾶と㏿度分ᩓ，日

本地震学会 2002 年度⛅Ꮨ大会，2002 年 11 月． 

村井芳夫，非常࡟ᐦ࡟分布ࡍるட⿣⩌࡟よる 2 次ඖ SH 波のᩓ஘ῶ⾶と㏿度分ᩓ(2)，

ᮾி大学地震研究ᡤ≉ᐃ共同研究（㹀）ࠕ▷波㛗୙ᆒ㉁構造と高࿘波地震波の㍽ᑕ

≉ᛶࠖ研究会，2002 年 12 月． 

 

４．ྲྀᚓ研究㈝ 

ᮾி大学地震研究ᡤ ≉ᐃ共同研究（㹀），▷波㛗୙ᆒ㉁構造と高࿘波地震波の㍽ᑕ

≉ᛶ，研究௦表⪅ 小Ⳣṇ裕（弘前大学理ᕤ学部），研究分担課㢟 ᩿ᒙ◚○ᖏ中

のட⿣㒆࡟よるトࣛッࣉ波のῶ⾶および分ᩓ࡟関ࡍる研究，70 ༓෇． 

 

５．♫会活動 （ྛ✀ጤ員会のጤ員，予知連，協議会ጤ員➼） 

日本地震学会௦議員 

国㝿地震ᕤ学研修（地震学ࢥーࢫ）研修生へのㅮ義（2002 年 10 月 2 日） 

 

岡田弘 
１．主࢕ࣇ࡞ーࣝࢻㄪᰝࠊ研修➼のᴫせ 

 2002 年 4 月 13 日 ᭷⌔山⌧地ㄪᰝ（文科┬ C' ௻⏬࢔ࠊー࢞ࢫ௻⏬ྲྀᮦ同行） 

 2002 年 4 月 20 日 ᭷⌔山᫛和新山Ⓩ山会(୕ᯇ・岡田᱌内ࠊ⌧地ㄪᰝව) 

 2002 年 4 月 26 日 ᭷⌔山⌧地ㄪᰝ(ᨺ㏦大学௻⏬཰録වࠊ⚟田・岡田) 

 2002 年 � 月 1� 日 ᶡ前山Ỉ‽測㔞（森ࠊ岡田） 

 2002 年 6 月  2 日 ᭷⌔山⌧地ㄪᰝ（山㡬部） 

 2002 年 6 月  4 日 㞤㜿ᐮᓅ࣊ࣜㄪᰝ（北海道㛤発ᒁ㜵⅏࣊ࣜ࡯ࠕっかい ）ࠖ 

 2002 年 6 月  � 日 ᭷⌔山⌧地ㄪᰝ（�9 日�� 日山㡬9ࠊ日西山㯄） 

 2002 年 6 月 1� 日 ᭷⌔山⌧地ㄪᰝ（ẖ日新⪺同行） 

 2002 年 6 月 16 日 ᭷⌔山⌧地ㄪᰝ（࢚ࢥミࣗー࣒࢔ࢪ௻⏬事前ㄪᰝව） 

 2002 年 6 月 19 日 北海道火山 -IC$ ⌧地研修（�20 日） 

ᶡ前山ࠊ᭷⌔山ࠊ北大᭷⌔火山観測ᡤࠊ-IC$ 火山研修 7 名） 

 2002 年 7 月 11 日 ᭷⌔山⌧地ㄪᰝ（�12 日） 

（ワࢩントン大 2名ࣜ࢕ࣇࠊッࣆン PHI92/CS Teodorico 同行） 

 2002 年 7 月 14 日 ༑勝ᓅ⌧地ㄪᰝ 

（ワࢩントン大 2名ࣜ࢕ࣇࠊッࣆン PHI92/CS Teodorico 同行） 
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 2002 年 7 月 23 日 ⎔ቃ┬国❧බᅬ᳨ウ会議ࠊ᭷⌔山野外ᇶ♏ㄪᰝ 

 2002 年 7 月 27 日 ᭷⌔山⌧地ㄪᰝ(᫛和新山) 

 2002 年 � 月 13 日 ᭷⌔山⌧地ㄪᰝ 

 2002 年 � 月 2� 日 ᶡ前山⌧地ㄪᰝ（北海道㛤発ᒁ同行） 

 2002 年 9 月  1 日 ༑勝ᓅ⌧地ㄪᰝ（ࣛࣇン࢜ࣜࢫン大ࠊマࣜー・࢜ ー࢙ࢪンࣝࢻ） 

 2002 年 9 月 3�4 日 ᭷⌔山⌧地ㄪᰝ(ࣛࣇン࢜ࣜࢫン大ࠊマࣜー・࢜ ー࢙ࢪンࣝࢻ） 

 2002 年 9 月 14 日 ᶡ前山⌧地ㄪᰝ（Ɫ小∾市㜵⅏ࠊⱢ小∾ᾘ㜵同行） 

 2002 年 9 月 1� 日 㥖ࢣᓅ⌧地ㄪᰝ 

 2002 年 9 月 16 日 ᜨ山⌧地ㄪᰝ  

 2002 年 9 月 26 日 㥖ࢣᓅ火山య᥈ᰝᐇ㦂（�30 日） 

（噴火予知ィ⏬国❧大学➼共同研究ࠊ北大主催ࠊ森⏫） 

 2002 年 9 月 30 日 ᭷⌔山⌧地ㄪᰝ（㹼10 月 2 日㸹文科┬ಀ㛗9/30�10/1ࠊ） 

 2002 年 10 月 12 日 北海道㛤発ᒁ㜵⅏࣊ࣜ࡟よる火山ㄪᰝ 

（⨺㋟山ࠊ᭷⌔山ࠊ㥖ࢣᓅࠊ೜多ᴦࠊᶡ前山の観ᐹ） 

 2002 年 10 月 16 日 ᭷⌔山⥲ྜ㜵⅏カ⦎（北海道㜵⅏࣊ࣜ࡟よる᭷⌔山観ᐹあࡾ） 

 2002 年 10 月 26 日 ᭷⌔山⌧地ㄪᰝ（Thomas Wright 同行） 

  2003 年 2 月  � 日 北海道ᗇ㜵⅏࣊ࣜ࡟よる༑勝ᓅの⥭ᛴ⌧地ㄪᰝ 

 2003 年 3 月 16 日 ᭷⌔山⌧地ㄪᰝ 

 2003 年 3 月 1� 日 ᪧ᭷⌔火山観測ᡤで資料ᩚ理స業（�17 日） 

 2003 年 3 月 29 日 ೜多ᴦ火山地⇕ㄪᰝ 

 2003 年 3 月 30 日 火口トࣞッ࢟ンࢢとἾὶᑐ⟇ぢ学会（amࠊ᭷⌔山噴火࣓ࣔࣜ࢔ 

ࣝጤ員会ࠊ北大協ຊ㸹岡田・宇井ゎㄝ） 

 2003 年 3 月 30 日 ᭷⌔山⌧地ㄪᰝ(pmࠊN% 火口ࠊNC 火口)  

    

２．発表論文 

岡田弘2002ࠊ ᭷⌔山噴火予知と⮬↛との共生ࠋ➨ 4� ᅇ඲国中学ᰯ理科教育研究会

北海道大会集録(඲国中学ᰯ理科教育研究会46ࠊp）11�26ࠊ� 

岡田弘2002ࠊ ⮬↛⅏ᐖと地ᇦ連ᦠ̾᭷⌔山噴火からの࣓ッセーࠋࢪ地ᇦ࡙࢛ࣇࡾࡃ

ー࣒ࣛ報告᭩(36p)ࠊ㔲㊰市・㔲㊰⏫・北海道㛤発ᒁ㔲㊰㛤発ᘓ設部��1ࠊ�� 

㎷井㐩一ࠊ⛅田谷英次ࠊ田中宏明ࠊ笠原ಇ子ࠊᓊ上ᨻ司ࠊ岡田弘2002ࠊ 地ᇦ࡙ࡾࡃ

㔲ࠊー࣒ࣛ報(36p)࢛ࣇࡾࡃ地ᇦ࡙ࠋる࠼⪄ー࣒ࣛ㸹⮬↛⅏ᐖと地ᇦの連ᦠを࢛ࣇ

㊰市・㔲㊰⏫・北海道㛤発ᒁ㔲㊰㛤発ᘓ設部19�34ࠊ� 

岡田弘ࠊ宇井忠英ࠊᗈ井⬶ఀࠊ藤和明୕ࠊᯇ୕ᮁࠊ山中₍ࠊ田㘠ಇ也2000 2002ࠊ

年噴火をᮍ᮶ࠕࠋࡄ࡞ࡘ࡟ኊ▌⏫の平成 12 年（2000 年）᭷⌔山噴火㸸火山との共生

をࡊࡵして  �30�34ࠊ北海道ኊ▌⏫ᙺሙ(43p)ࠋࠖ

岡田弘ࡾࡂࡾࡂ 2002ࠊのセーࣇ㸸2000 年᭷⌔山噴火とῶ⅏の科学ࣜࠋテࣛ・࣏ࣜࣉ

（北海道大学ᗈ報ㄅ）2002）12ࠊ 年ኟᏘྕ）� 4�6． 

岡田弘2002ࠊ 火山とࠊࡣ火山⅏ᐖとࠕࠋࡣ火山⅏ᐖ最前⥺ࡣいま （ࠖ火山࢛ࣇー࣒ࣛ

２㸮㸮１in 北海道㥖ࢣᓅ報告᭩91ࠊp）1�27ࠊ� 

ఀ藤和明ࠊ岡田弘ࠊ小宮学ࠊ田中῟ࠊ㛗ᓮⰋ夫୕ࠊᯇ୕ᮁ2002ࠊ 火山噴火予知と㜵

⅏యไࠕࠋ火山⅏ᐖ最前⥺ࡣいま（ࠖ火山࢛ࣇー࣒ࣛ２㸮㸮１in 北海道㥖ࢣᓅ報告᭩ࠊ
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91p）2��60ࠊ� 

ఀ藤和明ࠊᯇ岡ಇ夫ࠊᱝ川೺一ࠊ῝山ᝅࠊᓊ上ᨻ司ࠊ㉺ᓮ㔜平ࠊ中西清ࠊ岡田弘ࠊ小

宮学ࠊ田中῟ࠊ㛗ᓮⰋ夫୕ࠊᯇ୕ᮁࠊ大ᨻ୕男2002ࠊ 火山㜵⅏⮬἞య会議報告ࠋ

ー࣒ࣛ２㸮㸮１in࢛ࣇいま（ࠖ火山ࡣ⥺火山⅏ᐖ最前ࠕ 北海道㥖ࢣᓅ報告᭩ࠊ㻃91p）ࠊ

61�91� 

岡田弘2002ࠊ 火山との共生㹼噴火までと噴火発生௨㝆㸹最㏆の内外の噴火⤒㦂から

の࣓ッセー２ࠕࠋࢪ㸮㸮１火山◁㜵࢛ࣇー࣒ࣛ記録集（ࠖ火山◁㜵࢛ࣇー࣒ࣛጤ員会ࠊ

◁㜵ᗈ報センターࠊ��p）ࠊ7�21ࠊ 

岡田弘2002ࠊ ᜨࡳと⅏ᐖ㸸ࡇの地⌫とࡁࡘ࠺࡝あ࠺のかࠋ地理月報（二宮᭩ᗑ）ࠊ

 �4�6ࠊ�46

岡田弘ࠊ⚟井ㅬ二ࠊ武田♸子2002ࠊ 報道⅏ᐖでのテࣞ࢔࢕ࢹ࣓ࣅのᙺ๭ࠋ㐌㛫ࢪࣇ

テࣞࣅᢈホ76ࠊ6ࠊ���� 

岡田弘（⦅）2002ࠊ ᭷⌔山 2000 年噴火と火山㜵⅏࡟関ࡍる⥲ྜ的観測研究ࠋ平成 12

年度科学研究㈝⿵助㔠≉ู研究ಁ進㈝報告᭩(No�12�00001)ࠊ北海道大学19ࠊ�p 

岡田弘2002ࠊ ᫎീでࡳる 2000 年᭷⌔山噴火ࠋ᭷⌔山 2000 年噴火と火山㜵⅏࡟関ࡍ

る⥲ྜ的観測研究ࠋ平成 12 年度科学研究㈝⿵助㔠≉ู研究ಁ進㈝報告᭩

(No�12�00001)ࠊ北海道大学19ࠊ�p3�9ࠊ� 

岡田弘・大島弘光・森済・宇井忠英・新谷⼥・井口ṇ人・石原和弘・笠原稔・清Ỉ洋・

田中Ⰻ和・中田⠇也・西田泰典・野ὠ᠇἞・὾口博அ・平ᯘ順一・山岡⪔春・山ᓊ

宏光・渡辺秀文2002ࠊ ᭷⌔山 2000 年噴火と火山㜵⅏࡟関ࡍる⥲ྜ的観測研究の

ᴫせࠋ᭷⌔山 2000 年噴火と火山㜵⅏࡟関ࡍる⥲ྜ的観測研究ࠋ平成 12 年度科学研

究㈝⿵助㔠≉ู研究ಁ進㈝報告᭩(No�12�00001)ࠊ北海道大学19ࠊ�p10�33ࠊ� 

岡田弘・大島弘光・青山裕・森済・宇井忠英・勝井義雄2000 2002ࠊ 年᭷⌔山噴火の

予測とῶ⅏᝟報・助ゝの活⏝（前඙地震発生から噴火発生まで）ࠋ᭷⌔山 2000 年噴

火と火山㜵⅏࡟関ࡍる⥲ྜ的観測研究ࠋ平成 12 年度科学研究㈝⿵助㔠≉ู研究ಁ

進㈝報告᭩(No�12�00001)ࠊ北海道大学19ࠊ�p34��7ࠊ� 

鬼澤真也・大島弘光・森済・前川徳光・鈴木敦生・一柳昌義・岡田弘2002ࠊ ᭷⌔火

山地ᇦの３次ඖ地震波㏿度構造ࠋ᭷⌔山 2000 年噴火と火山㜵⅏࡟関ࡍる⥲ྜ的観

測研究ࠋ平成 12 年度科学研究㈝⿵助㔠≉ู研究ಁ進㈝報告᭩(No�12�00001)ࠊ北海

道大学19ࠊ�p110�117ࠊ� 

岡田弘(⦅・ⴭ)2000 2002ࠊ 年᭷⌔山噴火とῶ⅏ࡅྥ࡟た㛗ᮇ的ࡘ࡟ࡳ⤌ࡾྲྀ࡞いてࠋ

᭷⌔山 2000 年噴火と火山㜵⅏࡟関ࡍる⥲ྜ的観測研究ࠋ平成 12 年度科学研究㈝⿵

助㔠≉ู研究ಁ進㈝報告᭩(No�12�00001)ࠊ北海道大学19ࠊ�p140�172ࠊ� 

岡田弘・大島弘光・宇井忠英2000 2002ࠊ 年᭷⌔山噴火の推⛣予測・⤊ᜥุ᩿とつไ

ゎ㝖㺃㺃㺃㺃ᅔ㞴࡞課㢟࠺࡝࡟ᑐฎしたかࠋ᭷⌔山 2000 年噴火と火山㜵⅏࡟関ࡍる⥲

ྜ的観測研究ࠋ平成 12 年度科学研究㈝⿵助㔠≉ู研究ಁ進㈝報告᭩

(No�12�00001)ࠊ北海道大学19ࠊ�p173�19ࠊ�� 

勝井義雄・岡田弘・⳥谷秀吉・㛗ᓮⰋ夫・山中₍・୕ᯇ୕ᮁ・宇井忠英2002ࠊ ᭷⌔

山とと2000ࠕࠋ࡟ࡶ 年᭷⌔山噴火ࠖ(北海道新⪺♫2�7ࠊp)ࠋ���0ࠊ 

岡田弘2002ࠊ ᭷⌔山噴火࡟よる⿕⅏2000ࠕࠋ 年᭷⌔山噴火 (ࠖ北海道新⪺♫2�7ࠊp)ࠊ

 ࠋ42�73
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宇井忠英・ඵᖭṇ弘・田㏆῟・ᗈ℩ர・⛅田藤夫・ᰘ田ᬛ郎・中川光弘・岡田弘・勝

井義雄2002ࠊ 科学の目でぢる᭷⌔山噴火2000ࠕࠋ 年᭷⌔山噴火 (ࠖ北海道新⪺♫ࠊ

2�7p)ࠋ223�276ࠊ 

岡田弘2000 2002ࠊ 年噴火へのᑐᛂ2000ࠕࠋ 年᭷⌔山噴火ࠖ(北海道新⪺♫2�7ࠊp)ࠊ

249�264� 

岡田弘2002ࠊ ᭷⌔山と࠺ྜࡁྥ࠺࡝か2000ࠕࠋ 年᭷⌔山噴火 (ࠖ北海道新⪺♫2�7ࠊp)ࠊ

270�273� 

岡田弘㸸᭷⌔山 2000 年噴火と火山㜵⅏ࠋ⮬↛⅏ᐖ科学2002ࠊ14�21ࠊ21�1ࠊ  

野上೺἞ࠊ平ᯘ順一ࠊ大ሙ武ࠊᏳᏞ子勤ࠊ岡田弘ࠊ西村裕一ࠊ前川徳光ࠊ鈴木敦生ࠊ

2002 ᭷⌔山 2000 年噴火࡟おࡅる地⌫໬学的研究㺃㺃火山⅊௜╔Ỉ⁐ᛶ成分の変動

と火山活動ࠋ火山32��332ࠊ47ࠊ� 

宇井忠英ࠊ池田ಖ夫ࠊ小山真人ࠊ㙊田᱇子ࠊ岡田弘ࠊ新井田清信2002ࠊ ᭷⌔山 2000

年噴火で発生した火○ࢧーࠋࢪ火山2002ࠊ333�337ࠊ47ࠊ 

森ಇဢࠊ野ὠ᠇἞ࠊHernandez� P�� Salazar� -�� Perez� N�� 9irgili� G�� 下池洋

一ࠊ岡田弘2002ࠊ ᭷⌔火山山㡬࢝ࣝࣛࢹ内でのᅵተからのC22ᨺ出㔞の連⥆測ᐃࠋ

火山339�34ࠊ47ࠊ�� 

Perez�N�� Hernandez�P�� Castro�/�� Salazar�-�� Notsu�.�� 0ori�T�� and 2kada�H�� 

2002 'istribution oI %oron and $mmmonia in soil around 8su volcano� -apan� 

prior to the 2000 eruption� %ull� 9olc� Soc� -apan� 47� 347�3�1� 

鬼澤真也・大島弘光・森済・前川徳光・鈴木敦生・一柳昌義・岡田弘2002ࠊ ᭷⌔火

山地ᇦの３次ඖ地震波㏿度構造ࠋ火山49���06ࠊ47ࠊ� 

岡田弘2002ࠊ ᫎീでࡳる火山噴火とῶ⅏の科学̾2000 年᭷⌔山噴火からの࣓ッセー

 ．11�3，476ࠊ日本ᩆᛴ་学会㞧ㄅ．ࢪ

岡田弘2003ࠊ ⮬↛⅏ᐖの㍍ῶをồࡵて㺃㺃᭷⌔山噴火からの࣓ッセー21ࠕ．ࢪ ୡ紀の

Ᏻ඲を⪃࠼る㺃㺃Ᏻᚰしてᬽらࡏる♫会をࡊࡵして （ࠖ北海道大学ᅗ᭩ห行会ࠊᰣ内

㤶次㺃木村⣧⦅ⴭ21ࠊ�p）�1�144ࠊ� 

岡田弘2002ࠊ 火山と共࡟生ࡁる・・2000 年᭷⌔山噴火から学ࠕ．ࡪ≀ㄒ⺁田⏫史ู

ᕳ㸹2000 年᭷⌔山噴火・・ࡑの記録と教カ  ．606�622ࠊ6��pࠊ⦆田⏫史⦅集ጤ員会⺁ࠊࠖ

岡田弘2000 2003ࠊ 年᭷⌔山噴火とῶ⅏へのᣦ㔪．ᗈ報ࡉ࠺ࡰいࠊNo�14ࠊ�． 

岡田弘2003ࠊ ᭷⌔山㜵⅏᝟報の᰾ᚰ・・ࢥミࣗࢣࢽーࣙࢩン࡟よるࢥミࣗࢽテ࢕支

援．火山㜵⅏᝟報ワークࣙࢩッࣉ㹧㹬ᱜ島報告᭩ࠊி㒔大学㜵⅏研究ᡤ�0ࠊp13�17ࠊ． 

岡田弘2003ࠊ 一研究⪅の❧ሙからࡳた噴火予知研究と♫会との関ಀ．火山ࠊ�4ࠊ

137�140． 

岡田弘2003ࠊ 大⮬↛と࠺࡝௜࠼ྜࡁばよいのか・・2000 年᭷⌔山からの࣓ッセーࢪ．

上小教育9ࠊ46ࠊ���． 

山中₍ࠊ岡田弘ఀࠊ藤和明2003ࠊ ᭷⌔山噴火から᚟⯆まで・・ࢨࣁーࢻマッ࡝࡞ࣉ

れた前ᅇの教カ．2002ࡉ生かࡀ 火山◁㜵࢛ࣇー࣒ࣛ記録集61ࠊp7�19ࠊ． 

 

３．学会発表 

岡田弘（ᣍᚅㅮ₇）ࢥࠕミࣗࢽテ࢕ー支援科学としての噴火予知・地震予知 ，ࠖ 地⌫

ᝨᫍ科学 2002 年度ྜ同大会（2002 年 � 月 29 日ࣜ࢜ࠊンࣆック青ᑡ年センター） 
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岡田弘（≉ูᣍᚅㅮ₇）ࠕఫẸのᏳ඲と生活支援の科学をࡊࡵして㸹2ᅇの᭷⌔山噴火

のయ㦂からࠖ地学ᅋయ研究会北海道⥲会（2002 年 � 月 3 日ࠊᮐᖠ教育大学） 

岡田弘・大島弘光・宇井忠英ࠕࠊ火山噴火㛤ጞ後࡟おࡅる༴機ᑐ⟇と研究⪅のᙺ๭

���2000年᭷⌔山噴火の事౛よࡾ  ࠖ 日本火山学会⛅Ꮨ大会(2002年10月22�24日ࠊ

௝ྎ市震⅏᚟⯆記ᛕ㤋) 

岡田弘ྍࠕࠊどおよび㉥外ᫎീ࡟よるỈ⵨気⇿発のሙの研究(ᗎ報)㸹≉࡟ 2000 年᭷ 

⌔山噴火ࡘ࡟いて ，ࠖ日本⅏ᐖ᝟報学会（2002 年 11 月 6�7 日ࠊᮾ大山上会㤋） 

岡田弘(ᣍᚅ≉ู報告)2000ࠕ 年᭷⌔山噴火と火山㜵⅏㸹いのࡕとࢥミࣗࢽテ࢕ーを࡝

Ᏺるか࠺ （ࠖ60 分），日本科学⪅会議⥲ྜ学⾡研究集会(北大ࠊᮐᖠ) 

岡田弘ࠕ科学⪅࡟よる♫会支援の࣓ッセー2000・・ࢪ 年᭷⌔山噴火からの報告ࠖ(課

㢟ㅮ₇ࠊᣍᚅ2002ࠊ 年 9 月 21 日) 日本科学⪅会議⥲ྜ学⾡研究集会(北大ࠊᮐᖠ) 

岡田弘，≉ูබ㛤ࢩン࣏࢘ࢪ いてࠖࡘ࡟ぢる⅏ᐖᑐ⟇での᝟報共᭷と連ᦠ࡟᭷⌔山ࠕ࣒

2002ࠊ北大高➼教育機⬟センターࠊネࣛーࣃ） 年 9 月 2� 日）日本ᅵ木学会 

岡田弘，ࠕ᭷⌔山の火山活動࡟క࠺࡞地ᙧィ測࡟おࡅるࣞーࢨーࣛ࢖࢓ࣇࣟࣉの活⏝

と技⾡のᒎᮃࠖ(共ⴭㅮ₇2002ࠊ 年 9 月 26 日ࠊ北大高➼教育機⬟センター) ➨ 30

ᅇ日本ᩆᛴ་学会⥲会 

岡田弘，ᫎࠕീでぢる火山噴火とῶ⅏の科学・・2000 年᭷⌔山噴火からの࣓ッセーࠖࢪ

（ᣍᚅㅮ₇2002ࠊ 年 10 月 10 日࢖ࣟࠊトンᮐᖠ） 

岡田弘，ࠕ火山⅏ᐖ㍍ῶのᇶ♏科学でఱをࡁ࡭ࡍ࡞かࠖ科学研究㈝≉ᐃ㡿ᇦ研究ࠕ火

山⇿発のࢼ࢖ࢲミクࢫ平成 14 年度ࢩン࣏࣒࢘ࢪ （ࠖ2003 年 3 月 3�4 日ࠊᮾி大学地

震研究ᡤ➨ 1会議ᐊ） 

岡田弘，�4ࠕ 年࡟ࡾࡪጞまった㥖ࢣᓅの小活動ࡣఱをព࿡しているか㸽ࠖ(岡田弘) 

北海道大学理学研究科௜属地震火山研究観測センターࢩン࣏࢘ࢪ ࡅお࡟ᓅࢣ㥖ࠕ࣒

る研究の⌧≧とㅖၥ㢟 （ࠖ主催2003ࠊ 年 3 月 � 日ࠊ北大理 4�401 ㅮ義ᐊ） 

岡田弘，ࠕ᭷⌔山㜵⅏᝟報の᰾ᚰ㺃㺃㺃ࢥミࣗࢣࢽーࣙࢩン࡟よるࢥミࣗࢽテ࢕ー支援ࠖ

（岡田弘 

ி㒔大学㜵⅏研究ᡤ２１ୡ紀 C2( ࣒࢘ࢪン࣏ࢩ火山㜵⅏᝟報ࠕ࣒ࣛࢢࣟࣉ in ᱜ島ࠖ

（2003 年 3 月 13 日ࠊᱜ島⏫࢖ࣞࠕン࣎ーᱜ島  （ᣍᚅㅮ₇ࠊࠖ

 

４．ྲྀᚓ研究㈝   

平成１４年度科学研究㈝⿵助㔠・≉ᐃ㡿ᇦ研究（２）㸹ࠕ火山噴火の㛗ᮇ予測と⅏ᐖ㍍

ῶのたࡵのᇶ♏科学   㸶，４㸮㸮༓෇ࠊ㸵名ࠊ研究௦表⪅岡田弘ࠊࠖ

平成１４年度北海道ᗇཷク研究㸹ࠕ北海道࡟おࡅる火山࡟関ࡍるㄪᰝ研究(㥖ࢣᓅ) ࠊࠖ

研究௦表⪅岡田弘１ࠊ，㸮㸷㸷༓෇ 

平成１４年度ጤ任⤒理㔠ཷࡅධれ㸹ࠕ理学研究のたࡵ ♫ᰴᘧ会ࠊ研究担当⪅岡田弘ࠊࠖ

ᘓ設技⾡研究ᡤᮾி本♫ࠊ㸶㸮㸮༓෇ 

 

５．♫会活動 

 文部科学┬ 科学技⾡・学⾡ᑂ議会ࠊ測地学分科会 火山部会（⮫時ጤ員） 

 地震予知研究協議会（ጤ員） 

 火山噴火予知研究協議会（ጤ員） 
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 火山噴火予知研究ጤ員会(ጤ員)  

日本学⾡会議♫会⎔ቃᕤ学研究ጤ員会⮬↛⅏ᐖᕤ学ᑓ㛛ጤ員会(ጤ員)  

 日本火山学会（ホ議員） 

 中ኸ㜵⅏会議ᑓ㛛ㄪᰝ会（ጤ員） 

 ⎔ቃ┬᭷⌔山地༊国❧බᅬ᳨ウ会（ጤ員） 

 火山噴火予知連絡会（ጤ員ࠊ地༊ᖿ事ව） 

 北海道㜵⅏会議火山ᑓ㛛ጤ員会（ጤ員） 

 

㸴．会議ཧຍ 

文部科学┬科学技⾡学⾡ᑂ議会測地学分科会火山部会㸹2002 年 3 月 1� 日(➨ 9 ᅇࠊ   

ᮾி)10ࠊ 月 29 日（➨ 10 ᅇࠊᮾி）2003ࠊ 年 1 月 2 日（11 ᅇࠊᮾி）3ࠊ月 24 日(➨

12 ᅇࠊᮾி) 

➨ 7 次火山噴火予知ィ⏬㉳ⲡጤ員会㸹11 月 27 日(➨ 2 ᅇࠊḞᖍ)12ࠊ 月 1� 日(➨ 3 ᅇࠊ 

ᮾ大地震研)1ࠊ月 7日(➨ 4 ᅇࠊᮾ大地震研)2ࠊ月 19 日（➨ �ᅇࠊᮾ大地震研）ࠊ

3月 6日(➨㸴ᅇࠊᮾ大地震研) 

火山噴火予知研究協議会㸹6月 10 日（ᮾ大地震研））11ࠊ 月 26 日（Ḟᖍ） 

火山噴火予知研究ጤ員会㸹2002 年 � 月 29 日(ᮾி)ࠊ 

地震予知研究協議会㸹20002 年 10 月 � 日（ᮾ大地震研）  

日本学⾡会議♫会⎔ቃᕤ学研究ጤ員会⮬↛⅏ᐖᕤ学ᑓ㛛ጤ員会(ጤ員)㸹2002 年 7 月 3

日（学⾡会議）10ࠊ 月 1� 日（ᮾ大山上会㤋）2003ࠊ 年 2 月 4 日（学⾡会議）ࠊ 

中ኸ㜵⅏会議(内㛶ᗓ)㸹㜵⅏᝟報の共᭷໬࡟関ࡍるᑓ㛛ㄪᰝ会（ጤ員） 

➨ 1 ᅇ（2002 年 10 月 3 日）ࠊ➨ 2 ᅇ（10 月 31 日）ࠊ➨ 3 ᅇ（11 月 19 日ࠊḞᖍ）ࠊ

➨４ᅇ（12 月 17 日）ࠊ➨ � ᅇ（2003 年 1 月 30 日）ࠊ➨ 6 ᅇ（2月 2� 日）ࠊ➨ 7ᅇ(3

月 14 日) 

火山噴火予知連絡会（気㇟ᗇ㸹ጤ員ࠊᖿ事）㸹➨ 92 ᅇ(2002 年 � 月 23 日)ࠊ➨ 93 ᅇ（ᖿ 

事会のࡳ出ᖍ2002ࠊ 年 10 月 1� 日）ࠊ➨ 94 ᅇ(2003 年 1 月 21 日)ࠊ活火山ワー࢟ン

ウ会(2003᳨ࣉーࣝࢢࢢ 年 1 月 7 日) 

⎔ቃ┬᭷⌔山地༊国❧බᅬ᳨ウ会（ጤ員） 

 ➨1ᅇ᭷⌔山地ᇦ国❧බᅬ活ᛶ໬ᇶ本構᝿᳨ウ会(2002年7月1�日ࠊ後ᴦᅬ࣍テࣝ) 

 ᭷⌔山地ᇦ国❧බᅬ活ᛶ໬ᇶ本構᝿᳨ウ会野外ㄪᰝ（2002 年 7 月 23 日） 

➨２ᅇ᭷⌔山地ᇦ国❧බᅬ活ᛶ໬ᇶ本構᝿᳨ウ会(2002年9月19日ࠊ後ᴦᅬ࣍テࣝ) 

➨3ᅇ᭷⌔山地ᇦ国❧බᅬ活ᛶ໬ᇶ本構᝿᳨ウ会(2003年3月19日ࠊ後ᴦᅬ࣍テࣝ) 

北海道㛤発ᒁ㸹ᶡ前山㜵⅏᝟報஺᥮会（2002 年 � 月 29 日ࠊⱢ小∾市） 

北海道㜵⅏会議火山ᑓ㛛ጤ員会(北海道ᗇ㸹火山ᑓ㛛ጤ員)2002 年 3 月 2� 日2002ࠊ 年

10 月 9 日2003ࠊ 年 3 月 2� 日 

㜵⅏連ᦠ会議㸹➨ 1 ᅇ（2002 年 10 月 4 日ࠊᮐᖠ⟶༊気㇟ྎ）ࠊ➨ 2 ᅇ（2003 年 1 月

17 日ࠊ北海道㛤発ᒁ） 

NP2 ἲ人㜵⅏᝟報支援᳨ウ会㸹2002 年 11 月 29 日ࠊ北大火山◁㜵࢛ࣇー࣒ࣛ‽ഛ会㸹

2002 年 10 月 7 日ࣝࢹ࢝ࠊ 

日本火山学会ࢨࣁーࢻマッࣉ研究ワー࢟ンࣝࢢࢢー 㸹2002ࣉ 年 � 月 30 日(ᮾி)2002ࠊ 

年 10 月(௝ྎ) 
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火山噴火の㛗ᮇ予測と⅏ᐖ㍍ῶのたࡵのᇶ♏研究ワークࣙࢩッࣉ㸹主催2002ࠊ 年 12

月 11 日ࠊ北大ⓒ年記ᛕ会㤋௚ 

㜵⅏分野ࠕ大震⅏≉ู研究ࠖጤ員会2002ࠊ 年 6 月 11 日(北大本部事務ᒁ会議ᐊ) 

 大学๪学㛗᠓ㄯ会（本部事務ᒁ会議ᐊ）࢖ワࣁ

国㝿㛤発協ຊ推進࡟関ࡍるワー࢟ンࣝࢢࢢーࣉ会議 

  ➨ 1 ᅇ 2003 年 1 月 29 日ࠊ➨ 2ᅇ 2003 年 2 月 24 日ࠊ➨ 3ᅇ 2003 年 3 月 7 

 

㸵．ㅮ₇・ࢩン࣏࡝࡞࣒࢘ࢪ 

2002 年 6 月 4 日 㞤㜿ᐮᓅ㜵⅏ࢩン࣏࣒࢘ࢪ 

㞤㜿ᐮᓅの噴火⌧㇟と᭷⌔山噴火からの教カࠕ （ࠖ≉ูㅮ₇ࠊ㜿ᐮ⏫） 

2002 年 � 月 3 日 地学ᅋయ研究会北海道⥲会ࠕఫẸのᏳ඲と生活支援の科学をࡊࡵし 

て・・2ᅇの᭷⌔山噴火のయ㦂から （ࠖᣍᚅㅮ₇ࠊᮐᖠ教育大学） 

2002 年 � 月 24 日 ῝川市Ẹ大学ኟᏘබ㛤セミࢼーࠕ地⌫と࠺࡝௜࠺ྜࡁか㸹ఫẸの 

Ᏻ඲と生活支援の科学をࡊࡵしてࠊ᭷⌔山からの࣓ッセーࢪ （ࠖㅮ₇ࠊ῝川市⤒済

ンター） 

2002 年 9 月 10 日 平成 14 年度඲道㒔市ィ⏬担当職員研修会ࠕ火山噴火とᏳ඲࡞⾤࡙

ࢪ㸹᭷⌔山噴火からの࣓ッセーࡾࡃ （ࠖ≉ูㅮ義ࠊ⺁田⏫） 

2002 年 9 月 20 日 平成 14 年度㜵火⟶理上⣭ㅮ⩦会(Ɫ小∾ᾘ㜵本部主催ࠊⱢ小∾市

Ẹ会㤋)ࠕ活火山ᶡ前山の噴火࡟ഛ࠼て㸹学ᰯ及び事業ᡤ࡝࡞の༴機⟶理ࠖ(ㅮ義) 

2002 年 9 月 2� 日 日本ᅵ木学会බ㛤ࢩン࣏ࠕ࣒࢘ࢪ᭷⌔山噴火ࡳ࡟る⅏ᐖᑐ⟇での

᝟報共᭷と連ᦠࡘ࡟いて （ࠖ北大ࣃࠊネࣛーཧຍ）  

2002 年 10 月 26 日 Ὕ√†࿘辺地ᇦ࢚ࢥミࣗーࢩ࣒࢔ࢪン࣏࢘ࢪ 火山の㯄でᏳ඲ࠕ࣒

へのᮇᚅ࣒࢔ࢪミࣗーࢥ㸹࢚࡟ࡵたࡍᬽら࡟ （ࠖ≉ูㅮ₇ࠊὝ√†文໬センター） 

2002 年 10 月 2� 日 火山◁㜵ࢩ࣒࢛ࣛࣇン࣏࣒࢘ࢪ（⺁田⏫ࣃࠊネࣛーཧຍ） 

2002 年 11 月 13 日 北海道⥲ྜ㜵⅏セミࢼー（≉ูㅮ義ࠊ北海道㛤発ᅵ木研究ᡤ）ࠕ科

学⪅࡟よる♫会支援の㺰㺍㺜㺎㺚㺼㺃㺃2000 年᭷⌔山噴火からの報告ࠖ 

2002 年 12 月 12 日 බ㛤ࢩン࣏࣒࢘ࢪ（主催ࠊㅮ₇ࠊ北大学⾡஺ὶ会㤋）͆ 火山噴火

の㛗ᮇ予測と⅏ᐖ㍍ῶのたࡵのᇶ♏科学 �噴火⅏ᐖの㍍ῶと科学⪅のᙺ๭㸹2ࠕ͇ 年

㛫の噴火予知研究を㢳ࡳてࠖ(岡田弘) 

2002 年 12 月 21 日 ᜨᗞ市Ẹࣛࢨࣛࣉࣇ࢖ㅮ₇会（ᜨᗞ市教育ጤ員会）ࠕいࡊとい࠺

時ࠊ⚾たࡣࡕ㺃㺃㺃最㏆の火山⅏ᐖから （ࠖ᪊㸹ᜨᗞ市Ẹ会㤋） 

 

㸶．主࡞成ᯝရ࡝࡞ 

地震火山 C'̿520 教ᮦ〇స協ຊ・ゎㄝ࢜ࢹࣅ協ຊ㺀地底 3༓マࣝ࢖の᪑㺁・・地震と火

山のࡏ࡟ࡐ࡞まる ྜ⥲㈈ᅋἲ人地震予知ࠊ文部科学┬地震ㄪᰝ研究課௻⏬ጤクࠊࠖ

研究᣺⯆会地震ㄪᰝ研究センター〇స2003ࠊ 年 3 月 19 日ࠊ（岡田弘㸹研究ᐊへ G2・・

火山研究ᐊへ G2ࠊの部分を担当2000ࠊ 年᭷⌔山の⌧地でのゎㄝࠊおよび෗真・ᅗ

∧資料࡝࡞の提౪） 

᭷⌔山地ᇦ㜵⅏࢞ࣈࢻ࢖ックఀࠊ㐩市・⺁田⏫・ኊ▌⏫・㇏ᾆ⏫・Ὕ√村共同〇సࠊ 

 岡田弘௚┘修ࠊ2003�3

NH. ≉ูテࣞࣅ␒⤌స成・岡田弘௻⏬協ຊ及び出₇協ຊࠕ北海道ࣝࣕࢩ࣌ࢫ・・北の
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ᣮᡓ⪅たࡕ・・噴火ࡣ࡟㈇࡞ࡅい㹼᭷⌔・火の山と生ࡁる 北海道ࠊ.NHࠊᨺᫎึࠊࠖ

地༊の2002ࠊࡳ 年 7 月 19 日 20�00㹼20�4�㸹෌ᨺ㏦ࠊNH. ⾨ᫍ➨ 2002ࠊ඲国ࠊ2 年

1 月 30 日 14�1�㹼1��00 

ᨺ㏦大学テࣞࣅㅮᗙ教ᮦ࢜ࢹࣅస成協ຊ(岡田弘⌧地ゎㄝࠊㅮ義཰録 2002 年 4 月) 

 ≀ㄒ㸹⺁田⏫史 2000 年᭷⌔山噴火㺃㺃ࡑの記録と教カ（⺁田⏫ᙺሙ6ࠊ�p� 2002）ࠊ 

 ࠊト施設ᩚഛ（岡田弘・勝井義雄日英ゎㄝ∧┘修࢖テࣛࢧኊ▌ Ἠ࣒࢔ࢪミࣗーࢥ࢚

 ㄝ明 2003 年 3 月 31 日）㥖ࢣᓅ火山㜵⅏会議協議会（⦅）2002ࠊ 

ック㺃㺃火山と㜵⅏を知るࣈࢻンࣁᓅ火山㜵⅏ࢣ㥖ࠕ  （助ゝࠊ岡田弘資料提౪）ࠊࠖ

༑勝ᓅのࢨࣁーࢻマッࣉᨵᐃ(美⍛⏫ᙺሙ) 

࡟ࡵのたࡁと࠺といࡊ美⍛⏫㜵⅏⥭ᛴ㑊㞴ᅗ㺃㺃いࠕ  岡田弘┘修ࠊ2002�3ࠊࠖ

 

㸷．ࡑの௚（新⪺・㞧ㄅ࡟よる主࡞活動⤂介記事࡝࡞） 

2002 年 03 月 2� 日 北海道新⪺ࠕࠊ㥖ࢣᓅ࡟ὀ目ࠊ道㜵⅏会議ࠊ�火山の≧ἣ報告ࠖ 

2002 年 0� 月 1� 日 ᐊ⹒Ẹ報ࠕࠊ北大大学院生らࡀ 2000 年噴火ᐤ㉗ࠊ学ᰯࡸ㒔市㛫で

฼⏝をࠊC'̿520 ᭷⌔山ࠊ㜵⅏教育࡟一ᙺࠖ 

2002 年 06 月 01 日 ᐊ⹒Ẹ報ࠕࠊ㜵⅏の知ᜨ次ୡ௦へࠊ行ᨻᑐᛂࡸഛ࠼ヲ⣽ࠖ࡟ 

2002 年 06 月 0� 日 ᮅ日新⪺ࠕࠊまࡕかࠊ２１２࡝㜿ᐮࠊ火山㜵⅏࣏ࢧートしよࠖ࠺ 

2002 年 06 月 17 日 ᐊ⹒Ẹ報ࠕࠊ⮬↛య㦂し共Ꮡを�60ࠊ ୓人ワークࣙࢩッࠊࣉ᱌内

ᙺ࡟岡田教授ࠊ᭷⌔山でࣝート㋃ᰝ ミࢥ᭷⌔山Ⓩ山࢚ࠊ⏘ミック噴火㑇ࢼ࢖ࢲࠕࠊࠖ

ࣗー࣒ࣝ࢔ࢪート㋃ᰝࠖ 

2002 年 07 月 17 日 北海道新⪺ࠕࠊఫẸのど点から᭷⌔噴火を᳨ドࠊ記録本あࡍ出∧  ࠖ

2002 年 07 月 1� 日 北海道新⪺ࠕࠊ㜵⅏ព㆑࠺࡝構⠏㺃㺃北海道ࣜࢩࣝࣕࢩ࣌ࢫーࠊࢬ

北のᣮᡓ⪅たࠖࡕ 

2002 年 09 月 0� 日 ᮅ日新⪺ࠕࠊ㥖ࢣᓅ30ࠊ 日࡟内部構造᥈ᰝࠊ⇿⸆౑い地震波を観

測ࠖ 

2002 年 09 月 26 日 北海道新⪺ࠕࠊఫẸとの連ᦠࡀ大ษ㺃㺃᭷⌔噴火で研究ウ論ࠊᮐᖠ  ࠖ

2002 年 09 月 26 日 北海道新⪺ࠕࠊ㥖ࢣᓅࠊ人ᕤ地震で構造᥈るࠊ北大30ࠊ࡝࡞ 日山

㯄⇿◚ࠖ 

2002 年 09 月 26 日 北海道㏻信日หᘓ設∧ࠕᅵ木学会඲国大会ࢫタートࠊ北大で学⾡

ㅮ₇ᐇ施ࠖ 

2002 年 09 月 27 日 北海道ᘓ設新⪺ࠕࠊᅵ木学会඲国大会研究ウ論会ࠖ 

2002 日 09 月 30 日 北海道新⪺ࠕࠊ� ࣨᡤ発◚し㥖ࢣᓅを᥈ᰝࠖ 

2002 年 09 月 30 日 ᮅ日新⪺ࠕࠊ内部᥈ᰝᐇ㦂ࠊ㥖ࢣᓅでᐇ施ࠖ 

2002 年 10 月ྕ   ࡷࡌらࠕࠊࢇ大学教授とṌいてࡳて分った᭷⌔山・ᶡ前山の本当

の㨩ຊࠊ学び観光ࡣおࡶしࢁいࠊ火山࢚ࣜ࢔⦅ （ࠖࣜクࣝート北海道ࡷࡌらࢇ） 

2002 年 10 月 10 日 北海道新⪺ࠕࠊ� 火山噴火予඙ぢࠊࡎ࠼道㜵⅏会議ࡀ報告ࠖ 

2002 年 10 月 17 日 北海道新⪺ࠕࠊ岡田教授ࡶཧຍし᭷⌔山で㜵⅏カ⦎ࠖ 

2002 年 10 月 17 日 㜵⅏᝟報新⪺ࠕࠊ中ኸ㜵⅏会議ࠊ新た࡟二ࡘのᑓ㛛ㄪᰝ会ࠊ㜵⅏

上ᡣの共᭷໬࡟関ࡍるᑓ㛛ㄪᰝ会ࠖ 

2002 年 10 月 17 日 㜵⅏᝟報新⪺ࠕࠊ日本㜵⅏学院ࠊ⥲ྜ㜵⅏セミࢼーのࡈ᱌内ࠊ北

海道⥲ྜ㜵⅏セミࢼーࠖ 

 121



2002 年 10 月 21 日 北海道新⪺ࠕࠊ᭷⌔᚟⯆へ英知結集ࢩࠊン࣏࢛ࣇࡸー࣒ࣛࠊ⺁田・

ኊ▌で௒月ᮎࠖ 

2002 年 10 月 2� 日 北海道新⪺ࠕࠊ噴火の教カ共᭷をࠊ᭷⌔・୕Ꮿ・㞼௝ࠊఫẸらࡀ

ึの࢛ࣇー࣒ࣛࠖ 

2002 年 10 月 29 日 北海道新⪺ࠕࠊ火山ᑐ⟇ࡣ࡟ఫẸ理ゎ大ษ㺃㺃࢛ࣇー࣒ࣛ㛤ᖥࠖ 

2002 年 11 月ྕ   ᗈ報ࡉ࠺ࡰいࠕࠊ平成 14 年度᭷⌔山火山噴火㜵⅏⥲ྜカ⦎ࠖ 

2002 年 11 月 17 日 㜵⅏᝟報新⪺ࠕࠊ日本⅏ᐖ᝟報学会11ࠊ 月 6�7 日ᮾி大学でࠊ研

究発表大会を㛤ࠖࡃ 

2002 年 12 月 11 日 ᮅ日新⪺77ࠕࠊ 年᭷⌔山噴火ࠊあࡍ北大でࠊᅄ༙ୡ紀ࢩン࣏ࠖ 

2002 年 12 月 12 日 北海道新⪺ࠕࠊ㜵⅏へのഛ࠼ᬑẁからᚲ⏝ࠊ岡田教授ࡀㅮ₇ࠖ 

2003 年 02 月 09 日 北海道新⪺ࠕࠊ༑勝ᓅ噴火඙ೃ࡞しࠊ道ࡀᑐ⟇本部をゎᩓࠖ 

2003 年 02 月 09 日 ᮅ日新⪺ࠕࠊ火口観測ࠊ噴火࡞しࠊ༑勝ᓅࠊ岡田北大教授推⛣࡟

ὀ目ࠊධ山ࡣ⮬⢔をࠖ 

2003 年 03 月 17 日 ༡日本新⪺ࠕࠊ火山㜵⅏᝟報ネットワークをࠖ 

2003 年 4 月ྕ    ⯟✵࢓ࣇン No�604ࠕ⯟✵ഄᐹ㝲᭷⌔山⅏ᐖὴ㐵ᅇ㢳録 （ࠖ平㛫

ၿᨻࠊ文ᯘᇽ）31�33ࠊ． 

 

大島弘光 

１．主࡞観測のᴫせ 

（１）㥖ࣨᓅ⢭ᐦ㔜ຊ測ᐃ 

ᮾ北大学との共同観測として 2002 年㸴月４日から㸴月㸶日࡟かࡅて㥖ࣨᓅおよび

࿘辺地ᇦの⢭ᐦ㔜ຊ測ᐃをᐇ施したࠋ᪤ᏑのࢹѸタとྜࡏࢃてマࢢマ౪⤥⋡および

マࢢマ⵳✚㔞をぢ✚ࡾࡶ，火山活動の⌧ἣをホ౯した． 

 ཧຍ⪅㸸大島弘光，前川徳光，᳜木㈆人，武田჆人． 

（２）北海道あ　地ᇦ࡟おࡅる GPS・⢭ᐦ㔜ຊ測㔞 

地殻活動のࢼ࢖ࢲミクࢫをゎ明ࡍるࡇとを目的࡟，島ᘼѸ島ᘼ⾪✺ᖏであるあ　地

ᇦ࡟ᒎ㛤している GPS�⤯ᑐ㔜ຊ，┦ᑐ㔜ຊ⥙の෌測ᐃを㸴月 26 日Ѹ2� 日および 11

月 14 日Ѹ16 日࡟ᐇ施した． 

 ཧຍ⪅㸸大島弘光，前川徳光，小山順次，高田真秀࡯か２名 

（３）北海道㥖ࣨᓅ構造᥈ᰝ 

㥖ࣨᓅὸ部の㏿度構造をゎ明し，ゎᯒ⢭度を高ࡵるとと࡟ࡶ火山活動をつไࡍる構

造をᢕᥱࡍるた2002，࡟ࡵ 年 9 月 26 日ࠥ10 月 2 日࡟かࡅて人ᕤ地震࡟よる構造᥈

ᰝを共同してᐇ施した．㥖ࣨᓅおよび࿘辺地ᇦの一⯡的࡞㏿度構造および୕次ඖ㏿

度構造ࡀᚓられた． 

ཧຍ⪅㸸大島弘光，鬼澤真也，青山 裕，森 済，前川徳光，鈴木敦生，岡田 弘

北海道大学，⛅田大学，ᮾ北大学，ᮾிᕤ業大学，ᮾி大学，名ྂᒇ大学，ி㒔大

学，஑ᕞ大学，㮵ඣ島大学，ᮐᖠ⟶༊気㇟ྎ 

（４）2002 火山⇿発ィ測࢙ࢪࣟࣉクトѸỈ中⇿◚ᐇ㦂Ѹ 

Ỉ中での⇿発的噴火のࢣࢫѸࣜン๎ࢢの☜❧，及び噴火⌧㇟のィ測࡟関ࡍるᣦ㔪を

ᚓるた10࡟ࡵ月2�日ࠥ31日࡟かࡅてὝ√†࡟おいてỈ中⇿◚ᐇ㦂を行い地動と✵

᣺の┦஫స⏝࡟関ࡍるᇶ♏ࢹѸタを཰ᚓした． 
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ཧຍ⪅㸸大島弘光，青山 裕，前川徳光，鈴木敦生，谷口宏光，後藤❶夫，大ሙ司，

市原美ᜨ࡯か５名． 

（５）ᐩ士山⛻ᐦ地震観測 

ᐩ士山の῝部地震活動をとら࠼て，マࢢマ౪⤥⣔ࡸ῝部ప࿘波地震発生機構のゎ明

と，火山活動のホ౯を目的࡟඲国共同観測として進ࡵられている⛻ᐦ地震観測のた

 ．ᐩ士山西᪉の２ࣨᡤで観測点を設⨨した，࡟ࡵ

ཧຍ⪅㸸大島弘光，青山 裕，前川徳光，鈴木敦生，ᮾ北大学，ᮾி大学，名ྂᒇ

大学，ி㒔大学，஑ᕞ大学，㮵ඣ島大学，気㇟ᗇ，㜵⅏科学研究ᡤ 

 

２．発表論文 

2hba T�� H� Taniguchi� H� 2shima� 0� <oshida� $� Goto and 5esearch Group on 

9olcanic ([plosions，(IIect oI e[plosion  energy and depth on the nature oI 

e[plosion cloud � $ Iield e[perimental study �，-� 9olcanol� Geotherm� 5es� � 

11�� 33�42，2002． 

ᶓᑿ亮彦ࠊ谷口宏඘ࠊ大島弘光ࠊ後藤❶夫ࠊ大ሙ 司ࠊ宮本 Ẏࠊ火山⇿発研究ࣝࢢ

ーࣉ，野外⇿発ᐇ㦂からぢた᭷⌔ 2000 年噴火ࠊ火山，47，243�2�3，2002． 

鬼澤真也・大島弘光・௚，᭷⌔火山地ᇦの３次ඖ地震波㏿度構造，火山，47，49���06，

2002． 

吉田㑥一，笹谷努，一柳昌義，大島弘光，田村 ៅ，2000 年᭷⌔山噴火活動࡟క࠺ప

࿘波地震，火山，47，�07��19，2002． 

青山裕・大島弘光・前川徳光，᭷⌔山 2000 年噴火࡟క࠺✵᣺活動，火山，47，�21��32，

2002． 

鬼澤真也・大島弘光࡯か，2001 年᭷⌔火山人ᕤ地震᥈ᰝѸ３次ඖ㹎波㏿度構造Ѹ，月ห

地⌫，ྕ外 39，14�21，2002． 

大島弘光・前川徳光・᳜木㈆人・武田჆人，北海道の火山およびࡑの࿘辺地ᇦ࡟おࡅ

る⢭ᐦ㔜ຊ測㔞，北大地⌫≀理報告，66，101�110，2003． 

大島弘光・青山 裕，火山噴火࡟క࠺≀㉁ᨺ出㏿度，Ѹ噴出㏿度のᐇ測を目ᣦしてѸ，

≉ᐃ㡿ᇦ研究ࠕ火山⇿発のࢼ࢖ࢲミクࠖࢫ平成 14 年度成ᯝ報告᭩，2003． 

 

３．学会発表 

岡田弘，大島弘光，᭷⌔山構造᥈ᰝࣝࢢーࣉ，᭷⌔山࡟おࡅる人ᕤ地震᥈ᰝѸ᥈ᰝの

ᴫせѸ，地⌫ᝨᫍ科学関連学会 2002 年ྜ同大会，2001 年５月．  

鬼澤真也，大島弘光，青山裕 ࡯か，᭷⌔山࡟おࡅる人ᕤ地震᥈ᰝ�3 次ඖ P波㏿度構

造�，地⌫ᝨᫍ科学関連学会 2002 年ྜ同大会，2001 年 6 月． 

大島弘光，鬼澤真也，青山裕࡯か，᭷⌔山の 2000 年新山࡟おࡅる地震᥈ᰝ，地⌫ᝨ

ᫍ科学関連学会 2002 年ྜ同大会，2001 年５月． 

大島弘光，青山裕，鬼澤真也 ࡯か TCP/IP ネットワークを⏝いた火山観測⏝テ࣓ࣞ

ータࢫࢩテ࣒の㐠⏝ヨ㦂，地⌫ᝨᫍ科学関連学会 2002 年ྜ同大会，2001 年５月． 

前川徳光，石川和也，大島弘光 ࡯か≉ᐃ小電ຊ↓⥺テ࣓ࣞータのไస，地⌫ᝨᫍ科

学関連学会 2002 年ྜ同大会，2001 年５月． 

⟄井ᬛᶞ，鬼澤真也，大島弘光，᭷⌔山構造᥈ᰝ記録࡟ぢられる後⥆┦，日本火山学
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会 2002 年度⛅Ꮨ大会，௝ྎ． 

岡田弘，大島弘光，宇井忠英，火山噴火㛤ጞ後࡟おࡅる༴機ᑐ⟇と研究⪅のᙺ๭Ѹ2000

年᭷⌔山噴火の事౛よࡾѸ，日本火山学会 2002 年度⛅Ꮨ大会，௝ྎ． 

市原美ᜨ，大島弘光，山本裕ᮁ，谷口宏光࡯か，高㏿度࢜ࢹࣅとᅽຊセンࢧѸ࡟よる

Ỉ中⇿発同時観測ᐇ㦂，日本火山学会 2002 年度⛅Ꮨ大会，௝ྎ． 

大島弘光，前川徳光，᳜木㈆人，武田჆人，北海道の火山およびࡑの࿘辺地ᇦ࡟おࡅ

る㔜ຊの⤒年変໬，日本火山学会 2002 年度⛅Ꮨ大会，௝ྎ． 

大島弘光，青山裕，火山⇿発࡟క࠺≀㉁のᨺ出㏿度Ѹ噴出㏿度のᐇ測ࡅࡴ࡟てѸ，≉ᐃ

㡿ᇦࠕ火山⇿発のࢼ࢖ࢲミクࠖࢫ平成 14 年度ࢩン࣏2003，࣒࢘ࢪ 年 3 月 3�4 日，

ᮾி大学． 

前川徳光，大島弘光，㥖ࣨᓅの⌧≧ 1Ѹ地殻変動Ѹ，北海道大学地震火山研究観測セン

ター・ࢩン࣏ࠕ࣒࢘ࢪ㥖ࣨᓅ࡟おࡅる研究の⌧≧とㅖၥ㢟 ，ࠖ2000 年３月㸶日，北

海道大学． 

大島弘光，小野ᚸ，1929 年噴火࡟క࠺噴↮の１次ඖᐃ常ὶࣔ࡟ࣝࢹよるゎᯒ，北海道

大学地震火山研究観測センター・ࢩン࣏ࠕ࣒࢘ࢪ㥖ࣨᓅ࡟おࡅる研究の⌧≧とㅖၥ

㢟 ，ࠖ2000 年３月㸶日，北海道大学． 

 

４．ྲྀᚓ研究㈝ 

科学研究㈝⿵助㔠 ᇶ┙研究一⯡（㹀） ⇿発的噴火⌧㇟のࢣࢫѸࣜン๎ࢢの☜❧と

⅏ᐖ予測，分担，௦表⪅㸸ᮾ北大学ᮾ北࢔ࢪ࢔研究センタѸ 教授 谷口宏光． 

科学研究㈝⿵助㔠 ≉ᐃ㡿ᇦ研究 火山⇿発のࢼ࢖ࢲミク04$，ࢫ 火山⇿発࡟క࠺地

表⌧㇟࡟ᑐࡍる新研究手ἲの㛤発と㐺⏝，分担⪅，௦表⪅㸸ᮾ北大学ᮾ北࢔ࢪ࢔研

究センタѸ 教授 谷口宏光． 

ி㒔大学㜵⅏研究ᡤ 一⯡共同研究 火山ᛶ地震・ᚤ動のࢹータ࣋ーࢫのస成と発生

㐣程のẚ㍑研究，協ຊ⪅，௦表⪅㸸ᮾ北大学大学院理学研究科 助教授 西村ኴ志． 

 

５．♫会活動 

 構造᥈ᰝ報告会㛤催 

 ᭷⌔火山観測ᡤ一⯡බ㛤 

 

㸴．会議ཧຍ 

 平成 14 年度᭷⌔山噴火㜵⅏⥲ྜカ⦎（2002 年 10 月 16 日） 

 

橋本武志 

１．主࡞観測のᴫせ 

ձ 㞼௝火山⮬↛電位⧞ࡾ㏉し観測 

目的㸸1990 年の噴火࡟క࠺⇕Ỉᑐὶ⣔の発㐩㐣程を㏣࠺． 

成ᯝ㸸山㡬部の㛗ᮇ的⮬↛電位変動ࡀᤊ࠼られた． 

⁐岩ࢻー࣒を中ᚰとࡍる⇕Ỉᑐὶ⣔の⾶㏥とᛮࢃれる変໬ࡀぢられる． 

ղ㜿⸽火山地磁気඲磁ຊ観測 

目的㸸中ᓅ火口の地下ὸ部 度変໬を推ᐃࡍる． 
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成ᯝ㸸199� 年௨㝆⥆いてࡁた⵳⇕ഴྥࡀ 2001 年ᮎ࡟底をᡴࡕ， 

෭༷࡟㌿ࡌたࡇとࡀ明らか࡞࡟った．㛗࿘ᮇᚤ動のቑ大とࡶ関連ᛶࡀㄆࡵられる． 

ճ஑㔜火山地磁気඲磁ຊ観測 

目的㸸199� 年噴火࡟క࠺火口࿘辺ᇦの地下 度変໬を推ᐃࡍる． 

成ᯝ㸸噴火௨後一㈏して෭༷ഴྥでㄝ明でࡁる．最㏆の変໬ࡸࡸࡣ࡟㕌ࡀࡾぢ࠼る． 

մࣟンࣞࣂࢢー࢝ࣝࣛࢹ電磁気観測（8SGS と共同） 

目的㸸㐲地地震࡟トࣜ࢞ーࡉれた地殻変動࡟క࠺地磁気変໬の᳨出とࣔࣜࢹンࢢ 

成ᯝ㸸年࿘変໬成分࡟╔目したゎᯒを行った． 

気 変໬࡟క࠺表ᒙ௜㏆の岩石磁໬の年࿘変໬のྍ⬟ᛶをᣦ᦬した． 

 

２．発表論文 

山口ぬ・㤳藤史ᮁ・橋本武志・村上英記・高木典子� 野島᩿ᒙ༡部の２次ඖẚ᢬ᢠ構

造および᩿ᒙ活動度との関連� 地震� �� (2)� p� 143�1�1� 2002� 

Nakaboh� 0�� 2no� H�� Sako� 0�� Sudo� <�� Hashimoto� T� and Hurst� $� W� 

Continuous depression by Iumarolic activity at Iwoyama� .uju 9olcano� .yushu� 

-apan� Geophys� 5es� /ett�� accepted� 2002� 

2001 年地殻ẚ᢬ᢠ研究ࣝࢢー2001，ࣉ 年㫽ྲྀ┴西部地震震※ᇦ࿘辺での῝部ẚ᢬ᢠ

構造᥈ᰝのᴫせ，ி㒔大学㜵⅏研究ᡤ年報� 4�� %� 4�9�497� 2002� 

橋本武志・宇ὠ木඘・ᆏ中ఙ也・田中Ⰻ和，஑㔜◲㯤山の⇕ᨺ出㐣程と地磁気変໬，

ி㒔大学㜵⅏研究ᡤ年報� 4�� %� 617�62�� 2002� 

㛗谷英ᙲ・高಴ఙ一・石戸⤒士・బ藤ె子・橋本武志・田中Ⰻ和・大಴敬宏，㜿⸽山

 �る岩石のゼータ電位測ᐃ，ி㒔大学㜵⅏研究ᡤ年報� 4�� %� 64��6�6� 2002ࡅお࡟

中ᆓ真・小野博ᑚ・㏕ᖿ雄・橋本武志・㡲藤㟹明・大಴敬宏・吉川ៅ・宇ὠ木඘・ᆏ

中ఙ也・$�W�Hurst，஑㔜火山の地殻変動，ி㒔大学㜵⅏研究ᡤ年報� 4�� %� 633�643� 

2002� 

 

３．学会発表 

橋本武志・田中Ⰻ和・㘽山ᜏ⮧，マࢢマ㈏ධ࡟క࠺⇕Ỉᑐὶ⣔の発㐩と⮬↛電位変動，

地⌫ᝨᫍ科学関連学会（ᮾி）� 0ay 27�31� 2002� 

宇㒔ᬛ史・吉田㈼一・ሷᓮ一郎・大志୓┤人・笠谷㈗史・㘽山ᜏ⮧・橋本武志・中ᑿ

⠇郎・▮部ᚁ，大山火山の῝部ẚ᢬ᢠ構造ㄪᰝ（ᗎ報），地⌫ᝨᫍ科学関連学会（ᮾ

ி）� 0ay 27�31� 2002� 

笹井洋一・0alcolm -� S� -ohnston・田中Ⰻ和・橋本武志・宇ὠ木඘・ᆏ中ఙ也・上

ᔱㄔ，࣎࣍࢔ーࣝ┤上でのࢰ࢚ࣆ磁気変໬のቑᖜー茂木ࣔࣝࢹを౛としてー，地⌫

ᝨᫍ科学関連学会（ᮾி）� 0ay 27�31� 2002� 

㛗谷英ᙲ・石戸⤒士・高಴ఙ一・బ藤ె子・橋本武志・田中Ⰻ和，㜿⸽山࿘辺の岩石

のゼータ電位測ᐃ，地⌫ᝨᫍ科学関連学会（ᮾி）� 0ay 27�31� 2002� 

ᮡ岡学・㘽山ᜏ⮧・笹井洋一・上ᔱㄔ・橋本武志，2000 年୕Ꮿ島噴火・࢝ࣝࣛࢹᙧ成

 �඲磁ຊ変໬，地⌫ᝨᫍ科学関連学会（ᮾி）� 0ay 27�31� 2002࡞ᛴ⃭࠺క࡟

Wahyu Srigutomo・㘽山ᜏ⮧・⚄田ᚄ・橋本武志・宗ໟ浩志・田中Ⰻ和・宇ὠ木඘・

大‖隆雄，5esults oI time domain electromagnetic survey in 8nzen 9olcano� 
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.yushu� -apan，地⌫ᝨᫍ科学関連学会（ᮾி）� 0ay 27�31� 2002� 

笹井洋一・上ᔱㄔ・ḷ田ஂ司・㘽山ᜏ⮧・-acTues Zlotnicki・橋本武志・高橋ඃ志，

୕Ꮿ島火山 2000 年活動࡟క࠺地磁気変໬ࣔࣝࢹの෌᳨ウ，地⌫電磁気・地⌫ᝨᫍ

ᅪ学会（ᮾி）� Nov� 11�14� 2002� 

橋本武志・田中Ⰻ和・宇ὠ木඘・ᆏ中ఙ也・上ᔱㄔ・笹井洋一・ࣙࢪンࢫトン マࣝ

࢝，࣒ࢥ いࡘ࡟ぢられる年࿘変໬࡟の඲磁ຊࣛࢹー࢝ࣝࣞࣂࢢᕞࣟン࢔ࢽ࢛ࣝࣇࣜ

て，地⌫電磁気・地⌫ᝨᫍᅪ学会（ᮾி），Nov� 11�14� 2002� 

笹井洋一・ 上ᔱㄔ・ḷ田ஂ司・㘽山ᜏ⮧・高橋ඃ志・-acTues Zlornicki・橋本武志，

୕Ꮿ島 2000 年活動࡟క࠺地磁気変໬ࣔࣝࢹの෌᳨ウ，日本火山学会（௝ྎ），2ct� 

22�24� 2002� 

ᮡ岡学・㘽山ᜏ⮧・上ᔱㄔ・笹井洋一・橋本武志，2000 年୕Ꮿ島࢝ࣝࣛࢹᙧ成時の磁

ሙ変動，日本火山学会（௝ྎ），2ct� 22�24� 2002� 

小川ຮ・㘽山ᜏ⮧・田中Ⰻ和・橋本武志・㛗谷英ᙲ，㞼௝火山࿘辺࡟おࡅる࣎࣍࢔ー

ࣝを⏝いた㖄┤地電位ᕪ測ᐃ，日本火山学会（௝ྎ），2ct� 22�24� 2002� 

中ᆓ真・小野博ᑚ・橋本武志・大಴敬宏・㡲藤㟹明・吉川ៅ・㏕ᖿ雄・$�W�Hurst・

宇ὠ木඘・ᆏ中ఙ也，஑㔜火山࡟おࡅるࣛࣆッࢫࢻタテ࢕ックἲを⏝いた⛻ᐦ GPS

測㔞，日本火山学会（௝ྎ），2ct� 22�24� 2002� 

T� Hashimoto� S� Ikebe� H� 2no� and <� Tanaka� Heat discharge� water level and 

geomagnetic changes oI the crater lake� $so 9olcano� -apan� Western PaciIic 

Geophysics 0eeting (Wellington)� -ul� 9�12� 2002� 

┦澤ᗈ記・ᐩ士山ẚ᢬ᢠ研究ࣝࢢーࣉ，電磁気観測から明らか࡞࡟ったᐩ士火山の⇕

Ỉ⣔，ி㒔大学㜵⅏研究ᡤ研究発表ㅮ₇会（ி㒔），)eb� 20�21� 2003� 

㛗谷英ᙲ・石戸⤒士・橋本武志・⚄田 ᚄ・బ藤ె子，஑ᕞ火山の岩石のゼータ電位

測ᐃ，ி㒔大学㜵⅏研究ᡤ研究発表ㅮ₇会（ி㒔），)eb� 20�21� 2003� 

田中Ⰻ和・橋本武志・小野博ᑚ・北田┤人・吉川ៅ・ᯇ島೺，㜿⸽火山࡟おࡅる✵中

磁気測㔞 㸫⧞ࡾ㏉し観測ࡅྥ࡟て㸫，ி㒔大学㜵⅏研究ᡤ研究発表ㅮ₇会（ி㒔），

)eb� 20�21� 2003� 

┦澤ᗈ記・ᐩ士山ẚ᢬ᢠ研究ࣝࢢーࣉ，ᐩ士山地下の地殻῝部ẚ᢬ᢠ構造，ி㒔大学

㜵⅏研究ᡤ研究発表ㅮ₇会（ி㒔），)eb� 20�21� 2003� 

 

４．ྲྀᚓ研究㈝ 

科研㈝ⱝ手研究(%) ௦表⪅㸸橋本武志，㢟目㸸⮬↛電位およびᅵተ࢞ࢫの☜⋡的トࣔ

よる火山のὸ部⇕Ỉ⣔のゎ明 ஺௜㢠㸸2�6�0࡟࢕ࣇࣛࢢ ༓෇ (H13�14� 2 年㛫)  

科学技⾡᣺⯆ㄪᩚ㈝ ௦表⪅㸸田中Ⰻ和 分担⪅㸸橋本武志，㢟目㸸科学᥀๐࡟よる

噴火機構とマࢢマ活動ゎ明のたࡵの国㝿共同研究，஺௜㢠㸸��000 ༓෇ (H14�16� 3

年㛫)  

日本学⾡᣺⯆会 日⡿科学協ຊ事業 ௦表⪅㸸田中Ⰻ和，分担⪅㸸橋本武志・笹井洋

一・上ᔱㄔ・宇ὠ木඘・ᆏ中ఙ也，㢟目㸸火山活動࡟క࠺電磁ሙの発生機構㸫㜿⸽

とࣟンࣞࣂࢢーのẚ㍑研究㸫，஺௜㢠㸸��000 ༓෇（H13�1�� 3 年㛫） 

 

５．♫会活動 
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㜵⅏研究ᡤ研究担当併任 

SG(PSS（地⌫電磁気・地⌫ᝨᫍᅪ学会）➨ 21 ᮇ㐠Ⴀጤ員 

 

森済 

１．主࡞観測のᴫせ 

（１）᭷⌔山㸸2000 年噴火వຠ地殻変動᳨知のたࡵのྛ✀測地観測． 

 ձ測ゅ・光波測㔞㸸ཧຍ⪅㸸森済． 

 ղὝ√࢝ࣝࣛࢹをྵࡴᗈᇦ㹅㹎㹑観測㸸�月࡟ᐇ施．ཧຍ⪅㸸森 済． 

 ճ㹐㹒㹉㸸西㯄の西山西火口⩌の隆㉳中ᚰで⥅⥆中．活動೵Ṇ後のỿ㝆཰⦰を⥅⥆

観測中．ཧຍ⪅㸸森済． 

（２）北海道㥖ࣨᓅ 

北海道㥖ࣨᓅ構造᥈ᰝ（2002 年 9 月 27 日㸫10 月 2 日ࠊ目的㸹火山噴火予知ィ⏬の

一⎔として人ᕤ地震࡟よる北海道㥖ࣨᓅのὸ部㏿度構造ゎ明）࡟ཧຍࡍるととࠊ࡟ࡶ

2002 年 �・9 月ࡑ࡟の‽ഛస業． 

 ཧຍ⪅㸸森済，鬼澤真也，青山裕，大島弘光，岡田弘，前川徳光，鈴木敦生，北海

道大学，ᮾ北大学，⛅田大学，ᮾி大学，ᮾிᕤ業大学，名ྂᒇ大学，ி㒔大学，

஑ᕞ大学，㮵ඣ島大学，気㇟ᗇ 

（３）火山活動ᢕᥱのたࡵのࠊ㥖ࣨᓅ࿘辺ᇦでのᗈᇦ㹅㹎㹑観測（2002 年 9�10 月）．

ཧຍ⪅㸸森済 

 

２．発表論文 

鬼澤真也・大島弘光・森済・前川徳光・鈴木敦生・一柳昌義・岡田 弘(2002)㸸᭷⌔

火山地ᇦの 3次ඖ地震波㏿度構造ࠊ火山49���06ࠊ47ࠊ． 

岡ᓮ紀ಇ・高橋浩晃・笠原稔・石୸⪽・森済・北川㈆அ・藤原೺἞・中⚰ṇ明(2002)㸸

高ᐦ度GPS観測࡟よる 2000 年᭷⌔山噴火の地殻変動ࠊ火山�47���7ࠊ47ࠊ． 

高橋浩晃・岡ᓮ紀ಇ・石୸⪽・森済・ᯇ島೺・渡㑔⠜志・୕ᾆဴ・中ᑿ茂・ຍ藤㍤அ・

木⫤文᫛・笠原稔(2002)㸸２࿘波GPSཷ信機࡟よる 2000 年᭷⌔山噴火前後の地殻変

動観測ࠊ火山161�166ࠊ47ࠊ． 

木⫤文᫛・森済・山本ᆂ࿃(2002)㸸5T.GPS タࢽ࣒ࣔ࢖タࣝ࢔よる᭷⌔山地殻変動ࣜ࡟

ー（2000 年 4 月 1�㹼30 日）ࠊ火山167�170ࠊ47ࠊ 

森済(2002)㸸ᶡ前山北ᮾⓏ山道Ỉ‽測㔞で明らか࡞࡟った上下変動 (1997�2001)ࠊ月

ห地⌫ྕࠊ外  ．10�13ࠊ39

鬼澤真也・大島弘光・青山裕・森済・前川徳光・鈴木敦生・⟄井ᬛᶞ・ᯇᑿのࡾ道・

及川⣧・大‖隆雄・山本ᆂ࿃・森೺彦・平㈗᫛・宮⏫宏ᶞ・岡田弘，2001 年᭷⌔山

人ᕤ地震᥈ᰝ 3 次ඖP波㏿度構造，月ห地⌫， 39� 14�21� 2002． 

 

３．学会発表 

森済・鈴木敦生㸸ɟ 前山北ᮾⓏ山道Ỉ‽測㔞で明らか࡞࡟った上下変動(1997㸫2001)． 

   地⌫ᝨᫍ科学関連学会 2002 年ྜ同学会，2002 年 6 月． 

鬼澤真也・大島弘光・青山裕・森済・前川徳光・鈴木敦生・⟄井ᬛᶞ・ᯇᑿのࡾ道・

及川⣧・大‖隆雄・山本ᆂ࿃・森೺彦・平㈗᫛・宮⏫宏ᶞ，᭷⌔山࡟おࡅる人ᕤ地
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震᥈ᰝѸ3次ඖ㹎波㏿度構造，地⌫ᝨᫍ科学関連学会2002年ྜ同学会，2002年 6月． 

森済㸸᭷⌔山 1977�19�2 年活動࡟おࡅる山㯄部の地殻変動㸫᭷⌔山࡟おࡅる地殻変動

⅏ᐖの౛㸫．ㅮ₇会㹙火山噴火の㛗ᮇ予測と⅏ᐖ㍍ῶのたࡵのᇶ♏科学㹛2002ࠊ

年 12 月 12 日． 

森済㸸᭷⌔山 1977�19�2 年活動࡟おࡅる地殻変動⅏ᐖ．≉ᐃ㡿ᇦࠕ火山⇿発のࢼ࢖ࢲ

ミクࠖࢫ平成 14 年度ࢩン࣏2003，࣒࢘ࢪ 年 3 月 3㸫4 日． 

森済㸸1996 年௨㝆のỈ⵨気⇿発の㺔㺼㺛⁀まࡾと前඙地殻変動．北海道大学地震火山セ

ンター・ࢩン࣏ࠕ࣒࢘ࢪ㥖ࣨᓅ࡟おࡅる研究の⌧≧とㅖၥ㢟 ，ࠖ2003 年 3 月 � 日，

北海道大学． 

 

４．ྲྀᚓ研究㈝ 

科学研究㈝⿵助㔠ࠊ≉ᐃ㡿ᇦ研究㸹火山⇿発のࢼ࢖ࢲミク0$，ࢫ��火山噴火の㛗ᮇ予

測と⅏ᐖ㍍ῶのたࡵのᇶ♏科学ࠊ分担⪅，௦表⪅㸸北海道大学地震火山研究観測セ

ンター 教授 岡田弘 

 

西村裕一 

１．主࡞観測のᴫせ 

 る海底地震観測ࡅお࡟ー࢙࢘ࣝࣀ（１）

 内ᐜ㸸ᮾࣜࢢーンࣛンࢻ◚○ᖏ࡟おいて，海底地震ィと࢚࢞࢔ンを⏝いた構造᥈ᰝ

をᐇ施した． 

 ཧຍ機関㸸北海道大学，࣋ࣝࢤン大学，ࢹンマーク地㉁ㄪᰝᡤ 

 る地⌫໬学的ㄪᰝ研究ࡅお࡟ࣝ࢘ࣂࣛ（２）

 内ᐜ㸸ࣛࣛࢹࣝ࢝ࣝ࢘ࣂ࿘辺࡟おいて，噴気࢞ࢫ， ἨỈ，ᅵተ࢞ࢫの測ᐃをᐇ施

した． 

 ཧຍ機関㸸北海道大学，ᮾிᕤ業大学，ࣛࣝ࢘ࣂ火山観測ᡤ 

（３）᭷⌔山の地殻変動࡟関ࡍるㄪᰝ研究 

 内ᐜ㸸᭷⌔山༡山㯄からの地殻変動連⥆観測を⥅⥆した． 

 ཧຍ機関㸸北海道大学，⏘業技⾡⥲ྜ研究ᡤ，道㊰බᅋ 

（４）北海道ᮾ部のὠ波⑞㊧࡟関ࡍるㄪᰝ研究 

 内ᐜ㸸北海道中ኸ部ኴ平洋ᓊ࡟おいて，ὠ波ሁ✚≀のㄪᰝ研究を⥅⥆した． 

 ཧຍ機関㸸北海道大学，日本大学 

 

２．発表論文 

高木ᮁ඘・西村裕一・宮村῟一，セ࢜࢖ࣛࢻト観測࡟よる 2000 年᭷⌔山噴火後の地

殻変動．火山，47，��9��69，2002． 

大野希一・国᪉まࡾ・鈴木ṇ❶・西村裕一・㛗井大㍜・㐲藤㑥彦・༓ⴥ㐩ᮁ・ㅖᫍ真

ᕹ．᭷⌔山 2000 年噴火でࡶたらࡉれた火○≀のᒙᗎ．火山，47，619�643，2002． 

ᐆ田᫴෬・ᫍఫ英夫・宮城☾෬・西村裕一・宮⦕育夫・୕ᾆ大助・川辺⚞ஂ，᭷⌔火

山 2000 年噴火の火口㏆ഐሁ✚≀．火山，47，64��661，2002． 

Nogami� .�� Hirabayashi� -�� Nishimura� <� and Suzuki� $�� Nature and 2rigin 

oI 9olcanic $sh in the 2000 (ruption oI 8su 9olcano� Southwestern Hokkaido� 
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-apan� (arth Planets Space� �4� 993�99�� 2002� 

野上೺἞・平ᯘ順一・大ሙ武・ᏳᏞ子勤・岡田弘・西村裕一・前川徳光・鈴木敦生，

᭷⌔山 2000 年噴火࡟おࡅる地⌫໬学的研究 �火山⅊௜╔Ỉ⁐ᛶ成分の変動と火山

活動 �．火山，47，32��332，2002． 

%reivik� $� -�� 0jelde� 5�� Grogan� P�� Shimamura� H�� 0urai� <�� Nishimura� 

<� and .uwano� $�� $ Possible Caledonide $rm Through the %arents Sea Imaged 

by 2%S 'ata� Tectonophysics� 3��� 67�97� 2002� 

高波㕲夫・村井芳夫・本多 亮・西村裕一・勝俣啓・島村英紀・㛗谷川ㄔ୕・ᾋỌஂ，

海底地震ィ࡟よる 19�2 年༑勝Ἀ地震の震※ᇦでの地震観測Ѹᗎ報Ѹ．北海道大学地

⌫≀理学研究報告，66，63Ѹ7�，2003． 

知北和ஂ・西村裕一・⚟山㱟次・ᱵ原信அ・城戸大స・ᶲ෬国，᭷⌔山 2000 年噴火

と新生†ࣛࢹࣝ࢝࠺క࡟火山噴火ࠕ．た池἟のỈ཰支・໬学成分཰支ࡁよってで࡟

池἟の≀㉁ᚠ⎔の機構࡟関ࡍる研究ࠖ，科学研究㈝⿵助㔠（௦表知北和ஂ）研究成

ᯝ報告᭩，3���4，2003． 

西村裕一，Ṕ史噴火とṔ史ὠ波Ѹ1994 年ࣛࣝ࢘ࣂと 1640 年北海道㥖ࢣᓅの噴火とὠ波

Ѹ．月ห海洋ྕ外，2�� 132�137� 2002�  

 

３．学会発表 

2hba� 0ulina� Nogami� Nishimura� Geochemical Survey at 5abaul Caldera� Papua 

New Guinea� The �th )ield Workshop on 9olcanic Gases� (Nicaragua and Costa 

5ica)� 2003�3� 

Pecher� Henrys� %annister�'avey� Nishimura� <amada� Shimamura� Structure oI the 

Hikurangi Subduction Zone� (ast Coast New Zealand� Irom a Coincident 2cean 

%ottom Seismometer� 2nshore/oIIshore� and 0ultichannel Seismic 5eIlection 

Survey� 'eep Seismic 0eeting� Taupo (NZ)� 2003�1� 

%reivik� 0jelde� Grogan� Shimamura� 0urai� Nishimura� Crustal Structure and 

TransIorm 0argin 'evelopment South oI Svalbard %ased on 2%S and Gravity 'ata� 

'eep Seismic 0eeting� Taupo (NZ)� 2003�1� 

Nishimura� Nakagawa� .uduon� Wukawa� Timing and Scale oI Tsunamis Caused by the 

1994 5abaul (ruption� (ast New %ritain� Papua New Guinea� WPG0� Wellington 

(NZ)� 2002�7�  

Nishimura� <amada� Shimamura� Henrys� NIGHT Working Group� /ocal Seismicity 2II 

(ast Coast oI North Island� New Zealand� 'etected by an 2%S $rray� WPG0� 

Wellington (NZ)� 2002�7� 

<amada� Nishimura� Shimamura� Henrys� NIGHT Working Group� Crustal Structure 

oII (astern Shore oI the North Island� New Zealand� as 5evealed by an 2%S and 

$irgun ([periment� WPG0� Wellington (NZ)� 2002�7� 

Pecher� Henrys� %annister� 'avey� Nishimura� <amada� Shimamura� NIGHT Working 

Group� North Island Geophysical Transect (NIGHT) � )irst 5esults Irom a 

Combined 2cean %ottom Seismometer and 0ultichannel Seismic 5eIlection Survey� 

WPG0� Wellington (NZ)� 2002�7� 
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Henrys� %annister� Pecher� 'avey� Stern� StratIord� Salmon� White� Harrison� 

Shimamura� Nishimura� <amada� North Island Geophysical Transect (NIGHT) � $n 

2verview� WPG0� Wellington (NZ)� 2002�7� 

Nishimura� Nakagawa� .uduon� Wukawa� Timing and Scale oI Tsunamis Caused by the 

1994 5abaul (ruption� (ast New %ritain� Papua New Guinea� The 0ontagne Plee 

1902�2002 International Congress� Saint Pierre� 0artiniTue ()rance)� 2002���  

Nishimura� 0atsushima� Saito� Takarada� Hasaka� Takagi� 'eIormation 0onitoring 

by ('0 and Theodolite Surveys at the Western Part oI 8su 9olcano� Hokkaido� 

-apan� The 0ontagne Plee 1902�2002 International Congress� Saint Pierre� 

0artiniTue ()rance)� 2002��� 

Takarada� Hoshizumi� 0iyagi� Nishimura� 0iyabuchi� 0iura� .awanabe� 

Characteristics oI the 0arch 31� 2000 Phreatomagmatic (ruption at 8su 9olcano� 

-apan� The 0ontagne Plee 1902�2002 International Congress� Saint Pierre� 

0artiniTue ()rance)� 2002��� 

Czuba� 5itzmann� Grad� Guterch� -okat� Nishimura� The Crustal Structure oI the 

Continent�2cean Transition Zone in the North�Western Spitsbergen %ased on the 

99200 ProIile� ([periment S025( II� (GS� Nice ()rance)� 2002�4�  

Hirakawa� Nakamura and Nishimura� Huge Tsunamis and Their 5ecurrence Interval 

%ased on Tsunami 'eposits $long the PaciIic Coast oI (ast Hokkaido� Northern 

-apan� Tsunami 5isk and Its 5eduction in the $sia�PaciIic 5egion� %andung 

(Indonesia)� 2002 3�  

平川一⮧・中村᭷࿃・西村裕一，᰿ᐊ༙島および༑勝ἢᓊのྂὠ波ሁ✚≀ᒙᗎのẚ㍑

とࡑのព義．Ṕ史地震研究会，2002 年 10 月． 

山田亜海・西村裕一・島村英紀・I� Pecher・S� Henrys㸸海底地震ィと࢚࢞࢔ン࡟よ

るࣗࢽーࢪーࣛンࢻ北島の地殻・上部マントࣝ構造．地⌫ᝨᫍ科学関連学会 2002

年ྜ同大会，2002 年 � 月．  

西村裕一・中川光弘・宮地┤道㸸ὠ波ሁ✚≀とテࣛࣇからࡳた噴火ὠ波の発生時ᮇと

波高．地⌫ᝨᫍ科学関連学会 2002 年ྜ同大会，2002 年 � 月．  

 

４．ྲྀᚓ研究㈝ 

科研㈝ᇶ┙研究㹀（海外） 2001�2003 年（平成 13�1� 年）   

  テ࣒の究明ࠖ（௦表㸸西村裕一）ࢫࢩ⤥マ౪ࢢるὸ部マࡅお࡟ࣛࢹࣝ࢝ࣝ࢘ࣂࣛࠕ

科研㈝ᇶ┙研究 $（海外） 2001�2004 年（平成 13�16 年）   

活動のいまࠖࠕ海⁁Ѹ海ᕊの῝部地下構造と，ᚤ小地震からぢた࡞␗≉ୡ⏺ྛ地のࠕ

のゎ明ࠖ（௦表㸸島村英紀）  

科研㈝ᇶ┙研究㹁（一⯡） 2001�2002 年（平成 13�14 年）   

る研究ࡍ関࡟と新生池἟の≀㉁ᚠ⎔の機構†ࣛࢹࣝ࢝࠺క࡟火山噴火ࠕ （ࠖ௦表㸸 知

北和ஂ）  

科研㈝ᇶ┙研究㹀（一⯡） 2001�2002 年（平成 13�14 年）   

 る研究ࠖࡍ関࡟海⁁ᆺᕧ大地震の෌ᖐᛶࡃᇶ࡙࡟Ṕ史史料，および地㉁⑞㊧ㄪᰝࠕ

（௦表㸸㒔司႐ᐉ）  
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５．♫会活動 

2002 年 10 月 12 日 ㅮ₇㸸ᐊ⹒地༊トࣛック協会主催 

  ㅮ₇会 ࠕ北海道ኴ平洋ᓊのᕧ大地震とὠ波ࠖ 

2002 年 6 月 6 日 ㅮ₇㸸ᮾி理科大学⌧௦科学セミࢼーࠕ火山㸸観測と研究の最前⥺  ࠖ

2001 年 6 月 2� 日 ㅮ₇㸸ᮾி理科大学⌧௦科学セミࢼーࠕ火山㸸観測と研究の最前

⥺ࠖ 

 

青山裕 
１．主࡞観測のᴫせ 

（１）北海道㥖ࣨᓅ構造᥈ᰝ 

火山噴火予知ィ⏬࡟ᇶ࡙ࡁ北海道㥖ࣨᓅのὸ部㏿度構造ゎ明を目的9，࡟月 26 日㹼10

月 2 日࡟国❧大学の共同観測として人ᕤ地震᥈ᰝを行った．㥖ࣨᓅおよび࿘辺地ᇦの

一⯡的࡞地震波㏿度構造ࡀồࡵられた． 

ཧຍ⪅㸸青山裕，大島弘光，鬼澤真也，森済，岡田弘，前川徳光，鈴木敦生，北海道

大学，ᮾ北大学，⛅田大学，ᮾி大学，ᮾிᕤ業大学，名ྂᒇ大学，ி㒔大学，஑ᕞ

大学，㮵ඣ島大学，気㇟ᗇ 

（２）2002 年Ὕ√†Ỉ中⇿◚ᐇ㦂 

Ỉ中での⇿発的噴火のࢣࢫーࣜン๎ࢢの☜❧および噴火࡟క࠺⌧㇟のィ測࡟関ࡍる

ᣦ㔪をᚓるた࡟ࡵ，Ỉ中࡟おࡅる火⸆⇿◚ᐇ㦂を行った．ࣝࣃࣝࣈࣂセーࣙࢩン࡟㉳

ᅉした≉ᚩ的࡞✵᣺ࡸ†㠃からの⾪ᧁ波のఏᦙを☜ㄆした．また，地動と✵᣺の┦஫

స⏝࡟関してのᇶ♏的ࢹ࡞ータをᚓた． 

ཧຍ⪅㸸青山裕，大島弘光，前川徳光，鈴木敦生，ᮾ北大学，0�5ipepe(Italy) 

（３）ᐩ士山⛻ᐦ地震観測 

ᐩ士山およびࡑの࿘辺࡟おࡅる地震活動のよࡾヲ⣽࡞ᢕᥱを目ᣦして，2002 年度よࡾ

⛻ᐦ地震観測ࡀ㛤ጞࡉれた．北大担当分の地震観測点設⨨࡟関ࢃるస業を 2003 年 3

月࡟行い，๭ࡾ当て分のࢹータを᭷⌔火山観測ᡤ࡟てࣔࢽターࡍる． 

ཧຍ⪅㸸青山裕，大島弘光，前川徳光，鈴木敦生，ᮾ北大学，ᮾி大学，名ྂᒇ大学，

ி㒔大学，஑ᕞ大学，㮵ඣ島大学，気㇟ᗇ，㜵⅏科学技⾡研究ᡤ 

 

２．発表論文 

青山裕・大島弘光・前川徳光，᭷⌔山2000年噴火࡟క࠺✵᣺活動，火山，47 (�)� �21��32� 

2002． 

H� $oyama� 0� Takeo and S� Ide� (volution mechanism oI an earthTuake swarm under 

the Hida mountains� central -apan� in 199�� -� Geophys� 5es�� 107� %�� 

(S(��1�(S(��20� 2002� 

鬼澤真也・大島弘光・青山裕・森済・前川徳光・鈴木敦生・⟄井ᬛᶞ・ᯇᑿのࡾ道・

及川⣧・大‖隆雄・山本ᆂ࿃・森೺彦・平㈗᫛・宮⏫宏ᶞ・岡田弘，2001 年᭷⌔山

人ᕤ地震᥈ᰝ 3 次ඖ P波㏿度構造，月ห地⌫， 39� 14�21� 2002． 

大島弘光・青山裕，火山⇿発࡟క࠺≀㉁のᨺ出㏿度㸫噴出㏿度のᐇ測ࡅྥ࡟て㸫，≉

ᐃ㡿ᇦ研究ࠕ火山⇿発のࢼ࢖ࢲミクࠖࢫ平成 14 年度成ᯝ報告᭩，2003． 
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３．学会発表 

青山裕・大島弘光・前川徳光，2000 年 3 月 31 日の᭷⌔山噴火で観測ࡉれた✵᣺と地

動，日本火山学会，2002 年 10 月． 

大島弘光・鬼澤真也・青山裕・ᯇ本⪽・ᯇ原⏤和・ᅵ田ᗤ夫・బࠎ木知子，᭷⌔山の

2000 年新山࡟おࡅる地震᥈ᰝ，地⌫ᝨᫍ科学関連学会，2002 年 6 月． 

大島弘光・青山裕・鬼澤真也・前川徳光・➉内敬二・Ᏻ藤浩・㛗内隆ᖾ・高℩浩二・

中村฼明，TCP/IP ネットワークを⏝いた火山観測⏝テ࣓ࣞータࢫࢩテ࣒の㐠⏝ヨ

㦂，地⌫ᝨᫍ科学関連学会，2002 年 6 月． 

前川徳光・石川和也・大島弘光・青山裕・鬼澤真也，≉ᐃ小電ຊ↓⥺テ࣓ࣞータのไ

స，地⌫ᝨᫍ科学関連学会，2002 年 6 月． 

鬼澤真也・大島弘光・青山裕・森 済・前川徳光・鈴木敦生・岡田弘・⟄井ᬛᶞ・ᯇ

ᑿのࡾ道・及川⣧・大‖隆雄・山本ᆂ࿃・森೺彦・平㈗᫛・宮⏫宏ᶞ，᭷⌔山࡟お

る人ᕤ地震᥈ᰝ㸫3ࡅ 次ඖ P 波㏿度構造㸫，地⌫ᝨᫍ科学関連学会，2002 年 6 月． 

青山裕，ὶయࡀ関୚した火山ᛶ地震の発生機構ࡘ࡟いて，北大地震火山センターࢩン

る研究の⌧≧とㅖၥ㢟ࡅお࡟㥖ࣨᓅࠕ࣒࢘ࢪ࣏ ，ࠖ2003 年 3 月． 

鈴木敦生・青山裕，㥖ࣨᓅの火山活動の⌧ἣ２㸫地震活動㸫，北大地震火山センター

る研究の⌧≧とㅖၥ㢟ࡅお࡟㥖ࣨᓅࠕ࣒࢘ࢪン࣏ࢩ ，ࠖ2003 年 3 月． 

大島弘光・青山裕，火山⇿発࡟క࠺≀㉁のᨺ出㏿度㸫噴出㏿度のᐇ測ࡅྥ࡟て㸫，≉

ᐃ㡿ᇦࠕ火山⇿発のࢼ࢖ࢲミクࠖࢫ平成 14 年度ࢩン࣏2003，࣒࢘ࢪ 年 3 月． 

 

４．ྲྀᚓ研究㈝ 

ி㒔大学㜵⅏研究ᡤ一⯡共同研究， 火山ᛶ地震・ᚤ動のࢹータ࣋ーࢫのస成と発生

㐣程のẚ㍑研究，分担⪅，௦表⪅㸸ᮾ北大学大学院理学研究科・助教授・西村ኴ志 

 

５．♫会活動 

（♫）日本地震学会 ௦議員（2002 年度） 

構造᥈ᰝ報告会㛤催（2002 年 7 月，ኊ▌⏫） 

᭷⌔火山観測ᡤ一⯡බ㛤（2002 年 7 月，ኊ▌⏫） 

 

鬼澤真也 

１．主࡞観測のᴫせ 

北海道㥖ࣨᓅ火山人ᕤ地震᥈ᰝ 

 北海道㥖ࣨᓅ火山ὸ部地震波㏿度構造ゎ明のた࡟ࡵ人ᕤ地震を⏝いた構造᥈ᰝを

行ったࠋ 

 ཧຍ⪅㸸岡田弘・大島弘光・森済・青山裕・鬼澤真也・前川徳光・鈴木敦生・北大・

⛅大・ᮾ北大・ᮾᕤ大・ᮾ大・名大・᰾⇞料࢖ࢧクࣝ・ி大・஑大・㮵大・気㇟ᗇ 

 日程㸸2002 年 9 月 26 日㹼10 月 2 日 

 

２� 発表論文 
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2nizawa�S�� H� 0ikada� H� Watanabe and S� Sakashita� $ method Ior simultaneous 

velocity and density inversion and its application to e[ploration oI 

subsurIace structure beneath Izu�2shima volcano� -apan� (arth Planets Space� 

�4(�)� �03��17� 2002� 

鬼澤真也・大島弘光・森済・前川徳光・鈴木敦生・一柳昌義・岡田弘� ᭷⌔火山地ᇦ

の 3次ඖ地震波㏿度構造� 火山� 47(�)� 49���06� 2002� 

Tanaka�S�� H� Hamaguchi� T� Nishimura� T� <amawaki� S� 8eki� H� Nakamichi� T� 

Tsutsui� H� 0iyamachi� N� 0atsuwo� -� 2ikawa� T� 2hminato� .� 0iyaoka� S� 

2nizawa� T� 0ori and .� $izawa� Three�dimensional P�wave velocity structure 

oI Iwate volcano� -apan Irom active seismic survey� Geophys� 5es� /ett�� 29� 

10�1029/2002G/0149�3� 2002� 

田中⪽・鬼澤真也・௚� 岩手山࡟おࡅる人ᕤ地震᥈ᰝ㸫観測およびึ動のㄞࡾྲྀࡳ㸫� 

地震研究ᡤᙡ報� 77� 1�2�� 2002� 

鬼澤真也・大島弘光・青山裕・௚� ᭷⌔火山࡟おࡅる人ᕤ地震᥈ᰝ㸫観測およびึ動

のㄞࡾྲྀࡳ㸫� 地震研究ᡤᙡ報� ᢞ✏中� 

鬼澤真也・大島弘光・青山裕・森済・前川徳光・鈴木敦生・⟄井ᬛᶞ・ᯇᑿ⣘道・及

川⣧・大‖隆雄・山本ᆂ࿃・森೺彦・平㈗᫛・宮⏫宏ᶞ・岡田弘� 2001 年᭷⌔火山

人ᕤ地震᥈ᰝ㸫3次ඖ P波㏿度構造㸫� 月ห地⌫� ྕ外 39� 14�21� 2002� 

鬼澤真也・大島弘光・森 済・前川徳光・鈴木敦生・一柳昌義・岡田 弘� ᭷⌔火山

地ᇦの 3 次ඖ地震波㏿度構造� ᭷⌔山 2000 年噴火と火山㜵⅏࡟関ࡍる⥲ྜ的観測

研究� 平成 12 年度科学研究㈝⿵助㔠（≉ู研究ಁ進㈝）研究成ᯝ報告᭩� 110�117� 

2002� 

森済・木⫤文᫛・山本ᆂ࿃・井口ṇ人・࿡႐大介・宮島ຊ雄・高山鐵ᮁ・大島弘光・

鬼澤真也・鈴木敦生・前川徳光� ᭷⌔山 2000 年噴火࡟క࠺地┙変動� ᭷⌔山 2000

年噴火と火山㜵⅏࡟関ࡍる⥲ྜ的観測研究� 平成 12 年度科学研究㈝⿵助㔠（≉ู

研究ಁ進㈝）研究成ᯝ報告᭩� 96�102� 2002� 

井口ṇ人・山本ᆂ࿃・࿡႐大介・高山鐵ᮁ・ᑎ石┾弘・ᅬ田ಖ美・鬼澤真也・ඵ木原 

寛・平野⯚一郎� 口ỌⰋ部島火山࡟おࡅる地┙変動� ⸃ᦶ◲㯤島火山・口ỌⰋ部島

火山の集中⥲ྜ観測（平成 12 年 � 月㹼平成 13 年 3 月）� 99�10�� 2002� 

 

３．学会発表 

2nizawa�S�� H� 2shima� H� <� 0ori� T� 0aekawa� $� Suzuki� 0� Ichiyanagi and H� 

2kada� Three�dimensional seismic velocity structure around 8su volcano� -apan� 

3rd biennial workshop on subduction processes emphasizing the 

.urile�.amchatkan�$leutian arcs� )airbanks� $laska� -un�� 2002� 

鬼澤真也・大島弘光・青山裕・森済・前川徳光・鈴木敦生・岡田弘・⟄井ᬛᶞ・ᯇᑿ

のࡾ道・及川 ⣧・大‖隆雄・山本ᆂ࿃・森೺彦・平㈗᫛・宮⏫宏ᶞ� ᭷⌔山࡟お

る人ᕤ地震᥈ᰝ�3ࡅ 次ඖ P 波㏿度構造�� 地⌫ᝨᫍ科学関連学会 2002 年ྜ同大会� 
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ᮾி㒔� 2002 年 � 月� 

岡田弘・大島弘光・᭷⌔山構造᥈ᰝࣝࢢーࣉ� ᭷⌔山࡟おࡅる人ᕤ地震᥈ᰝ㸫᥈ᰝの

ᴫせ㸫� 地⌫ᝨᫍ科学関連学会 2002 年ྜ同大会� ᮾி㒔� 2002 年 � 月� 

大島弘光・鬼澤真也・青山裕・ᯇ本⪽・ᯇ原⏤和・ᅵ田ᗤ夫・బࠎ木知子� ᭷⌔山の

2000 年新山࡟おࡅる地震᥈ᰝ�� 地⌫ᝨᫍ科学関連学会 2002 年ྜ同大会� ᮾி㒔� 

2002 年 � 月� 

大島弘光・青山裕・鬼澤真也・前川徳光・➉内敬二・Ᏻ藤浩・㛗内隆ᖾ・高℩浩二・

中村฼明� TCP/IP ネットワークを⏝いた火山観測⏝テ࣓ࣞータࢫࢩテ࣒の㐠⏝ヨ

㦂� 地⌫ᝨᫍ科学関連学会 2002 年ྜ同大会� ᮾி㒔� 2002 年 � 月� 

前川徳光・石川和也・大島弘光・青山裕・鬼澤真也� ≉ᐃ小電ຊ↓⥺テ࣓ࣞータのไ

స� 地⌫ᝨᫍ科学関連学会 2002 年ྜ同大会� ᮾி㒔� 2002 年 � 月� 

 

茂木透 
１．主࡞観測のᴫせ  

（１）道北・ᖠᘏ・ኳሷ地ᇦ３次ඖᗈᖏᇦ MT ᥈ᰝ（2002 年㸷月） 
 道北地ᇦの地震発生地ᇦと非地震地ᇦとの地殻構造の㐪いをㄪ࡭た． 
 茂木透，山谷♸介，బ波⍞ᜨ，西田泰典，高田真秀，一柳昌義 
（２）㥖ࢣᓅᗈᖏᇦ MT ᥈ᰝ（2002 年㸴月） 
 㥖ࣨᓅの 3 次ඖẚ᢬ᢠ構造をㄪ࡭るた࡟ࡵᗈᖏᇦ MT ᥈ᰝをᐇ施． 
山谷♸介・谷ඖ೺๛・西田泰典・茂木透・宮原昌一・吉田㑥一・బ波⍞ᜨ・      

Nagendra Pratap Singh・新ᒇ㞞அ・⳥池晃ኴ郎 
 

２．発表論文 

Elena Y. Fomenko, Toru Mogi (2002)A new computation method for a staggered 
grid of 3D EM field conservative modeling, Earth, Planets and Space, 54, 
499-509 

Spichak, V, Fukuoka, K., Kobayashi, T., Mogi, T., Popova, I., and Shima, H. 
(2002)ANN reconstruction of geoelectrical parameters of the Minou fault zone 
by scalar CSMT data, Jour. Applied Geophysics, 49, 75-90 

茂木透，日高 2000㹋㹒᥈ᰝࣝࢢー(2002)ࣉ日高地ᇦでのᗈᖏᇦ MT ᥈ᰝ，月ห地⌫，

vol.24, No.7, 485-487 
森ᑼ理ᜨ，ᗈ島ᩄ男，㥖沢ṇ夫，∾野㞞彦，村田泰❶，名和一成，西島₶，茂木透(2002)

⚟岡地ᇦの㔜ຊ␗常ࡘ࡟いて，地㉁ㄪᰝᡤ研究報告，53 ᕳ，7/8 ྕ，573-594 
Yasukawa, K, Mogi, T. Widarto D. and Ehara S. (2003)Numerical modeling of a 

hydrothermal system around Waita volcano, Kyushu Japan based on resistivity 
and self-potential survey result. Geothermics. 32, 21-46 

Singh,N.P. and T.Mogi(2003)Inversion of Large Loop Transient Electromagnetic 
Data over Layered Earth Model, Jour. Faculty of Science Hokkaido University, 
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Series Ϯ, vol.12, No.1, 41-53. 
 

３．学会発表 

茂木透，日高 2000㹋㹒᥈ᰝࣝࢢー(2002)ࣉ日高⾪✺ᖏのẚ᢬ᢠ構造，地⌫ᝨᫍ科学

関連学会 2002 年ྜ同大会，2002 年５月 
0ogi�T� and Takada� 0�(2002)Geomagnetic transIer Iunction change associated 

with a large earthTuake in Hokkaido -apan�� 3rd International Workshop on 

0agnetic� (lectric and (lectromagnetic 0ethod in Seismology and 9olcanology� 

0oscow (September� 2002) 

茂木透，⛅田藤夫，ᰘ田ᬛ郎，బ藤秀ᖾ，谷ඖ೺๛，బ波⍞ᜨ，西田泰典，高಴ఙ一，

ᯇ島႐雄，田中Ⰻ和(2002)᭷⌔火山 2000 年噴火ᇦでの CS0T・0T ᥈ᰝ，日本火山学

会 2002 年度⛅Ꮨ大会，2002 年 10 月 

茂木透，బ藤秀ᖾ，石川春義，Nagendra P. Singh，田村ៅ，渡辺顕二，後藤友宏，

内田฼弘，Tae Jong Lee，⚟岡晃一郎(2002) 北海道北部中㡻ู地ᇦ࡟おࡅる３次

ඖẚ᢬ᢠ構造，➨ 112 ᅇ地⌫電磁気・地⌫ᝨᫍᅪ学会ㅮ₇会，2002 年 11 月 
 

４．ྲྀᚓ研究㈝ 

科学研究㈝⿵助㔠（≉ู研究員ዡບ㈝）火山及び活᩿ᒙ࡟おࡅる時㛫㡿ᇦ電磁᥈ᰝの

３次ඖ࢖ンࣂーࣙࢪンἲの㛤発，௦表 

ᮾி大学地震研究ᡤ≉ᐃ共同研究($)地震活動࡟関連ࡍる電磁気観測，௦表 

ᮾி大学地震研究ᡤ≉ᐃ共同研究($)地殻ẚ᢬ᢠ⢭ᐦ構造᥈ᰝ，分担，研究௦表⪅㸸

上ᔱㄔ（ᮾி大学地震研究ᡤ） 

ᮾி大学地震研究ᡤ≉ᐃ共同研究($)┤前㐣程࡟おࡅる地殻活動࡟関ࡍる⥲ྜ的研究，

分担，研究௦表⪅ 吉田真࿃（ᮾி大学地震研究ᡤ） 

ᮾி大学地震研究ᡤ≉ᐃ共同研究(㹀) ஑ᕞ・⌰⌫⫼ᘼの῝部構造とテクトࢽクࢫの

研究，分担，研究௦表⪅㸸鈴木㈆⮧（஑ᕞ大学大学院理学研究院） 

 

５．♫会活動 

地震予知研究協議会͆┤前㐣程࡟おࡅる地殻活動͇ィ⏬推進部会員 

⏘業技⾡⥲ྜ研究ᡤ地⌫科学᝟報研究部㛛主任研究員（併任） 

 
山本明彦 

２．発表論文 

<amamoto� $�� Gravity�based active  Iault mapping around  the eastern margin 

oI the Ishikari /owland� Hokkaido� -apan� -� )ac� Sci��Hokkaido 8niv�� 9ol�12� 

No�1� 17�39� 2003� 

<amamoto� $� and W� Sun ((ds�)� 5eport on the Gravimetry in -apan during the 

Period Irom $pril 199� to 0arch 2002� The National Committee Ior Geodesy oI 

-apan and the Geodetic Society oI -apan� -� Geod� Soc� -apan� 4�� 17��227� 
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2002� 

<amamoto� $� ((d�)� 5eport on the Gravimetry in -apan during the Period Irom  

$pril 199� to  0arch 2002 (C'�520)� The National Committee Ior Geodesy oI  

-apan and the Geodetic Society oI -apan� 2002� 

山本明彦� 石⊁平野とࡑの࿘辺の㔜ຊ␗常࢔トࣛࢫ� 北海道大学地⌫≀理学研究報

告� 66� 33�62� 2003� 

山本明彦� 西༡日本㔜ຊࢹータ࣋ーࢫ(C'�520)のබ㛤� 日本地震学会ࣗࢽーࣞࢫタ

ー� 9ol�14� No��� 26�29� 2003� 

山本明彦� 㜰⚄㹼ῐ㊰地ᇦの㔜ຊ␗常�日本地震学会ࣗࢽーࣞࢫター� 9ol�14� No��� 

表⣬࢝ࣂー(㔜ຊ␗常ᅗ)及びゎㄝ� 2003� 

山本明彦� 日高⾪✺ᖏ࿘辺の㔜ຊ␗常� 月ห地⌫� 24� No�7� 4���494� 2002� 

山本明彦� 㔜ຊ␗常からぢた活᩿ᒙとఅᅾ構造� ࠗ 設ィ⏝地震ホ౯のたࡵの地震学的

新知ぢ࡟関ࡍるㄪᰝ研究 �࠘  分෉１� 平成 14 年度⤒㐣報告᭩� 地震予知⥲ྜ研究

᣺⯆会� ࣔࢫ࢖ࢧテクトࢽクࢫ研究会⦅� 279�319� 2003� 

 

前川徳光 

２．発表論文 

前川徳光，２㸮㸮㸮年᭷⌔山噴火の推⛣とࡑの後の観測⥙ᩚഛ，平成１４年度ᮾி大

学⥲ྜ技⾡研究会技⾡報告集，㸶㸫４２㸫４４，２㸮㸮３ 

大島弘光・前川徳光・᳜木㈆人・武田჆人㸸北海道の火山およびࡑの࿘辺地ᇦ࡟おࡅ

る⢭ᐦ㔜ຊ測ᐃ．北海道大学地⌫≀理学研究報告，㸴㸴，１㸮１㸫１１㸮，2003� 

青山裕・大島弘光・前川徳光㸸᭷⌔山２㸮㸮㸮年噴火࡟క࠺✵震活動，火山，４㸵，

５２１㸫５３２，２㸮㸮２． 

鬼澤真也・大島弘光・青山裕・森済・前川徳光・鈴木敦生・⟄井ᬛᶞ・ᯇᑿ⣘道・及

川⣧・大‖隆雄・山本ᆂ࿃・森೺彦・平㈗᫛・宮⏫宏ᶞ・岡田弘，２㸮㸮１年᭷⌔

山人ᕤ地震᥈ᰝ ３次ඖ㹎波㏿度構造，月ห地⌫，３㸷，１４㸫２１，２㸮㸮２． 

野上೺἞・平ᯘ順一・大ሙ武・ᡃᏞ子勤・岡田弘・西村裕一・前川徳光・鈴木敦生，

᭷⌔山２㸮㸮㸮年噴火࡟おࡅる地⌫科学的研究，火山，４㸵，３２５㸫３３２，2002� 

 

３．学会発表 

前川徳光，２㸮㸮㸮年᭷⌔山噴火の推⛣とࡑの後の観測⥙ᩚഛ，平成１４年度ᮾி大

学⥲ྜ技⾡研究会，２㸮㸮３年３月㸴日̿㸵日． 

前川徳光・石川和也・大島弘光・青山 裕・鬼澤真也，≉ᐃ小電ຊ↓⥺テ࣓ࣞータの

ไస，地⌫ᝨᫍ科学関連学会２㸮㸮２年ྜ同大会，２㸮㸮２年㸴月． 

鬼澤真也・大島弘光・青山裕・森済・前川徳光・鈴木敦生・⟄井ᬛᶞ・ᯇᑿ⣘道・及

川⣧・大‖隆雄・山本ᆂ࿃・森೺彦・平㈗᫛・宮⏫宏ᶞ，᭷⌔山࡟おࡅる人ᕤ地震

᥈ᰝ̿３次ඖ㹎波㏿度構造̿，地⌫ᝨᫍ科学関連学会２㸮㸮２年ྜ同大会，２㸮㸮

２年㸴月． 

青山裕・大島弘光・前川徳光，２㸮㸮㸮年３月３１日の᭷⌔山噴火で観測ࡉれた✵震

と地動，日本火山学会，２㸮㸮２年１㸮月． 

大島弘光・青山裕・鬼澤真也・前川徳光・➉内敬二・Ᏻ藤浩・㛗内隆ᖾ・高℩浩二・
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中村฼明，TCP㸭IP ネットワークを⏝いた火山観測⏝テ࣓ࣞータࢫࢩテ࣒の㐠⏝

ヨ㦂，地⌫ᝨᫍ科学関連学会，２㸮㸮２年㸴月． 

大島弘光・前川徳光・᳜木㈆人・武田჆人，北海道の火山およびࡑの࿘辺地ᇦ࡟おࡅ

る㔜ຊの⤒年変໬，日本火山学会２㸮㸮２年度⛅Ꮨ大会，௝ྎ 

前川徳光・大島弘光，㥖ࣨᓅの⌧≧１̿地殻変動̿，北海道大学地震火山センター・

る研究の⌧≧とㅖၥ㢟ࡅお࡟㥖ࣨᓅࠕ࣒࢘ࢪン࣏ࢩ ，ࠖ２㸮㸮３年３月㸶日，北海

道大学． 

 

鈴木敦生 

１．主࡞観測のᴫせ 

（１）北海道㥖ࣨᓅ構造᥈ᰝ 

2002 年 9 月 27 日Ѹ10 月 2 日࡟ᐇ施ࡉれた㥖ࣨᓅ構造᥈ᰝ࡟ཧຍࡍると共࡟事前‽ഛ

として，�月から௨下のస業を行った． 

 >1@発◚点・地震観測点の㑅点および೉地➼࡟ಀる事務手⥆ࡁ． 

 >2@地震観測点の⌧地㋃ᰝ． 

 ．観測⥙の構⠏➼᥈ᰝ本部の㛤設࣒࢖タࣝ࢔ࣜ@3< 

（２）ᐩ士山⛻ᐦ地震観測⾨ᫍテ࣓ࣞーター設⨨（2003 年 3 月 2� 日Ѹ29 日） 

඲国共同観測として進ࡵられているᐩ士山の⛻ᐦ地震観測のた࡟ࡵ北大担当分の2観

測点の設⨨స業を行った． 

（３）ᶡ前山観測⥙ᩚഛ（2002 年） 

年度を㏻ࡌて௨下のస業を行った． 

 >1@೉地➼࡟ಀࢃる事務手⥆ࡁ． 

 >2@北山（ྂᶡ前）・ࣔーࣛッࣉ・၈沢・支ᐮ内・美➜観測点の新設． 

 >3@ⓑ⪁分ᐊの新設． 

 >4@ᆙ道内観測機ჾのᩚഛ・ㄪᩚ． 

（４）༑勝ᓅ観測点ᩚഛ（2002 年 12 月 9 日Ѹ16 日） 

᪤設点の観測機ჾ及びテ࣓ࣞーター⿦⨨の᭦新を行い上ᐩⰋ野中⥅点を㛤設した． 

（５）2002 年火山⇿発ィ測࢙ࢪࣟࣉクト（2002 年 10 月 2� 日Ѹ31 日） 

Ὕ√†でᐇ施ࡉれたỈ中⇿◚ᐇ㦂࡟おいて✵震および地震の観測を行った． 

（㸴）᭷⌔火山観測ᡤ一⯡බ㛤 

2002 年 7 月 6 日Ѹ7 日࡟ᐇ施ࡉれたࠕ᭷⌔火山観測ᡤ一⯡බ㛤ࠖ࡟関してᒎ♧࣏ࢫタ

ー➼のస成及びᒎ♧を行った． 

7 月 7 日ࡣ࡟᭷⌔山構造᥈ᰝ報告会ࡀኊ▌⏫で行ࢃれ，報告会ሙ設Ⴀ➼事前‽ഛを行

った． 

 

２．発表論文  

0atsumoto�N�� Sato�T�� 0atsushima�N�� $kita�)�� Shibata�T� 

and Suzuki�$�� Hydrological anomalies associated with crustal deIormation 

beIore the 2000 eruption oI 8su volcano� -apan� Geophys� 5es� /ett�� 

10�1029/2001G/01396�，2002． 

Nogami�.�� Hirabayashi�-�� Nishimura�<� and Suzuki�$� ，Nature and origin oI 
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volcanic ash in the 2000 eruption oI 8su volcano� southwestern Hokkaido� -apan� 

(arth Planets Space� �4� 993�99�� 2002． 

బ藤努・ᯇ本๎夫・⛅田藤夫・ᰘ田ᬛ郎・鈴木敦生・ᯇ島႐雄・高橋ㄔ，᭷⌔火山 2000

年噴火࡟కってఀ㐩市で観測ࡉれた地下Ỉ位␗常，火山，47，171�176，2002． 

野上೺἞・平ᯘ順一・大ሙ武・ᏳᏞ子勤・岡田弘・前川徳光・鈴木敦生，᭷⌔山 2000

年噴火࡟おࡅる地⌫໬学的研究，火山，47，32��332，2002． 

鬼澤真也・大島弘光・森済・前川徳光・鈴木敦生・一柳昌義・岡田弘㸸᭷⌔火山地ᇦ

の 3次ඖ地震波㏿度構造，火山，47，49���06，2002． 

బ藤努・㢼᪩ᗣ平・鈴木敦生・ᯇ本๎夫，電ᰕ㛫㊥㞳測ᐃ࡟よる地殻変動㔞の推ᐃ，

火山，47，699�704，2002． 

鬼澤真也・大島弘光・青山裕・森済・前川徳光・鈴木敦生・⟄井ᬛᶞ・ᯇᑿのࡾ道・

及川⣧・大‖隆雄・山本ᆂ࿃・森೺彦・平㈗᫛・宮⏫宏ᶞ・岡田弘，2001 年᭷⌔火

山人ᕤ地震᥈ᰝѸ3 次ඖ㹎波㏿度構造Ѹ，地⌫，39，14�21，2002． 

బ藤努・㢼᪩ᗣ平・鈴木敦生・ᯇ本๎夫，電⥺のࡺるࡳを⏝いた地殻変動㔞の推ᐃѸ

᭷⌔火山 2000 年噴火࡟関連してѸ，地㉁ࣗࢽー��1，7�10，2002，ࢫ． 

 

３．学会発表 

鬼澤真也・大島弘光・青山裕・森済・前川徳光・鈴木敦生・⟄井ᬛᶞ・ᯇᑿのࡾ道・

及川⣧・大‖隆雄・山本ᆂ࿃・森೺彦・平㈗᫛・宮⏫宏ᶞ，᭷⌔山࡟おࡅる人ᕤ地

震᥈ᰝѸ3 次ඖ㹎波㏿度構造Ѹ，地⌫ᝨᫍ科学関連学会 2002 年ྜ同学会，2002 年 6

月． 

鈴木敦生・青山裕，㥖ࣨᓅの⌧≧ 2Ѹ地震活動Ѹ北海道大学地震火山センター・ࢩン࣏

る研究の⌧≧とㅖၥ㢟ࡅお࡟㥖ࣨᓅࠕ࣒࢘ࢪ ，ࠖ2003 年 3 月 � 日，北海道大学． 

 

戸谷雄造 

３．学会発表 
戸谷雄造，笠原稔，IdentiIying seismic gap and Tuiescence by monitoring 

spatio�temporal changes in seismic energy releases and recurrence patterns

地⌫ᝨᫍ科学関連学会２㸮㸮２年㸮５月２㸵㹼３１日 

戸谷雄造，笠原稔，年平ᆒ変動㏿度の変໬（͂ຍ㏿度̓）からࡳる地殻変動，日本地

震学会⛅Ꮨ大会２㸮㸮２年１１月１１㹼１３日 

 
 
 
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．教 育 活 動 
 



１．担当授業 

 

（１）大学院 

笠原稔 地震≀理学≉論Ⅰ  

島村英紀 海底地⌫≀理学≉論Ⅰ  

高波鐵夫 海底地⌫≀理学≉論Ⅱ  

岡田弘 火山≀理学≉論Ⅰ  

大島弘光 火山≀理学≉論Ⅱ  

茂木透 地殻≀理学≉論  

 

（２）学部 

඲学教育科目 

 岡田弘 地学Ⅱ 

ᑓ㛛教育科目 

笠原稔 連⥆యຊ学 

岡田弘 ≉Ṧㅮ義 II 噴火予知とῶ⅏ 

高波鐵夫 ࢹータゎᯒ学  

茂木透 電磁気学₇⩦ 

大島弘光 ≀理ᐇ㦂Ⅱ 

茂木透，森済 ≀理ᐇ㦂Ⅲ  

 ྛ教官 地⌫≀理学ᐇ㦂およびᐇ⩦，論文㍯ㅮ 

 

（３）学外ㅮᖌ 

岡田弘 

教育活動（ㅮ義・₇⩦࡝࡞） 

 北大一⯡教育㸹ࣞࣇッࣗࢩマン࢕ࣇーࣝࢻ研修(2002 年 9 月 3�� 日)  

2002ࠊ研修事前ㄝ明会（北大一⯡教育ࢻーࣝ࢕ࣇマンࣗࢩッࣞࣇ   年 7 月 26 日） 

2002ࠊࢫ࢘ࣁーࢼ研修（大⁪セミࢻーࣝ࢕ࣇマンࣗࢩッࣞࣇ   年 9 月 3�4 日） 

᭷⌔山の火山と᳜生㺘㺎㺛ࠖ(2002ࠕ地研修⌧ࢻーࣝ࢕ࣇマンࣗࢩッࣞࣇ   年 9 月 4

日) 

 北大一⯡教育㸹地学 II（1 年生後ᮇ2ࠊ༢位2002ࠊ 年 10 月㹼2003 年 2 月） 

北大一⯡教育㸹」ྜㅮᗙࡃࠕらしと♫会のたࡵのᏳ඲の科学➨ 10 ᅇࠖࠕ⮬↛⅏ᐖ

の㍍ῶをồࡵて・・2000 年᭷⌔山噴火から学ࡪᏳ඲の科学 （ࠖ2002 年 12 月 � 日ࠊ

90 分） 

 北大地⌫ᝨᫍ科学科㸹北海道大学理学部地⌫科学科⛣行学生大⁪セミࢼー(7 月 6�7

日) 

᭷⌔火山野外ᕠ᳨ࠊㅮ義2000ࠕ 年᭷⌔山とῶ⅏ࠖ（7月 6日） 

 北大大学⚍㸹2000 年᭷⌔山噴火෗真ᒎ♧会（協ຊࠊ北大理学部6ࠊ月 �日） 

 北大ࢧマーセッࣙࢩン（外国人 33 名㸹⡿国 32 人࢝ࠊ ࢲࢼ 12 人2002ࠊ 年 7 月 1��16
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日） 

ㅮ義(英ㄒࠊ大⁪セミࢼーࢫ࢘ࣁ)ࠊ᭷⌔山⌧地研修（英ㄒゎㄝ） 

 ⛅田大学教育文໬学部集中ㅮ義 

 ≉ูㅮ義ࠕ⅏ᐖ♫会᝟報学ࠖ(11 月 2�3 日ࠊ⛅田大学教育文໬学部) 

北海道㓗㎰大学⎔ቃࢫࢩテ࣒学部地ᇦ⎔ቃ学科新ධ生研修会 

(≉ูㅮ義ࠊ᭷⌔山野外研修2002ࠊ 年 4 月 13 日) 

 国㝿協ຊ事業ᅋ（-IC$）国㝿研修（火山学及び火山◁㜵ᕤ学） 

  ㅮ義(英ㄒ)ࠕ火山噴火と༴機⟶理 （ࠖᮾி国㝿協ຊ研修センター2002ࠊ 年 4 月 �

日） 

 北海道火山野外ᕠ᳨(英ㄒでゎㄝ) 

（国㝿火山学研修㸹ᶡ前山ࠊ᭷⌔山ࠊ北大᭷⌔火山観測ᡤ2002ࠊ 年 6 月 19�20 日） 

 

大島弘光 

ኊ▌中学ᰯᰯ外学⩦ㅮᖌ 

 

西村裕一 

2001 年 1 月 2� 日ࠥ2月 1日 集中ㅮ義㸸北海道教育大学教育学部ภ㤋ᰯ 

  地学≉ㅮ III ࠕ火山とὠ波の⮬↛⅏ᐖ科学ࠖ 

 

２．学位論文 

（１）博士論文 

⏿中雄ᶞ Study on 2ptimal $nalysis Strategy oI 'ense GPS Networks 

（主ᰝ㸸笠原稔） 

（２）修士論文 

岩下里志 GPS ࡟よる北海道㥖ࣨᓅの地殻変動 

山田亜海 2%S㸫࢚࢞࢔ン᥈ᰝ࡟よࡾᚓられたHikurangiỿࡳ㎸ࡳᖏ（ࣗࢽーࢪーࣛン

 ᮾ᪉）のP波㏿度構造ࢻ

渡辺顕二 非噴火時࡟おࡅる⬺࢞ࢫ㔞変動ࣔࣝࢹ 

 

３．学生の学会発表 

戸谷雄造，笠原稔，IdentiIying seismic gap and Tuiescence by monitoring 

spatio�temporal changes in seismic energy releases and recurrence patterns

地⌫ᝨᫍ科学関連学会 

戸谷雄造，笠原稔，年平ᆒ変動㏿度の変໬（͂ຍ㏿度̓）からࡳる地殻変動，日本地

震学会⛅Ꮨ大会 

山田亜海，西村裕一，島村英紀，Ingo Pecher� Stuart Henrys�2002，海底地震ィと

北ᮾの地殻，上部マントࣝ構造．地⌫ᝨᫍ科学関ࢻーࣛンࢪーࣗࢽよる࡟ン࢞࢔࢚

連学会 
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４．センターゼミの記録 

➨ 64 ᅇ 4 月 1� 日 

⏿中雄ᶞ（国ᅵ地理院・測地観測センター）㸸高ᐦ度 GPS 連⥆観測⥙の最㐺ゎᯒ手ἲ 

5olI 0jelde (8niversity oI %ergen� Norway)㸸-apanese/Norwegian cooperative 

2%S�projects� New insight on passive margins and oceanic spreading ridges� 

 

➨ 6� ᅇ 4 月 22 日 

高橋浩晃㸸２㸮㸮㸮年᰿ᐊ༙島༡ᮾἈ地震（0jma7�0）と༑勝᰿ᐊἈの地震活動 

青山裕㸸199� 年㣕㦌山⬦の⩌発地震活動 

 

➨ 66 ᅇ � 月 13 日 

岡田弘㸸火山噴火の予測と⅏ᐖ㍍ῶ࡟おࡅるᑓ㛛ᐙのᙺ๭ 

大島弘光㸸᭷⌔山࡟おࡅるὸ部Ỉ⎔ቃ 

 

➨ 67 ᅇ � 月 20 日 

鬼澤真也㸸᭷⌔山࡟おࡅる人ᕤ地震᥈ᰝ 

笠原稔㸸北海道の内㝣地震の෌᳨ウ 

宮城洋介㸸1 ࿘波ཷ信機の観測ホ౯ 

  

➨ 6� ᅇ 6 月 3 日 

勝俣啓㸸$ Iive years super�slow aseismic precursor model Ior the 1994 0��3 

Hokkaido�Toho�2ki lithospheric earthTuake based on tide gauge data 

荒木洋美㸸Plane waves in Homogeneous 0edia and Their 5eIlection and Transmission 

at a Plane %oundary （論文⤂介） 

後藤友宏 㸸వ市ᓅ┤下の地震活動 

 

➨ 69 ᅇ 6 月 10 日 

島村英紀㸸地震火山研究観測センターの最㏆の海底地震観測から 

山田亜海㸸海底地震ィと࢚࢞࢔ン࡟よるࣗࢽーࢪーࣛンࢻ北島の地殻・上部マントࣝ

構造 

岩下里詩㸸GPS  よる㥖ࣨᓅの地殻変動࡟

 

➨ 70 ᅇ 6 月 17 日 

Tuncay T$<0$Z㸸Seismotectonics oI the Sea oI 0armara and Surrounding 5egions� 

NW�Turkey 

渡辺顕二 㸸$�Simakin�5�%otcharnikov�2001�'egassing oI stratiIied magma by 

compositional convection （論文⤂介） 

 

➨ 71 ᅇ 6 月 24 日 

Nagendra Pratap Singh㸸(IIective skin depth oI (0 Iield due to a large loop source 

and its application to survey design and data interpretation 
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高波鐵夫 㸸１㸷㸷３年北海道༡西Ἀ地震ᇦでの地震波トࣔ࢕ࣇࣛࢢーの෌᳨ウと日

本海海┅ᮾ⦕変動ᖏのテクトࢽックࢫゎ明へのᣮᡓ 

 

➨ 72 ᅇ  7 月 1 日 

戸谷雄造㸸 ✵ⓑᇦのᐃ㔞໬ࡅྥ࡟て  

１㸸地震࢚ネࣝࢠーゎᨺ㔞と地震෌発ࣃターンの時✵㛫変໬からぢる地震活動とࡑ

の地ᇦᛶ 

  ２㸸連⥆ GPS 観測ࢹータから測ᐃでࡁる主せ構造ቃ⏺࡟ἢ࠺地ᇦ（内㝣部）࡟おࡅ

る地表変位とࣞࣉート㐠動の関ಀ  

西村裕一 㸸１．ὠ波ሁ✚≀からࡳた北海道ᮾ部のṔ史地震ീ  

ー火山噴火ࣞࣉ．２       100 ࿘年ワークࣙࢩッࣉཧຍ報告 

 

➨ 73 ᅇ  7 月 � 日 

干野真㸸ᅄ㠃య分๭構造を⏝いた地震波トࣔ࢕ࣇࣛࢢー 

本多亮㸸㞳ᩓ波ᩘἲ࡟よる㟼的および動的変位のィ⟬ （༙↓㝈፹㉁⦅）  

 

➨ 74 ᅇ  7 月 1� 日 

村井芳夫㸸 19�2 年ᾆἙἈ地震の震※ᇦ࣓࢖࡟ーࡉࢪれたࣛࢹミネーࣙࢩン構造  

山本明彦㸸⛻ᐦ㔜ຊ␗常からぢた活᩿ᒙと火山ᛶ㝗ἐ構造  

 

➨ 7� ᅇ  7 月 22 日（月）1��00�17�00  

森済㸸北海道㥖ࣨᓅの辺㛗観測  

茂木透㸸✵中電磁ἲ࡟よる火山యの᥈ᰝ  

 

➨ 76 ᅇ  9 月 2 日 

Teodorico $� Sandoval㸸Point source modeling oI the 1999�2000 and 2001 unrest 

oI 0ayon volcano� $lbay province� Philippines  

後藤友宏㸸SP depth phase at small epicentral distances and estimated subducting 

plate boundary (論文⤂介) 

荒木洋美㸸ᙉ震動予測研究の࢘࢔トࣛ࢖ン  

 

➨ 77 ᅇ  9 月 9 日 

Waithaka Hunja㸸GPS study oI active tectonics in .enya�results Irom 199��2002  

Tuncay Taymaz㸸$ctive Tectonics oI the (astern $natolia (Turkey)� Caucasus and 

Surrounding 5egions  

 

➨ 7� ᅇ  9 月 30 日 

岩下里詩㸸GPS     よる㥖ࣨᓅの地殻変動࡟

山田亜海㸸論文⤂介 ͆Crustal structure oI the central Sunda margin at the onset 

oI obliTue subduction͇  

渡辺顕二㸸ΰ┦ὶゎᯒの⤂介 
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➨ 79 ᅇ  11 月 1� 日 

宮城洋介㸸GPS study on the 2kmok volcano   

青山裕㸸2000 年 3 月 31 日の᭷⌔山噴火࡟క࠺✵᣺  

  

➨ �0 ᅇ  11 月 2� 日 

岩下里詩㸸GPS    よる㥖ࣨᓅの地殻変動࡟

山田亜海㸸海底地震ィと࢚࢞࢔ン࡟よるࣗࢽーࢪーࣛンࢻ北島ᮾ᪉Ἀの地殻・上部 

マントࣝ構造 

渡辺顕二㸸噴火後の火道内マࢢマࢼ࢖ࢲミクࢫ  

 

➨ �1 ᅇ  12 月 2 日 

谷岡勇市郎㸸ὠ波地震の発生࣓࣒࢝ࢬࢽ    

岡田弘㸸᭷⌔山噴火と関連した⭾大ᫎ࡞ീ資料の活⏝課㢟ࡘ࡟いて    

 

➨ �2 ᅇ  12 月 9 日 

鬼澤真也㸸᭷⌔火山地ᇦの 3次ඖ地震波㏿度構造㹼ࡑの 3    

笠原稔㸸༑勝Ἀ・᰿ᐊἈ・༡༓島の㛗ᮇホ౯結ᯝࡘ࡟いて    

 

➨ �3 ᅇ  12 月 16 日 

勝俣啓㸸Three�dimensional P and S wave velocity structures beneath the Hokkaido 

corner� -apan�.urile arc�arc junction  

後藤友宏㸸２㸮㸮１年４月からጞまったవ市ᓅ┤下の地震活動 

 

➨ �4 ᅇ  1 月 6 日（月）1��00�17�00    

岩下里詩㸸GPS    よる北海道㥖ࣨᓅの地殻変動࡟

渡辺顕二 㸸非噴火時⬺࢞ࢫ㔞の▷ᮇ的変動ࣔࣝࢹ㸫マࢢマ࣊ッࢼ࢖ࢲࢻミクࢫ㸫   

 

➨ �� ᅇ  1 月 20 日 

Zbigniew Czechowski㸸The privilege and non�linearities as causes oI Iractal 

distributions  

島村英紀㸸ࣞࣉ࢔ࢩࢥࢫートのࠕᑗ᮶ࠖ研究 

山田亜海㸸2%S㸫࢚࢞࢔ン᥈ᰝ࡟よࡾᚓられた Hikurangi ỿࡳ㎸ࡳᖏ 

の（ᮾ᪉ࢻーࣛンࢪーࣗࢽ） P 波㏿度構造 

 

➨ �6 ᅇ  1 月 27 日 

高橋浩晃㸸༑勝᰿ᐊἈの地震活動と地殻変動  

Nagendra Pratap Singh㸸Inversion oI /arge /oop Transient (lectromagnetic 'ata 

over /ayered (arth 0odels 

 

➨ �7 ᅇ  2 月 3 日 

高波鐵夫㸸１㸷５２年༑勝Ἀ地震のࣞࣗࣅーと当震※ᇦでの海底地震ィ࡟よる地下構
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造ㄪᰝィ⏬ 

戸谷雄造㸸㏿度・ຍ㏿度ሙ変໬からࡳる最㏆の地殻変動  

 

➨ �� ᅇ  2 月 10 日 

西村裕一㸸ὠ波ሁ✚≀のㄪᰝἲと北海道ኴ平洋ᓊおよび日本海ᓊ࡟おࡅるㄪᰝ事౛  

干野真㸸最▷⤒㊰ၥ㢟（࢖ࢲクࢫトࣛἲ）をᛂ⏝した波⥺㏣㊧のᅄ㠃య分๭構造トࣔ

  ⏝ーへの㐺࢕ࣇࣛࢢ

 

➨ �9 ᅇ  2 月 17 日 

本多 亮㸸地表㠃での動的及び㟼的変位࡟ᑐࡍる表ᒙ地┙のᙳ㡪  

村井芳夫㸸非常࡟ᐦ࡟分布ࡍるட⿣⩌࡟よる 2次ඖ SH 波のᩓ஘ῶ⾶と㏿度分ᩓ(2) 

  

➨ 90 ᅇ  2 月 24 日 

森済㸸᭷⌔山 2000 年活動ᇦの⤊ᜥ後の地┙変動   

大島弘光㸸TCP/IP ネットワ㸫ク࡟よる火山観測テ࣓ࣞ㸫タࢫࢩテ࣒の構⠏  

 

➨ 91 ᅇ  3 月 3 日 

茂木透㸸北海道北部中㡻ู地ᇦの３次ඖẚ᢬ᢠ構造ー地震の㉳ࡁるとࢁࡇと㉳࡞ࡁい

とࢁࡇでࡣ地下構造࠺ࡀࡕࡀかー  

森谷武男㸸ᨵⰋ୵田ἲ࡟よる地震発生࡟ඛ行ࡍる大気ᅪ内 9H) ᩓ஘యの᳨出   

-ustin 5evenaugh㸸Scattering and seismogenesis in Southern CaliIornia (࢝ࣜ

 (ᰯࢬンタクࣝーࢧ大学࢔ࢽ࢛ࣝࣇ

 

➨ 92 ᅇ  3 月 10 日 

山本明彦㸸石⊁平野࿘辺の㔜ຊ␗常と活᩿ᒙマッࣆンࢢ  

Waithaka� Hunja㸸$n analysis oI the .enya riIt GPS network  

 

５．センターで主催した研究集会 

北海道大学地震火山研究観測センター・ࢩン࣏࣒࢘ࢪ 

�㥖ࣨᓅ࡟おࡅる研究の⌧≧とㅖၥ㢟� 

３月㸶日（ᅵ） １㸮㸸㸮㸮㸫１㸵㸸㸮㸮 

理学部３ྕ㤋４㸮１教ᐊ 

１㸮㸸㸮㸮 ５４年࡟ࡾࡪጞまった㥖ࢣᓅの小活動ࡣఱをព࿡しているか㸽 

          岡田弘（北大・地震火山セ） 

 

１㸮㸸１５ 㥖ࣨᓅの最㏆の火山活動 㸫気㇟ྎ࡟よる観測結ᯝ㸫 

             谷口ṇᐇ（ᮐᖠ⟶༊気㇟ྎ火山┘ど・᝟報センター） 

１㸮㸸３㸮 㥖ࢣᓅの噴火史とࡑの≉ᚩ                              

吉本඘宏（ᮾ大・地震研）・中川光弘（北大・地ᝨ） 

１㸮㸸４５ 㥖ࢣᓅṔ史時௦噴火のマࢢマ౪⤥⣔とࡑの変㑄                       

高橋Ⰻ・中川光弘（北大・地ᝨ） 
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１１㸸㸮㸮 㥖ࢣᓅ 1942 年噴火ࡣマࢢマỈ⵨気⇿発ࡔった                        

高橋Ⰻ・中川光弘（北大・地ᝨ） 

１１㸹１５ マࢢマから噴火活動ᮇの⤊஢を予測でࡁるか㸽                                

中川光弘（北大・地ᝨ） 

１１㸸３㸮 㥖ࣨᓅ噴出≀中の⢓ᅵ㖔≀とỈ⁐ᛶ成分                                   

野上೺἞（ᮾᕤ大・火山ὶయ研） 

１１㸸４５ 㥖ࢣᓅの地㉁と地下Ỉ分布                            

ᯇ波武雄（ඖ道❧地下資※） 

（᫨ఇࡳ） 

１３㸸㸮㸮 㥖ࣨᓅの火山活動の⌧ἣ１㸫地殻変動㸫                                     

前川徳光・大島弘光（北大・地震火山セ） 

１３㸸１５ GPS                          ᓅ࿘辺の地殻変動ࢣよる北海道㥖࡟

岩下里詩（北大・地震火山セ） 

１３㸸３㸮 １㸷㸷㸴年௨㝆のỈ⵨気⇿発の࢞ࢫ⁀まࡾと前඙地殻変動             

森済（北大・地震火山セ） 

１３㸸４５ 㥖ࣨᓅの火山活動の⌧ἣ 2㸫地震活動㸫 

                                       鈴木敦生・青山裕（北大・地震火山セ） 

１４㸸㸮㸮 ὶయࡀ関୚した火山ᛶ地震の発生機構ࡘ࡟いて                           

青山裕（北大・地震火山セ） 

１４㸸１５ 火山య構造᥈ᰝでࢃかったࡇとࢃࠊから࡞かったࡇと                        

鬼沢真也（北大・地震火山セ） 

１４㸸３㸮 㥖ࢣᓅのẚ᢬ᢠ構造                                

山谷♸介（北大・地ᝨ）  

１４㸸４５ 㥖ࢣᓅの磁気構造とࡑの変動                              

西田泰典（北大・地ᝨ） 茂木透（北大・地震火山セ）  

（ఇ᠁） 

１５㸸１５ ࢽࣜࣉーᘧ噴火と火○ὶ発生機構                            

ྂ川❳ኴ（⏘⥲研） 

１５㸸３㸮 1929 年噴火࡟క࠺噴↮の１次ඖᐃ常ὶࣔ࡟ࣝࢹよるゎᯒ               

大島弘光（北大・地震火山セ）・小野ᚸ（ᮐᖠឿᜨ学ᅬᮐᖠ新㝧高➼学ᰯ） 

１５㸸４５  気㇟せᅉを⪃៖した噴↮㐠動のゎᯒ�中小噴↮のࣔࢽタࣜン࡟ࢢ関ࡍる

ὀព� 

  ᑎ田ᬡ彦(ᮾ大・地震研） 

１㸴㸸㸮㸮 ⥲ྜウ論 

（᠓ぶ会） 

 

 

 

 

 

 


